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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　悠ゆうは、遙はるか天を目指す。

　今から登る山の頂上を目指すべく、陽光に向かって手を伸ばす。

　今度こそ頂点を摑つかんでみせると己に誓うように、悠は太陽を左手でぐっと摑つかんだ。

「見てろよじいちゃん。もう捨てない」

　にやりと歯を見せ、自然と笑う。

　肩に背負った防具袋の重みと、右手に握る竹刀袋から伝わる拍動が心地良かった。

　もはや泣かない剣鬼は堂々と、背筋を伸ばして一本道を歩いて行く。

　征く道の果てにそびえ立つのは、日本武道館。

　八月の全国総体個人戦。個の頂点を決める魔王城──その入り口で。

「おはよう、悠。今日もいい天気だね」

　最強の男は最さい奥おうには眠らず、竹刀袋を肩にかけて太陽を背負い、悠を待っていた。

「おはよう、快かい晴せい。じゃあ、行くか」

　共に一度、土が着いた。ならばもう一度登るのみ。

　入り口までは隣り合って歩く。しかし、あくまで戦いが始まるまでだ。

　悠と快晴は、魔の住すみ処かの前でぴたりと立ち止まる。

　先に挑むのは、前回負けた者の役割だ。悠は不敵な笑みを輝かせ、宣言する。

「じゃあな暫定一位。短い天下だったな」

「お。よく吠ほえるなあ、二位以下は。たかが免許の更新で」

　その挑戦を受けて、名前の通り快晴も、歯を見せて輝くような笑顔を返す。

「何回だって分からせてやる。一番強いのは、この僕だ」

　二対の化物は共に肩にかけていた竹刀袋を片手で伸ばし、啖たん呵かを切り合う。

　そしてその後に、悠は竹刀袋でとんとんと、少し大きくなった自分の肩を叩たたいた。

　一度、確かに負けた。ならばそのまま挑むほど、水みな上かみ悠は愚かじゃない。

「今日は新兵器を持って来た。前と同じだと思うなよ」

　時計の針は、今も進み続けている。

　昔の弱い自分はもういない。個人戦も団体戦も経たこの夏で、一番強い自分になる。

「楽しみにしてろ。今日の俺は、お前の二倍強いぞ」

「へえ……期待してる！」

　敵が強くなることを、快晴は怖おそれるどころか笑って歓待してくる。

　流石さすが、水上悠の宿敵だ。もはやこれ以上、言葉は必要ない。

　後はもう一度、ふたりきりのてっぺんで遊ぶだけだ。

「じゃあな、快晴。また後で」

「うん。決勝で！」

　互いに背を向けて、悠は歩き出す。日常の場に笑みは置いていき、鋭く目を尖とがらせた。

　前を見据えて歩いて行くと、今もあの大きな背中が脳裏に浮かぶ。

　今一度その約束を心に刻みつけるために、悠は右拳を心臓に当てて頭を下げた。

『頼んだぞ』

　必ずやり遂げてみせる。それも江え坂さかの分だけじゃなく、全員分。




「おら、水上部長。何寝てんのよ。朝からあたしに張られたい？」




　戦いの場から退いてもなお、勇ましく変わらぬ声に頭を上げる。

　燦さん々さんと輝く朝あさ陽ひを背負って、彼女は両腕を組んで傲岸不遜に現あらわれた。

「纏まといさん。おはようございます」

　自信を輝かせる彼女は、相変わらず眩まばゆい。

　開いた右手を顔の前にかざして悠が微笑ほほえむと、纏まといはゆっくり首を振った。

「よく見なさい。あたしだけじゃないわよ」

「……ああ。ほんとだ、みんないる」

　あのときは肩を並べて戦う男たちしか見えなかった。しかし、今ならちゃんと見える。

　他の場所には決して咲かない、藤ふじの宮みや高校だけに咲く花たちが。

「ほんっと周りが見えませんよね、悠先輩は！　眼鏡貸しましょうか眼鏡！」

「あはは、史し織おりちゃんがまたブーメラン投げてる。ねえねえ、団体戦のときの話するー？」

「やめたってユキさん……。久々に会ってもほんま鬼畜や……」

「ん。受験勉強、ストレス発散」

　こうして今、目の前で楽しそうに笑う彼女たちにも、それぞれ戦いの物語があった。

　悠はまだ、きちんとそれを背負えていない。

「水上」

　だから纏まといは今一度だけ戦う女に戻り、かつて剣を握っていた両手で肩を摑つかんでくれる。

「背負え」と意志を継がせてくれた、燃える男の隣に並び立つ者として。

「勝ちなさい。あたしたちの分も、担になってみせろ！」

「……はい！」

　これは、かつて男たちが燃え上がった二週間、その裏側で咲いていた女たちの想おもいを。

　この両肩へと確かに担にない、未来を切きり拓ひらく物語。
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　会場に着くと、悠ゆうはみんなに防具や荷物を預け、竹刀袋だけ持って武道館の外に出る。

　建物の外周に設営されたテントから伸びる、竹刀計量の列にひとりで並んだ。

　はずだったのに、彼女は音もなく隣に忍び寄ってくる。

　悠が少し俯うつむかないと見えない低い場所から、藤ふじ野の葉は月づきは竹刀袋をぎゅっと握ってきた。

　こてんと葉月が首を傾かしげて微笑ほほえむと、ボブヘアーが風に揺れる。

「出たなはーちゃん。ちっひと席取り行かなくていいの？」

「ん。千ち紘ひろ、ひとりで大丈夫。……藤野、計量並ぶから。水みな上かみはアップしてきて」

　計量を通った竹刀でなければ、試合では使えない。

　だから葉月の言う通り、出場選手は他の部員に竹刀を預けて並んで貰もらうことが多い。

「ありがとう。でも自分が使う竹刀だから、自分で面倒見たいんだ」

「……ん。じゃあ、隣にいる。駄目？」

　竹刀袋から手を離し、葉月が甘えるような調子でそう言う。

「集中してて。藤野、喋しやべらなくても、別にいい」

「……ありがとう。落ち着く」

　隣にどうぞと悠が左に寄ると、葉月はその列のスペースにとことこ入り込む。

　そうしてぽんと、悠の背中を叩たたいた。

「今日、勝って。……藤野、ずっと見てる」

「うん。笑って見ててくれ」

　悠が頷うなずくと丁度列が動き、ふと、列の先にいる桐とう桜おう学がく院いんの制服を着た二人の女の子が見えた。

　自分たちと同じく、身長差がある。きっと三年生コンビだ。

「なあはーちゃん。あれ柏かし倉くらさんと速はや水みさんだよな？　吹雪ふぶきのサポートかな」

「……ん。でも、今日は話しちゃ駄目。敵」

　袖をくいと引いて、葉月はむっとした顔をする。最近、彼女は少しだけ分かりやすい。

　それはやっぱり、彼女にも戦いの二週間があったからだろう。悠は微笑ほほえむ。

「じゃあ、代わりに話してくれよ。たまにははーちゃんの個人的な話も聞きたいな」

　頼むと、葉月は目を丸くして首を傾かしげ、自分の顔を指で差す。うんと悠は笑顔で頷うなずいた。

「物好き。新部長、変態」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、葉月は毒舌と共に肩をつんと突いてくる。「……ありがと。聞いて？」

　前へと進み続ける小さな背中に置いて行かれないよう、悠は気を引き締め、葉月と並んだ。
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　六月の個人予選が終わった次の日も、気持ちの良い天気の日だった。

　葉は月づきは放課後、体育館に入る前に、抜けるような青空に向かって小さな身体からだで伸びをする。前髪がぺたつかなくて、晴れの日は大歓迎だった。

　身体からだは、すごく元気だ。昨日は雑用以外に何もせず、ずっと座って試合を見ていたから。

　悠ゆうと快かい晴せいの、手に汗握る頂上決戦を。

「ちょっと、格好良かった」

　直接なんて言えないから、独り言にする。お陰様で今日の葉月はモチベが高かった。

　個人戦の翌日だから練習は休みだが、用が終われば今日は残って竹刀を振るつもりだ。

　葉月は胴着の入ったバッグを肩にかけ直し、体育館の前で待望の人を待ち続ける。

　早く会いたい。いつも一緒で動きたい。

　ややあって、校舎の中から出てきた待望の相棒──二にの宮みや千ち紘ひろが、笑顔で駆け寄ってきた。

「はーちゃん、お待たせ！」

「ん、大丈夫。今来たところ。ミーティング、行こ」

　今日は江え坂さかが不在ということで、男子はミーティングがない。女子は纏まといからお知らせがあるということで、剣道場に集まることになっていた。

　千ち紘ひろと一緒に体育館の中に入って、千ち紘ひろの隣で靴を脱ぐ。いつもの靴が二足揃そろえてあった。

「おっ。もうまといさんとユキさんは来てるんやな！」

　我先にと道場に走る千ち紘ひろを、葉月も小さな歩幅で追いかける。

　すると千ち紘ひろがいきなり、少しだけ開いた道場の扉の前でぴたりと止まった。

「はーちゃんはーちゃんっ。見て、浮うわ気きやっ」

　隠し事を覗のぞく家政婦のように、顔だけ出して千ち紘ひろは覗のぞき、小声でそう言う。

　葉月もその下から、ひょこりと顔を出して覗のぞいてみた。

「あーもう、全っ然分っかんない！　ほんっと何考えてんのよ、この柏かし倉くら由ゆ季きとかいうお嬢！」

「あはは、頭ぐりぐりしないの。髪の毛くすぐったいよ」

　纏まといが、円まど香かに膝枕されている。微笑ほほえましい秘密を垣かい間ま見みてしまった。

「今度、水みな上かみくんに聞いてみるのもいいかもね。剣道のことならきっと分かるよ」

「……そうねぇ。そうするか。近いうちに二人になれたら、頭借りてみるわ」

　纏まといは眉間に皺しわを寄せ、三冊の古いノートをとっかえひっかえ顔の前に掲げて読んでいる。

　柔らかそうなふとももの上でうーうー不機嫌に唸うなる纏まといは、まるで獣だ。
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　でも円まど香かは全く怖おそれず、笑顔で頭をよしよしし始めた。

「こ、こら。やめなさい！　真剣に考えてんのよこっちは！」

「えへへ、お疲れかなーと思って。昨日の個人戦、疲れたでしょう？　死闘だったもんね」

「……あんなもん、大したことないわよ。もう目的は果たしたしね。次よ次」

　最初は照れくさそうだった纏まといも、やがて目を細めて気持ちよさそうにする。

　こんな彼女を、彼女たちを見るのは初めてだった。このまま静かに見守っていたい。

　でも背後から現あらわれた生意気でっかい眼鏡美人には、何も伝わってくれないようだった。

「あれっ、先輩たちなんで入らないんですか？　こんにちはー、深ふか瀬せが来ましたよ！」

　史し織おりががらっと扉を開いて、二人の蜜月をぶち壊す。千ち紘ひろと二人で頭を抱えた。

「ほんまこの眼鏡……。自分しか映ってへんのとちゃうか！　はーちゃん！」

「制裁」

「あぁっ、ちょっと葉月先輩！　返してくださいよ！　目が３になっちゃうでしょ!?」

「あら、みんなもう来たの。じゃあ早速始めようかしら」

「纏まとい、ちょっとすとっぷ。その前にアレ、史織ちゃんに渡しちゃうね」

　衣服を整えながら立ち上がる纏まといに続かず、円まど香かは正座をしたまま自分のかばんを漁あさる。

　ビニールに包まれた薄い長方形の何かを取り出すと、立ち上がって史織に手渡した。

「はい。これ、藤宮高校の手拭い。試合用にみんなが揃そろえるやつだよ」

「えっ、もらっていいんですか？」

「あはは、当たり前じゃん。……史織ちゃんだってもう、チームの一員だもん」

　開けて良いですかの一言もなく、史織はおもちゃを買ってもらった子どものようなテンションでびりびりと包装を破く。

　炎のような紅の生地と、中央に白地で抜いた『克己』の文字が道場に靡なびいた。

「おお……。格好良いです！」

　眼鏡の奥の瞳をきらきらと輝かせ、頭上に掲げた手拭いに夢中になって史織は笑う。

　そんな史織の肩にぽんと手を伸ばして、円まど香かが微笑ほほえんだ。

「頑張ろうね。わたし、みんなで勝ちたいの」

「……はい！」

　団体戦前の最後の二週間。

　戦い抜くための、みんなの士気は十分だ。

「それじゃあ、作戦会議を始めるわ。まずは大事なことから共有よ」

　纏まといは満足そうに頷うなずき、両腕を組んで全員の前に立つ。

　そしていつも通り、頼りになる女子部長はばしっと勝手に決めてくれた。

　クレバーなこの人らしくない、突飛で無謀な作戦を。

「ちょっと今から、桐とう桜おうに殴り込んで来る。……今週末、なんとか合同稽古を捻じ込むわ」
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　誰も殴ってこないでほしい。というか喧けん嘩かはしたくない。

　誰かと手合わせするときに、桐とう桜おう学がく院いん主将、柏かし倉くら由季が考えることはいつもそれだった。

「きゃ─────────っ!?」

「こっの……おらぁああ────────！」

　至近距離から乱暴に振り下ろされた引き面を、由季は大きな背丈を縮めながら竹刀で受ける。衝撃で、一つに纏まとめた黒い長髪がゆらりと揺れた。

　間合いが切れると由季は竹刀を下ろし、無益な殺せつ生しようは止めませんかと微笑ほほえみかけてみる。

「しゃぁあああ─────────ヤあぁああッ!!」

　しかし小さな身体からだに闘気を燃やして、副主将の速はや水み桜さくら子こは竹刀を構えてずんずん進んでくる。

　短く切りそろえた髪に気の強そうな目、それに剝むかれた牙はまるで小さなライオンみたいだ。

「うう……」

　そして由季は兎うさぎみたいにぴょんぴょこ逃げて、広い視界に道場奥の掛け時計を捉える。

　──あ。良かった、もうこんな時間。

　今日も、秘密を守り通して終われそう。

「はぁっ、やッ、しゃぁああ───────────らあッ!!」

「わっ、わわっ、ひいっ!?」

　隙を見せた瞬間、桜子の小手面小手が三連続と降り注いだが、右往左往ついでに右往した由季の竹刀が弾いてしまう。「む……」「っ──あぶない、あぶない！」

　また鍔つば迫ぜり合あいになったが由季は腕を伸ばし、間合いを取る。跳ねるように後ろに逃げた。

　なおも前に攻めてくる桜子との間合いとは一足一刀。由季は縮こまる。

　籠手が拳の形を作るのが嫌だ。竹刀を喉元に向けたくない。桜子に向かって吠ほえたくない。

　だって、喧けん嘩かになったら──。




「めェんッ、しゃぁああ──────────────────やああッ!!」




　桜子の飛び込み面が「すぱぁん！」と良いい音を立て、よそ事まみれの頭を抜けていく。

　気持ちいい。上手うまく入れてくれた一本だ。

　由季は籠手を着けたまま拍手をし、残心で振り返った桜子と竹刀を合わせて納める。

　礼をすると、ぷんすか怒った桜子が牙を剝むいて詰め寄ってきた。

「こら由季！　お前またビビって逃げやがったな！　もっと打って来いよ！」

「え、えへ。いやあ、だって。そんなことよりさすが桜子。良い一本でした！」

「お、おう、ありがと……。じゃなくて！　今はアタシじゃなくて自分のことだろ！」

　桜子は吠ほえ終わった後、疲れ切ったように右籠手で面を押さえ、ため息をつく。

「しっかりしてくれよ。オマエがアタシらのキャプテンなんだろ？」

「あ～、さくちゃん先輩またお説教してる～……」

「いつも通り、のれんに腕押しだと林りん檎ご氏は思う……」

　二人で話していると、いやに気だるげな様子の愛あい莉りと林りん檎ごも面を着けたままやって来た。

　今日は個人戦の翌日で参加自由の練習だから、雰囲気がとても緩いのだ。

「こら、サボりに来んな！　見ろ由季！　オマエに闘争心が無いからうつったじゃんか！」

　しかし桜子はみんなを締めようと、実質キャプテンとして頑張ってくれる。

　同じ役割は、二人もいらない。由季は「そう言われましても」と苦笑して後ろに引いた。

「私、誰かに勝ちたいとか悔しいとか、あまり思ったことがないんですよね」

「……はぁ。由季は昔から、全然変わんないよなぁ。草食すぎるよ」

「さくちゃん先輩も罪作りだよね～。こんな人まで剣道部に拾ってくるんだからさ～」

「あ、でも待つのだ二人とも。由季先輩だって、たまには強いときもある！」

　自分の弁護を始めた林りん檎ごに、由季はぴくんと顔を上げる。

「本当にたまにだが……。ま、幻みたいな調子のときが！」

「あ～、あるね～。星の巡り合わせが良いいときね」「一年に一回ぐらいだよなぁ……」

「ちょっと、そこまで言わなくたっていいじゃないですか!?」

　ふうと息を吐いてから、由季はみんなの前でえへんと両腰に手を当て、胸を張る。

　ここは言いどころだ。揺らいで来た認識を、みんなに改めてもらわないといけない。

「みなさん敬意が足りませんよ。もっと崇あがめ奉たてまつってください！　この頼れるキャプテンを！」

「お～、じゃあ吹雪ふぶきの相手よろしくね！」

「よっ、キャプテン！　主将！　管理職！　……早く、林りん檎ご氏たちの生いけ贄にえになって」

　さっきから疲弊している愛あい莉りと林りん檎ごが籠手で指す先を、改めて見る。

　ずばぁん！　と物騒な音を引き連れて、我らが剣けん姫きは後輩を胴体からぶった斬っていた。

「むう、もう終わり？　……つぎ。はやく。もっと！」

　昨日個人戦で頂点を獲とったばかりだというのに、彼女に緩みは微み塵じんもない。

　今から殴り込みに来るというお客さんに備えて、吹雪は今日も燃えていた。

「ふふふ……。よし、吹雪。次は私です！」

「あっ、由季さん。うん、来て！」

「みなさん、刮かつ目もくして脳裏に焼き付けなさい！　この場の頂点が誰かをぉお────っ！」

　ずごーん！

「きゅう…………」「つぎ！」

「あぁ、もう……。ほんっとに、由季は駄目だなあ」

　やれやれと呆あきれて笑って、倒れる自分の前に桜子は立ってくれる。

「しょうがないなぁ。アタシがやっといてやるから、由季は陰で休んでな」

「さすがアネゴ～。やっぱさくちゃん先輩は頼りになるじゃん？」

「よっ、副キャプ！　中間管理職！　裁量労働！　薄給定額働きホーダイ！」

「うるっせぇー！　お前ら下が頼りになんねぇから、アタシがやんなきゃなんだろ!?」

　文句をぎゃんぎゃん言いながら、でも桜子は肩をすくめて、ちょっと嬉うれしそうに言うのだ。

「ほんっとオマエらは、アタシがいないと駄目だなあ……」

　ああ、平和だ。これが一番。

　この部活さえあれば、桜子さえいれば、柏かし倉くら由季は他には何もいらない。

　言い聞かせて頷うなずき、由季は戦いに行こうとする桜子の袖をちょんと引く。

「あの、桜子。……例の、お客さんの、ことですが」

「うん、分かってるよ。こういうのは今日が最後だ。……もう、余所よそとは絶対絡からまないよ」

　面の中の桜子の表情が凜り々りしく熱を帯びる。昔と変わらず格好良い。

「今年こそ、みんなを全国に連れて行くんだ。手の内とか、絶対晒さらしたくないしな」

「……ええ。その通りですね」

　由季は笑って桜子を見送って、道場の下手で面を外す。

　楽園に変化が起こってほしくない。余所よその人を、自分が知る必要はないのだ。

　由季は籠手を外した両手を組み、胸の前で合わせて、また掛け時計を見上げる。

　運命の団体戦まで、あと二週間。

　そして時効まで、あと二週間だった。

「……どうかこのまま、平和に終われますように」
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［黒瀬］この世の終わりなんだよなぁ……。なんで明日土曜なのにこんな憂鬱なんだ？

［シュンスケ］分かる。マジで電車の雰囲気がドナドナだった

［千紘］えっ、なんでよ!?　うちなんか今週、今日を楽しみに生きとったのに！

［黒瀬］……正気か？　こっちは八代ですらテンション低いんだぞ。同じ人間か？

［千紘］うち別に宇宙人でええもん！　久々に会えるし！

［葉月］そっち、剣道星人は？

［シュンスケ］あー、悠さん？　電車では充電するみてーに寝てたけど

［シュンスケ］今、乾見つけるなり輝いて走ってったわ

［葉月］ちょっとキモい

［黒瀬］ちょっとな辺りお前は優しい。……まぁ、じゃあな。そっちもせいぜい生き延びろ






　何だかんだ優しいのは、愚痴を二年のグループにしか書き込まない黒くろ瀬せのほうだろう。

　葉月はずしんと重い防具袋を地面に下ろす。鈍色の雲に立ち上る豪ごう奢しやな時計塔を見上げ、それから石造りのアーチに装飾が豊かに施された鉄の校門を見下ろした。

　門の右側には『桐とう桜おう学がく院いん高等部』の文字が彫られていて、胴着の人が二人待ち構えている。

　やがて藤宮の全員が到着すると、小さくて気の強そうな人のほうが前に出た。

「副キャプの速はや水み桜子です。今日はよろしくな」

「部長の立たち花ばな纏まといよ。改めてこちらこそ、今日はよろしくね」

　とうとう始まってしまう。絶対にキツくてしんどい、魔の合同稽古が。

　強い桐とう桜おうに申し出を受ける理由はないし、特に因縁だってなかったはず。

　だから絶対に断られると思っていたのに、一体纏まといはどんな魔法を使ったんだろう。

　──でも、考えてもしょうがない。先輩たちが決めたことだし。

　とにかく葉月の目標は、今日を大過なくやり過ごすことだ。

「……がんばる」

　千ち紘ひろさえいれば。それから優しい円まど香かの陰に隠れていれば、なんとか乗り切れるはず。

「あっ、あのっ、副部長の、幸ゆき村むら円まど香かですっ！　よ、よろしくね！」

「はっ、はい！　あの、えっと、あの……キャ、キャプテンの、柏かし倉くら由季ですっ！」

[image: ]

　それにしても、うちとは全く真逆の幹部陣。

　この柏かし倉くらという人は一番偉いし、纏まといくらい身長だって高いし、凄すごく綺き麗れいなのに。

　一体どうして、二番目のはずの小さな人の背に隠れようとするんだろう？

「……謎」

　上級生たちの事情を、葉月はそれ以上考えようとはしなかった。
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「うう…………。な、なんて酷ひどい一日なんでしょう……」

　由季はちょっと涙目になりながら、三階剣道場から出られるベランダに素足で出る。

　雲が重たい。今にも降り出しそうでとても不穏だ。

　あれから藍あい原はら指揮のもと、やっぱり非人道的な基本稽古が課されて、今は休憩時間になる。由季は後ろに開いた扉から、死し屍し累々の道場を振り返ってみる。

　乙女たちはみんな低い悲鳴を上げて倒れているし、何より見上げた時計が示すその時刻。

「ま、まだ半分も過ぎていないですって……？」

　さっきから、全然時計が進んでくれない。このままではまずいのだ。

　由季は手癖でヘアゴムを外して、自分の長い黒髪を撫なでる。お守りを握るような感覚だ。

　俯うつむいてしばらくそうしていると、背中がちょんと突かれる。

　振り返ると、灰色の世界に一気に光が差すような眩まばゆい髪を揺らして、彼女は現あらわれた。

「こんにちは、柏かし倉くらさん」

　立花さんだ。不良だ。外から来た怖い人だ。

　それから──桐とう桜おうでは見たことないくらい綺き麗れいで、格好良い人だ。

「ごめんね。ありがとう。さっきは助かったわ」

　そんな人が急にぴしりと頭を下げてくるものだから、由季はつい慌ててしまう。

「あ、あの。私何か、立花さんに粗相をしたでしょうか!?」

「んーん。さっき、休憩始まったら真っ先に円まど香かんとこ行ってくれたでしょ。それのお礼」

「……ああ、とんでもないです。そんなの、当然じゃありませんか」

　由季は笑顔で接してくれた纏まといに柔和に微笑ほほえみ返し、先程のことを思い出す。

　厳しい基本稽古で、円まど香かは終盤に倒れて、お手洗いに吐きに行ってしまったのだ。

　由季は全体の指揮を執っていたから練習中には看みに行けず、それがずっと気になっていた。

「……もう大丈夫だからと、笑って突き返されてしまいましたけれど」

『心配してくれてありがとう。でも柏かし倉くらさんは、自分の学校の子を見てあげて？』

「強い人、なんですね。ずっと笑顔で。……びっくりしちゃいました」

「でしょ。分かってるじゃない！　あんた見る目あるわよ！」

　ばんばんと肩を叩たたいてきて、纏まといは歯を見せて無邪気に笑う。

　暴力は嫌いなはずなのに、こういうのは全然嫌じゃない。

　むしろ、見た目と言動に似合わずのろけ話をしているみたいで纏まといがかわいく思えた。

「あの。……幸ゆき村むらさんのところ、行ってあげてください。私のことはいいですから」

　もっと彼女と話していたいけれど、ここは我慢だ。由季は微笑ほほえむ。

　もしも自分が倒れたら、桜子が寄り添ってくれたら嬉うれしいから。

「……必要ないわ。あいつ、ひとりで勝手に立つから」

　しかし纏まといは首を振り、自分の隣に並んで、同じようにヘアゴムを取る。

　そして光の束のような髪を一ひと房ふさ摑つかんで見つめて、今度は優しく微笑ほほえんだ。

「心配するなんておこがましいのよ。あの子は、あたしがいなくても大丈夫」

　冷たい言葉のはずなのに、纏まといの声音には温かみがある。

　それはきっと、たとえ傍そばで見ていなくても、心は何より近くにあるからなのだろう。

　ふと由季の脳裏に、いつも自分から目が離せないでいる桜子のことが浮かんだ。

「……綺き麗れいね」

「へっ!?」

「その黒髪。大事に手入れしてるんでしょ。うちでも見たことないからびっくりしちゃった」

　自慢の宝物をいきなり褒められて、由季はまた両手で髪を触り、少し紅あかくなる。

　一番褒めてほしいところを、どうしてすぐに分かってくれたのだろう。

「あたしも昔はそんな感じだったのよ。なんか懐なつかしくてね」

「あ、ありがとうございます。……でも、た、立花さんのほうが、もっと綺き麗れいですっ」

「そりゃそうよ、だって元がいいんだもん。あたしは究極ハゲでも綺き麗れいよ」

　間髪容いれない返答が面白く、由季は口元を押さえて思わず笑ってしまう。

　きっと本気で思っているのだろう。自信があって素敵で、つい憧れてしまう自分がいた。

「じゃ、用は済んだわ。さよなら」

　なのに惹ひかれているこっちとは違って、纏まといはあっさり打ち切って背を向けてしまう。

　もっと話していたいという気持ちを、今度は抑えることができなかった。

「あ、あの！　どうして今日、急に合同稽古を？」

「辿たどり着つきたいところがあるから。以上」

　でも纏まといの後ろ髪は、やっぱり引けない。歩みは止まらず、その背中が小さくなっていく。

　言葉の意図は解せなかった。きっと、分からせるつもりがそもそもない。

「……せっかく来たんだから、少しくらいお話してくれたっていいじゃないですか」

　膨れて、自分とは真逆の色が輝く背中をじいっと見つめ続ける。

　桜子がこっちに歩いて来たのにも、途中まで全然気が付かなかった。

「おーい由季。ぼうっとしてどした？」

「……ねえ桜子。私が髪の毛染めたら、似合わないでしょうかね？」

「ええっ、オマエまでグレる気かよ!?　やめてくれよ、愛あい莉りだけでも大変だったのに！」

「え、えへ。冗談ですよ冗談。……ずっと、今のままがいいんです」

　桜子の実家は、美容院だ。由季は出会ってからずっと、桜子に髪を預けている。

　散髪台に座って、これから綺き麗れいにしてくれるんだとわくわくしながら鏡を見る。

　二人並んで笑顔になるあの瞬間が、由季は何より好きだった。

　そうだ、思い出した。しっかりしなきゃ。

「ええ、大丈夫です。私は永久不変、清い黒髪の乙女ですよ！」

「いや、ちょっとは変わってしっかりしてくれよ……」

　でも由季は、代わりに忘れてしまっていた。

「そろそろあの子が来る。藍原せんせーに声かけ行くぞー」

「……え？　も、もう、そんな時間なんですか？」

　さっきまで恨めしく睨にらんでいたはずの時計の針は、見ない間に距離を飛んでいた。
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「や──────あああっ！」「……はっ、っ、はっ、……キゃ、ぁあああ────ッ！」

　酸素の薄い面の中で、葉月は上手うまく呼吸ができない。

　身体からだだって乳酸漬けで、対たい峙じする由季に向かっても全然自分から打てていなかった。

　山場である地稽古の時が過ぎていく。

　休憩は長めに取られていたはずなのに、時計は一瞬で進んでしまったし、体力だって全然回復していない。いっそ倒れてしまえたら楽なのに、ぎりぎり身体からだは動いてしまう。

　藤宮は自分にとって温室だったのだと、葉月は嫌というほど思い知らされる。

　──もう嫌。誰か助けて。

　この戦いの場において、常に誰かと一緒にいることはできない。それが耐えられない。

　そんなところに蜘蛛くもの糸を垂らしてくれるのは、目の前で構える由季だった。

　露骨に剣先を下げて頭を下げて、打てと面の中で微笑ほほえんでいる。

　敵に、情けをかけられている。

「あ、あ……っ。……うわぁあ────────ああっ!!」

　けれど葉月は、一も二も無く、それに飛びついた。

　ふらふらになりながら、低いところから放った面なのに、鋭く迸ほとばしる良いい音がする。

　気持ちいい──けど、自分が上手うまいからじゃない。由季の受け方が、凄すごく上手うまいからだ。

　振り返ってなんとか残心を取ると、由季がその場で竹刀を納めて歩み寄ってくる。

「藤野さん。面を外して、休みましょうか」

「……ぇ……」

「無理をしないで。苦しいでしょう？　私の前にも、愛あい莉りとやって苦しそうでした」

　本当に、この人は周りをよく見ている。目が横に着いているんじゃないかと思うほどだ。

　葉月には今日、そんな余裕はない。生き延びるだけで精一杯だった。

「心配しないで。藍原先生には、私から責任持って言っておきますから。……ね？」

　甘く柔らかい、官能めいた由季の優しさが耳をくすぐる。

　大丈夫です。頑張ります。自分だけ休めません。

「…………は、ぃ……」

　言えない。

　葉月はあっさりと敵の手を取って、竹刀を納めてしまった。

　俯うつむいて、背を曲げて、道場の下手をこそこそと敗走する。でもその途中に見てしまう。

「きャぁあああ────ッ！」「…………やぁ、ぁああー……ッ！」

　一度倒れた円まど香かは、再びこの場に這はって戻って、桜子相手に戦い続けている。

　疲労が残っていて、今も酷ひどく精彩を欠いている。また倒れてもおかしくない。

「「メぇえんッ、やぁあああ────────あああッ！」」

　けれど最後まで、円まど香かは相手の情けなど受けずに、勇敢に相面に挑んで負けた。

　彼女の後ろ姿が、遠くなっていく。葉月は同じ場に立っていることすら許せずに、道場の隅っこに逃げていって正座して、面を外した。

　空気が、残酷なほどに美味おいしい。ひとりだけ喰くらった禁断の果実の味に、涙が出そうだ。

　いつも、黙って見てるだけ。人形みたいに表情も動かなければ、存在感もない。

　自分がいなくても、こうしてみんなは戦い続けて世界は回るのだ。

　あまりに自分が情けなく、葉月はついに流れてしまった涙すら拭えない。

　唯一できる周りを見ることだって、自分以上の人がいてしまった。

「……わたし、なんの、ために、ここに、いるの…………？」

　葉月は情けをかけてきた、由季の方をそのまま見つめる。また背筋が曲がっていた。

　由季は合同稽古中、ずっとよそ見ばかりしている。

　ぼうっと呆ほうけて、纏まといのことを恋煩いみたいに見つめているかと思えば、面めん紐ひもを整えるふりをして首を振り、桜子を見て頷うなずいたりする。そして、最後に時計を見て苦しそうな顔をするのだ。

　余裕があるからとか、厳しい練習が嫌だからだとか、そういう理由じゃ断じてない。

　──この人は、何かがおかしい。

　人が時計を見るときはどんなときか。背中を曲げて周りが気になるのはどんなときか。

　それは何か後ろめたいことがあって、早く時間が過ぎてほしいとき──。

「た、立花さん。私と……その、やりませんか？」

「……ええ、待ってたわ」

　戦う意志を捨ててしまった葉月の前で、事態はついに動き出す。

「でもその前にやることがあるから、ここでずっと待っててもらえる？」

「あっ、はい！　分かりました！」

「…………はっ。馬鹿なお人ひと好よしね、あんた。それでもキャプテンなの？」

「え？」

　嵐が起こる。

　知ろうとしなかった葉月には、それに嚙かむ権利も、事情を知る権利すらもない。

　嘲るように由季を鼻で嗤わらって、纏まといは竹刀で自分の肩を叩たたきながら歩き出す。

　そして潰すべき獲物──桜子を見つけて、ついに拳で肩を握りつぶした。

「……ちょっと、何だよ。あんた行儀悪すぎるぞ」

「あっそ。いいから死んで？　目め障ざわりなのよね、うるさいだけのチビって」

　もはや誰にも止められない。纏まといと由季は違うのだ。

　彼女は絶対に、敵に情など挟まない。

「ほら、行きましょ。……おままごとは、もうおしまいよ」
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　目を覆うような一方的な蹂じゆう躙りんを、由季はただ目の前で見ているだけだった。

「メぇえええ───────────えェエえんやああッ、しゃあッたァッ!!」

　竹刀を抜いて立ち上がった瞬間を狙い、いきなり纏まといが飛んで桜子の脳天を割った。

　道場一杯に響く破裂音が、圧倒的な実力差を物語る。

　そこで冷静になればいいのに、桜子はかっとなって纏まといの残心に追い面を打ってしまった。

「やぁああ───────らああッ！」

　振り返りざま、纏まといは馬鹿じゃないのと首を捻ひねりながら身体からだを右前に逃がす。

　同時に──とん、と。

「小手ッ、たぁああ──────ッははははあァ！」

　残した腕だけで出小手を器用に決め、比喩ではなく纏まといは桜子のことを嘲あざ笑わらった。

　由季の胃に、黒いものがせりあがる。もう止めるべきだ。大人と子どもの喧けん嘩かより酷ひどい。

　それなのに、二人は──纏まといは、止まらない。

「突ッきいィ──────────ヤああッ！」「……か、っ……ぐ……」

　精神を潰すのに最も適した、それでいて一番難しい技が、桜子の喉元に簡単に突き刺さる。

　凶悪な上手うまさだ。四月の練習試合で見た頃から、纏まといは既に別人だ。

　どんな魔法を使ったのかは分からないが、吹雪たちと同じ異次元にいるように見える。

　なら桜子には、天地がひっくり返っても敵かなわない。

「くっ……そぉお─────────ッ！」

　そしてそれが分かっていて止まれるほど、桜子が器用でないことを、多分纏まといは知っている。

　桜子が突っ込み続ける限り、残虐な蹂じゆう躙りんは続く。

　己が最も嫌う暴力を、しかし由季には止められない。

　あんな始まり方をした。しかも纏まといは、ルールの上で正しく戦っている。

　そんなところに、みんなの前で止めに入れば、桜子の体面に大きな傷が付く。

『ほんと由季は、アタシがいないと駄目だなあ』

　プライドが高い桜子は、きっとそんな屈辱に耐えられないだろう。

「……どうして……っ」

　優しい纏まといの幻影が、由季の心を軋きしませて頭の回りを阻害する。由季の視界が滲にじんだ。

　しかし、そんな情けなど断ち切れと言うように──彼女から決定打が放たれる。

　間合いに入り込んだ纏まといが、竹刀を左斜め上に大きくテイクバックする。

　大気を揺るがすような大振りの挙動は、おおよそ一般的な技じゃない。

　大きな隙と滞空時間とを引き換えに、殺人的な破壊力を手に入れる。

　相手が恐怖を感じて胴を空けたら、引きちぎるように、全身全霊の一撃を叩たたき込こむ──。




「胴ォッ、しゃぁあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]おらああッ!!」




　担かつぎ胴どう。

　逆胴とは違い、実用度が低い魅せ技だ。

　防具が割れるような破裂音とは裏腹に、胴体に埋め込むような鈍く重たい一撃だった。

　ぼきりと、何かが折れるような音さえ聞こえるようだ。

「……ぅ、……ひ、く、っ、う、うぅ─────」

　桜子が崩れ落ちて、とうとう泣き出してしまう。

　由季の頭の中で、何かが切れる音がする。みしみしと、手中で戦うための道具が鳴った。

「はーい、お待たせ柏かし倉くらさん。じゃあ遊びましょうか」

　相変わらず態度が悪く、足音を鳴らして歩いてきた纏まといは、右籠手の裏拳で胴を叩たたいてくる。

「……っ。……ま、待ってくれ……っ。由季は！」

　応じる前に、桜子が這はって来て、目の前に立ってくれる。守ってやると言うように。

　しかし由季は、自らの意志で桜子の肩を摑つかんで押しのけ、前に出てしまった。

「ええ、構いません。何分でも、何時間でもお付き合い致します」

「……ゆ、由季…………？」

　ブレーキはかけられない。壊れてしまったし壊されてしまった。

　だからそれを踏めるとしたら、彼女の方になる。

「どうしてこんなことをされたのか、それだけお聞きして構いませんか」

　どんなときでも、人の優しさを信じたい。事情があるんだと信じたい。

　だから由季は頑張って、最さい後ご通つう牒ちよう代わりに笑顔を向けた。

「は？　敵殴んのに何か理由が必要なわけ？　悪い奴やつがいるとしたら、それは弱い奴やつでしょ」

「……そうですか。…………残念です」

　ぐしゃりと踏み潰された優しさを、もはや拾ってやることはしない。

　由季は一瞬目を閉じ、そして細まった凍いてつく視線を返す。

「ではここで貴女あなたが私に負けたら、悪いのは貴女あなたになるわけですね」

　初めてだから知らなかった。怒ると、人間は逆に体温が下がるらしい。

　無へと冷め切った表情で、由季は纏まといを見下した。

「必ず桜子に謝って頂きます。私は、貴女あなたを許すことができない」

「ええ、できたらね。……約束するわ。立場が立場だもの。言葉には責任を持つわよ」

　藤宮高校の主将として正々堂々と言い切る様は、さっき見た由季の好きな纏まといだ。

　千変万化する表情を操る彼女は、まるで人を惑わす女め狐ぎつねだ。

　けど今は、何が真実かなんてどうでもいい。

　立花纏まといは、最も大事なものを踏みにじった。それが全てだ。

「……負けたら好きにしてください。私も責任を持ちましょう」

　お前はそれでもキャプテンかと、誰もが言うなら答えよう。




「間違えるな。桐桜学院ここのキャプテンは、私です」




　抜けば最後、己が愛した楽園ごと切り裂いてしまうと分かっていて。

　柏かし倉くら由季はここに、秘密の剣を抜き放つ。
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『ひいい……！　さ、さくらこ！　たすけてください！』

　ずっと、守ってあげなくちゃ。

　だって放って置いたら、このか弱く繊細な生き物は、踏まれて潰れてしまうかもしれない。

『はあ……。しょうがないなあ、ゆきは……』

『え、えへへ。すみません。……いつも、ありがとうございます』

　この誰より優しく綺き麗れいな子を、背の高さが同じ頃から守り続けてきた。

　それが桜子の仕事で、誇りで、そして何より生きがいだった。

『大丈夫。アタシがなんとかしてやるよ！』

　頼られることが嬉うれしい。だから自分を、もっと頼りに大きく見せたい。

　背は依然と伸びないけれど、せめて強くなることはできるはず。

『由季。一緒に剣道部に入ろうよ！　大丈夫、アタシが傍そばにいる！』

　ずっと近くで見て守り続ける。そして背が大きくなったら、更に大きな夢を見せてやる。

『着いて来いよ。アタシがいつか絶対、全国大会に連れて行ってやる！』

『……はい。どこへでも、連れて行ってください！』

　幼き日の約束を、必ず結んだ通りの形で、責任取って守らなきゃ。

　後ろ手を引いて、連れて行ってあげなきゃ。

　だってあの子は、弱くて、ひとりじゃ喧けん嘩かなんて───。




「キぃやあぁあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]しゃああッ!!」

「ぃヤぁああアあァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]りゃ亜あッ!!」




　桜子の、幼く儚はかない夢が覚める。

　獣のように勇ましい咆ほう哮こうが二つ、びりびりと互角にぶつかり弾けて消えた。

　一足一刀の近間で纏まといがゆらりと剣先で惑わし、刹那に二度踏む。

　怖おそれるどころか、由季は目を細めてフェイントを看破するとぐっと前へと躍り出る。

　この時点で、桜子は目がついていかない。しかし纏まといの次なる攻撃は不思議と追えた。

　にやりと笑って彼女が繰り出したものは、きっと小手調べだったから。

「はぁっ、やッ、しゃぁああ───────────らあッ!!」

　桜子が全力を振り絞ってやっと打てる小手面小手を、纏まといは呼吸をするように気楽に打つ。

　打たれた由季は────これを三本的確に、迷うことなく捌さばいて見せる。

『わっ、わわっ、ひいっ!?』

「突ッきぃい────────────やああッ!!」

　かつて見せられた桜子の幻想ごと突き刺すように、捌さばいてなお余裕がある由季は竹刀を打ち下ろした余勢を統御し刺突にかかる。

　空気を破り、鋭く容赦なく伸びていく由季の突き。

　馬鹿じゃないのと、纏まといは半笑いで首を捻ひねって鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだ。

「キャぁああ───────────ッ!!」

「シゃぁああ────────やァアあああッ!!」

　すらりと二つ伸びた背は、惚ほれ惚ぼれするほど綺き麗れいな線対称で覇を競い合っている。

　燃えるような纏まといの派手髪と、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの由季の長髪が揺れ合う。

　やがて──由季の姿がほんの一瞬だけだが、残像を伴うようにブレた。「っ──!?」

「めぇえンッ、たぁああ────────あああしゃあッ!!」

　分からない。分かりたくない。なのにずっと桐とう桜おう学がく院いんにいる桜子には、分かってしまう。

　今のは、藍原がよくやる御み剣つるぎ特有の変な足あし捌さばきだ。吹雪にさえもできないものだ。

　それを由季は、一瞬とはいえやってのけた。

「……っぶなー。今のは流石さすがに死んだかと思ったわ」

　そして纏まといは、動じながらも、竹刀で奇襲の引き面を完璧に受けきった。

　かぶりを振って笑っている。まだ余裕がある。この人はやはり、とんでもなく強い。

　桜子の身体からだは、情けなく震えた。

　そして由季は。弱くて、守ってやらなければならないはずの由季は。

「む、むむむ……！　と、とっておきでしたのに！　こうなれば、次は……！」

　大きな身体からだを真まっ直すぐに伸ばして、自分の後ろではなく前に立ち、生き生きと笑っていた。

　桜子と戦うときの陰った笑顔など、もはや忘れてしまったと言うように。

「キャぁああ────────ああああああッ!!」

「シゃぁああ────────やァアあああッ!!」

　最初に弾はじけた桜子のためというきっかけは、きっともう由季の頭にはないだろう。

　怒りは、長くは続かない。

　全力を出して遊ぶ楽しさのほうが、いつかは勝つに決まっている──。

「「メぇえんッ、やぁあああ────────あああッ！」」

　ずたずたになった桜子の心に、更なる追撃が下った。

　二人の勝負は相面で決着がつく。紛まがうことなき、由季の勝ちだ。

　もはや言葉がない。交錯した二人が振り返ると、しかし由季は勝ったのに首を傾かしげた。

　面の中の顔を見ると、不満げに頰を膨らませてさえいる。

「なぜです。今の、抜いて──」

「あーあ、負けちゃった！」

　由季の言葉を遮って、全員に聞こえるように大きな声で、立花纏まといは負けを認める。

　まるで勝った側と負けた側が逆になったように、彼女はにやりと嗤わらった。

「約束は、約束よね？　……きちっと、謝んなきゃ」

「──っ!?　や……やめてください！　待って！」

　立花纏まといが歩いてくる。由季も手を伸ばして追いかけてくるけど、間に合わない。

　地稽古はラスト一本が終わって、道場にいる全員が自分たちに注目している。

　そんな状況で纏まといは止まらず、桜子の前で深々と頭を下げた。

「ごめんなさい。あたしが悪かったわ。やっぱり桐とう桜おう学がく院いんって強いのね？」

　まるで惨むごたらしく、晒さらして突き立てるように。




「特にキャプテンは違うのね。副キャプテンとは比べものにならない強さだったわ」




　立花纏まといは、深く深く、言葉の刃で桜子の心に止とどめを刺した。

　涙も、罵倒の言葉も、低く嗤わらって背を向ける彼女を追いかける気力もない。

　乾いた笑いだけが湧いてきて、近くで俯うつむき、顔を見せない由季に問いかけた。

「……何だ。……由季は、……ほんとは、凄すごかったんだ……？」

「…………っ」

　受け入れがたい真実は一つだ。守っていたのは、自分じゃない。

　心地よく頼られなければ生きていけない自分を、守っていたのは由季だった。

　──アタシはもう、必要ないんだ。

　どんな言葉も、耳に入ってこない。魂が抜けてしまったようだった。

　立花纏まといの計略はここに果たされ、合同稽古の一日は終わる。

　壊れてしまった偽りの楽園は二度と、元の形には戻らなかった。
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　一夜明けて、土曜日の練習。

　天罰のような雷が、光って窓の外で轟とどろいた。

　葉月は自分に落ちてきてくれることを望むが、それも叶かなわない。

「ぎゃ───っ！　カミナリ、カミナリはあかんねんって！　やしろんなんとかしてや！」

「二にの宮みや先輩は俺を何だと思ってんスかね……」

　親友が、助けを求めて騒いでいる。今すぐ走って側に行きたい。

　けれど今日だけは決してそうするものかと、葉月は戦う道具の前から座して動かず、両拳で強く袴はかまを握った。

「……早く、始まれっ」

　掛け時計を恨めしく睨にらんでも、遅々として針は進まない。

　葉月は焦じれて左横に置いてある竹刀を摑つかんで立ち上がり、誰もいない場所で素振りする。

　誰も話しかけてこないように、自分を疲労へと追い込むために、葉月は動き続けた。

　──もう、あんな自分になりたくない。

　先輩たちが血を流して戦うのを、ただ見ているだけの自分には。

「江坂。昨日相小手を結構貰もらったんだけど、あたし出小手多いかな。客観的に見てどう？」

「そうだな。俺とやるときは対上段だからそうでもないが、他とやってるときは──」

　休憩時間中もずっと、纏まといは真剣な表情で江坂と話して、泥臭くあがき続けている。

　昨日纏まといは、桜子に残虐なことをした。そこから一切、弁明はしていない。

　葉月は知ろうとしなかったから、知らなかった。それは恥ずべき罪で怠慢だ。

　そしてその罪は、千ち紘ひろにだってある。

『なにしてんねん、こんなんおかしいやろ！』

　あそこで義憤に駆られて走ることは、優しさでも何でもないのだと、諭す権利も今はない。

　あのとき千ち紘ひろを止めるべきは、自分だった。なのに逃げたから見ているだけだった。

　その結果、どうなってしまったか。

『千ち紘ひろ、だめだよ。……わたしとやろうね』

　一番大好きな先輩に、自分の仕事を背負わせた。

『纏まといの邪魔したら、いくら千ち紘ひろでも許さないからね？』

　倒れる一歩手前にも拘かかわらず、円まど香かは笑顔を盾にして、纏まといが戦うための道を守ろうとした。

　円まど香かだけは、纏まといのやることを知っていた。

　知ってなお、その片棒を担かつぐと彼女は決めたのだ。

　──勝ちたいんだ。この人たちは。

　どうしても勝ちたくてたまらないから、自分にできることを全て、倒れるまでやったのだ。

　帰り道の電車で、傷ついた身体からだで寄りかかり合い、苦く悶もんの表情で眠る二人が忘れられない。

　今だって円まど香かは疲れが抜けきれず、壁に寄りかかってぐったりと座って目を瞑つぶっている。

「……っ」

　もう、甘えちゃだめだ。自分一人で、できることを考えてやらないと。

　昨日の合同稽古で、敵の誰が出てきても、自分が勝てないことはすぐに分かった。

　──引き分けに持ち込む練習、お願いしなきゃ。強い人相手に。

　葉月は素振りを止め、八や代しろと話し終わったのを見計らい、悠の隣へと戻る。

「……？」

　しかし、話しかけられなかった。悠は悲痛な面持ちで、ずっと目を閉じていたから。

「面着けッ！」

　ぼうっと見ていると、江坂が開始の号令をかけた。

　葉月は慌てて座礼をし、手拭いを手に取る。しかし隣の悠はずっと動かないままだ。

　これはおかしいと、葉月はもう一度隣を振り向く。

　目にした壮絶な表情に、言葉を失った。

「……っ……く……っ……」

　痛切な唸うなり声が、堪えきれず悠の波打つ唇から漏れる。

　横顔を見ているだけで、痛い。刀で己の腹を割いているような、痛切な表情。

　そんな中でも、彼は決して両眼を閉ざさず、焼き付けるようにその文字を見つめていた。

　藤宮高校剣道部の、『克己』の文字を。

　震える手で悠はそれを摑つかみ、頭に巻いていく。

　──何か、やろうとしてる。絶対邪魔しちゃいけない。

　戦いに向かって、表情が徐々に切り替わっていく様に、葉月は痺しびれた。

　その勘は、果たして正しかった。




「俊しゆん介すけ。お前からだ。早く向こうに行け」




　悠は、鬼になった。

　昨日の纏まといよりも苛烈に、それでいて明確な意志のもとに仲間を叩たたいていった。

　彼もまた、勝つために、自分にしかできないことに身を捧ささげる覚悟を決めた。

「我ァぁあああ───────────殺ャぁあああッ!!」

　弾はじけるような剣けん戟げきと踏み込みの轟ごう音おん、それから止やまない凄惨な咆ほう哮こうと悲鳴は外で降り続く雷雨よりも激しい。

　その中で、葉月は目を背けず、逃げ出さず、ただひたすらに考える。

　今、自分にできることを。自分にしかできないことを。

　──落ち着いて。視界は広く、耳は鋭く。今ここで、起きようとしていることは？




「なにを……なにしてんねんっ！　止とめろやぁっ！」




　願った天罰が、これ以上ない最悪の天啓として脳裏に落ちてくる。

　神様は容赦なく、ここでやり直してみろと言っていた。

「…………ぅ、くっ……」

　泣きそうになりながら唇を嚙かむ。逃げたい小心者の瞳が、誰か助けてと辺りを見回す。

「……っ、はぁ、……はっ……。やぁあああ────────ッ!!」

　大好きな先輩が戦う姿が、そこに見えた。

　今なお壊れかけの身体からだを引きずって、円まど香かは果敢に八代へと挑んでいる。

　葉月は強く、強く、戦うための竹刀を摑つかんだ。

　自分しかいない。自分だからこそ、千ち紘ひろを分からせてやれる。

　身を切るような歩みを、一歩一歩、葉月は唸うなり、歯を食いしばりながら進めていく。

「……ぅ、う、……ぅ──っ！」

　半身を引き剝がす痛みが、心を灼やく。

　しかしその心の痛みが、己を人たらしめているのだと、人形だった少女は甘受した。

　いつまで誰かに守られてるんだ。いつまで誰かにひっついてるんだ。

　──ここで頑張れなかったら、いつまで経たっても、いてもいなくても同じままだ！

　最後の一歩を力強く踏み切り、葉月は竹刀を持った左腕を横に広げる。

「はーちゃん……っ！　どいて！」

「嫌」

　拒絶の言葉を突きつけて、葉月は反抗する。無表情の仮面が今だけはありがたかった。

「千ち紘ひろは今から、藤野と。……さぼっちゃ、駄目」

「そんな場合とちゃうやろ!?　今から、止め──」

　話し合うことは、いつでもできる。ならば今しかできないことが先。

　葉月は纏まといがそうしたように、拳を強く作って千ち紘ひろの胴を叩たたいた。

「止まるのは、千ち紘ひろ！　早くっ！」

　ここで戦って、捨てた資格を拾いたい。そしてもう一度なり直す。

　みんなの先陣を切って戦う、藤宮高校の先せん鋒ぽうに。





×　×　×






　遠くの空で、雷が光った。

　桐とう桜おう学がく院いんに、雷は落ちない。由季は歯は嚙がみして立ち尽くし、扉に立って外を見る。

　あんなことがあった翌日でも、由季は一番乗りに道場に来て、胴と垂れを着けていた。

「……救えない、ですね」

　自嘲の吐息が、雨の中に白く溶けていく。舌の上が未いまだに甘い気がして歯をなぞる。

　たがを外して全身全霊でぶつかったのはいつぶりか、もう覚えていない。それから。

『キャぁああ────────ああああああッ!!』

『シゃぁああ────────やァアあああッ!!』

　いつから怒りを忘れていたのかも、記憶にない。それが最も罪深い。

「……うう」

　身体からだは、どうしても正直だ。

　積み荷を降ろせた肩が軽い。まだ熱を持って、もっとあれをやりたいと今も求めている。

　纏まといは自分より遙はるかに上手うまい。だからそう思うように、仕組まれてしまったのか。

「……気持ち良かった、な……」

　波長ぴったりの相手だった。剣を合わせると時を忘れた。

　思考と身体からだの熱が溶け合うような気持ちよさが、由季は今も忘れられないでいる。

　もう、認めざるを得ない。一杯食わされた禁断の果実は、あまりに由季に甘かった。

　──こんなこと、誰にも言えない。

　また新たな秘密を抱え込もうとすると、ちょんちょんと肩を突かれる。

　振り返ると、二年生三人組がにやにや笑っていた。

「よっ、由季ちゃん先輩。なんかえろいね～」

「うむ。新鮮だが燃えてる由季先輩も凜り々りしくて、林りん檎ご氏は好きだ」

「……さ、三人とも。いつの間に？」

「わたしたち、ずっといたよ？　由季さんがぼーっとしてただけ」

　絶対に責められると思っていたのに、三人に暗い雰囲気は全くない。

　むしろ、いつもより明るくさえ感じる。そんな中で、代表するように愛あい莉りが一歩前に出た。

「ね～、由季ちゃん先輩。あの後、さくちゃん先輩と話した？」

「……いえ。一言も」

　由季は背中を丸めて首を振る。だって、何を言えばいいのか全く分からなかった。

　やっぱりあれはなしです、忘れてください。そんなことを言えるわけもない。

　まさか、強くてごめんなさいなんて謝るわけにもいかないし──。

「よし。じゃあ、謝んの禁止ね？」

　悩んでいると、愛あい莉りは歯を見せて頼もしく笑った。

　そして手を広げて、ばしんと曲がった背中を叩たたいてくる。

「しゃきっとしなよ。キャプテンなんでしょ？　せっかく昨日は格好良かったのに」

「うん、林りん檎ご氏は痺しびれた！　ふはは、凄すごいぞ強いぞ格好良いぞ！」

「……や、やめてください。私なんて、全然で……」

「うん、そうだよ？」

　何言ってるの？　と言わんばかりに吹雪は首を傾かしげる。

　そして胴を着けていても薄いと分かる胸を堂々と張って、鼻息荒く言った。

「隠してても、由季さんよりわたしのほうが強いもん。遠慮するとか意味分からない」

「……そ、それは」

「ね～、抜いちゃったことが悪いと思ってんの？　さくちゃん先輩を傷付けるから？」

　無言で由季は下を向く。

　するとまた、愛あい莉りは両肩に手をばしんと勢いよく置いて、前を向けと促してきた。

「それこそ馬鹿にしすぎでしょ。なんで由季ちゃん先輩が勝手に決めつけんの？」

「……！」

「あたし知ってんだかんな。あの人めちゃめちゃしつこいし強いんだからね？」

　愛あい莉りは両肩を持って、きちんと目を見て、丁寧に言葉を手渡すように言ってくる。

「勝手に、決めつけちゃだめ。……ちゃんとよく見て。自分のイメージを押しつけない」

　由季は言われて頷うなずいて、まずは愛あい莉りの顔を見る。

　知らなかった。いつの間にこの子は、こんなに落ち着いた子になったんだろう。

「しっかりしなよ。あんまりうじってると、あたしがキャプテン取っちゃうよ？」

「……え？」

「ほーらイメージで決めつけた。……あたしね、キャプテンなりたいの。実はね」

　泥棒猫のように、挑戦的に。愛あい莉りは煽あおって、愛を試してくる。

「あたしさくちゃん先輩好きだから、隣に立ちたいの。もらってい？」

「絶対嫌です」

　身体からだは勝手に燃えてしまう。それは昨日戦ったときから分かっていたことだ。

　全く学ばない。というよりは──学んでも引けないほどに、桜子のことが好きだった。

　ようやく由季は、いつもの笑顔を取り戻す。

「ここは譲りません。私の、特等席なんですから」

「いひひ。それでいいよ。……あ～、やる気なくなっちゃった。あたし今日サボんね？」

　今、愛あい莉りは一瞬時計を見た。

　一人足りない状態で、練習開始時刻を示してしまった時計を。

　この子は、周りがよく見える。

　自分が批難されてでも、泣いている子のところに駆けつけることができる。

　由季はたった今、将来この子にこの座を譲ろうと決めた。

「じゃあわたしは、三人分練習しようかな。丁度、足さないといけなかったもん」

「林りん檎ご氏は…………うむ。特に何もしない。でもずっと、練習だけはしているね」

「ほほー。じゃ、あたしがここに居なくてもいいね。行ってきまーす！」

「…………ええ。……足下に、気をつけて」

　桜子がここにいないのが、残念で仕方がなかった。

　あなたが育てた子たちは、こんなに立派になりましたよと、今すぐ自慢したいのに。

「では、練習を始めましょうか。敵の思惑には、乗ってやりません」

　きっと桜子は戻ってくる。だから留守を守って待っていよう。

　こんな程度で、あの子自身もあの子が築いた場所も、決して壊れはしないのだと。

「整列！　体操！」

　桐とう桜おう学がく院いん主将、柏かし倉くら由季は自らの意志で立場を背負い、力強く前へと歩き出した。
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［千紘］はーちゃん、報告！　ゆーくんが今、きのっちとクロちゃんに無事ぶち込まれてた

［千紘］ちょっと泣いとった。なんか雪山の入り口からまだ悲鳴聞こえる……

［葉月］良かった。ちゃんと仲直りしてた？

［千紘］うん、ばっちり！　うちらみたいにぎゅーしとったもん！

［葉月］かなりキモい

［千紘］せやな。でもこれで、作戦は全部終わったな！

［葉月］……いや。藤野、あとひとつ仕事残ってる

［葉月］終わらせてくる。先に遊んでて？

［千紘］分かった。見つけたんやな

［千紘］じゃあ先行って待ってるな。はーちゃんなら、ひとりでも大丈夫やろ！






「せやな」

　葉月は携帯をかばんの中にしまい、微笑ほほえんでご満悦の息を上空に吐き出す。

　雨はすっかり止やんでいて、燃えるような夕焼けに映えるテーマパークのお城が綺き麗れいだ。

　あれから、色々あった。それなりに頑張った。

　でも千ち紘ひろとの戦いを越えた今の自分には、何でもへっちゃら。消化試合だ。

　葉月は沈み行く夕ゆう陽ひの中、観覧車の近くのベンチで座っているその人に怖おそれず話しかけた。

「柏かし倉くら、せんぱい」

「……あ。藤野、さん？」

　今日は偶然にも、秋しゆう水すいと桐とう桜おうも合コンでここに来ていたらしい。

　まさしく天の配剤だ。動けない纏まといたちの代わりに、今度こそ自分が仕事をこなすのだ。

「奇遇。人待ち？」

「……ええ。ずうっと待つと、決めているんです」

　夕ゆう陽ひの中に凜りんと咲く美しい花のように、背筋を伸ばして優美に由季は笑う。

　綺き麗れいだ。あの日ずっと様子を見ていた葉月には、違いが分かる。

　この人は多分、乗り越えたのだろう。斥候に来て正解だった。

「柏かし倉くらせんぱいに、教えたいこと、ある」

「……え。私に、ですか？」

　纏まといの計略は、裏目に出てしまった可能性がある。ならどうするか。

　傍観してないで、自分の手でもう一度ひっくり返しにかかるのだ。

「纏まといせんぱいはあの日、泣いてたよ？」

　この人は、甘くて優しい。そんな弱点を自分に晒さらした。

　ならばそこを卑ひ怯きように突いてでも、一ミリでも勝利ににじり寄る。

「稽古が終わったあと、立てなかったの」

　この人が、どこのポジションに出てくるかは分からない。誰と戦うかは分からない。

　でも纏まといと当たる可能性が少しでもあるなら、彼女の優しさを知らしめておくべきだ。

　戦いの場で対たい峙じしたときに少しでも、剣に迷いが生じるように。

　葉月は、電車の中で自分だけが見た纏まといを語った。

　円まど香かと寄りかかり合うように眠りながらも、纏まといは少しも安らがなかった。

　苦く悶もんの表情を浮かべて一筋、静かに涙を流したのだ。

『……なんでよ。…………なんで、あんなに…………っ』

　あの寝言を聞いても聞かなくても、葉月には理由が分かる。

　勝利のために組んだ緻密な計算の、たった一つの計算外。

「柏かし倉くらせんぱいは、円まど香かせんぱいに似てる。だから絶対、辛つらかった」

　人間だけは、どうしても計算で捌さばけない。情がどうしても邪魔をする。

「そんなことをしてでも。藤野たちは、死んでも勝ちたい」

　だから存分に、あなたも囚とらわれてしまえばいい。

　優しさで窒息しろ。雁がん字じ搦がらめで動けなくなって、戦いの場で少しでも迷えば良い。

　構えた剣の彼方かなたに居る者は、断じて人形などではなく、血肉と心ある人だと思い知れ。

「それだけ、言いに来た」

「…………ええ。ありがとう」

　届いたかどうか分からない刃を打ちこんで、葉月は敵に背を向ける。

「藤野さん」

「はい」

「……さようなら。二度目は、ありません」

　尽くした人事を天が聞き届けてくれるかどうか、今は誰にも分からない。

　けれど無駄だと分かってなお、こうやって挑む自分は好きになれそうだ。

　振り返らずに笑って、葉月は震えず歩き出す。

　ひとりで歩く夕焼けの道も、広くて綺き麗れいで好きだった。
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　葉月が去ってしばらくしても、由季は笑顔で待ち続けている。

　いつの間にか日は沈んでいて、澄んだ夜空と月がよく見えるほどの時間になっていた。

　けど、どれだけ待っても苦じゃないし、時計なんて一度も見なかった。

　きっと来てくれると信じているし、振り返る思い出だって沢山ある。

　今も昔も、桜子が自分の手を引いてくれるヒーローだった。

　あの日結んでくれた約束を見届けるためなら、どこへでも着いていく覚悟だった。

　でも容赦なく過ぎていく時間の中で、背丈は伸びて、強さは変わって。

　いつしか歪いびつな形で秘密を作って、それでも幼い約束を守ってもらおうとした。

　これを弱さと呼ぶのか、愛と呼ぶのか、自分には分からないけれど。

「由季」

　少なくとも一緒にここに辿たどり着ついた今は、決して間違っていないと断言できる。

　由季は微笑ほほえんで、一人分空けてあるベンチをぽんぽんと叩たたいた。

「悪い。待ったかな？」

「はい。それはもう待ちましたとも」

「……そこは今来たとこって言ってよ」

「また秘密を作られるのがお望みですか？」

　口が悪いのは、最近惹ひかれてしまった悪い人の影響かなと由季は笑う。

　しばし、心地良い沈黙が流れる。

　目の前に立つ観覧車の眩まばゆい電飾が夜に映えていて綺き麗れいだった。

　あれに乗って、今から始まる夜のパレードを見られたら、きっとロマンチックだろう。

　上がる花火を、中で異性と見ることができたら、恋仲になれるなんて伝説もある。

　でも、今は桜子とこうして話せるなら、別に羨ましくもなんともなかった。

「……下が、頑張ってくれてさ。あんなに育ってたなんて知らなかったよ」

「ええ、私もです。……ねえ、桜子」

　聞きたいことは山ほどある。語りたいことも山ほどある。

　そんな中から由季は、話すべきたったひとつを自分で選んだ。

「私、謝りません。だからあなたも、謝らないでいてくれませんか」

「……ああ。アタシも、そう言おうと思ってた」

　揺らがぬ以心伝心の付き合いを、共に信じる。

　きっと桜子は同じ顔をして、同じ方向を向いている。同じことを考えている。

「私たちの話なんて、全部終わってからでいいですよね」

「後でいくらでもできるしな。子どもにいつまでも心配かけんのはなー」

　今は、今しかできないことが最優先。

　由季は初めての燃え上がる気持ちを胸に、強く笑った。

「私、勝ちたいんです。あの子たちと、いつまでも一緒にいたい」

「うん。全国、行こうよ。一緒にさ」

　引っ張るでも引っ張られるでもなく、並んで行きたい。

　幼い頃の約束は、そのままの形では叶かなわないことのほうが多い。

　でもそれは、別に悲しいことと決まったわけではないのだろう。

　もう由季は、変わることを怖おそれない。

「よし、行きましょうか。折角ですし、観覧車にでも乗りますか？」

「…………いや。アタシらの休みはもう終わりっぽい」

　携帯の画面を見て桜子は苦笑し、立ち上がる。ああ、これはやっぱり。

「ぶっきー、水上くん盗とられちゃったんだって」

「……はあ。あの子はほんと、また負けて。しょうがないですねえ」

　丁度、パレードが近い。きっと派手な花火が上がるはず。

　だったらもう、ここでみんなで打ち上がってしまえばいい。

「それでは、五人に戻りますか」

「よーし。完全復活だ！」

　よし行くぞ。五人揃そろえば、どんな相手にだって負けはしない。

　相手を蹴散らす景気づけに──ここでぱあっと、咲いてしまえ！
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　戦うときがやってくる。

　由季は主将にして、それから先せん鋒ぽう。一番最初に試合ができて幸せだ。

　いち早く面と籠手を着けて竹刀を握り、全員の前に立って、会場の喧けん噪そうに身を浸す。

　さあ、主将としてどう声かけをしたものか。

　しばし考えていると、会場のざわめきに気が付いた。

　耳を澄ませてみると、観客席から小さな罵声、それから批難の視線が降り注いでいる。

　試合場を挟んだ彼方かなたにいる、派手な髪色をした女性に。

　立花纏まといの出いで立たちは、高校剣道において異端で排斥の対象だ。

「はっ。やっかましいのよ見てなさい！　すぐに手のひら返させてやる！」

　しかしその扱いこそが気持ち良くてたまらないと、彼女は右中指を突き立て嗤わらった。

　きっと強がりじゃなくて素だろう。相変わらず強いなと、由季はまた笑ってしまった。

「わるい人」

　立場だけは同じで、あとは全部が真逆の人。

　だからこそ、惹ひかれてしまったのだけれど。

『辿たどり着つきたいところがあるから』

　苛烈に意志を燃やす彼女は、そう言って未練を断ち切った。

　その言葉が示す意味は何なのか。その場所は一体どこにあるのか。

　同じ場所に咲く運命になく、そして今、剣を交わすことも叶かなわぬ由季には問えないが。

　全ての戦いが終わったとき、彼女が纏まとった化けの皮の中に、きっと何かが見えるだろう。

　だから今は、馴なれ合あわなくても別にいい。

　由季はにやりと不敵に笑って、整列前に全員の方を向き直る。

　林りん檎ごに、愛あい莉りに、吹雪に──桜子に。

　この一番偉い主将に力を貸せと、集まれと命じた。

「みなさん、行きましょうか。奴やつらは共学です。万死に値する」

　戦乙女の軍団が、その一言で何より燃え上がる。

　円になって肩を組み、お淑しとやかさを今だけ排し。

「行くぞ！　全員、ぶっ殺してあげなさいッ！」

　立花纏まといの強ささえ由季は盗んで、全員の先頭に立って駆け抜けた。

　さあ──始まる！

「お互いに、礼！」

「よろしくお願いします！」

　礼が終わると、先せん鋒ぽうはそのまま戦場に残る。審判の配置を待ち、二人は黙礼をした。

　顔を上げると、対たい峙じする小さな女の子もまた、あの日とは変わって笑っていた。

　──ああ。貴女あなたが相手ですか。

　由季の目の前に立ち塞がるのは、藤野葉月。

　かつて見逃した彼女はもはや人形ではなく、不敵に笑みを浮かべて剣を持って。

　血肉と心を通わせた人として、自分の意志で歩いて目で語る。

　やってみろ、と。

　──やってやる。貴女あなたを斬らなきゃ、私は先には進めない。

　強くなくても生きていける。優しいだけでも生きていく資格はある。

　でも私はもう、優しいだけで生きていたくない！

「前へ」

　三歩後ろを歩く女の姿はここで消え。

　三歩前へと歩んで嗤わらう、戦う女が剣を抜き。

　運命の一戦が、ここに始まる──！




「始めっ！」
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　──行くぞ。挑んでやる！

　覚醒した強敵を前に、葉月の小さな体たい軀くを支える両足が。戦う意志を込めた両腕が。

　どんなに強い相手でも嚙かみついてみせると滾たぎった牙が。

　審判の声が発された刹那、全てを吞のみ込こむ叫びの砲台となり──。
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　この建物を粉々に破壊するほどの気概を込めて、小さな体たい軀くは全身全霊で鳴った。

　──吠ほえてやる。吞のんでやる。せめて声だけでも、この人には負けない！

　床と天井を奔はしる音の波動に、誰もがざわめき目を見張る。

　揺れていた。

「っ!?」

　由季の構えが。地を揺らす声など届きようもない、無慈悲で美しい天上の花を想起する。

　ふわりふわりと、由季の構えは軽やかに円軌道を描いて、葉月を柔らかく殺しにかかる。

「くっ──！　やぁああ────たッ、キぁあああ──────やあッ!!」

　抗あらがうように葉月は、一回、二回フェイントを踏んでから小手面に打ちかかる。

　効を為なしたのはそのうち、最後の面だけだった。葉月の竹刀がついに実体を捉える。

　かっ──、乾いた竹の音と共に。

　──止まってッ！

「どォ──────────っしゃああぁあやああッ!!」

　柔から剛、振り絞って放たれた由季の強烈な面返し胴が、竹刀に纏まとった大気と共に葉月の胴体に炸さく裂れつした。音が、葉月の鼓膜を痺しびれさせる。

　引いた血の気は、胴体が斬られたことを暗示するようだ。目だけで審判の旗を追う。

　赤旗が、一本。

　二本──上がらず、下がって、取り消し。

「きィやァぁあああァァあああ────アアやあッ！」

　それを見た瞬間、葉月は返し胴の残心の隙を狙って摺すり足あしを始めていた。

　葉月が追う。由季が──緩慢に、振り返る。

　──隙が。

　刹那にちらついた瞬間、葉月は全てを賭けて跳んでいた。

「めぇえええ────────────ん、ヤやあッ！」

　自分の中で、歴代最高の一本だ。葉月は確信する。

　今までも、これからも、これほど美しく力のある飛び込み面は二度と放てない。

　神様が打たせてくれた一本だった。

　由季が、目を見開き──────そして、細める。

　ふわり。

　時間が止まった中で動いたように、由季は簡単に首を捻ひねってそれをくぐった。

　目を閉ざす。最小限の動きで、激烈に。

　由季は躊躇ためらうことなく、引導をその場所に叩たたき付つける。

「小ォッ、手ぇえエエえ──────────おぉっしゃあああ、やあぁッ!!」

　胴の残心を撒まき餌えにした由季の出小手が、計画通り、冷酷に決まった。




「小手あり！」




　仕留めた葉月の身体からだを見ることなく、由季が開始線へと戻っていく。

　葉月はその場に立ち尽くし、竹刀を下ろして、歯を嚙かみ合あわせて天井を見上げた。

　──勝てない。

　彼我の実力差は明らかだ。元より、それを承知の上でこの場に立った。

　しかし、先程放てた奇跡の一刀が、葉月に僅かな夢を見せた。

　それが叩たたき折られて再度、無情な現実をここで突きつけられる。

　おそらくあと数秒もせず、自分はここで散るだろう。

　目の前に立ち塞がる、微笑ほほえみを捨てた強い女に、死ねと刀を突きつけられて。

　それが──怖いか。

「…………はっ」

　一体こんな相手の、どこが怖い。強い敵に敗れることの何が怖い。

　一番怖いのは、ひとりで戦えない、弱い自分に負けてしまうことだった。

『止まるのは、千ち紘ひろ！　早くっ！』

　あいつはあの日に斬ってきた。その上で、藤野葉月はここにいる。

　──逃げるもんか。絶対。

　こんな相手と戦うより、ずっと。

　あの雨の日、親友を殴りにいくことのほうが、もっと怖くて辛つらかった！

「……やってみろ」

　葉月は怖おそれず、前に進む。

　開始線を踏めば、時計の針が進めば死ぬと分かってなお、自らの意志で歩みを止めない。

　藤宮高校剣道部の一員として、確かにこの場に在ったと、存在の牙を突き立てるように。

　敵に向かって竹刀を構え、業である鉄面皮を突き破り、藤野葉月は最さい期ごに嗤わらった。

　彼方かなたの由季の目が一瞬剝むかれて、唇が波打つ。

　──弱いね。この程度で躊躇ためらうんだ？

　きっと、最後に一いつ矢しを報いてやった。

「二本目」の声と共に、由季が目を見開く。

　彼女もまた己と戦い、最短最速かつ最も残忍な技をあえて選んだ。

「きィやァぁあああァァあああ[image: ][image: ][image: ][image: ]アア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃああッ!!」

　喉元へ、恐怖の塊が迫ってくる。

　葉月は吹き飛ぶ最後まで、微笑ほほえんだままその目を閉じることはしなかった。

　審判の号令の前に、目の前に無言で由季の手が差し伸べられる。

　──要らない。私は、藤宮。

　今度こそ葉月はその手を取らず、自分の手で立ち上がり納刀した。

「突きあり！　──勝負あり！」

　次の者へと意志を託すべく、白線上を歩いていく。

　決して下を向かず、背を曲げず。己に克かったとここに誇って、葉月は拳を掲げる。

　次に戦う、後輩に向かって。

「見てましたから」

「……ん」

「私、見てましたから。……だから私も、見ててください！」

　拳を交わして、意志は次の者へ。

　自分の背中が果たして、彼女に何を遺のこせたかは分からないけれど。

「うん。ずっと、見てる」

　己の刃は確かに、皆が続くための道を切きり拓ひらいたのだと、葉月は誇って微笑ほほえんだ。







[image: 二人目：深瀬史織が託すもの]




　降り注ぐような蟬せみの声が、胴着姿の悠ゆうの身体からだを通り抜けて行く。

　アップが終わり、開会式が終わり、それから全国大会の栄えある一試合目を担になった者として三十秒で試合を終わらせると、悠は胴と垂れを着けたまま、早速会場の外に出た。

　散歩がてら近くの休憩スペースまで歩いて、自販機で水を買う。そして木陰になっているベンチに座り、渇いた喉を潤すと、悠は背もたれにだるんともたれて目を閉じた。

「………………もうちょい息潜めて歩けよ、史し織おり。足音消してるだけじゃバレちゃうぞ」

「……ど、どうして私って分かっちゃうんですか？　はっ、もしかして私のこと──！」

「後ろから襲ってくんのなんてお前か纏まといさんぐらいだろ。纏まといさんなら気付けない」

「……それ遠回しに私のこと弱いって言ってません？」

「おっ、かしこい。撫なでてやろうか？」

「ふしゃっ！」

　ベンチの背後から、史織が布状の何かを唐竹割りのように振り下ろしてくる。悠は一いち瞥べつすらせずひょいっと左に首を捻ひねって躱かわし、逆手に差し出した右手で軽々摑つかんだ。

　ひんやりと冷やしたタオルだった。首に当てると気持ち良くて、思わずため息が漏れる。

　史織はベンチの後ろに立ち、半分寝ている悠の顔をにやっと覗のぞき込こんでくる。

「せーんぱい。かわいくて気が利きく後輩に、何か一言ないんですか？」

「そういうところが一言多い」

「……そういうのを求めてるんじゃないんですけど」

「知ってる。ありがとう。嬉うれしい、助かった」

「……っ。最初っから素直に受け取ってくださいよ！」

「お前が最初っから素直だったら考えるよ」

　喉を鳴らして笑うと、史織はべっと舌を出す。そしてくすくす笑って、隣に座った。

「一回戦突破、おめでとうございます。……って当たり前のこと言ったら、怒ります？」

「いや。簡単に勝っていい相手がここにいるなんて、もう思えない」

　またひとつ、強くなれた。だからまだまだ、強くなりたい。

「団体戦、はーちゃんの後に続いたのは史織だったよな。あれはいい試合だったなあ」

　褒めてやると、史織は眼鏡を外して、真っ赤になった顔を手で隠す。

「……ううう。だからもう、あの二週間の話は、やめてくださいってば……」

　史織もまた、話し始める。心底恥ずかしそうに、若気の至りの日々を。







[image: 次鋒戦：目指すべきもの]




　一番大好きな人がいる。

　その人は心身共に強くて格好良くて、剣道が世界で一番か二番目に強い。

　それを今から親友と決めるのだと、六月、彼は競技場で男共とはしゃいでいた。

　二階席で観戦している深ふか瀬せ史し織おりには、目もくれないで。

　困った人で、それから魅力的な人だ。

　魅力的だから、当然世の原理として、他にも彼のことを好きな女がいる。

　腹立つぐらいにかわいくて、自分と違って純粋で、目を覆いたくなるくらいぽんこつで。

　それから。

『胴ォッ、たぁああ──────────────ヤあッ!!』

　そいつは間違いなく、世界で一番剣道が強くて格好良い女だった。

　烈火の吹雪が胴をさらうと、誰もがおおっと歓声を上げた。流石さすが剣姫と拍手を贈った。

　しかし史織は唇を結び、ぎゅっと鉄柵を両手で握り、拍手を決して贈らない。

『……私も、早く、あそこに……っ』

　観客でいるのはもう嫌だ。初心者と呼ばれるのはもう嫌だ。

　次は必ず観客席じゃなく、剣を携えあいつの前に立つ。

　深瀬史織は己の眼鏡に遠くの後ろ姿を捉え、両耳でしかとその名を聞き届ける。

　頂点に轟とどろく、一番倒したい女の名前を。

『女子個人の部。優勝は白、桐とう桜おう学がく院いん高等学校二年、乾いぬい　吹雪ふぶき選手に決定致しました』
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「いヤぁあああ─────────────ッ!!」

　今日も気合い十分に、史織の声が藤宮高校の剣道場に響き渡る。

　がら空きにしてくれた円まど香かの面に向かって、史織は全力で跳んで竹刀を振り下ろす。

　ぼごぉん！　と爽快な破裂音と甘い痺しびれが竹刀の剣先から伝わってきた。

　これが、一本の感覚だ。……ただし、打たせてもらったまがい物の。

　史織は残心を取り終わり、打たせてもらった円まど香かの方をまた振り返る。

　構えを下ろして、にっこりと彼女が笑っていた。

　史織の方はがくっと肩を落としてから、互いに構え合い、蹲そん踞きよして竹刀を納める。

　ありがとうございましたと礼をしたあと、円まど香かが待つ道場の上手に駆けた。

「史織ちゃん、すっごいね！　本当に、ぐんぐん伸びてるよっ！」

　ぽふぽふと両籠手を叩たたいて褒めてくれる円まど香かにとても癒やされるけれど、史織は面の中で忸じく怩じたる表情を隠せない。

「全然駄目です。桐とう桜おうに行くの、明日なのに……。まだ自力で一本も取れてません！」

「え。い、いや、それが当たり前だよ？　一本取れるようになるまでって、凄すごく時間がかかるんだから。わたしなんて一年くらいかかったかなあ……？」

「それじゃ駄目なんです。あと一年で強くならないと駄目なんです！」

　史織は長い髪を揺らして首を振る。初心者だからと、ぬるいことを言ってる場合じゃない。

　乾いぬい吹雪はひとつ年上の二年生だ。倒すにはあと一年しか時間がなくて──焦あせる。

「何でよく外すんだろう……乾いぬいを真似まねたのに。間合い……？　ああそうか、身長が……」

「史織ちゃん？　おーい、史織ちゃーん？」

　唸うなって考えながら、史織は次の相手を求めて円まど香かのもとからくるりと引き返す。

　その先に、ちょうど待望の人が立っていた。

「あっ、悠ゆう先輩。空いてるんですか？　だ、だったら私も、たまたま空いたので──」

「いや、悪い。空いてない。今から幸ゆき村むら先輩とやるんだ」

　切れ味鋭くずばりと振られる。ぐぬっと思わず声が出た。

　個人戦が終わってからというもの、悠はいつもこんな感じだ。全然構ってくれない。

　八つ当たりなのが分かって、膨れて悠の背中に悋りん気き光線を目で浴びせる。

　鈍感な悠より先に、上手から歩いてきた円まど香かの方に気付かれてしまった。

「あ、あの、水みな上かみくん。わたしのことはいいから、史織ちゃんとやってあげて？」

　史織の面の中は電気を点つけたようにぱあっと明るくなる。

「駄目ですよ、何言ってるんですか！　今日は幸ゆき村むら先輩にあげるって決めたんだから！」

　そしてすぐに豆電球ぐらいに暗くなる。ほんと最悪。

　史織なんて眼中になく、悠は面の中で表情を明るくしながら右拳を握る。

「先輩から誘ってくれたの、初めてですよね。そのやる気を大事にしましょう」

「あ、あはは。……わたしもやれることやらなくちゃと思って。相面、苦手なんだよね」

「はい、だから今日は一日相面三昧ですね。明日、是非試してみて──」

「あっ、待って。その前に、纏まといを見てあげてくれないかな？」

「…………そうですね。明日、大事ですもんね。俺も片棒担かついだし、見ましょう！」

　──何で纏まとい先輩のときだけそうなるの！　私は!?

　二人と一緒に、史織の視線の矛先は纏まといに向かう。

　丁度、千ち紘ひろとの戦いの趨すう勢せいが決しようとしているところだった。

「しゃあゃぁああっ、やぁああ───────リゃあっ！」

　千ち紘ひろが弾はじかれたように、自慢の素早さと身体からだのバネを活いかして乾けん坤こん一いつ擲てき、面に飛び込んだ。

　それが纏まといの頭に、当たらない。すとん──。

　打突を躱かわしながら「はい無駄な努力お疲れ様」と肩を叩たたくみたいに、纏まといの剣先は既に千ち紘ひろの籠手に置いてある。

「あぁっははは───ッ！　はい馬鹿一匹ゲットぉ───！」

　遅れてずどん！　と迫力ある音が道場を揺らした。おお、と円まど香かと悠が拍手している。

　相手を誘って軽く先手を押さえる技──出小手を余裕で決めていた。

　強い。史織は自分には取れない一本を簡単に取ってしまう纏まといに、圧倒される。

　千ち紘ひろが弱いわけじゃない。彼女は中学のときに『清きよ船ふね中三本刀』とか呼ばれていて、中三のときは団体で全国大会にまで行ったと聞いている。

　弱いどころか、指折りの実力者だ。なのに纏まといの前では──。

「はぁあッ！」

　どん！　と一気に攻勢に出た纏まといの叫びで、彼方かなたに飛んでいた史織の意識が戻ってくる。

　纏まといが、左後方に大きく竹刀のテイクバックを取っていた。

　敵の身体からだを吸い込む風を感じるようだ。異様な動きに、千ち紘ひろの守りは乱されて──。

「胴ッしゃぁああ────────────らああッ!!」

　勢いの付いた竹刀が胴に炸さく裂れつする音は、もはやボウリングのピンが跳ね飛ぶ音に近かった。

　残心を取る纏まといに、してやられたと千ち紘ひろが天を仰いでいた。

「か、担かつぎ胴どう……！　まといさん、それ一いちノの瀬せのやつやん！　なあ、なんで!?　なあ！」

「あー、うっさいわね。決まれば何でもいいじゃない。ほら納めるわよ」

　──担かつぎ胴どう。それから、一ノ瀬？　誰？

　聞いたことない技の名前と、聞いたことない人の名前を出して千ち紘ひろがはしゃいでいる。

　ただ、史織はあの派手な技だけは、一度見たことがある。

　三回戦ぐらいだったか、準々決勝ぐらいだったか、もう忘れてしまったけれど。

　確か長い延長戦の決め技として、同じく奇襲代わりに纏まといが使っていたはずだ。

「えへへ、どうだ水上くん。うちの纏まといはやるでしょう」

「うん。あれなら実戦でもハマるし、明日も使えるでしょうね。俺から言うことはないかな」

「……そっかぁ。……うれしいなあ」

　悠のお墨付きを貰もらって、円まど香かは嬉うれしそうに竹刀を抱きしめて笑う。

「あれはね、纏まといと二人で練習した技なんだよ」

　史織の耳が、面の中でぴくんと動く。

　面白いことを聞いた。纏まといが誰かを頼ってまで習得するなんて、ただごとではない。

　だったらひょっとして、纏まといからあの技を盗めたらとても役に立つんじゃないだろうか？

　剣姫──乾いぬい吹雪を打ち倒すために。

「あのっ、纏まとい先輩！　次私！　私とやりましょう！」

　史織は悠と円まど香かのことなんてもう眼中になく、纏まといのもとへ駆け出していた。

　待ち受ける彼女は竹刀で肩をとんとん叩たたき、悪の親玉みたいに笑っている。

「はいはい、五秒で消し炭にしてあげるわよ」

「ふっ……。笑ってられるのも今のうちですよ！　今こそ日頃の恨みを晴らすとき！」

　史織の目が嫉妬に燃える。先日の昼休み、この人は悠と二人っきりで道場で密会してたし。

『じゃ、作戦開始しますか。俺も纏まといさんの頭を借りたい』

『ええ。とりあえずこういうときは、まず現状の整理からよ。これを見て』

『おお……？　桐とう桜おうの試合のスコアですか？　………………んー。これ変ですね』

『でしょ。この柏かし倉くらってお嬢、気になるでしょ？　追加情報もあげるから考えてくれない？』

『んー。剣道のことは何か分かりそうなんで、友人関係とか知りたいな。経験的には』

　許せない。どうして揃そろってよその女のことなんだ。

　ここにいい女がいるのに──もっと視野を広くしろ！

「死ねぇえ─────────────っ!!」
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「ぬぎゅう…………」

　練習後、史織は正座の格好で頭から面の中に埋まっていた。

　まるで介かい錯しやくされた死体だ。身体からだはずたぼろで、煙のような湯気が出ている。

　さらに追い打ちをかけるように、げしっと背中を蹴られた。

　呻うめいて振り返ると、自分を屠ほふった悪魔がにやにや笑っていた。

「思い知った？　のび太のくせに生意気なのよ」

「……ぐぬぅ。きょ、今日は負けましたけど、そのうちぶっ潰してやるんですからね！」

　握りつぶすものがないので、代わりに今まで顔の下敷きになっていた藤宮高校の『克己』の手拭いを引ひっ摑つかむ。生意気だと言われても、しかし史織には不満だった。

「あの。どうして使ってくれないんですか、担かつぎ胴どう。私には試す価値もありませんか？」

　見て、食らって、盗みたかったのに。

　コンタクトレンズ越しに纏まといを睨にらむと、彼女は一瞬目を丸くしてからくすりと笑った。

「あんな技使うもんじゃないわよ。逆胴と違って、派手なだけで無駄しかない技なんだから」

「え。で、でも最近、決め技に使ってるじゃないですか？」

「……まあ色々あんのよ。とにかく、無駄だから真似まねしない。そんな時間ないでしょ？」

　そういうことを言われると、なんとしてでも真似まねしたくなってしまう。

　史織は手拭いを摑つかんだ拳を身体からだの前に持ってきて、膨れて言い返す。

「分かんないじゃないですか。今は無理でも、一年後乾いぬいには当たるかもしれませんし」

「……一年後、ねえ」

「そうですよ。短いとはいえ、時間はないわけじゃないんですからね！」

　生意気なと蹴られるかと思っていたけど、纏まといは穏やかに笑うだけでそれ以上何も言わない。

　個人戦が終わってから、必死な悠とは逆に、纏まといはなんだか優しくなった。

　調子が狂うと史織が身をよじると、纏まといは握っていた『克己』の手拭いを見て首を傾かしげた。

「あれ。あんたその面タオル使っちゃったの？」

「え？　……はい。せっかく貰もらったんで、使おうかなって。駄目なんですか？」

「駄目ってわけじゃないけど、色が落ちるからあんまり使わないほうがいいわよ。試合で揃そろえて使うために作ったのに、ひとりだけ色違ってたらダサいでしょ？」

「……あー、なるほど」

「使うのは、大事なときだけよ。大事なことだから覚えときなさい」

　納得はした。けど、せっかく良いいデザインをしているのだから普段使いしたくなる。

　両端を持って広げてううんと唸うなっていると、何が面白いのか纏まといが微笑ほほえみを浮かべた。

「それね、あたしらが作ったのよ。一年前」

「えっ、そうなんですか？」

「秋水とかと違って、藤宮は毎年代によって変わるのよ。キャプテンが変わると字も変わる」

　知らなかった。史織はしげしげと題字を見つめる。

　するとそんな自分を見て、纏まといは心底嬉うれしそうに、少女みたく微笑ほほえんだ。

「この字はね。……円まど香かが、決めたのよ」

　さっき円まど香かが纏まといを自慢したように、纏まといもそうする。

　二人の間には、自分が知り得ない何かがあるようだった。

「ほら、早く支度しなさい。明日忘れ物したら置いていくわよ」

「あ、はい！」

　ぼうっとしていると怒られ、史織は急いで防具と竹刀を袋に収納していく。

　気になることはあるけど、とりあえず明日のことだ。……乾いぬい吹雪とのことだ。

　すぐにでも奴やつと戦い、もう二太刀でやられた練成会のときとは違うと示したい。それから。

「……そもそも私、今、どのくらい伸びてるんだろう？」

　そして今、自分と乾いぬい吹雪の差は、どれぐらいあるんだろう。

　解明したい。調査が必要だ。





×　×　×






　それを知るべく、我々藤宮女子探検隊は秘密の花園へと向かった──。

　当日は生憎あいにくの曇天だったけれど、乾いぬい吹雪とばちばちやるにはうってつけの天気だ。

　史織は胴着姿の小さな現地人、速はや水み桜さくら子この先導に着いていく。

「迷子になんないようにね。ウチの学校広いからさー」

　守しゆ衛えいさん付きの物々しい校門に、綺き麗れいな校舎や時計塔、それからバラ園。

　本当にここは高校なのかと疑うほどの設備の数々に圧倒されるが、今日は戦いに来ている。隙を見せるわけにはいかないと、きりっとした顔で先頭を歩いて行く。

　やがて、ボスの根城である立派な体育館の前に辿たどり着ついた。

「じゃあ深瀬さん、ここ入って階段上がってくれよ。三階に剣道場あるから。靴はそこの五段くらい空いてる下げ駄た箱ばこ自由に使ってね。アタシ、全員来るまで待つから」

「はい。ありがとうございます」

「上でぶっきー……じゃない、吹雪が待ってるから。更衣室案内してもらってね」

　奴やつの名前を聞くと、自分の中で何かがざわめく。

　ヤンキーみたいに竹刀袋をかついで、史織は意気揚々と階段を昇っていく。

　やがて最上階に着くと、光が差した。

　両開きの窓から差し込む日の光を背負って、乾いぬい吹雪は両腕を組み、胴着姿で上からこちらを見下ろしてくる。とても偉そうだ。

　気に入らないので、乾いぬいと違って長い脚で数段飛ばしに登り切って隣に並んだ。

「あっ、乾いぬいだ。今日も貧乳だね。心が貧しいから？」

　これは史織文化圏で「こんにちは。最近どう？」の意を示す。

　対等な挨拶──悪口の応酬が始まるだろうと、顔の前でコブシを構えた。




「ごめんね。今日は深瀬に構ってる暇、ないの」




　なのに乾いぬい吹雪は、今日に限っては、自分の方を見てすらくれない。

　誰かを待つように、階段の下ばかりを見つめている。

　史織はむっと唇を尖とがらせて、その態度は何だと言いたくなるのを我慢する。

「きょ、今日はそういうクールなお姉さん路線なの？　気持ち悪いん……ですけど」

「違う。余裕がないだけ。……ごめん、本当に」

　とりつく島もない。

　冷たい目をして、吹雪は顔を動かさず人差し指で更衣室の入り口を示す。

「場所、そこだよ。みんなが入ったらわたしは戻る。何かあったら、他の人に」

　胴着を着た氷と話している気分だった。

　一つに髪を括くくって、宝石のような瞳で前を見据える姿には凄すさまじい迫力がある。

　その瞳に、自分が映らないことが悔しくてたまらなかった。

　史織は口が利けないで、吹雪の側から動いて更衣室に向かう。

「……なんなのっ」

　最後まで吹雪は、一顧だにしてくれなかった。





×　×　×






　会いたかった子が目の前に出てきたときに、すぐに話しかけにいける子と、いつまでも後ろからもじもじと見つめてしまうだけの子がいる。

　桐とう桜おう学がく院いん二年生、大おお貫ぬき林りん檎ごは圧倒的に後者だった。集中したがる吹雪の代わりに藤宮高校のみなさんを体育館の更衣室に案内して、そのまま部屋の隅っこに居座る。

　そしてじいっと、とある美少女の生着替えを鑑賞していた。

「乾いぬいのやつ乾いぬいのやつ乾いぬいのやつぅ……ッ！」

　深瀬史織はぷんすかと、さっきの吹雪の塩対応に憤いきどおっている。でも……眼福だ。

「むむ。これが噂うわさの吹雪の対抗馬……！」

　かねてより、とても気になっていたのだった。

　めちゃめちゃ美人だ。後輩ちゃんだ。眼鏡っ子を貫いているのもポイントが高い。

「……喋しやべってみたいな……」
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　でも無理。そんな。恥ずかしい。気持ち悪いって言われたら、誰が責任取ってくれるの。

「お～い林りん檎ご、こんなとこで何してんの？　迷子か？」

　頭を抱えて悶もん々もんとしていたら、愛あい莉りに下からつんつん頰を突かれて安否確認される。

　相変わらずボディタッチが多くて照れる。が、今ばかりは周りが知らない人だらけなので、なんだか安心する。林りん檎ごは赤ちゃんみたいに愛あい莉りの指を反射で握った。

「べ、別に。愛あい莉りこそ、どうしてここに？」

「ちょっと二にの宮みやと話してた。一ノ瀬はいつ来るんだ～って」

「……ああ。そうか、二にの宮みや氏も愛あい莉りと同じ中学だったね」

　上の空で答えながら、林りん檎ごはちらっとまた史織の方を見る。丁度袴はかまを穿はき終わって、靴下を脱いでいるところだった。その視線で事情を察知したのか、愛あい莉りはぺろっと唇を舐なめて笑う。

「ははーん、深瀬ちゃん気になってんの？　実はあたしもなんだよね」

「え、あ、いや……！」

「ほーら行くよ。あんたはちょっと内弁慶すぎな～？」

　ぐいぐい引っ張られてしまう。愛あい莉りのこういう強引さにはいつも困りもので、それから助けられていた。林りん檎ごはインドアで真っ白な肌をほんのり赤く染めて、愛あい莉りの隣に並ぶ。

「よ～深瀬ちゃん。こんちは～」

「あっ、愛あい莉り先輩だ！　初めまして、深瀬史織です」

「……あり？　あたし話したことあったっけ？」

「いえ、無いですけど千ち紘ひろ先輩がよく話してるので。三本刀三本刀三本刀って」

「……そっか。今日だけじゃないんだ。……馬鹿だね、あいつも」

　さっきみたいに流して笑うかと思いきや、愛あい莉りはがっかりとしたように肩を落とす。

　急に話さなくなってしまったので、間が持たない。どうしようかと林りん檎ごは挙動不審になる。

　すると、史織の目がこっちを向いた。眼鏡の奥の凜りんとした瞳が、垂れネームを見るためにすっと下がる。一緒に動いた睫まつ毛げが、あんまりにも綺き麗れいだった。

「おおぬき……先輩、ですか？」

「はっ、ハイ！　そうです！　いかにも！」

「あ～、そんな苗みよう字じだったね林りん檎ごって。なんか久々に聞いたな～」

「……ひ、ひどい。垂れネームに書いてあるのに！　林りん檎ご氏、顔面ブルースクリーンに──」

「りんご。……りんごし？」

　置いてけぼりにしてしまった史織の言葉の繰り返しに、林りん檎ごの身体からだから血の気が引く。

　やってしまった内輪乗り！

　どうしよう。これだからオタクはって石を投げられても文句言えない！

「こいつね、下の名前林りん檎ごって言うんだよ～。かわいいっしょ？」

「……おお。いいですね、かわいくて。私は普通なんでちょっと憧れです」

　けど、史織は引かない。

　どころか被害妄想に震えてる自分に向かって、にこっと笑ってくれた。

「史織氏です。よろしくお願いしますね、林りん檎ご先輩！」

「……ああ。……推せる……」

　赤い実が弾はじけたような感覚に、林りん檎ごは愛あい莉りの手を離して両手で胸を押さえる。

　隣で愛あい莉りが冷ややかな視線を浴びせてきた。

「あんた、これからあたしにチャラいとか言うの禁止な～？」

「ハッ!?　ち、違う！　林りん檎ご氏は吹雪の味方！　吹雪の味方！　吹雪の味方！」

　自分に言い聞かせる時点で、何かに敗北していた。

　そしてその名前を出すと、史織はまた不機嫌になり始める。彼女は剣道のために眼鏡を外すが、コンタクトを着けるまでは全然見えないのか、目を細めていてとてもいかつい。

「乾いぬい……じゃなかった。乾いぬい先輩、ほんと態度悪いですよね。ハゲればいいのに」

「や～、まあ今日は特別なんだって。いつもあんなにキリッとしてないから」

「そ、そうだぞ！　今日の吹雪は特別なの！　リベンジに集中しているだけだぞ！」

　何気ない談笑だった。でも大きな秘密は、得てしてそういうところから漏れる。

　林りん檎ごは、史織が当然知っているものだと思っていた。

「……リベンジ？　……リベンジって、どういうことですか？」




「ん～。吹雪はね、負けちゃったんだよ」




　開き直って、愛あい莉りは長めの自分の髪を撫なでながら、史織に真実を明かす。

　もう隠せないという判断だろう。正直、現場を見ていた纏まといが、藤宮の部員たちに伝えていないほうが不思議なくらいだった。

「元清きよ船ふね中三本刀で、最後の一本？　……一番とんでもない、あたしらのリーダーだった奴やつ」

　個人戦の翌日、彗すい星せいの如ごとく桐とう桜おう学がく院いんに現あらわれて、吹雪を砕いていった宇宙人。

　今日という日が生まれた元凶の名前を、愛あい莉りが告げる。

「星せい蘭らん高校の、一ノ瀬彼方かなた。そいつが、吹雪に勝った女だよ」





×　×　×






「それでは、基本稽古は終了です。所定の時間まで休憩とします！」

　由ゆ季きが号令をかけると、一部の人間を除いてみんな一斉にどさっと倒れた。

　史織もそのご多分に漏れない。一方で、終わるなり平気でお手洗いの方へ駆けて行く由季は、特殊な一部の側の人間だ。どうして隠そうとするんだろう。謎だ。

「ねえ史織。柏かし倉くらさん、藍あい原はら先生に呼ばれてたの？　走ってっちゃったけど」

　こうやって纏まといみたいに堂々としてればいいのに。でも蹴らないで。本当に吐いて死ぬ。

「……わかん、ない、です……。なんか……ゆきむらさん、って、いってましたけど……」

「……そう。看みに行ってくれたのね。…………ありがと。聞きたくなかったわ」

　そう言ったとき、纏まといは初めて苦く悶もんに顔を歪ゆがませた。

　どうしてなのか、史織には考える余裕も体力もない。仰向けになって天を仰いだ。

「……く、そ……っ」

　情けない。動けない自分が。

　それから、愛あい莉りたちから聞いたあのことが。

　史織は目と歯を強く合わせて、苦く悶もんの表情を浮かべた屍しかばねのようにしばし動かない。

「ね、ねえ……。だいじょうぶ、なの？」

　そんな自分を心配して、かがみ込んで顔を覗のぞき込こんできたのは、なんと吹雪だった。

　さっきまで素っ気なかったくせに。見てすらなかったくせに。

「……うるさい。……それは、乾いぬいに言う台詞せりふっ」

　地から這はい出でる亡もう者じやのように史織は両手を伸ばし、胴の上の吹雪の胸ぐらを摑つかむ。

　倒れずに基本稽古を乗り越えられたのは、どうしても吹雪に直接尋ねたかったからだ。

「な、なに。離して」

「ねえ。……本当なの？」

　お願いだから、噓うそだと言って欲しい。

「一ノ瀬彼方かなたって人に負けたのは、本当なの？」

　噓うそに決まってる。だって乾いぬい吹雪は、頂点だ。『剣姫』だ。

　あの日、誰も彼もを置き去りにする抜き胴を放って、一番になったところをこの目で見た。

　認めるなんて悔しいけど、悔しくて仕方ないけど、今の自分はあの姿に突き動かされている。

　それがたった一日で汚されただなんて、絶対に信じたくない。

「……本当」

　でも吹雪は、目を逸そらして、唇を結んで、小さな声でそれを認めてしまった。

　正体の分からない激情にかられて、史織が思わず叫び出しそうになったとき。

　開けっぱなしになった道場の扉から、その女は光を背負い、彗すい星せいの如ごとく現あらわれた。




「おいっす！　ボンジョルノ二度めましてー！　今日はよろしくお願いしまーす！」




　一ノ瀬彼方かなたの存在は、引力を持つ星のように、一気に人の視線を惹ひきつける。

　短めのボブカットからぴょこんと耳が出ていてかわいらしいが、それ以上に左の側頭部に一ひと房ふさ生えた緑の髪の毛が強烈に目を引く。
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　まるで触角のようなそれはエクステ──付け髪だ。なのに、驚くほど自然で似合っていた。

　天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべる整った顔立ちは、可愛かわいいとも綺き麗れいとも、どちらにも取れる。

　体たい軀くは吹雪より大きく史織よりは小さい。普通だ。

　しかし、ただ者には発せない風格のようなものが、淡い光のように漂っているようだ。

　超進学校である星せい蘭らん高校に、制服はない。

　パンキッシュな服装をした彼女が新緑の竹刀袋を掲げると、ブレスレットが揺れた

「遅くなってごめんよジーザス！　七時間目がさー！　……よーし。どこだどこだ、どーこだ！」

　彼女は着替えず防具を持ったまま、辺りをきょろきょろ見回しながら道場に入ってくる。

　誰かを探しているようだ。お求めの相手は、おそらくひとりしかいない。

　一ノ瀬彼方かなたは、胸ぐらを摑つかんだまま静止している二人に向かい、笑いながら接近してきた。

「おっすサワディー剣姫ちゃん。……と、だれ？　恋人？」

「「違うッ！」」

「やんやん、そんな怒んなってばー。ちゅーしそうな距離で胸ぐら摑つかんでんのが悪くない？」

　指摘されて即座に冷静になって顔を見合わせてばっと離れる。

　この間、一秒だった。

「ししし、アツい仲だね。……で、ですな。今日の目的は剣姫ちゃん」

　こてん、と彼方かなたは首を右に傾ける。

「じゃ、なくてさ」

　そしてもう一度、首を左に傾けた。

　彼女は両腰に手を当て、銀河が瞬くような引力のある瞳で、史織を見てくる。

「藤宮の……深瀬ちゃんか。ちょっと教えてほしいんだけれども」

「は、はい？」

「幸ゆき村むら円まど香か先輩は、どこにいるかな？」

　まさかの名前が出てきて、史織は固まる。纏まといの間違いではないのだろうか。

　しかし聞かれたので一緒にきょろきょろと探してあげるが、確かにいない。「……あ」

　思い出した。円まど香かは基本稽古の最後の方で、トイレに吐きに行ったはず。

「あっ、幸ゆき村むらさん。だ、大丈夫でしたか!?」

「あ、柏かし倉くらさん……。うん、大丈夫。いつものことだから。も、もう、へっちゃら……」

　そして間の良いいことに、円まど香かがふらふらになり、壁に手を突きながら道場に戻ってきた。

　史織は無言で、一ノ瀬彼方かなたの背後を手で指してやる。

「おお、おおお……っ！　ありがとなっ、深瀬ちゃん！　…………あの、幸ゆき村むら円まど香か先輩！」

「はいっ？　……い、いいいい、一ノ瀬さんっ!?」

　全速力で駆けてくる彼方かなたに気付くと、円まど香かは跳び上がる。

　女子がよくやる、きゃーっという再会を祝す感じではなかった。純粋に驚いている。

　みんなの視線が、対たい峙じする彼方かなたと円まど香かに集まる。

　捕食者と獲物。そう見えても仕方がない光景が、やがて動いた。

　一ノ瀬彼方かなたが、突如として正座をし始めたのだ。

　それから、剣道場に入って礼をするときも外さなかった緑のエクステをちゃんと外して。

　背筋を伸ばして、円まど香かの目をきちんと見上げて──そして。




「参りました。カナの負けです。生意気言って本当に申し訳ありませんでした！」




　頭を床に着けて、見事な土下座をした。

　女子の頂点、乾いぬい吹雪を倒したという謎の女が、さっきまで倒れていた円まど香かに向かって。

　それはもう心服するような、大きな声と姿勢だった。

「ちょ……ちょっと、やめてよ!?　頭上げてってば!?」

「いーや駄目だッ！　カナ、今日はこのために来たんです！　参りましたぁー！」

　藤宮も、桐とう桜おうも、誰もが震しん撼かんしていた。

　例外は嬉うれしそうに謝る彼方かなたと、それから。

「あは……あはははははは！　馬鹿、馬鹿じゃないの……っ、あはははははは！」

　お腹なかを抱えて、目に涙まで浮かべて笑う纏まといだった。

　何もかもが異様な空間となっている。

　それを元通りの雰囲気に引き戻したのは、やはり吹雪だった。

　一ノ瀬彼方かなたが、円まど香かと由季と一通り話し終わるのを待ち、一直線に吹雪は歩く。

「一ノ瀬さん」

　凜りんとした声が、伸びた背筋が、宝石のような瞳が正々堂々と一ノ瀬彼方かなたを捉えた。

「わたしと、もう一度戦って」

　その在り方ひとつで、空気が痺しびれた。

　これが正真正銘、あの日深瀬史織が追いたいと願った『剣姫』の姿だ。

　きっともう、誰にも負けない。

「いっすよ。約束通り、あと一回な！」

　そう、信じたかった。





×　×　×
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　地稽古が始まると、全員がその戦いに注目した。

　声をぶつけて構え合うのを見ただけで、傍観していた史織は悟る。

　──異次元だ。

　さっきまで言葉を交わしていたことが信じられない。近くに感じたことが恥ずかしい。

　月を見上げたら、手が届きそうな気がする。しかしそれは途方もない幻想だ。

　一体あと一年で、どれだけのものを積み上げれば、この別世界に行けるのか。

　女子として、既に地球人を捨てたふたりの剣先が、語り合うように交錯する。

　ふわりと、両者は跳ぶ。──相面だ。

「「めぇええ─────────────えええんヤァアッ！」」

　己の眼めを信じるならば、今の打突は全くの同時。史織はぎりっと歯は嚙がみする。

　同格だ。一ノ瀬彼方かなたは、乾いぬい吹雪と同じ高みにいる。

「はぁああ───やあっ！」

　吹雪の剣は、烈火のような攻めだ。瞬発的に打突から打突を繫つなげ、守りは最小限に。

　動物的な勘と身しん体たい能力をフルに使い、凝縮した時間の中を閃ひらめきで駆け抜けて打っていく。

　対する彼方かなたの剣は、機械のような冷たさを感じる守りだ。

　心がないのかというくらい、吹雪の猛攻を瞬き一つせず冷徹に捌さばき続ける。

「りゃぁああ────やあッ！」「……ふっ、……っと。──しゃああッ！」

　打突の速さと強さを即座に分析し、脳に伝達し見切っていく彼方かなたの瞳は、全てを吸い込む虚無の洞穴めいている。

　攻守の矛盾は一進一退、異次元の衝突が史織を置き去りにして続いた。

「ィやぁあァアアあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]しゃアぁぁああッ!!」

「ギぃぁああアりゃぁあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ああアアああアっ!!」

　両者肩で息をしながら殺し合いを続ける。収束の瞬間は、唐突に訪れた。




「どォっ、たぁああ──────────ヤぁッ！」




　吹雪が放った、渾こん身しんの抜き胴。

　それを彼方かなたは、ぎりっと歯を食いしばり──ついに吞のみ込こんでしまう。

　彼方かなたが繰り出したように見えた面はフェイントだった。跳ばず、潜り込もうとする吹雪の進行方向へ身体からだを滑らせ立ち塞がる。

　零距離──面に騙だました彼方かなたの両手は身体からだの正面に。

　面に騙だまされた吹雪の両手は、胴へと斜めに振りかぶられている。

　吹雪の防御が間に合うはずもない鍔つば迫ぜり合あいが、一瞬だけ作り出される。

　終わりだった。




「メぇぇえ─────────────んっしゃァッ、おらああァッ!!」




　鈍器で殴ったみたいな轟ごう音おんと共に、彼方かなたの引き面が吹雪の脳天に決まる。

　最後、気のせいだろうか。……一ノ瀬彼方かなたの目が、こっちを。

　吹雪じゃない誰かを見ていたような気がしたのは。

「…………なに、やってんの」

　よそ見をしていた奴やつに、吹雪が負けた。

　そんな舐なめたことをするような奴やつに、私が目指すあの子が負けた！

「ごめん、しおりん。……うち、……ちょっと。……目にゴミ、入った。外して、くる」

　隣で見ていた千ち紘ひろが、何か言ってどこかへ行く。どうでもよかった。

　頭が、身体からだが、心が煮立っている。気が付けば史織は走り出していた。

　走り出して、話している彼女の腕を籠手のまま強く摑つかんでいた。

「一ノ瀬さん。次は、私です」

　傍そばで、彼方かなたと話していた吹雪が目を丸くしている。「ふ、深瀬、何やって……」

　それを無視して、なおも史織は彼方かなたを睨にらみ続けた。

「……おう。ちーと休憩、してからでも良いいかね？」

　彼方かなたは、上がった息を上手うまく整えながら、先程と変わらず天てん真しん爛らん漫まんに笑いかけてくれる。

　いきなり腕を摑つかんできた見知らぬ女の無礼を、そしることなく。

「ごめんなさい」

　変わっているがきっと良いい人である彼女に、史織は無礼を詫わびる。

「待てません。今すぐ相手してください！」

　ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。

　お前は誰だ。いきなり出てきてお前は何だ。……こんな女に。こんな女が！

　──こんな女が倒していい奴やつじゃないんだ、乾いぬい吹雪は！

「馬鹿に、するな……っ！」

　あるだけの力で、史織は竹刀を握って一ノ瀬彼方かなたを睨にらみ付つける。

　一発、絶対にぶん殴る。実力の差なんて分かってる。

　でもたとえ殺されたって、それまでは死んでも帰れない！

「……ししし。いーよ、やろっかい。しかし因果なもんだねえ」

　睨にらみ付つけると一ノ瀬彼方かなたは微笑ほほえみ、それからややあって目を閉じる。

「光栄だよ。二度もヒールなんて」

　摑つかんだ史織の腕を邪魔だとはねのけて、彼方かなたの深い漆黒の目が開く。

　異世界への洞穴を覗のぞき込こんだような、重い不気味さがあった。

「キミが向こう側に行きな。次の楽しみを作っとくのも、悪くない」

　頷うなずきすらせず史織は駆け出す。心で、異次元へ向かうための燃料が燃えさかり始める。

　ここから。この日から。

　もはや飛ひ翔しようにも似た、深瀬史織の猛追が始まる。
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　林りん檎ごはしばし、自分の稽古を忘れて、史織と彼方かなたの地稽古に見入ってしまう。

　見入るというよりも、目を逸そらすのが恐ろしいというほうが正しいのか。

　──怖い。

「らっ……しゃぁあ──────やあッ！」

　緩から急、彼方かなたが剣先をあえて惑わせて、一気に史織の籠手に振り下ろす。

　簡単に釣られた史織が躱かわせるわけもなく、ばごんと破裂音を立ててあっさり決まった。

　二人の実力差は圧倒的だ。誰が見ても明らかだ。

　彼方かなたは吹雪との連戦だが、もう息が整っているし、対する史織は肩で息をしている。

　しかし、史織は恐怖も身の程も、全く知ろうとしない。

　一度たりとも下を向かず、途中で打たれても最後まで残心を取り、彼方かなたと距離を取る。

　そしてあくまで上を見て、何かを呟つぶやいてから息を吸い直し、また構える。

「……っ、やぁあああ────────ッ！」

　一度のフェイントを混ぜて向かってくる史織をいなし、彼方かなたは飛び込み面を打たせる。竹刀で受けて躱かわして、前へと抜ける史織を後ろからつかず離れず追尾する。

　打った史織が、見ている林りん檎ごの側に向かって全速力で抜けてくる。

　眼鏡を掛けていない両眼の中に燃える意志に、林りん檎ごが震える。

　自分の前で、史織は一つに結んだ長い髪を揺らして颯さつ爽そうと振り返った。

　無慈悲な彼方かなたは間合いをぴたりと着けて、またしても剣先を惑わせ小手に振る。

　全く釣られない史織が、かつんと鍔を叩かせてあっさり躱した。

　二人の実力差は圧倒的だった。もはや一部の人間にしか、それが分からない。

　近くで鍔つば迫ぜり合あいをしている史織の呟つぶやきが、林りん檎ごにはようやく聞こえる。




「それ、一回見た」




　──怖い。

　彼方かなたではなく、史織が。

　玉手箱を開けてしまったような恐ろしさが、林りん檎ごを金縛りにしていた。

　目が逸そらせない。逸そらした瞬間、彼女は別の生き物に変わっているような気さえする。

　覚醒した才能とは、異世界にいる人間とは、流れている時間が違う。

　──始めて三ヶ月だなんて、噓うそだ。一年の間違いに違いない。

　深瀬史織は仕切り直すごとに、もはや秒単位で成長していた。

「はぁああ────やあッ！」

「よっ、甘い甘い！　もーっと考えな！　中心取るだけじゃ一本にはなんないぜー！」

　史織の放った引き小手を簡単に払って、彼方かなたは嬉き々きとしてまたもや追いかける。

　ほらくたばれと放った諸もろ手て突づきを、史織は下がりながら軽々首を捻ひねって躱かわした。

　達人相手に、またもや鍔つば迫ぜり合あいに持ち込む。

　しかしそれを誇らず、史織は竹刀で床を叩たたいて激げき昂こうした。

「それももう見たッ！　手ぇ抜かないで！　ちゃんと本気でやらないと死んでやるから！」

「あははっ、バレちった。……よーし、後悔すんなよ！」

　そう言って、一ノ瀬彼方かなたは本当にリミッターを外した。

　一度見たら覚える史織に、あえて何度も見せて学ばせることを止め、殺しにかかる。

　飛びかかってくる史織を機関銃で撃ち殺すように、技を全て散らして史織を潰した。

　元々、肩で息をしていたのもある。

　そんなところにこんな洗礼を受けて、平気でいられるはずがない。

　史織はその折れない意志とは別に、ついに限界を迎え、その場に膝を屈してしまった。

「……っ、く、……くそ、……くそっ！」

　それでもなお、史織は這はってでも立とうとする。

　止めに走ったのは、林りん檎ごでも、藤宮高校の誰かでもなく──吹雪だった。

「深瀬。もういい。……もう、いいから」

「……うるさい。……うるさいっ！　何も良くないっ！」

　背に触れようとした吹雪の籠手を払って、史織は振り返って吠ほえる。

　面の中では苛烈な表情が、炎のように燃えていた。

「何で、そんなに落ち着いてるの!?　悔しくないの!?」

　己の至らなさを嘆くように、それから、落ちてしまった吹雪が見たくないと言うように、史織はうずくまったまま動かない。

　無力を嚙かみ締しめて、強く握った拳が床を押しつけて。

「ふざけないで。……私まで、馬鹿みたいじゃんっ！」

　彼女は確かに、吹雪を追う者として静かに涙を流した。

　見ていた林りん檎ごは、無言で頷うなずいて微笑ほほえむ。同じ気持ちだった。

　吹雪は、吹雪の価値を分かっていない。どうして今日という日が生まれたのか。

　それは負けた吹雪に、再戦をしてほしいからというだけじゃない。

　──行くか。わたしも。

　吹雪に史織を任せて、林りん檎ごは一ノ瀬彼方かなたのところへ歩いて行く。

「一ノ瀬氏。疲れているところ申し訳ない。次は、林りん檎ご氏とお願いして良いだろうか」

「おうおう、謝んなくていいよ。全員相手するよ。それが、お返しだよね」

　一ノ瀬彼方かなたは、後ろに伸びた面めん紐ひもを撫なでて穏やかに笑う。

「キミ、剣姫ちゃんの友達？」

「……うん。だからあなたが、ちょっと嫌いだ」

　きっとぼこぼこにされてしまう。でも、見ているだけよりずっといい。

　史織に心が揺れてしまったことの罰を、ここで自分へと与えることにしよう。

「林りん檎ご氏、吹雪の味方だから。ここで戦わないのは違うと思う」

「……ししし、やろっか。今度は遊ぶ余裕なんてなさそうだな」

　その後、豪雨のような猛打を浴びて、林りん檎ごの一日は終わる。

「間違えるな。桐桜学院ここのキャプテンは、私です」

　最後に由季の凜り々りしい姿が見られて実は最高だったことは、乙女の秘密にしておこう。

　桜子が大変なときに不謹慎で申し訳ないけど、でもでも仕方ないだろとも思うのだ。

「林りん檎ご氏はやっぱり、桐とう桜おう箱推しなので」

　明日土砂降りになるという空模様とは反対に、林りん檎ごの心はずっと晴れやかだった。
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　しかし、雲よりも黒く染まった史織の心は、晴れることを知らない。

　翌日、雨が降る。雷が落ちる。

　藤宮高校の剣道場でもその日、二つの雷が落ちていた。

「俊しゆん介すけ。お前からだ。早く向こうに行け」

　悠は吠ほえて、いつもより荒く暴れた。

「止まるのは、千ち紘ひろ！　早くっ！」

　葉は月づきはなぜか、仲良しの千ち紘ひろに大声を出して立ち塞がっている。

　史織はそれらを見て、小さく舌打ちした。

「何で今日に限って……上手うまい人が、空かないの」

　昨日の無様な自分が許せない。一ノ瀬彼方かなたが許せない。

　一刻も早く強くなって、奴やつらを打ちのめしてやらないと気が済まない。

　闇雲にやってもいいわけじゃない。時間あたりの上達量は大きいほうがいいに決まってる。

　悠や千ち紘ひろが使えないのは、痛かった。

「……ちっ」

　こうなったら次善の策だ。ぼうっと突っ立ってる時間の浪費だけは避けたい。

　史織は真っ先に江え坂さかにかかり、終わると纏まといの待ち時間が確認されたので八や代しろにかかった。人間的に好きかどうかは置いておいて、八代は強い。桐とう桜おう学がく院いんの女子とは比べものにならない。

　またひとつ上達。次は空いた纏まとい。終わる。次──地稽古の残り時間は、残りわずかだ。

　でもまだいける。あと一匹ぐらい相手して、経験値を得たい。

　男子がなぜか全員倒れている。悠は江坂とやっている。千ち紘ひろは……まだ葉月とやっている。

　カードは尽きた。なら、しょうがない。

「円まど香か先輩。私と、やってくれませんか」

「……史織ちゃん。…………うん、分かった」

　承諾を取って、また準備のために史織は急いで逆側に走る。

　円まど香かは弱いが、空き時間になるよりはいい。一昨日の自分よりは強いのだ。

　ここで自分がどれぐらい上達しているか、物差しに使うには丁度良いい。

　竹刀を抜いて対たい峙じする。円まど香かが吠ほえた。

「やああああ───────っ！」

　そして史織は、声を返さず竹刀で中心を取る。

　首を傾かしげ、違和感の正体を確かめるためにぐっと一歩、睨にらんで間合いを侵すと。「──っ」

　円まど香かが瞠どう目もくして息を吞のみ、一歩下がった。自分を怖おそれた円まど香かを見て史織は目を細める。

　──この人、こんなに弱かったっけ？

　薄い。纏まといや彼方かなたと、それから吹雪と比べると、まるで紙みたいだ。

　こんなに自信なさげに構える人に、どうして今まで決めきれなかったのか。

　竹刀を握る手に力を込める。微量に引いて間合いを自分用に調整した。

「やああ──っ！」

　焦あせって円まど香かが打ってくる。受けなくていい。剣先で鍔つば元もとを押さえ、軌道をずらして相手をいなす。これは一ノ瀬彼方かなたがやっていた。「はあッ！」

　そして攻めるときは思い切りよく。これは纏まといから盗んだ。史織は引き面を打って、円まど香かから間合いを取る。「ィゃあああああ───────────やああッ！」

　すぐに追撃。相手に休む暇を与えない。乾いぬい吹雪から見て盗んだように、左足を蹴って、間合いを即座に詰めて。そして──学んだ通り、自分の身長を考慮するのを忘れない。

　強く短く、飛距離は八割──行け！

「メェぇええええ─────────んヤァあっ、たアっ!!」

　踏みしめた足と竹刀の剣先から、甘美な成長の痺しびれが全身に迸ほとばしる。

　初めて自力で取った一本の感覚に、頰が緩んだ。しかしすぐに締め直す。

　──こんなところ通過点だ。今日中に、この人よりは上に行く。

「やぁあああ────────ッ！」

　史織は無我夢中で疾走を続ける。何を踏み潰したかは、確かめなかった。
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　ぱたん。

　何かが落ちる音がして、史織はびくりと顔を上げる。

　練習後の静かな女子剣道部室に、紙で頭をはたかれたようなその音はよく響いた。

　座って竹刀組みに夢中になっていた史織は、竹から手を離してきょろきょろ首を動かす。

　かばんを背負い、黙って部室を去ろうとしている円まど香かの後ろにピンクの手帳が落ちていた。

「円まど香か先輩、待ってください。落ちましたよ」

　竹刀一式を手から離して立ち上がり、手帳を拾って差し出してあげる。

　しかし円まど香かは、中々受け取ってくれない。

　数秒ぼうっとしてから、まるで枯れた花みたいにしおれて笑って俯うつむいた。

「史織ちゃんに突きつけられるなら、本望かなあ？」

「……え？」

　円まど香かは震える手で手帳を受け取った後、無言で扉を開いて雨の中に駆け出していく。

　扉を閉める音が乱暴で大きく、史織はまたびくりと震える。

　円まど香からしくない。それからさっきから、やけに音が響く理由が分かった。

「……あ、あれ？」

　部室に、誰もいない。気付けば史織はひとりになっていた。

　竹刀組みに夢中になっていたというのもあるが、手帳が落ちる音には気付いた。

　それはつまり、練習が終わってから、誰も史織に話しかけてこなかったことを意味する。

「っ──」

　急に心細くなり、急いでかばんと傘を手に取って部室の外に出る。

　女子剣道部室はクラブハウスの二階だ。廊下を見回すけど、やっぱり誰もいない。

　屋根を打つ雨音が不安を煽あおる。史織は両手で傘をぎゅっと握りしめ、滑るのも構わずクラブハウスの鉄階段を降りた。

「あっ……。ゆ、悠先輩！」

「お、史織。……どうした？」

　迷える史織に、一筋の光明が見える。

　一階の男子部室の前で、悠が竹刀袋を地面に突いて、天を見上げて困った顔をしていた。

　その手に傘はない。要領の良いい頭はすぐに回って、最適な攻撃を選び出す。

「も、もしかして傘ないんですか？　お困りですか？」

「……よく分かるな。何か止やみそうにないし、このままだと錬心館の稽古に遅れそうで──」

「あの！　だったら駅まで傘に入れてあげるので一緒に帰りましょう！　そうしましょう！」

「く、食い気味だな。……でもなぁ。いいよもう、走るから」

「濡ぬれると風邪引きますよ！　明日遊園地行けなくなりますよ！　みんなに迷惑かけますよ！」

　うぐ、という呻うめきに確かな手応えがする。勝った。

「……じゃあ、ちょっとだけお言葉に甘えようかな。ごめん」

　苦笑して頭を下げる悠を見て、史織の表情はぱあっと晴れ渡る。

　怪我けがの功名だ。相合い傘のお誘いなんて、普段なら絶対にできないところだった。

「よしっ！　さあ行きましょう先輩！　さあ！」

「……何だ？　お前、何か変だぞ」

「き、気のせいじゃないですか？　気圧のせいですよきっと！」

　成長してる。私成長してる。この相合い傘こそその印。

　今から先輩を悩殺し、明日には作戦通りに遊園地でばしっと恋にぶち墜とす。

　それから剣道だって、一年後には一ノ瀬彼方だって見事に倒してみせる。よし完璧。

　深瀬史織のパーフェクトプランに、狂いは寸分も見当たらない！

「さあ行きましょう先輩。私たちの輝かしい未来に！」





×　×　×






「だめっ！　悠くんはわたしとジェットコースターでぶっ飛ぶのッ！」

「違いますぅー！　私と落ちるんですっ！」

「ちょっと、何なんだよふたりとも！　僕が先なんだから順番は守ってよ！」

　そういうわけで当日、史織の自称パーフェクトプランは脆もろくも崩れ去ってしまった。

　朝一番から並んだのに、悠とのペアは千ち紘ひろと葉月に裏切られて叶かなわなかったし。

　お昼からかまくらドームで一緒にご飯を食べて、仕切り直そうとしたらこれだ。

　最強の刺客、乾いぬい兄きよう妹だいが現あらわれて悠を奪おうとしてくる。こんなの聞いてない。

　三人で必死に抱きついて奪い合っていると、やがて悠は泣きそうな顔で叫んだ。

「もう、ひとりにしてくれ……っ！」

　そんなことを言われても、譲りたくない。昨日の帰り道だって、全然──。

「あっ、ごめん悠。痛かった？」

　逡しゆん巡じゆんしていると、真っ先に快かい晴せいが腕を放して悠から離れる。そして両側から悠に抱きついている史織と吹雪を灼やくように、汚れなき笑顔の光を照射してきた。

「ごめんね。じゃあここは譲るよ。後で空いてる時間があったら連絡してよ」

「う……っ」「ぐ……っ」

　史織と吹雪の片手がまず離れ、目が灼やかれないように顔の前にかざされる。

「か、快晴。良いいのか？」

「うん。僕のほうも一応やることあるし、ひょっとしたら今日はもう無理かもだけど……」

　まあ仕方ないよね、と快晴が苦笑する。勝敗は既に決していた。

「僕ら昨日も遊んだし、これからいつでも会えるしね。今日は悠の好きにしなよ」

　溢あふれるお兄ちゃん力と正妻力に、吹雪と史織は吐血する。

　ついに二人の両手が離れてしまい、戦争の終止符は屈託のない悠の笑顔によって打たれた。

「決めた。俺快晴と乗るよ」

「え。い、いいよ無理しなくて。二人と行きなよ」

「無理してない。俺が行きたいだけ。苦手の克服手伝ってくれ」

　しょうがないねと笑う快晴に背を向けて、悠が史織と吹雪を見て笑う。

「いいよな。吹雪とは来週があるし、史織とはまあ、昨日のこともあるし」

　何も良くない。嫌だと、同じくわがままな吹雪もきっと抗あらがうはずだ。なのに、

「……うん。……じゃあ、来週、また会おうね」

　まさかの答えを返した吹雪に史織は振り向く。

　しょうがないねと、苦みを嚙かみ締しめて笑う大人の女がいた。こんな女は知らない。

　打ちひしがれていると、悠は快晴を連れてドームの外に消えて行ってしまった。

「……何で。何で、譲ったの？」

　合同稽古で恥ずかしくも激情を晒さらしたことを忘れて、史織は吹雪にすがる。

　昨日、気付けばひとりだった。そして悠のことでは肩を並べていたと思っていた吹雪までが、今度は一歩先に行ってしまう。それがどうしても、寂しかった。

「……だって、恥ずかしかったから」

　宝石のような吹雪の瞳が史織を捉える。彼女は苦笑しつつも、真まっ直すぐと言い切った。

「わたし、自分のことばっかりだなって。何も進歩してないのが、嫌だった」

「……！」

「どうせ譲るなら、深瀬よりお兄のほうがいいもん」

　言葉が継げないでいると、吹雪はその場でぴょこんと跳ねて、かわいらしいバッグを肩にかけ直す。そして剣姫と呼ばれるほどの美しさを全て台無しにする、すごく嫌そうな顔をした。

「……うぅう。やだぁ……！　戻らなきゃ……っ」

「と、桐とう桜おうで遊びに来てるんじゃないの？　そんな顔しなくても」

「違う。……合コンしに、来てるの」

「えっ!?」

　信じられない。この子が、悠という人がいながらそんな場に参加するなんて思えない。

　雄弁な視線を向けると、吹雪はため息をついて、しかし笑った。

「責任取らなきゃ。わたしのせいで、みんなに迷惑かけたもん」

「…………みんな」

「もう行くね。頑張らなきゃ。……折角今日、桜子さんが来てくれたんだもん」

　その名前を聞いて、史織がはっと息を吞のむ。

　纏まといが、手荒なことをした人。盗むものがないと、自分が見ようともしなかった人。

　その人の肩書きを、吹雪は口にしてにやりと笑う。

「馬鹿にしないでね。わたしたちの副キャプテンは、……弱いけど、強いんだよ？」

　昨日史織に落ちなかった雷が、ようやく遅れて落ちてきた気がした。

　走り去って行く吹雪の後を追えずに、史織は手のひらを見る。

「……あ」

　昨日叩たたいた彼女の感触が、自覚と共に追いついてくる。

　弱くて強い副部長を叩たたいて踏みにじってしまった感覚が、生々しく。

「……あれ…………？」

　何か大切なことを、忘れている気がする。ひょっとして、取り返しのつかないことを。

　史織の呼吸が速くなり、慌てて振り返るも、誰もいない。

　知らない人混みの中に、史織はひとりだった。

　そうだ、今日は……藤宮で、みんなで来ていたのに。

　ひとりだけ飛び出して来て、私はここで何してる──？




『そのまま行ったら、気付けばひとりになってるぞ』




　昨日悠にかけられた言葉の真意が、ようやく見えるようになる。

「…………あ、あ…………」

　史織は眼鏡を外し、目頭を押さえて俯うつむいた。

　──私、自分のことばっかりだ。

　ようやく気付けた己の愚かさに、史織は動けないでいる。

　その震える肩を、しかし見捨てずに捕まえてくれた人たちがいて、ゆっくりと振り返る。

「よー、迷子ちゃん。ようやく気付いてくれたか？」

「ちゃんと眼鏡拭いとけよ。だから迷走すんだよなぁ……」

「……城きの崎さき先輩。黒くろ瀬せ先輩っ」

　こんな自分でも見捨てずに、まだ取り返しがつくと二人は笑ってくれていた。

　やがて、円まど香かの敬けい虔けんな騎士を自称する黒瀬が、眼鏡を光らせて笑う。

「ようやく怒る価値ぐれぇは出てきた感じだな、その顔だと」

「なんでちっひーがデート妨害してるか、ちゃんと分かってる？」

「……はい。今、ようやく」

「じゃあ、罰はもらっとけ。眼鏡はおれが守ってやる」

　ああ、この流れ知ってる。いつも悠先輩にやられるやつ。

　でも今ばかりはあの人に触れる資格はないと、黒瀬に眼鏡を預けて城きの崎さきに頭を突き出した。

「おねがいじまずう……」

「やれ。俊しゆん」「おらぁあ────！　帰んぞこの生意気眼鏡ぇ───！」

「あぁああ───っ!?　いだいいだいいだいぃい─────!?」

　史織は二人にアイアンクローをあえて喰くらい、悲鳴を上げながら連行されていく。

「うぅうう───!!　いつもいつもいつもごめんなざぃいい────っ！」

　あの雨の日に、一番先に叩たたいてくれた優しい人のことを思い出しながら。





×　×　×






『先輩、今日の私を見てましたか!?　円まど香か先輩から一本取ったんですよ！　それも何本も！』

　相合い傘の帰り道、珍しく悠は疲れ切っていて、全然喋しやべらなかった。

　どうして疲れているのかと気遣うこともしなければ、報告した途端、悠が息を吞のんで立ち止まったことに理由を見み出いだそうともしなかった。

『どうですか、結構凄すごくないですか!?　このペースで行けば来年には、絶対──』

『史織』

　そんな自分を見かねてくれたのか、悠は疲れているのに相手をしてくれた。駅の構内に着くと、彼が差していた傘と預けられた竹刀を交換する。ややあって悠は言った。

『頑張ってるのは間違いないからな。ご褒ほう美びやるよ。ちょっと目ぇ瞑つぶれ』

『えっ。……えっ!?　い、いいいいいいきなり何を言い出すんですか!?』

『いいから。なしにするぞ？』

　相合い傘。二人きり。それから適度に沈黙があって、どきどきするような良いい雰囲気。

　浅はかな自分はすぐに鼓動が早回しになって、頰を染めて目を閉じて。

　それから唇を少しだけ尖とがらせて、首をちょっと斜めにして待った。

　がんっ！

『いっだぁああ───────!?』

　目を開くと、悠は眉間を竹刀袋で小突きましたよという風に残心を取っていた。

『なっ……、なんで叩たたくんですかあっ!?　酷ひどいですよ！』

『うん。ごめん。全部俺が悪い。……理由があっても、人踏みにじる奴やつは、最低だ』

　目を細めて、空いた手で自分の心臓を押さえて、悠は冷たい声でそう言った。

『でも叩たたかれないってのも、辛つらいんだぞ。分かんないか？』

『……え』

『そのまま行ったら、気付けばひとりになってるぞ。お前、それでもいいか？』

　鋭利な言葉を向けられたそのとき、孤独に堪えられなかった部室の光景がすぐに浮かんだ。

　史織は何も言えなくなる。そんな自分を包み込むように、悠は笑った。

『お前賢いから、一回言ったら分かるよな。だから後は、もう言わないよ』

　恥ずかしながら、そのときは分からなかった。

　でも次に会うときは、元から分かってましたよみたいな顔をしてやろうと思う。

　改札を一緒にくぐると、この上まだ錬心館に行くために、彼は別方向のホームに向かう。

　別れる前に、「来年か」と言って悠は一瞬微笑ほほえんだ。

　どうしましたかと言うと、なんでもないとはぐらかされる。でも最後に、悠は言った。

『じゃあな史織。あと一週間でお互いできること、頑張ろうな』

　決して見捨てずに、答えを示してくれた優しい人のように強くなるために。

　深瀬史織は曇った眼鏡を拭って、正しい道を歩み直すために、ここで罪を償う。





×　×　×






「う、うう…………。もう無理…………」

　悠以外とのキツいアトラクション地獄巡りを終えて、史織は広場のベンチに倒れ込む。

　もうすっかり日が暮れていて、あと一つぐらいアトラクションに乗ればパレードの時間になるだろう。しかし、もう何も乗る気が起きない。目が回って、吐きそうなのだ。

「めっちゃ回ったなー！」「ぐるぐる」「あはは。結構余裕だったねえ？」

　向こうでジェットストリームコーヒーカップを仕掛けてきた悪魔たちが笑っている。

　史織は眼鏡を外し、目頭を押さえてぐったりと天を仰ぐ。

　そこに、一人だけ上手うまく逃れた纏まといが、笑ってペットボトルの水を差し出してくれた。

「ご愁傷様。結構こっぴどくやられたみたいじゃない？」

「……そうですね。怒ってくれるだけ、ありがたいんですけどね」

　苦笑しながら水を受け取ると、気付いたのねと纏まといは笑った。

　隣に座った纏まといと、一緒に円まど香かを見る。

　魅力的な花を、沢山の人が取り囲んでいた。

「あほ、きのっちは帰れ！　ユキさんとはこっからうちらが乗んねんぞ！」

「おーいケチくせーこと言うなよ！　ね、円まど香かサン！　もっかい！　もっかいだけ！」

「黒瀬。止めて。帰って。円かど香かせんぱいは、藤ふじ野のたちの」

「聞けねぇ相談なんだよなぁ……。この後おれらはボス戦なんだぞ。花を譲れよ」

「俺も居場所ねぇんでお願いしていいスかね……。部長と水上先輩に頼んのもなあ」

「あ、あはは。ほらみんな、喧けん嘩かしないで？」

　誰もが彼女に魅せられていた。

　纏まといや江坂のように強くなくとも、みんなが自分といてくださいとお願いしている。

　そんな人を、自分のことしか見えてないどこかの馬鹿が踏みにじった。

　みんな怒って当然だ。一ノ瀬に対して憤いきどおった史織だからこそ、それが分かる。

「人望あるでしょ、あいつは。分かる？」

「……はい」

「最悪あたしやあんたがいなくても部活は回る。でも円まど香かがいないと、ここは終わり」

　人差し指で眼鏡を突いて、穏やかに纏まといは笑う。

「ああいう存在になりなさい。あたしみたいにはなっちゃ駄目」

「……でも、纏まとい先輩も、十分」

「ないない。見る目ないわねー、あんたも。こんなときに円まど香かと喧けん嘩かするような女よあたし」

「えっ!?　け、喧けん嘩か!?」

「まあ、気付かないわよね。……気付けないように、頑張る奴やつだから」

　どこまでも、優しい人だった。

　自分が恥ずかしいと、さっき吹雪は言った。そこにようやく追いつけた。

　消え入りたい。叫び出したい。自分のことばかりの自分が浅ましくて恥ずかしい。

「史織ちゃーん。こっちにおいで？　『作戦』の前に、みんなで遊ぼう？」

　でもそんな自分でも、包み込んで赦ゆるしてくれるように、円まど香かは笑って呼んでくれた。

　背中をそっと押す纏まといの手から離れて、史織は俯うつむいて彼女のもとに出頭する。

「……あ、あの、私……」

「む、どうして下向いてるの？　史織ちゃん身長高いんだから、猫背はかっこ悪いよ！」

　ばしんと背中を叩たたいて、円まど香かは背を伸ばさせる。

　そして下から両肩に手を伸ばして置いて、天使みたいに笑った。

「うん、かっこ良くなった。見た目も中身も、どんどん強くなろうね！」

　眩まぶしい笑顔に、泣き出しそうになる。

　自分が踏み潰されてもなお、この人はそのまま行けと言う。

「……私のこと、嫌わないんですか？」

「えっ、なんで？」

「だって私、強くなるとか、舐なめたことして、自分のことばっかり……」

　嫌ってほしい。なじってほしい。それぐらいの報いを受けるべきだ。

　けれど、罰を貰もらって楽になるなと言うように、円まど香かはなおも笑って首を振った。

「いいじゃない、それで。弱いわたしにはできないことだもん」

「でも……っ」

「わたし、史織ちゃんが強くなってくれて嬉うれしいよ。その分、チームが勝てるから」

　あの手拭いを渡したときのように、円まど香かは祈るように史織の両手を包んで笑う。

　空に集っていた暗雲が晴れて、陽光が後光のように彼女を照らした。

「わたし、みんなで勝ちたいの。あとちょっとだけ、一緒に頑張ってもらっていい？」

「…………は、いっ……」

　自分のほうからも、円まど香かの手を握り返す。心服するように頭が下がった。

　それはあの強い一ノ瀬彼方かなたが、あの日に彼女に土下座をした様と似ている。

　史織は眼鏡を外し、目元と、それからレンズを軽く拭ってかけ直す。

「私なんかで良ければ、一緒にいさせてください」

「はい、だめー！」

「……えっ」

「私なんか、って言っちゃだめ」

　にやっと笑って、両腰に手を当てて、自信満々かつ不敵に円まど香かは笑う。

　頼もしく先輩風を吹かせる円まど香かの姿は、誰より強い彼女の相棒そっくりだった。

「やり直して。そんな史織ちゃんは、嫌いだよ？」

「……はい」

　この人のように、強くなろう。

　竹刀じゃなくて、在り方で人の心を打てるような、そんな人間になってやる。

「一緒に行きましょう。私が着いてますよ！」

　晴れ渡った笑顔と空に、目指すべきものが明瞭に見える。

　暗闇の袋ふくろ小路こうじから抜け出して、今度こそ史織は、正しい道を駆け抜ける──。





[image: ]　[image: ]　[image: ]






　他の人が這はって地道に征く道を、史織は飛ぶような速さで駆け抜けてきた。

　よく回ると自負する頭と、何をも盗み抜く眼め。それから身体からだを全て駆使して稽古を重ねて、史織は今、戦いの白線上に辿たどり着つく。

　自分は剣道を始めて三ヶ月の初心者。そして相手は、強豪桐とう桜おう学がく院いんのレギュラーだ。

　史織の才気と両眼は、冷徹に結果を見通してしまう。

　どんなズルをしても、相手が高熱を出していても、決して大おお貫ぬき林りん檎ごに勝つことはできない。

「それがどうしたの」

　たかが、勝てないだけだ。そんな事実で折れる心も、挫くじける身体からだも持っちゃいない。

　僅かな時間であるがこの一週、全てを賭けて稽古をしてきた。

　いつも側には悠がいた。わがままを言って、鍛えてくださいと甘えることもできた。

　遙はるか遠くには乾いぬい吹雪と一ノ瀬彼方かなたがいた。未来の為ために、彼女たちを追うこともできた。

　無数の道と誘惑が、史織を試した。

　それでも全てを克己と断ち切って、曇った眼鏡を外して、史織は目指すべき者を。

　たったひとつの正解の背中を、ずっと追いかけ続けてここに来た。

『部長。今日も、藤野と、やって』

『ああ、分かった。……お前は、強くなったな』

『違う。……藤野、弱い。きっと、勝てない。だから、お願いします』

　決して多弁じゃないけれど。自分のように、誰かに主張はしないけど。

『引き分け狙い、練習させてください。みんなのために、やれることを』

　あの小さな背中はずっと、誰も見ていなくても。

　たったひとりで、大きな者に立ち向かい続けていた。

　史織は右拳を握って、その意志を継がせてほしいと葉月に向けた。

「見てましたから」

　絶対、証明してみせる。この人の戦いは、決して無駄なんかじゃなかったと！

「私、見てましたから。だから私も、見ててください！」

「……うん。ずっと、見てる」

『頑張ろうね。わたし、みんなで勝ちたいの』

　胸に抱いた言葉が、継いだ拳で発火し燃え上がる。炎熱は全身へと巡っていく。

　仲間の証あかしであるその言葉を巻いた、冷たく回る頭を残して。

「……今、誰にも勝てなくたっていい」

　ここで勝て。自分に克かて。みんなのために、我欲にまみれた己を斬り捨てろ！

「誰にも、負けなきゃいいんでしょッ！」

　──格好悪くたって知るものか。絶対、逃げ切ってやる！

　一歩、二歩、三歩──史織は剣を抜きながら、大おお貫ぬき林りん檎ごの彼方かなたに時計を見て。




「始めっ！」




　死の四分間を指折り数えて、泥臭く抗あらがう──。





×　×　×






　がん、と交錯した竹刀が弾はじけて波動が場内を迸ほとばしる。

　斥力に抗あらがって近間に寄るか、遠間に引くか。刹那──史織は選択を迫られる。

　──遠間だ。引け！




「キゃアアアぁあああ─────────────りゃあアアぁあッ!!」




　誤れば即死の選択肢を、選んで搔かい潜くぐって這はいずって、震える脚を気力で立たせて。

　そしてここで────また史織は正解を選び、生き延びていた。

　真っ二つにするような林りん檎ごの引き面が、空を切り地を揺らし、残心を取って構え直す。

　面の中で感情を消した林りん檎ごが、殺人鬼のようにひたひたと、瞬きもなく再び史織に忍び寄る。

「っ──」

　同じ檻おりに閉じ込められた史織に、逃げ場はない。時計の針が回りきるまでの鬼ごっこ。

　残酷な秒針は遅々として回らず、史織の心臓に鋭利な現実を突きつける。

　──経過したのは、僅か一分。

　史織の汗が背を流れて踵かかとまで伝う。背後には白線の断崖が。

　強くて、怖くて、実力は見立て通り全く届いていない。そんな絶望的な状況で、史織は。

　──あと三回繰り返せば、私の勝ちだ。

　殺せるものなら殺してみろと、冷たい情熱を宿した双そう眸ぼうを光らせ、林りん檎ごを睨にらんだ。

　断崖に掛かった足を、前へ。

　瞬間、動いた敵を自動追尾で撃ち殺す機械が如ごとく、林りん檎ごの剣先が幾多の曲線軌道を描く。

　不規則な軌道が上下左右へ乱れ飛び、そして急転直下に史織の頭蓋を襲った。

「メぇえンッ、たぁああァああ──────────あああやあッ！」

　がぁんと激しい音が頭上で鳴る。竹刀受けは間に合わない。首の捻ひねりは間に合ったか。

　判定は──一本も上がってない。命拾い！

「キゃアアアぁあああ──────────っしゃゃアぁあッ！」

「いャアぁああぁアあ──────────ッたあアぁあッ!!」

　拳を合わせ、互いに密着距離で吼ほえ合う。

　引き技なんて打てない。消極狙いで格好悪い。圧倒的な力量差──でもこれでいい。

　これで何秒か、また奪える！

「キゃアアアぁあああ──────────っしゃゃアぁあッ！」

　史織は決して引かず、林りん檎ごを威嚇する。合わせた右拳の押し合いでは負けず、再び数秒の膠こう着ちやく状態になる。互いに頷うなずく。ゆっくりと離れる。

　林りん檎ごから一瞬たりとも目を離さず、史織は一足一刀へと引く最中にぺろりと舌を舐なめる。

　引き分けの光明は一筋のみ。一足を搔かい潜くぐって鍔つば迫ぜりだ。これに徹する。

　危険な一足一刀を搔かい潜くぐるこの瞬間に、全神経を傾けろ！

「キゃアアアぁあああ──────────っしゃゃアぁあッ！」

「いャアぁああぁアあ──────────ッたあアぁあッ!!」

　林りん檎ごの剣先の遊ゆう弋よくが再び始まる。隙だらけで打てそうに見える。でも打ってはいけない。

　打ち合いでは絶対に敵かなわない。相手に先に打たせて、手札を尽きさせるしかない。

　基本の徹底。中心の維持。そして──前に出ることが最大の防御。

　ぐいっと一歩前に入ると、林りん檎ごの三連打ちが雨となって襲ってきた。

「はぁッ、やっ、しゃぁ─────やあッ！」

　咄とつ嗟さの判断で、史織は基本の構えを捨てて前へ出る。潜り込むように頭を下げて、その上から左腕を通す。その際に籠手も隠して、剣先は床と垂直に突き刺すように下に向けて胴も隠す。

　どこも叩たたけない、反則一歩手前の堅けん牢ろうな守りが完成した。

　果たして林りん檎ごが放った三本は、竹刀と、防具のない史織の二の腕や垂れの下辺りを叩たたく。

　激痛が身を灼やく。骨が軋きしんで、肢体の感覚が痺しびれてなくなる。

「キゃアアアぁあああァア─────────────りゃあアアぁあッ!!」

　それらを知らぬと、史織は嚙かみつくように林りん檎ごに吠ほえた。

　──堪えた。やった、また鍔つば迫ぜりだ！

　鍔つば迫ぜり合あいの距離で、林りん檎ごを睨にらむ。

　右拳を強く押してくる。負けじと史織が押し返す。林りん檎ごがまた押し返して──こない。

　するり。

　──え？

　鍔つば迫ぜり合あいでは、簡単に時間が過ぎていく。ここでは林りん檎ごと競せれている。

　だからここにさえ逃げれば、大丈夫。……そんなことを。

　誰も保証などしてくれないのに、どうしてたった今まで、信じ込んでいたのか。

「っ──」

　やられた。林りん檎ごはもう引いていて、この場にいない。

　手遅れだった。




「めェんっ、しゃぁああ────────────やああッ!!」




　鉄てつ槌ついが振り下ろされる。会場一杯に響き渡る炸さく裂れつ音を聞くまでもない。




「面あり！」




　大おお貫ぬき林りん檎ごの引き面が、圧倒的に決まっていた。

　引きの残心を終えて竹刀を頭上から下ろし、林りん檎ごは最後に中段に構える。

　それから史織の目を見ないように、審判の後ろを通って行った。

　──この子は一体、どこまで上手うまくなるんだろう。

　金曜日に手を合わせたときとは、既に別人だ。また速くなっている。

　技巧の程はまだまだ未熟で、自分とは覆くつがえしようのない差があることは事実。

　しかし一年後はどうなっているか。どんな次元に達しているか、林りん檎ごには想像もつかない。

「……ごめんね」

　でも今は、全く関係のないことだ。

　林りん檎ごは開始線に戻って構える前に、一瞬だけ桐とう桜おう学がく院いんの陣営を振り向く。

　熱く応援してくれるみんなの中で、腕を組んで余裕の笑みを浮かべる吹雪がいた。

　微笑ほほえみ頷うなずき、惜別の疼とう痛つうに胸を押さえることなく、そのまま竹刀を構える。

　己がどちらの味方をするか。林りん檎ごもまた、選んでここに立っている。




「二本目！」




「キゃアアアぁあああ─────────────りゃあアアぁあッ!!」

　林りん檎ごが声を出す。打ってこいと誘う。

　引き分けにするためには、一本を取り返しに来るしかないはずだ。そこを潰す。

　来い──そんな挑発に、史織は乗ってこない。

　声を出さず、ただ愚直に中心を維持して、林りん檎ごに打たせないように圧をかけに来た。

　──ああ。まさか。

　確かめるために、林りん檎ごはどんと一度フェイントを踏む。

　史織はすぐに近間に入ってきて、鍔つば迫ぜり合あいへと寄ってきた。

「キゃアアアぁあああ──────────っしゃゃアぁあッ！」

　今度は引き技の警戒を忘れないと心に刻んで、再び時間を稼ぐために。

　林りん檎ごは唇を嚙かむ。彼女の献身に心が揺らぎそうになって、必死に堪える。

　この子はもう、引き分けに来ていない。

　引き分けに行ったら必ず二本で負けてしまうと、瞬時に判断して。

　今チームのために自分ができることは、一本負けに押さえることだと踏んだのだ。

　林りん檎ごは押されながらも、しっかりと鍔つば迫ぜり合あいの姿勢を維持する。今一度ここで別れようと頷うなずくと、史織が応えて頷うなずき、警戒しながら下がっていく。

　同じひっかけに二度かかる彼女じゃない。それは分かっている。

　だからここで──一足一刀の間合いで、最後の罠わなを作動させる。

　どうして今まで、史織が紙一重でも躱かわせていたか。打って出ることができたか。

　それは八割の速さに史織の眼めを慣らし、最後に取って喰くうためだ。

　呼吸を止める。中心を奪う。左足指と腓ひ腹ふくに、終わらせるための力を込めて。

　──勝つね。吹雪。

　林りん檎ごは弱い自分から生まれた未練を、跳んで真っ二つに断ち切った。

「面あり！　──勝負あり！」

　桐とう桜おう学がく院いんの勢いは止まらない。藤宮の命は、風ふう前ぜんの灯ともし火びだった。





×　×　×






「……ごめんなさい。……千ち紘ひろ先輩。ごめんなさいっ……！」

　唇が震えて、身体からだの中の何かが解き放たれてしまわないように、強く竹刀を握りしめる。

　取り返しのつかないことをした。

　二人続いて二本負け。ここでもしも千ち紘ひろが負けたら、その場で試合の勝敗は決定だ。

　チームを崖際に追いやったのは、他でもない自分だ。




「ええよ。後は全部、うちに任せろ！」




　なのに、責めてもらえない。深瀬史織は、負けて当たり前の存在だからだ。

　欲しいのはこんな言葉じゃなかった。何負けてるんだと、なじってほしかった。

　先輩にこんな重荷を背負わせて、のうのうと生きていたくなかった。

　千ち紘ひろと拳を交わして、自分の陣営へと歩いて行く最中、色んな後悔が脳裏を去来した。

　どうしてもっと早くに、練習しなかったんだろう。

　どうしてもっと早くに、目指すべきものに気付けなかったんだろう。

「……どう、して……っ」

　──どうしてもっと早くに、私は剣道を始めなかったんだろう。

　遅すぎた。全部全部遅すぎた。

　時間さえあれば、もっと私はできたのに！　もっと強くなれたのに！

　もっと強ければ、チームの力になれたのに！

「……っ、く、……。うう、くっ、うう───」

　止とめどない後悔が、涙となって頰を流れる。

　史織は自分の場所に膝を着き、やり場の無い思いをぶつけるように面を乱暴に外した。

　面が取れる。その下にある手拭いを取って、面にかける。

「……あ……っ」

　藤宮高校剣道部の『克己』の手拭いが、泣いている史織を見つめていた。

「……っ」

　これを着けるのは、どんなときだと教わったのか。

『使うのは、大事なときだけよ』

　これをくれた人に、一体何を頼まれたのか。

『史織ちゃん。一緒に、戦ってね』

　これをくれた人たちの後ろ姿を見て、自分はどうなりたいと誓ったのか。

　弱くても、消え入りたくても、逃げ出したくてたまらないときでも。

　円まど香かは笑って、みんなのために、この場に在り続けてくれた。

　その意志を継ぐと、確かに決めた。だったら、行動するしかない。

　今は大事なときだ。泣いている場合なんかじゃ、決してない！

「……わたしの、……やるべき、ことは……」

　史織は手拭いを引ひっ摑つかみ、涙を強く拭う。戦いはまだ終わっていない。

　今まさに始まる中堅戦に向かって、史織は大きく叫ぶ。

「千ち紘ひろ先輩！　……勝ってくださいっ！」

　次なる者に意志を託して。

　藤宮女子の次じ鋒ほう、深瀬史織の戦いは終わった。







[image: 三人目：乾吹雪が背負うもの]




　悠ゆうが自分の試合を待ち、二回戦を突破する頃には、お昼が近くなっていた。

　防具臭い中でご飯を食べるのが嫌な悠は、弁当を持って朝行ったベンチに向かう。

　胴着姿でお弁当を持った吹雪ふぶきが、柴しば犬けんの銅像みたいにちょこんと座って待っていた。

「あっ！　悠くん！」

　顔を輝かせる吹雪は、とても上機嫌で嬉うれしそうだ。今日は調子がいいんだろう。

「お疲れ。余裕で勝ったんだってな。史し織おりが毎回教えてくれるよ」

「……当たり前。一々見てる暇あったら他見てろって言っといて」

　そう思っていたのに、史織の名前を出すと大福みたいに吹雪は膨れる。

　悠は母が作ってくれたお弁当を紐ひも解ときながら、ご飯を美味おいしそうに食べる吹雪を眺めた。

「練成会のときはごめんな。ご飯の約束破って」

「え。い、いいよ。……だってその後、埋め合わせしてもらったもん」

　懐なつかしい。まだ今年の春のことなのに、遠い昔のように感じる。

　ただ今でも鮮明に思い返せるくらい、大事な思い出だった。

「竹刀買いに行った帰り、怒られたよなー」

「……そ、そのことはもういいでしょ！」

「なんかあそこ行くといつも怒られるんだよな。史織との埋め合わせのときもなあ」

「…………え？」

「……お？　珍しいな。昼なのに三日月だ」

　お箸を落として曇り始める吹雪とは反対に、悠は吞のん気きに晴れた青空の月を見上げる。

「最近教わったんだ。月って、地球からだと裏が見えないんだって」

　がん、とお弁当箱をベンチに叩たたき付つけて、吹雪が立ち上がる。尖とがった牙を剝むいていた。

「……誰に、聞いたの？」

「だ、誰？　誰って……こんな話する奴やつ、ひとりしかいないじゃん」

　最近仲良くしてくれる子の名前を、悠は親愛の情を込めて下の名で呼ぶ。

「彼方かなた」

「……むぅうう!!　悠くんほんと嫌い！　今日、あいつの話しないでッ！」

「えっ、何で？　彼方かなた、普通にいい奴やつなのに……」

　そういうことじゃないと、吹雪は悠の肩を摑つかんで二人分くらいの声量で吠ほえ上がる。

「わたしたちの事情も、ちょっとは考えて！」







[image: 幕間：彼女彼女の事情]




　まるで月から降りてきたかぐや姫みたいに、身勝手に我わが儘ままばかり言っていた。

　射止めたければ強い人間を連れてこいと、無理難題が如ごとく自分の強さを突きつけて。

　でもある日、ついに理想の人を見つけた。

『もう少しだけ頂点そこで待ってて。すぐに行くから！』

　有言実行で登り切った。だから満を持して目指すのは、月よりも遙はるか遠とおい場所。

　人への未練を断ち切ったはずの、その翌日のことだった。

「おいっす！　ハローはじめましてー！　今日はよろしくお願いしまーす！」

　エキセントリックな言動と風貌を携えて、一いちノの瀬せ彼方かなたはやって来た。

「よっす、剣姫ちゃん。勝ちにきたよ」

「……うん！　上等！」

　誰でもいいし何でもいい。燃えさせてくれるものは好きだった。

　星せい蘭らん高校という誰もが知る場所からやって来て、彼方かなたに座す彼女は手拭いに手を掛ける。

　未知との遭遇は、そこから始まった。

　一ノ瀬彼方かなたの面にかかっている手拭いは、星せい蘭らん高校のものじゃない。

『清きよ船ふね中学剣道部』と書かれた、褪あせた緑の生地に白抜き文字の手拭いだった。

　その両端を摑つかんだ彼女の手は震えていて、祈るように目を閉じている。

　やがて彼女は宙を見上げて深呼吸すると、掲げて見せつけるように手拭いを伸ばす。

　付け髪を外した髪の毛に巻いていく。そして最後、面を被かぶる前、吹雪ふぶきを睨にらんだ。

　命に替えても殺してやると言わんばかりの、鬼の形相で。

「っ──」

　やらなきゃ、やられる。吹雪は一切の油断なく、全身全霊を持って剣を抜いた。

「始めっ！」

　愛あい莉りの号令がかかった瞬間、彼女が一歩を踏みしめる。

　自分しか棲すまない竹取の故郷に、一ノ瀬彼方かなたは確かに到達した。

　そんなことを知らせるような、小さくて偉大な一歩だった。




「ギぃぁああア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヤぁあああぁ亜ああぁぁ亜あッ!!」




　誰かに聞こえろというように、彼方かなたは道場を突き破り、空に轟とどろくような声で叫ぶ。

　吞のまれてしまった刹那を逃さず、彼女は命を燃やすような剣を振りかぶる。

　殺やられてしまうその瞬間、彼女が担になった剣の向こうに。

　蜃しん気き楼ろうのような何かを──誰かを。吹雪は確かに幻視し、目を閉じた。

「胴、あり……。勝負、ありっ」

　未踏の地に旗印を突き立てるように、その担かつぎ胴どうは剣姫を討った。

　打たれた場所から身体からだを巡る悔しさに身を焦がし、吹雪は面を取る。

　鬼の形相で睨にらんで恨むことは、しかしできなかった。

「……え？」

　己を斬った女が、仮面を取って見せた表情を、吹雪は決して忘れない。

「────っ。…………っ、─────っ────う、───」

　自分に会えて、勝って、血のような涙を流した人を見たことで。

　剣姫は初めて、己の価値を知る。





×　×　×






「それでは、本日の練習は以上です。団体戦までもう一週間ありません。くれぐれも体調に気をつけて、良い調整を重ねていってくださいね」

　色々あったが、桐とう桜おう学がく院いん剣道部にもついに最後の一週間がやって来た。

　吹雪は面を外して、正座のまま一番上手に座す由ゆ季きの方を見る。

　もう背筋が曲がっていないし、誰かの顔色を覗うかがっていることもない。

「他に何かありますか、桜さくら子こ？」

「いや、何もありま…………あ、あるわ。ほら、藍あい原はら先生から聞いてるだろ？」

　そして由季の隣には、桜子がまだ少しだけ恥ずかしそうな顔で座っている。

　吹雪は、両隣に座る林りん檎ごと愛あい莉りと顔を合わせて笑い合った。

　苦労したけど、桐とう桜おう学がく院いん剣道部はようやく立ち直った。ここからが本番だ。

「あ、そうでした。……えー、と、取り乱さないでくださいね？　実は、今日から──」




「こんにちは！　今日から土曜日までお世話になります！　よろしくお願いします！」




「……みみみ水みな上かみくんが、練習後に藍原先生と稽古をしに来ますので、驚かないようにッ!?」

「あぁ、せっかくキャプテンっぽくできてたのに……。まぁいいや、みんな解散！」

　桜子が号令をかけるなり、吹雪はぴょんっと飛び跳ねる。

　耳がぴんと立つのが分かる。もしもお尻に尻尾が着いていたら、残像が出来るくらいのスピードで振れているだろう。吹雪は目を輝かせて、悠ゆうのところにとててててっと駆けて行った。

「悠くんっ！」

「吹雪、こんにちは。今日からちょっと迷惑掛けちゃうけど、よろしくな」

　更衣室で既に胴着に着替え、肩に防具袋と手に竹刀袋を持った悠がぺこりと頭を下げている。

「うん！　かけて……毎日、かけてっ！」

　これから放課後に、毎日悠と会える。

　信じられない。夢を見ているんじゃないだろうか。幸せすぎて不安になってきた。

「あっ、悠坊来たんだー♪　いらっしゃーい。それじゃあ姉ちゃん防具着けるね？」

　そしてそういう不安は大体当たる。

　悠の背後の道場扉から、御み剣つるぎの紺胴着に着替えて髪をしばった藍原がぬるっと出てきた。

「瞳ひとみ。練習後で疲れてるところにごめん。でも今週は──」

「あは、違うでしょ悠坊。姉ちゃんの今の身分、忘れたの？」

　竹刀袋を持っていないほうの悠の手を取って、藍原はちゅっと手の甲にキスをする。

「俺のために動け、でいいんだよー？　ご主人様♪」

「……そうだった。……ここでも、鬼になるか……」

　道場に激震走る。そして吹雪の牙もぐるると剝むかれる。

『ゆ、悠坊、あのね？　ね、姉ちゃん、今お金ないから、お給料日まで待ってぇ……？』

　火曜日に、悠が憎き兄と一緒に桐とう桜おう学がく院いんに来た日。

　この魔女は悠に一本五千円とかいう賭けを挑んで、その負債のカタとしてとうとう一週間奴隷と相成ったらしい。あまりにも浅はかだし、そういうのは教師としてどうかと思う。

　吹雪は嚙かみつかんばかりに、悠と藍原の手を摑つかんで離す。「だめっ！」

「そうだな。無駄にしてる時間はない。よし奴隷、早く防具着けろ」

「あはっ、はーいご主人様。五分で準備するから待っててねー」

　きりっと悠の顔が切り替わる。違う。そうじゃない。

「悠くんっ！　そういうのは、だめ──」

「じゃあ奴隷二号、約束通り俺と瞳の稽古を撮ってくれ」

　本当に浅はかだ。甘言に乗せられて、奴隷に落ちるなんて。

「携帯渡すから頼んでいいよな。まあ拒否権なんかないけどさ」

「う、うん……」

「……うん？」

　しょぼんと俯うつむいていると、悠に顎をくいっと上げられる。そして首に竹刀袋を当ててきて、彼は切り替わった黒い笑みとぞくっとするような低い声で、命令した。

「返事は『はい』、だろ？　……犬」

「はい……」

　もう犬でいい。一生──。

「……はっ!?　だめっ！　わ、わたしは生まれ変わるんだもん！」

　腰砕けになりながら、吹雪は己の責務と決意を思い出す。

　一体どうしてこんなことになったのか。

　悠とその姉弟子が濃厚にいちゃついているところを、よりにもよって動画に収めさせられながら、自分は指一本触れられず最後までお預け。何かが歪ゆがんでしまいそう。

　当然の報いながら、酷ひどい刑罰だ。吹雪は涙目で思い出す。

　あの雨の日に出会った、傷ついた悠のことを。
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『おい水上！　どうした！　もうへばったのか！』

　あの日錬心館で出会った悠は、ぼろぼろだった。

　熱を出して、それから重りでも付けているんじゃないかというほど精彩を欠いていた。

　あんなに辛つらそうな表情で稽古をする悠を、吹雪は初めて見た。

『ゆ、悠くん。大丈夫……？』

　膝に両籠手を突いて俯うつむく彼の背をさすって、下から顔を覗のぞき込こもうとする。

　でもすぐに悠は手を払って、ぴしっと立って、それから笑った。

『そうだった。……まだいくつか、仕事が残ってるんだった』

『えっ？』

『なあ、吹雪。俺と勝負してくれないか。瞳とやってた、一本五千円のやつ』

　目を丸くしていると、悠は煽あおるように両手を広げる。

　そして嫌らしく、見下すように鼻で笑った。

『俺がもし取られたら一本五万円でいいよ。丁度いいハンデだろ？』

　好きな人とかどうとか、知らない。すぐにぶちっと切れてしまった。

『悠くん、わたしのこと舐なめすぎ。そんなにふらふらで本気で勝てると思ってるの？』

『何で俺に聞くんだ？　人の答えがないと、誰かにかかっていけないか？』

『……は。もういい。じゃあもし悠くんが払えなかったら、わたしに何してくれるの？』

『払えなかったほうは一週間奴隷。それが御剣ルール』

『分かった。後悔しないでね』

『吹雪のほうもだぞ。分かってるな？』

　こくりと首肯して、歯と敵意を剝むき出だしにして、悠に竹刀の柄つかを突きつける。

『絶対、こき使ってやるんだから！』

　例えば放課後に送り迎えしてもらうとか。おうちに行って悠くんのご飯食べさせてもらうとか。あと……毎晩電話してもらうとか！　極悪非道の限りを尽くしてやる。

　黒い念のようなものを身体からだに纏まとわせて、吹雪は悠を睨にらむ。

『……あれ？』

　向こうへ歩いて行く彼の背に、なぜか桐とう桜おうを荒らしてきた纏まといの後ろ姿が重なる。

　そして竹刀を抜いて、共に構えて、前へと一歩彼が歩んできたときに。

『我ぁァア──────────────殺ャぁああああッ！』

　あの日、命を燃やして挑んできた彼方かなたの姿も重なって見えた。

　一本も取れなかったし、いつも以上にぼこぼこだった。

　練習後、面を外して吹雪はうなだれる。また、負けた。……これで、三敗目だ。

　一体あの力がどこから湧いているのか、吹雪には分からない。しょぼんとうなだれた。

『ふーぶーき。払えるか？　十五万五千円』

『……う。……うううー！』

『払えないよな。……じゃあ、奴隷。命令を聞いてもらおうか。酷ひどいことするぞ』

『……は、はいっ……！』

　もう一番でもなくなって、剣姫でもなくなって、一匹の奴隷に堕おちた吹雪は、きゅんと心臓を押さえる。これは仕方ないから。奴隷だから。だからちょっとえっちなことされても、それは拒めないから仕方なくてわたしがはしたないんじゃなくて──。

『来週から一週間、放課後は桐とう桜おう学がく院いんに行くから。ちょっと、練習の手伝いしてほしい』

『………………えっ？』

『瞳と俺の稽古を撮ってくれ。……もう時間がない。部長に上段、上手うまくなって貰もらわなきゃ』

　私利私欲なんて、一切なかった。しかも彼は賭けに勝って、正当な権利を得ている。

　それなのに、彼は最後まで苦しそうに笑っていた。

『団体前の大事な時間、奪うからな。悪いけど利用されてくれ』

　吹雪は我が身を省みて、消え入りたいほど恥ずかしい。

　悠に比べて、自分はあまりにも、自分のことばっかりだ。

『……うん、分かった。わたしの、負けだもんね』

　反省しよう。きっと罰が必要だ。

　吹雪がうなだれて認めると、悠はへなへなとその場に崩れ落ちた。

『ゆ、悠くんっ!?』

『わ、悪い。……気ぃ抜けた。もう、今日、動けね…………』

　真実動けなくなるまで、悠は戦った。

　そこまで彼は、あの日戦い終えた一ノ瀬彼方かなたと同じだった。

『……たはは、無理。な、なんか腰抜けて立てねっす。愛あい莉り、肩貸してぇ……』

　そう言う彼女に手を差し伸べたのは、吹雪自らだった。

　彼方かなたは涙を拭うより先に、差し出した手を人差し指で恐る恐る突いてきた。

　それは何だか、宇宙人と友達になろうとする映画のワンシーンみたいで。

『……ああ。そっかあ』

『な、なに？』

　ぎゅっと恋人繫つなぎで手を握って、彼女は知らなかったよと目を細めて笑った。

『キミも、温かかったんだね……』

　あの涙に濡ぬれた笑顔のわけを、吹雪はまだ知らない。
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　悠と藍原の稽古が終わると、外はもう真っ暗だった。

　吹雪は自転車を押す悠と、それからレギュラー陣と、校門の前で着替えて待ち合わせる。

　やがて全員が揃そろったのを確認すると、悠がぺこりとみんなに礼をした。

「それじゃ、遅くまでありがとうございました。柏かし倉くらさんたちも気をつけて帰ってくださいね」

「はい。こちらこそ、お相手ありがとうございました。私たちは四人で帰りますから」

「……えっ？　よにん？」

「ハイハイぶっきーはこっち集合！　由季、そっちは任せたっ」「はい。お任せを」

　二人は元通りになった阿あ吽うんの呼吸で、何やらタッチをする。

　何も知らなかったのは自分だけのようで、すぐに悪い顔をした他の三人に囲まれた。

　桜子が「作戦タイム」と小声で号令をかける。この感じは久しぶりだった。

「よし、ぶっきー。今から水上くんに、家まで自転車で送ってもらえ」

「えっ!?」

「しっ。静かに吹雪。水上氏は鋭い……音量を下げないと気取られてしまう……」

「何のためにあたしらが水上くんに特攻したと思ってんだよ～。時間稼ぎのためじゃん？」

　そうだった。みんな藍原と悠の稽古が終わったあと、悠にふっかけに行ったのだ。

　私が勝ったら吹雪を解放しろとか、そんなことを言って。

「水上くん優しいからさ。自分のせいで遅くなったら、絶対送ってくれると思ったんだよな」

「ふ、ふふ……。だ、代償は中々に大きかったが……林りん檎ご氏たちは、吹雪のためなら！」

「こっから毎日、やったげるからさ。どっかで隙見て告っちゃいな～？」

　告る。異次元の言葉に頰が発熱して溶けそうになるが、恋愛百戦錬磨の愛あい莉りは決して馬鹿にせず、穏やかに笑って両肩を持つ。

「あんたなら大丈夫だって。決めるときは決める女なんだから」

　両肩に、期待が置かれる。

　負けてもなおそうしてくれることが嬉うれしくて、吹雪は応えたい。

「……悠くん。甘えていい？」

「はいよ。仰おおせの通りに」

　一夜にして、奴隷は下げ剋こく上じようを成し遂げる。

　悠の自転車の荷台に斜めに腰掛けて、ちょんと腰の辺りの服を摘まむ。

　みんなに見送られて、幸せな夜の戦いが始まった。
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　二人乗りは見つかっちゃいけないからと、悠は悪い顔をして人通りと街灯の少ない路地を抜けていく。桐とう桜おう学がく院いんから家までは、自転車だと四、五十分というところだろうか。

　雨が上がって一日空けて、涼しくなった夜風が気持ち良かった。

「悠くん。おつかれさま」

「いや、帰るまでが練習だから。もう一昨日みたいに、ぶっ倒れて泊めてもらうのは……」

　また来てほしいのに。ドキドキしすぎて溶けるかと思った夜だった。

　でも後でお風ふ呂ろ上あがりに「部屋に行く」「快かい晴せいに内緒で」と命令されて、真っ赤になりながらベッドの上で待てしていたのに、ノックして開口一番「快晴の記録を出せ」だったのは未いまだに許してない。気付いたら蹴って嚙かんでいた。

　いつもいつもこっちばっかり好きでずるい。不公平だ。

　吹雪は膨れて、たまにはそっちも妬やいてよと悠の背中に頭をぶつけてみる。

「……わたし昨日、男の子とたくさん喋しやべったよ」

「知ってる。お兄ちゃんとの合コンな」

「それを言わないでッ!!」

「うわっ、頭ごんごんすんの止めろって！　事故るだろ！」

　なんでだろう。全然上手うまくいかない。

　妬やいてくれるどころか、笑われてしまう始末だった。

「あんだけ前日に嫌がるからどこ行くのかと思ってたら、合コンだったんだな」

「…………う」

「ちょっと、意外だった。でも、行く場所が同じなら言ってくれれば良かったのに」

「……ばか。言わないよ」

　言えないし。そういう恋の駆け引きみたいなのは、全然ダメだ。

　好きな人がいるのに、他の男の子と恋愛目的で遊ぶということ自体がもう嫌で嫌で。

　嫌で仕方がなかったけれど、自分の意志で「行かせてくれ」と、前夜に申し出たのだ。

「昨日は、罪滅ぼしだったから」

「罪滅ぼし？」

「全部、わたしのせいなの。……わたしのせいで、みんなが気まずくなったから。ひとりだけ逃げて、後はよろしくやっててねなんて、絶対言えないよ」

　チームを荒らしてきたのは、確かに纏まといだったのかもしれない。

　でもそのきっかけをそもそも与えてしまったのは、自分が一ノ瀬彼方かなたに負けたせいだ。

　彗すい星せいのように彼女が現あらわれて、たった一日で頂点を奪われたあの日。

　みんなは自分抜きで「作戦タイム」を招集してから、決めて彼方かなたに言ったのだ。

『一ノ瀬さん。いつでも構いません。日を改めて、吹雪ともう一度戦って頂けませんか？』

　あれだけ外から誰も招きたくないと言っていた由季が、先頭に立って。

　そこから紆う余よ曲きよく折せつあって、藤宮との、一ノ瀬彼方かなたとの合同稽古の一日は生まれてしまった。

　でも結局、全ては裏目に出た。頑張って深ふか瀬せを無視して集中しても、また負けた。

　あんな様で、何も償わずじっとしていろと言うほうが無理な相談だった。

「……そういえば悠くんも、行きたくない行きたくないってごねてたよね」

「う」

「夜通しわたしにテーマパークのこと教えさせたくせに、嫌がるし。それってどうなの？」

　かわいかったけど。吹雪はくすくす笑って、悠の背中を人差し指で突く。

　やめろと言って照れてるところもかわいい。何だか、全部が好きでずるいと思った。

「……俺も、俺のせいで空気が悪くなったんだ。だから責任取らないといけなかった」

「え。悠くんも、何かあったの？　……言ってくれれば、そ、相談くらい……」

「いや、言えないよ。言いたくなかった。……吹雪と一緒だ」

　段差がないのに、背中が少しだけ揺れる。

　顔が見えなくても、苦笑いをしているんだろうなあと通じ合えた。

「みんなのほうが辛つらいのに、壊した奴やつが甘えちゃ駄目だろ」

「……そうだね」

「……不器用で、嫌になるよ」

　吹雪は笑って頷うなずく。

「もうちょっと上手うまくやれたらいいのにって、毎日思うよね」

「分かる。剣道以外のこともちゃんとやりたいんだよこっちは」

「ほんとそれ。頑張ってるのに」

「みんな向いてないとか言うんだよな」

「そういうことじゃないんだよね」

　同じ不器用で二位同士、中身のない愚痴を言って、夜の中を自転車で泳いでいく。

　車が通らない路地に入ると、世界に悠と二人だけになったような気がする。

「でもさあ」

「うん」

「行って、良かったよ。……俺は嫌でも、頑張って良かった」

[image: ]

　信号待ちでブレーキを掛けて、吹雪はどうだった？　と彼は笑顔で振り返る。

　そんなの、言うまでもない。同じ顔を吹雪は返した。

「うん。わたしも、行って良かった」
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　あの日は絶対、吹雪ひとりでは頑張れなかった。逃げ出すつもりだった。

　寄ってくる男の子たちを払いのけて、仕事を放り出して、悠に飛びつこうとしたのに。

　神様は意地悪だ。よりにもよって、目の前にあの子を連れてくる。

『だめっ！　悠くんはわたしとジェットコースターでぶっ飛ぶのッ！』

『違いますぅー！　私と落ちるんですっ！』

　自分を目指すべきものだと定めてくれた子は、いつも対等に挑んでくる。

　物もの怖おじせず、決して引かず。一つ分の歳としの差を感じさせないほど強く。

『いいよな。吹雪とは来週があるし、史し織おりとはまあ、昨日のこともあるし』

『……うん。……じゃあ、来週、また会おうね』

　笑顔で、見み得えを切った。

　私は一つ分あなたより大人で、償いから逃げないんだと自分をもう一度追い込んだ。

　どうして深瀬の前で、格好悪い自分でいられるだろう。

　合同稽古の日。

　あの子は敗れてしまった乾いぬい吹雪のために、誰より強い異星人に向かって行った。

　無謀だった。必ず殺されてしまうことが分からないほど、あの子は眼めも頭も悪くない。

『馬鹿に、するな……っ！』

　でも深瀬は、激して吠ほえて戦ってくれた。涙を流して悔しがってくれた。

　ならば自分は、その価値に足る存在であるために戦わなければ噓うそだった。

　あの眼鏡に映る乾いぬい吹雪は、常に強くて格好良い『剣姫』でなければ気が済まない。

『どうせ譲るなら、深瀬よりお兄のほうがいいもん』

　それで決して、馴なれ合あわないし譲らないのだ。

　何かよそ見をしているなら容赦なく、奴より一歩前に出て悠に近づいてやる。

　そうやって意地で背中を押してもらって、吹雪は先に大人になった。

　償いは苦痛ではあったが、しかしその甲か斐いはあったのだと確信できる。

　由季と桜子を無事巡り合わせることに成功して、パレード時間帯前の夜の雪山で。

　お互い仕事を終えた後、深瀬とは改めてもう一度戦ったのだった。

『ふぐぅうう……！　譲れ深瀬ぇっ！』『ぬぐぅうう……！　お前が譲れ乾いぬいぃっ！』

『……なあ…………おれ……もう…………かえらせ……て……たの……む……』

　今度は吹雪も譲らない。だってもう純然たる勝負だし、邪魔者の兄もいなかった。

　一歩分先に大人になったアドバンテージをフルに使った、その勝負の決着は。

『水上くーん。わたしと最後に観覧車に乗りたくない？』

『乗ります！　乗りたいですっ！　幸ゆき村むら先輩と乗りたいです！』

　一歩分どころか百歩分大人な人に奪われてしまって、結局二人負けだった。

『よっしゃ来たぁあ──ッ！　どけ史織吹雪！　俺は今日、このために来たんだ！』

　しかも大層酷ひどい追い打ち付きで。こんなのあまりに酷ひどい。

『う、うう……。ううぅ──っ！　あいりぃ───！　りんごぉ──！』

　余裕あるオトナの女は、閉園前に店じまいになった。

　しかし深瀬は、あのごねていた女は、決して騒がなかった。

　苦く悶もんの表情を浮かべたのは一瞬だけで、奴やつは見せつけるように自分の前で電話をかける。

『八や代しろ？　今どうせペアいないでしょ。だったら私と乗って。……え？　なんでって？』

　電話口からかすかに聞こえる声は、確かに悠ではない男の子の声だった。

『決まってるでしょ。自分への罰！』

　勢いよく電話を切ると、深瀬はべっと舌を出して、相変わらず挑戦的に挑んでくる。

『これであいこ。私だって、みんなのために反省するんだから』

『……みんな』

『どうだ。見たでしょ。私たちの副部長だって、死ぬほど強いんだからね』

　そうやって笑う深瀬は、昼間見たときとは既に違って大人になっていた。

　目を離したらすぐに成長する。立ち位置はあのときから、一歩前に。

　同じ対等の位置に並んで、宿敵は前を見据えていた。

『私、あの人みたいに強くなるの。……だから乾いぬいを見るのは、一旦止めるね』

　長い髪を揺らして、深瀬史織は背を向ける。

『でも、別にいいよね？』

『……うん』

『私がちょっとぐらい見てなくたって、乾いぬいはずっと一番なんでしょう？』

　笑みが混ざった声音に潜む重みは、決して理想の押しつけじゃない。

　背中を預けても斬られはしまいと、敵にこそ預ける信頼だ。

『当たり前』

　だから吹雪も、背中を向けて歩き出す。返す刀を忘れずに。

『早く、無視できないくらいになって。わたし、お兄ほど気が長くはないからね』

『余裕。じゃあ、一年でいい？』

『……分かった。待つ』

　ここに、約束は成る。水上悠を抜いた、乾吹雪と深瀬史織の約束が。

　叶かなえる期限は一年後。だったらもう、ここでこれ以上話すことはない。

『林りん檎ご。愛あい莉り。……行こ。由季さんたちのところに』

　今、目指すべきもの。生まれ変わった乾いぬい吹雪に必要なもの。

　それは決して、大好きな男の子なんかじゃない。

『明日から、猛練習。みんなで全国行こ！』

　束つかの間まの夢は、もうすぐ終わる。
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「悠くん、ありがとう。もう、ここでいいよ」

「お、分かった。じゃあ荷物返すな」

　夢のようなひとときに、吹雪は自分で終止符を打った。

　悠が家に向かって引き返しやすいように、住宅街に入る路地の前で停とめてもらう。

　荷台から降りても、まだちょっとどきどきしている。

　それから腰を摑つかんでいた指が、信じられないくらいかあっと熱くなっている。

　でもそれは、きっと自分だけじゃないはずだ。

「な、なんだよ？　じっと見て……っ」

「……ふふ。べつに」

　街灯がないからよく見えないけど、絶対赤くなってる。

　摑つかんでいた腰のところから、早回しになった鼓動が伝わっていたから知っているのだ。

　あと信号待ちのとき、悪戯いたずら半分甘えたい半分で耳を背中にくっつけた。

　ネタは挙がっている。同じ速さの鼓動が二つ、ちゃんと聞こえた。

「し、しかしあっついな。六月は……」

　荷物を渡して、ぱたぱたと手で自分の顔を扇あおぐ悠がかわいい。

　テーマパークで、悠以外の男の子とたくさん話した。剣道以外の日常をたくさん楽しんだ。

　だからこそ、分かった。今すぐ抱きついて、この大発見を伝えたい。

　強ければ、誰でもいいわけじゃない。兄が選んだから、剣道を選んだわけじゃない。

　──わたしは、剣道がなくてもあなたが好きだし、あなたがいなくても、剣道が好きだよ。

「悠くん。わたしね、あなたに伝えたいことがある」

「……う、うん。何だ？」

　少しだけ慌てて、悠が自転車を停とめてこちらを向き直る。

　ちょっとは期待してくれてるのかな。もしかして脈は、思ったよりあるのかな。

「わたしね、悠くんに噓うそついたの」

「……噓うそ？」

「五月の連休、一緒に出かけた夜。……わたしは強いよって、噓うそついた」

　伝えると、嬉うれしそうに目を細めて悠は笑う。

　そんなことないよとか言ってくれない。知ってるわこの馬鹿がと言わんばかり。

　そういう自信満々な彼だからこそ、なんとしても自分で手に入れたい。

　けどそれは、やるべきことが全部終わってからだ。

「わたしね、本当は弱い。でもね、弱いなりにプライドはあるの」

「……そうか」

「わたし、桐とう桜おうの大将だから。今日、みんなを馬鹿にされて怒ってる」

　さあ、斬り捨てろ。

　お膳立てされた幸せなんて笑顔で突っぱね、簡単に幸せになりたい自分に、ここで克かて。

「明日から送ってくれなくていいよ。みんなに手抜きする悠くんなんて、嫌い」

「……バレたか。ちょっとは成長したらしいな」

　挑まれたことが心底嬉うれしそうに、この人は笑う。

「当たり前だろ、俺は藤宮なんだ。お前らが強くなる手助けなんか絶対してやるか」

　義理堅い人。藤宮の人は、誰も見てないのに。

　他人に厳しい分、自分にはもっと厳しい。だから好きで好きでたまらない。

「ばーか。だいっきらい！」

　笑顔で放つこの噓うそが、どうか愛いとしいこの人に、試合が終わるまでバレませんように。

　また明日を言って手を振って、吹雪は遙はるかな月を見る。

　月は今、半分しか満ちていない。ならば己が燃え上がるときはまだ先だ。

　纏まといが起こした嵐は過ぎ去って、もう桐とう桜おう学がく院いんに憂いはない。

　由季は優しさの壁を乗り越えた。桜子だって、壊れても築き直して戻ってきた。

　それは他ならぬ、愛あい莉りのお陰だった。

「……強かったな」

　清きよ船ふね中三本刀。愛あい莉りがかつて人生の全てだったと言っていた、その軍団の総大将。

「あなたの手だって、温かかったよ」

　一ノ瀬彼方かなたの手は、傷だらけでぼろぼろだった。赤い血の通う、綺き麗れいな人の手だった。

　自分が負けたのが、あの人で良かったのだと思う。

　そして自分たちに試練を与えてきたのが、立たち花ばな纏まといで良かったのだとも。

　吹雪は知っている。四月に抱きついたことのある纏まといの身体からだと心は、誰より熱かったことを。

「……ああ。…………愉たのしみ……」

　早く、斬って捨てたい。己の血肉としたい。頭を踏みつけて上に立ちたい。

　ここに蘇よみがえった氷の剣姫は、月へと魔性の笑みを輝かせ、燃え上がる時を待っていた。
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「あっ、ゆーくん！　こんなとこおったんか！　吹雪ふぶきちゃんといちゃいちゃいちゃいちゃ……うちらのこと今の今まで絶対忘れとったやろぉ！」

　突然現あらわれた千ち紘ひろに、吹雪がびくーんとベンチから跳び上がっている。

　逆に悠ゆうは泰然として、片付け終わったお弁当セットを手にすっくと立ち上がる。

「いちゃいちゃしてへん。お迎えサンキュ。じゃ、またな吹雪」

「えっ……」

「よっしゃ、行くで男子キャプテン。そろそろ出番や！」

　千ち紘ひろは意地悪に笑うと、桐とう桜おうの吹雪に見せつけるように、ぎゅっと腕に抱きついてくる。

　そして有無を言わさずぐいぐいと連行された。完全に味を占めている。

「……女子キャプテン。よそ様の前でこういうの止めろよ。噂うわさが立つだろ」

「ふーん。立ったらええねん。大体、ゆーくんは部長としての自覚が足りてへん！」

「自覚？」

「ゆーくんは藤宮の部長やねんで。普段はええけど、今日は今おるところを大事にせーな」

「……そうだな。サンキュ」

「あっはっは、分かったらええねん。間違いは誰にでもある！」

　たしなめるために抱きついていた腕を、爽やかな笑顔と共に千ち紘ひろは外す。

「ゆーくんはちょっと、桐とう桜おうに味方しすぎとちゃう？　あかんで。通ってたからって！」

「ちっひだって清きよ船ふね中びいきだったくせに。……って言うのは反則か。昔の話だもんな」

「おっ、なんやなんや、うちの話が聞きたいんか？　聞きたいんやな！」

　食い気味に、聞いてもないのに自分から喋しやべってくる。平常運行すぎて笑ってしまった。

「お前、俺が聞いて回ってることはーちゃんから聞いただろ」

「ん、バレたもんはしゃーないな！　なあ、今まで誰と喋しやべったん？」

「はーちゃんと、史し織おりと……あと吹雪？」

「む……その流れはあかん。やっぱり桐とう桜おうびいきやん！」

　流れを変えるように、千ち紘ひろは悠の前に立ち塞がって、両腰に手を当てる。

「安心しいや。こっからは全部うちらのターンやで。ひっくり返したる！」

「……なあ俺もう行っていい？　そろそろアップとか──」

「あかーん！　今から、うちが喋しやべりまーす！」

　喋しやべり出したら止まらない。頼れる未来のキャプテンが、過去を切り返す。
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『えー、今日はお二人に、カナから大切なお知らせがあります！』

　あの日も確か大雨で、ひどく雷が鳴っていた。

『なになに、またおもろいこと!?』

『絶対ロクでもないんだよな～』

　いつものファミレスのいつもの窓まど際ぎわ席に座って、愛あい莉りと並んで吞のん気きに笑って。

　向かい側に座る彼方かなたの突拍子もない思いつきに、満更でもなく付き合う。

　いつまでもそんな時間が、続くと思っていた。

　立ちこめた黒雲から唐突に、積み上げたものを乱暴に壊すものが落ちてくる。

『本日をもちまして、清きよ船ふね中三本刀は解散しまーす！』

　あの日からずっと、千ち紘ひろは雷が大嫌いだった。
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　そんな大嫌いなものを、みんなが大好きなあの男が、落としてしまった。

　外の雷雨よりも激しく悠ゆうが暴れ出した瞬間から、千ち紘ひろの頭は煮立って冷めない。

「はーちゃん……っ！　どいて！」

「嫌」

　なのに自分の半身とも言うべき親友は、剣を手に取り、立ち塞がって否定してきた。

　こんなの嫌だと、千ち紘ひろは怖おそれて面の中の葉は月づきの顔色を覗うかがう。

　長い付き合いの自分でも、何も読み取ることができないくらい、表情が凍っていた。

「千ち紘ひろは今から、藤ふじ野のと。……さぼっちゃ、駄目」

「そんな場合とちゃうやろ!?　今から、止め──」

「止まるのは、千ち紘ひろ！　早くっ！」

　大声を出されて、また千ち紘ひろの身体からだがびくっと震える。助けを求めるように周囲を見た。

　一刻も早く止めなければいけない悠の蹂じゆう躙りんが、まだ続いている。

「っ……、分かった。一回だけや！」

　すぐに終わらせて押し通る。それしかない。

　だって葉月は頑固で──自分より、遙はるかに剣道が弱い。

　千ち紘ひろはすぐに反対側に駆けて振り返り、雑に黙礼したあと、早足で三歩歩いて蹲そん踞きよした。

「キゃぁああああ───────あああッ！」

　立ち上がってすぐに声を出し、千ち紘ひろは翻弄にかかる。

　たたんと踏んで騙だましてすぐに──、行けない。
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「……っ」

　この小さな身体からだのどこから、そんな大きな声が出るのか。

　今まで聞いたことがない葉月の咆ほう哮こうに千ち紘ひろはたじろぐ。……しかし。

　──ごめん。今だけは！

「ヤぁっ、たッ！」

　跳ねるように千ち紘ひろは近間に入り、ジャブのように触れる程度の小手、面を時間差で放つ。

　葉月が釣られて逃げに来る。小手は追いつかないが、遅れた面には合わせられると両手が上がった。だから──胴ががら空きだ。

「しゃぁああ────────────りゃあぁあッ！」

　鋭く一本を入れた手応えに頷うなずきながら千ち紘ひろは抜けて、これで納得するだろうと片手一本の残心を取って振り返る。

　葉月が、認めぬと言うように近間に詰めていた。「ッ──!?」

「しゃァぁあああ───ァァあああ────やッ!!」

　構えが完成しない隙を突いて、葉月は思い切り面に跳んでくる。

　千ち紘ひろは中段構えを諦めて、即座に葉月の打突を叩たたき落おとす。葉月に後ろに抜けさせないために真ん前へと移動、鍔つば迫ぜり合あいで待ち受けた。

　拳が触れ合った瞬間、千ち紘ひろは体重を利用して後方へ跳ぶ。引き面を振り下ろし──どん！　と踏んで止める。そしてまた空いた胴に、千ち紘ひろは思い切り竹刀を叩たたき下おろした。

「胴ッ、しゃぁああ─────────やああッ！」

　痺しびれる剣先と、それから雷のように鳴る音が、葉月の敗北を確かに示す。

　それでも聞こえないというように、葉月は折れず、何度も立ち向かってきた。

　──なんでや。もうええやろ!?
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「くっ……、うぁああ───────あああああッ！」

　早く、駆けつけないといけない。だから千ち紘ひろは、全力で葉月を叩たたくしかない。

　──嫌や。嫌や。嫌や！　もうやめたい！

　誰かに助けてほしい。喧けん嘩かなんてしたくない。誰か、誰か、誰か。

　──彼方かなたっ……。

「う……うああああああぁあああ──────！」

　過ぎ去っていった光に手を伸ばすように、千ち紘ひろは構えた竹刀を左後方にテイクバックする。

　自分が一度も打ったことのない、打てたことのない彼女の必殺技。

　担かつぎ胴どうに縋すがって打つために、千ち紘ひろは一歩前に出る。「──っ」

　しかし、まるで打つことが完璧に分かっていたように読み切られ、同じタイミングで葉月が一歩前に出てくる。両者の距離は完全に詰まって、もう担かつぎ胴どうは打てなくなった。

　鍔つば迫ぜり合あいになる。

　もう止めたくて苦しくて、拳を押し合いながら、初めて葉月の顔を見た。

「………あ…………あ……っ…………」

　そこでようやく千ち紘ひろは、葉月が涙を流していることに気付いた。

　──うちは今、何でこんなことしてるんや……？

　ぎろり、と葉月の両眼が鋭くなる。

　そして身体からだを殴りつけるように力一杯、拳と体幹で千ち紘ひろを押し飛ばし──両腕を真上に振り上げた。舞い上がった空気と共に呆ぼう然ぜんと口を開き、千ち紘ひろは落ちてくるであろう刀を見上げる。

　走そう馬ま灯とうを促すように、窓の外で黒雲が光った。……ああ、そういえば。

　三人が離ればなれになったあの日も、こんな嵐の日やったな──。




「めぇえええ───────────────ええええんっしゃぁぁあ、きぃぁあああッ！」
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「……はーちゃん。……なんで？」

　面を外して、千ち紘ひろは剣道場から出てしまった。かかり稽古の激しい掛け声と打突の音から逃げるように、暗い体育館の廊下を歩いて二階のお手洗いへと向かう。

　弱々しく俯うつむいた千ち紘ひろの手には、手拭いが握られている。『清きよ船ふね中学剣道部』の手拭いだ。

　卒業してからもずっと使い続けてきて、濃かった緑の布地はすっかりと褪あせていた。

　二階への階段を上がる前に、体育館の玄関口で立ち止まり、雨が降り続ける外を見る。

　また雷が光った。でも耳を塞ぐことも騒ぐこともなく、千ち紘ひろは立ち尽くす。

『おねがい』

　葉月はあの一本を打った後、竹刀を下げて千ち紘ひろの両肩に手を置き、涙を流したまま微笑ほほえんだ。

『おちついて？』

　喧けん嘩かは嫌いだ。理不尽な暴力は嫌いだ。

　みんなで楽しくやればいい。それが一番大事なはずだ。十分落ち着いている。

　だって清きよ船ふね中のときは、そうしていれば全国に着いた。頼れる彼方かなたが連れて行ってくれた。

　だから同じように凄すごくて完璧な悠や纏まといにも、楽しく連れて行ってほしいのに。

「……なんでよ。……なんではーちゃんは、止めるん？　…………彼方かなたっ」

　問いかければ何でも答えてくれた過去の名前に縋すがるも、当然答えてくれるはずもない。

　昨日の吹雪ふぶきと彼方かなたの地稽古の後も、千ち紘ひろは面を外した。

　宇宙人みたいにぶっとんでいて、いつも余裕で格好良くて、完全無欠で無敵のキャプテン。

　そんな理想をぶち壊すような、泥臭く格好の悪い彼方かなたの死闘。その果てに。

『メぇぇえ─────────────んっしゃァッ、おらああァッ!!』

　彼女もまた決死の刀を振りかざして、とうとう吹雪を倒してしまった。

　あのときも、掲げた刀の向こうに、走そう馬ま灯とうのような何かがちらついた。

『ごめん、しおりん。……うち、……ちょっと。……目にゴミ、入った。外して、くる』

　なのに思い出すことを避けるように、流れてしまった涙を口実にして、あの日も逃げた。

「……おちつかな。あたま、ひやす……」

　千ち紘ひろは葉月の言葉を鵜う吞のみにして、俯うつむいたままお手洗いの扉のない入り口をくぐった。

　すると、くぐもった声と、蛇口から流れる水の音が奥から聞こえてくる。

　千ち紘ひろは思わず息を止め、短い廊下を少し歩いて壁に手を掛け、トイレの中を覗のぞき込こむ。

　中に居たのは、円まど香かではなく、纏まといだった。




「……っ、う、……く、うっ、ひ、っう、く─────」




　纏まといが洗面台の前で、嗚お咽えつを嚙かみ殺ころして泣いていた。

　強くて、頭が良くて、いつも傲岸不遜な彼女はいない。

　長い前髪を垂らし、鏡が見られないほどに俯うつむいて、同じ人間の女の子が泣いていた。

　千ち紘ひろはまたしても雷に打たれたように、息を吞のんでその場に立ち尽くす。

　二度打たれれば、もう目を逸そらすことはできない。

『……あって、るんだ。……これ、で、……っ、……あってる、のに……っ、ひ、ぅ───』

　折れ曲がった纏まといの背中に、あの日見なかったことにした、泣いた彼方かなたの姿が重なった。

　千ち紘ひろはそっと身体からだを引き、気付かれないように女子トイレを出る。

「…………あぁ」

　一階に降りると、開けっぱなしになっていた体育館の扉から雨が入ってきて、足首が濡ぬれる。

　その冷たさで、ようやく千ち紘ひろは我に返ることができた。

「……うち、アホや」

　どうして彼ら彼女らに、血も涙もないと決めつけた。

　どうして何でもできる人間には、痛みがないと決めつけた。

　昨日の纏まといも、今日の悠も、それから昔の彼方かなたも。

　心があって苦しむ、同じ人間に決まっているのに。

「……アホや、ほんまに……っ」

　自分の鈍さと幼さがあまりに情けなく、またしても涙が流れてくる。

　しかし、持っていた手拭いですぐに顔を拭い、洟はなを啜すする。呼んでいる声が聞こえるのだ。

「やぁあああああ────────────────ッ！」

　今もなお、道場に残ってひとり稽古を続けている、葉月の声が。

「っ……、いつまで迷惑かけてんねん、うちは！」

　千ち紘ひろは頷うなずくと、駆けるのではなく、道場に向かって歩いていく。

　雨で滑って怪我けがをして、みんなに迷惑をかけてはいけないと、僅かながら自分で考えて。
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　きぃ、かちゃ。

　意識していないと聞こえないような小さな音だけ立てて、葉月は千ち紘ひろを誘うことなく、練習後の部室から出て行ってしまった。「っ……」

　まるで葉月が違う人間になったみたいだ。自分がもう必要とされていないみたいで、怖い。

　しかし、誰かにそのことを相談できる雰囲気ではなかった。

　普段は絶対に挨拶をする纏まといが、誰にも声を掛けずに続いて帰ってしまう。

　円まど香かは無言のまま虚こ空くうを見上げていて、糸の切れた人形みたいに、着替えもせず動かない。

　そして史織は瞬きを忘れているくらいの集中で、部室の奥で一心不乱に竹刀を組んでいた。

　──みんな、おかしい。なんでこんなことになってるんや？

　誰かがなんとかしなければいけない。その頼れる誰かが、ここにはいない。

「……あ」

　助けを求めてさまよった目が、傘立てに残った葉月の傘を見つけ出す。

　千ち紘ひろは頷うなずき、自分の分と傘を二本取って外に出た。

　扉を開くと、クラブハウスの二階で屋根があるにも拘かかわらず、冷たい風と雨粒が千ち紘ひろの身体からだを濡ぬらした。雨は止やんでいない。

　折りたたみ傘を使ったのか、それとも──喋しやべるのが嫌で、取りに帰らず濡ぬれて帰ったのか。

　でもひょっとしたら置き傘を取りに行って、まだ校内にいるかもしれない。

　傘を差して、遅々として進まない足を気力で進ませて、千ち紘ひろは体育館の中を見に行く。

　下げ駄た箱ばこに、お目当ての小さな靴は入ってくれていた。「……ん？」

　その隣に、あまり見覚えのない大きな運動靴もある。千ち紘ひろは靴を脱ぎっぱなしにして、傘を二本持ったまま半開きの剣道場の扉まで歩き、覗のぞいた。

「そうか。幸ゆき村むらと立たち花ばながな。……分かった、この件は俺からも動いてみよう」

「……ごめんなさい、部長。いつも、見てるだけで」

「ん、なぜ謝る？　本当に助かったんだ。気付くことができないと、そもそも何もできん」

　膝を突き合わせて座る葉月に向かって、江え坂さかは両膝に手を置き、深々と頭を下げる。

「いつも周りを見てくれてありがとう。俺にはできないことだから、もう少し誇ってほしい」

「……はい」

　くすっと、少し大人びた葉月が微笑ほほえむ。

　自分がなんとかしてくれる誰かを探している間、葉月は自分で動いていた。

　またしても恥ずかしさに身もだえていると、江坂が核心を問いかける。

「藤野のほうこそ、大丈夫か。練習中、二にの宮みやと言い争っているところを見たが」

「…………大丈夫、です」

　少しだけ声を大きくして、葉月は江坂に向けて微笑ほほえみかける。

「まずは、ひとりで、頑張らせてください」

「……うん。そうだな。偉いぞ」

「もう見てるだけは、恥ずかしくて、嫌だから」

　ぐっと右の拳を握って、葉月は心臓に手を当てる。

　今の覇気を纏まとったこの子を見て、人形みたいだと揶や揄ゆする人は誰もいないだろう。

「任せて、ください。……纏まといせんぱいと、円まど香かせんぱいは、離れてても頑張れる人だった」

　ここで千ち紘ひろが見ていると、葉月は気付いてないはずだ。

「藤野たちも、そうなります。……今はお互い、今しかできないことが、先です」

　なのに彼女は、自分のことを考えてくれていた。

　共に肩を並べて戦えるようになると、信じて、背中を預けてくれたのだ。

「……分かった。練習を見よう。すぐに戻るから、待っていてくれ」

　江坂が立ち上がって扉から出てくる。千ち紘ひろは葉月に見つからないように、少し扉から離れた場所で彼を待ち受ける。自分の唇の前で人差し指を立ててかざし、片目を瞑つぶった。

「ないしょで。……これだけ渡してあげたってください」

　葉月が忘れていた傘を手渡すと、江坂は微笑ほほえむ。声を落として聞いてきた。

「会わなくていいのか？」

　千ち紘ひろは頷うなずく。

　自分の意志で一歩先に歩き出した、親友の信頼に応えて追いつくために。

「うち、まだ会ったらあかん。やらなあかんこと、終わってへんから」

　至らない自分であることを自覚しながら、それでも任せてほしいと、千ち紘ひろは笑う。

「後は全部、うちらに任せてください。絶対なんとかしますから」

「……ああ。ここを、頼んだよ」

　差し出された江坂の手をぎゅっと握って、千ち紘ひろは踵きびすを返かえす。

　あの子と同じ未来を担になうために、まずは昔のことを終わらせよう。

　あの日に置いていった忘れ物を、取りに行くのだ。





［千紘］うちは今から行く。いつもんとこでええやんな？
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［☆Airi☆］ごめん。あたし今日、急用入っちゃって行けないや。また今度ね～






　まだ残っていた清きよ船ふね中三本刀のトークルームに投稿して、愛あい莉りは携帯をかばんにしまう。

　雨の中、ピンク色のかわいい傘を差して立ち止まり、天を見上げた。

　後悔はなかった。千ち紘ひろよりも先に、彼方かなたとは別れを済ませてある。

　個人戦の翌日の月曜日──纏まといが乗り込んでくるよりも前に、一いちノの瀬せ彼方かなたは殴り込みに来た。

　でもそもそも、どうしてあの日、彼方かなたが桐とう桜おう学がく院いんに潜り込むことができたのか。

　それは個人戦が終わった後、情にほだされてしまった内通者がいたからだ。

『ねえ愛あい莉り。明日、桐とう桜おうに行かせてくんねえかな。剣姫ちゃんとケリつけてえ』

『……あんたが、吹雪の前に誰かに負けるとは思わなかったな』

『ししし、そっかな？　……カナは負けるとしたら、あの人だと思ってた』

　悔しがって唇を嚙かみながら、しかし目尻は下がって声音は跳ねて、彼方かなたは笑った。

『強かったなあ、立花纏まとい。これで昔の因縁は、帳消しだね』

　完全無欠の頼れるキャプテンは、昔と違って人間臭く笑う。

　そして緑のエクステを外して、礼儀正しく頭を下げた。

『お願い、愛あい莉り。清きよ船ふね中三本刀を、今度こそ終わらせるチャンスをください』

「……ちゃんとキメやがってさ。そーいうとこなんだよね～」

　昔の自分が恋よりも熱く甘く焦がれてしまったところは。

　でも、昔の恋は昔の恋。今は別に、好きで助けたい人がいる。

　愛あい莉りは目的地──桜さくら子この実家の美容室『Bloom』に辿たどり着ついて傘を畳む。

　ガラス戸の中を見ると、雨で客足が遠のいているせいか桜子しかいない。丁度良かった。

　ぎいっと銀の大きな正方形の持ち手を引っ張って、顔だけにゅっと店に突っ込む。

「やっほ～、さくちゃん先輩。元気そうじゃん？」

　本当に寝込んでいるとかじゃなくてよかった。身体からだも大丈夫そう。

　黒いエプロンに桜の缶バッジを着けた桜子が、固まってその場にはさみを落とす。

　死んだはずの人間を見たように瞠どう目もくして、扉まで駆けてきた。

「お、オマエ……。練習、は？」

「サボったよ～？　さくちゃん先輩と、一緒」

「…………お、まえ…………」

　そんなに驚くほどのことでもないのに。昔はよくサボっていたから。

　それを叩たたき直なおしてくれたのは誰か、ひとときも忘れたことはない。

「ねねね、さくちゃん先輩。髪切ってよ。明日合コンだから、かわいくしてくんね～？」

　だからあなたも思い出してよと、愛あい莉りは柔らかく笑いかける。

「っ……、帰れよ！」

「やだ。さくちゃん先輩と一緒じゃなきゃ帰んない」

「うるさいな！　逃げた奴やつだぞ！　アタシのことなんか放ほっときゃいいんだ！」

　いじけて、怒って、それから感情が昂たかぶるとこういう風にすぐに涙が出る。

「アタシなんてどうせ、いてもいなくても同じなんだろ！」

　また言った、このおばか。

　頰を打つ代わりに、そっと手のひらで頰に触れて、愛あい莉りは唇を尖とがらせる。

「うちのチームに、いなくていい奴やつなんていないんだよ？」

　昔をなぞると、桜子が唸うなる。これは結構効いたみたいだ。

　あと一押しだ。愛あい莉りは傘をぽいっと手放して、豪雨の中に出る。

「中に入れてよ～。じゃないとあたし、風邪引いちゃうね？」

「ばっ……何してんだ!?」

「さくちゃん先輩が入っていいって言うまで、あたしここから動かない」

　愛あい莉りは、かつて雨が大嫌いだった。彼方に捨てられた日のことを思い出すから。

　でも今は、こうやって濡ぬれても笑えるくらい、雨が大好きだった。

「また、拾ってくださいよ。……桜子せんぱい？」

「こっ……の、馬鹿！　早く入れ！」

　非力で小さい、しかし一生懸命な手にぐいっと引かれ、愛あい莉りは微笑ほほえむ。

「いひひ。……ねえ。また髪、切ってよ。今度は、染めてないけどね」

　心はもう、この人のもとにある。

　だから過去に惹ひかれる後ろ髪は、今日この日に、綺き麗れいに置いていってさよならしよう。

　愛あい莉りは桜子に手を引かれながら、清きよ船ふね中三本刀のことを。

　かつて惹ひかれた一ノ瀬彼方かなたという宇宙人との物語を、ゆっくりと思い返していた。
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　いつも、凄すごくて濃い人と一緒にいたくなる。

　そうすれば、大して凄すごくない自分でも『凄すごい人たち』としてみんなが見てくれるから。

『えー、一ノ瀬彼方かなたです！　みんな、カナのこと覚えとけ！　一生の自慢になるからさ！』

　だから中学一年の自己紹介で、三み刀とう愛あい莉りはある種当然の如ごとく、その宇宙人に惹ひかれた。




『目標は、宇宙飛行士です。ぜってー飛んでってやるから見ときなっ！』




　できるわけがないと笑う奴やつを、彼方かなたは気にしていなかった。ただ首を傾かしげていた。

　まさか地球が丸いと知らないとでも？　と常識を問うみたいな顔だった。

　自信満々。濃くて無む謬びゆうの宇宙人。

　そんな彼女に一ひと目め惚ぼれをしたところから、物語は始まる。

　千ち紘ひろと三人で絡からみ始めたきっかけは、実は覚えていない。でも二人して吸い寄せられた。

『なあなあ、彼方かなた！　彼方かなたって、なんで宇宙飛行士なりたいん？』

『え。だって地球って狭くね！』

『……十分広いっての～。あんた、どっか行きたいとこでもあんの？』

『おうよ！　月っ！　絶対行く！　カナは、かぐや姫とチャーリーを探すのさっ！』

　いつか、本当に行くだろう。

　そう思わせる光のようなカリスマと言葉の引力を、一ノ瀬彼方かなたはいつも纏まとっていた。

　甘くて眩まぶしくて、着いていきたくなる。まるで悪い男に惹ひかれるみたいだ。

　そんな危険な女が、四月のある日教室で言った。

『なあなあ、部活作ろうぜ！　部活！』

『またなんか言うてるでこいつ』

『和系がいいな！　宇宙船のクルーって国際色豊かじゃん？　カナは日本人を主張してえ！』

『そんで人の話全く聞いてねーんだよな～』

『茶道かな？　いや生け花？　弓道なんてのもアリだなー。悩みだなー、マジでウェルテル』

　生き生きして、奴やつは案を出す。

　そんな様に、千ち紘ひろと顔を合わせてにやっと笑った。

『うち、運動部がいい！　身体からだ動かさな死んでまうねん！』

『柔道部は既にあるよねー。微妙じゃん？』

『おっ、そだな！　じゃあ……うん、環境もある。剣道部だ！　カナも教える！　決定！』

　翌日には、清きよ船ふね中剣道部は本当にできていた。奴やつは行動力の塊だった。

　校長から練習許可をもぎ取った剣道場で、発足の会議をする。

『コーチとか防具とかは追々揃そろえる。完璧なのをなっ。でもまずは目標を決めようぜ！』

『もくひょー？　……たのしくやる！』

『それは目標って言わね～じゃん？　ベタなのだと、段位取るとか？』

　わいわい千ち紘ひろと案を出す。その間、彼方かなたは携帯で色々と調べていた。

　そして衝撃的なことを言う。

『へー、剣道って団体戦あるんだ。おっ、五人制かぁ！　じゃあ三人勝てばいいのか！』

『……ちょっと待ち彼方かなた。あ、あんた、もしかして剣道やったことないんか!?』

『え？　ねえすよ？』

『お前、ふざけんなよ～！　あんだけ自信満々でカナが教えるとか言うからぁ！』

『大丈夫大丈夫心配すんな！　カナが得たもん全部フィードすっからさ。…………よし』

　三人いれば良いんだよね、と呟つぶやいて奴やつはうんと頷うなずいた。

『三年後に、団体で全国大会に出る。これにしよう』

『…………いや、だからな』『初心者が三人で、そんなん──』

『無理じゃない。できる。二人の運動神経はスポーツテストで見た。素養は確実にある』

　スポーツテストでも、入学時の全国学力調査でもトップの彼方かなたはいつも通りそう言う。

『ただし、三年間ちゃんと考えて、ガチでやったら、だよ。……舐なめてはない、カナも』

　しかしそのときだけは、ちゃらけたいつもの声音は消きえ失うせていた。

　ぴっしりと正座をして、こっちを射貫くような黒々とした瞳を、今でも覚えている。

『あんさ、こんなだけどカナはやるならガチでしかやりたくない。じゃないと楽しくないし！　あと、途中で辞めるってーのも、カナはやりたくねえ。今更だけど、引き返すなら今のうちっす。カナはぜってー責めないし！　……そんときは』

　この日のことを、一生忘れない。

『誰か他の人を探してでも、カナだけはやるから』

　あんなにわくわくしたのも、言葉が重かったのも初めてだった。

　あのとき、気付かないふりをした。三み刀とう愛あい莉りだから呼んでくれたわけじゃないことに。

　ただ傍そばに寄ってきたから、子犬を撫なでるような気持ちで、奴やつは拾おうと決めたんだと思う。

　でも、拾われたかった。二人して彼方かなたしか見えなかった。

『できるんやな？　彼方かなた』

『できる。……しょーじき、めっちゃ難しいけど。くっそ辛つらそうだけど。でもいいじゃん！』

　一ノ瀬彼方かなたは、いつも銀河のように眩まぶしく輝いていた。

『これができたら、ぜってー面白いって！　やろうぞ！』

『……よっしゃ！　うちは乗った！』

『しゃーね～。付き合ってやんよ～』

　こうして宇宙船彼方かなた号の、三カ年計画が始まった。




『愛あい莉りは誘って返すのに向いてる。逆に千ち紘ひろは攻めだな。時間ねえし、長所特化でいこう！』

『性格出んな～これ』『彼方かなたはどうすんのん？』

『カナは両方教えなきゃだから両方やる！　……任せろ、ぜってえ強くしてやっから！』

　頼れるキャプテンは、最強のプレイングマネージャーだった。的確な指導をして、最短上達のルートを示してくれて、後はモチベーションまで上げてくれる。

　これで上手うまくならないわけがない。中学の三年間は、死ぬほど楽しかった。

　宣言通り、途と轍てつもなく強くなっていく彼方かなたを見るのも、それに引っ張られて伸びていく自分を感じるのも、最高の幸福だった。

　そうして彼方かなたの指揮のもと、基本を固める一年が過ぎる。中学二年になった。

　なんと四月に経験者の新入生も入って来てくれて、ここまで航行は最高に順調だった。

　けれど。……やっぱり大きな障害は、旅にはつきものだ。




『どォッ、たぁあ────────────あああッ！』




　中学二年の全中予選で、清きよ船ふね中は乾いぬい吹雪が属する誠せい心しん中に敗れ去ってしまった。

　特に大将にいた彼方かなたは、抜き胴を二本も貰もらって完敗だ。

　全員呆ぼう然ぜんとして、いつものファミレスの窓まど際ぎわ席で、その日に残念会をした。

『やべ～な乾いぬい吹雪……。あれでしかも、かわいいんだもんな～』

『かわええのはどうでもええねん……。くー、しかし久々に完敗やったな……っ！』

　ドリンクバーをやけ酒の代わりにして飲んだくれる。

　負けたけど、悔しかったけど、悲壮感はなかった。だってまだあと一年もある。

『でも来年はイケるよね？』

『せやな！　彼方かなたやったら来年勝てるやんな？』

　一ノ瀬彼方かなたが、ここにいる。それなら大丈夫。

『……ん。どう、かな。……分かんね。ちょーっち、厳しいかもねえ』

　でもそのとき初めて、どんなときでも「分かる」「できる」と言い切ってきた彼方かなたが、分からない、無理かもしれないと口にした。

　だから、千ち紘ひろと二人で顔を合わせて、一緒に彼方かなたの頰を両方からぱちんと叩たたいた。

『っ、痛ぁ──!?』

『なに眠たいこと言うてんねん、彼方かなたのくせに！　タバスコ足りてへんのと違うか！』

『オアー!?　カナのメロンソーダが──っ!?』

『いーから肉食えって肉～。奢おごってやっから！　二にの宮みやと！』

　二人とも、キレた。好きな人を馬鹿にされたようで黙っていられなかった。

　にやっと、どこかの馬鹿みたいなぎらぎらした笑みを浴びせ返す。

『あと一年あるんやぞ！　彼方かなたなら、絶対できる！』

『やれるって。打倒、剣姫じゃん？』

　黒々とした目を丸くして、彼方かなたは時間が止まったように一瞬動かない。

　でもすぐに頰に赤みが差して、瞳は眩まばゆい銀河のように輝きだした。

『……ししし。よし、やってやっか！　じゃあまずは──』

　決めたらすぐに行動する。それが一ノ瀬彼方かなただ。

　神様だって一日休んだのに、あの女は一時間も休まず、新たな光を生み出した。

『カナたちも、なんかカッチョええ名前付けようぜ！　まずそっから剣姫ちゃんに勝とう！』

『え～!?　絶対ヤダ！　恥ずいじゃん！　二にの宮みやも言ってやんなよ～』

『えっ、なんで？　かっこええやん！　やろや！』

『だよなだよなっ！　千ち紘ひろはやっぱり分かってんなー、愛あい莉りも早く時代について来いよー』

『嫌、だっつ～の！　しかも自称すんの!?　あたしぜってーヤダかんね!?』

　夏で中二で、馬鹿だった。

　みんな止まらなかった。でも多分、自分だって止めるフリだけだったんだと思う。

『じゃあ決定！　カナたちは……清きよ船ふね中三本刀！』

　くすぐったい、若気の至り。

　でもこの名前を全国に轟とどろかせてやるんだと、みんなで燃えていた。

　そしてその旗印代わりにと、一ノ瀬彼方かなたは、そこからある技を使うようになる。

『胴っ、しゃぁあ─────────あああヤッ！』

　左後方に大きく竹刀を振りかぶってから放つその技を、担かつぎ胴どうと言った。

　正直、らしくない。彼方かなたは効率重視の極致みたいな存在だ。だからある日聞いてみた。

『な～、なんであの技使うん？　一秒くらい無駄にすんじゃん？　普通の胴でよくね？』

『理由は二つだな。まずハッタリが利く。一ノ瀬にはこれがあるんだって警戒してくれたら、他の技が当てやすい。実は二十本に一本ぐらいしか打ってねえのにさ』

『お、おお～……。もう一つは？』

『ししし、そっちが一番大事。……担かつぎ胴どうは、名前がいい。漢字で、担になうって書くんだよ』

『え……それだけ？』『なんやねん!?』

『いや、超大事っすよ。名前とか場所とか立場には、魂が宿るんだ。覚えててよ』

　彼方かなたは嬉うれしそうに、両手を自分たち二人の肩に伸ばして笑った。

『見てろよ。二人の分担になって、カナは月まで飛んでくぞ！』

　幸せだった。剣どころか、全部あげたっていいと思ってた。

　三人ならどこまでも行ける。至らなくて負けることがあっても、最後の頼れる一人が全部ひっくり返してくれる。

　たとえどんな苦境に立っても、彼方かなたはいつも自信満々に笑ってくれた。

『おうおう、気にすんな！　後は全部、カナに任せろ！』

　頼れるキャプテンの指揮のもと、航海は続く。




　やがて、計画の最後の一年が来た。

　一ノ瀬彼方かなたは間違いなく清きよ船ふね中学最強で、自分と千ち紘ひろだってぐんぐん伸びて絶頂期だった。入ってきた既存の部活メンバーも強くなっていたし、凄すごい一年生だって入ってきた。

　創部三年目で、清きよ船ふね中学には名実共に歴代最強メンバーが揃そろっていた。

　だから。

『全国中学剣道大会県予選、女子団体の部。優勝は市立清きよ船ふね中学校に決定致しました！』

　一ノ瀬彼方かなたが立てた三カ年計画は、ついに現実になった。

『勝ったんや！』

『やった、やった……っ！　やっ、た……っ！』

　生まれて初めて、嬉うれしくて泣いた。

　嬉うれしくて飛び跳ねて笑っていた千ち紘ひろと、肩を組んで抱き合って笑った。

『……そうだねえ。計画、通りだね』

　その中に、虚うつろに笑う彼方かなたは交じらなかった。

　彼方かなたの視線の先には、誠心中との決勝戦のスコアボードがある。

　四対一だった。

　負けたのは大将──一ノ瀬彼方かなた。相手は、また乾いぬい吹雪だった。

『次、次こそ完璧に勝とや！　彼方かなた！』

『そーそー。まだまだ、高校があるって！』

　目的地には辿たどり着ついたのかもしれない。ただ、途中で追加した計画は間に合わなかった。

　けれど、自分たち二人はそれを、好ましいことだと思った。

　不完全なら、この遊びはまだ終わらない。やり残した続きがある。

　高校の三年間があれば、今度はもっと遠いところまで行けるかもしれない。

『……そっすなあ。高校で、やるしかねーな！』

　彼方かなたがそう返事したとき、また痺しびれにも似たわくわくが身体からだを震わせた。

　楽しみだ。そのためなら推薦でも苦手な勉強でも、頑張って着いていく。




　そんな覚悟をしていても、雷は落ちる。

『えー、今日はお二人に、カナから大切なお知らせがあります！』

　全国大会が終わった、とある夏の大雨の日。
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　いつものファミレスの窓まど際ぎわ席で、変わらぬテンションで彼方かなたは告げる。

『本日をもちまして、清きよ船ふね中三本刀は解散しまーす！』

　まるで、必要の無い部品を簡単に切り離して飛んでいくロケットのように。

　一ノ瀬彼方かなたは、自分たちが絶対に着いていけない目的地に進学することを告げた。

『……そっか。じゃーあたし、帰るね……』

『おう、バイバイ！』

『っ──！』

　傘も持たずに外に飛び出して、ずぶ濡ぬれになってひとりで当てもなく駆け出した。

　自分が枯れてしまうような涙も、叫ぶような嗚お咽えつも、雷雨に吞のみ込こまれてしまう。

『……っ、う、く、っ、う────！』

　船から最初に下りた、ひとりぼっちの三み刀とう愛あい莉りを救う者は、誰もいなかった──。
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「おっ、止やんで来てんね～。よしよし、これで明日の合コンは問題ないね」

　下着にＴシャツだけというラフな格好で、愛あい莉りは桜子の自室のベランダに出てみる。

　あれから無事中に入り込んで、身体からだを拭かれて髪を切って、それから風ふ呂ろに入れられた。

　まるで扱いが拾った捨て犬だ。全部計算通りだ。

「家に入れちゃったな、馬鹿め～」

　無警戒な恋しい小さなアネゴは今、身体からだに着いた髪を落とすためにお風ふ呂ろに入っている。

　愛あい莉りはもう練習には使わない『清きよ船ふね中学剣道部』の手拭いで髪を拭きながら、桜子を待つ。

　ベランダから見上げた黒い雲が覆う夜空の向こうに、月は見えなかった。

「……宇宙から見たら、雨とか分かんねーんだろうな～」

　愛あい莉りは苦笑し、軽くなった髪を一ひと房ふさ摑つかんで目の前に持ってくる。

　お風ふ呂ろ上あがりで化粧もしていなければ、髪を派手に染めてもいない。素のままの自分。

　だけど今の自分が、愛あい莉りは一番好きだった。

「おい、風邪引くぞ。雨ん中出るなって！」

　ぼうっとしていると、戻ってきた桜子に頭からぼふっとバスタオルを被かぶせられた。

　がしがしとした乱暴な手つきが気持ち良くて、愛あい莉りはゆらゆらと頭を揺らす。

「なんだかんだあたしを心配しちゃうあたり、さくちゃん先輩だね～」

「うるせ、さっさと入れ。アタシのせいで風邪引いたらみんなに迷惑かかんだろっ」

　首根っこを引ひっ摑つかまれて部屋に引き込まれながら、愛あい莉りはにやけてしまう。

　自分で気付いてないのだ。こんなときでも、みんなを心配していることに。

　ベッドにくたびれて座った桜子の隣に遠慮なく座り、愛あい莉りはかばんから携帯を取り出す。

「なあ、もう帰れよ……。髪も切ってやっただろ？」

「え～、やだ。あたし今日泊まるから」

「はぁ!?」

「そのまま合コンに連行しまーす。逃がさないかんね？」

　騒ぐ桜子のお説教は聞かず、未読のたまったＬＩＮＥをゆっくりと見ていく。

　吹雪と林りん檎ごと一緒に組んでいる二年生トークルームに、嬉うれしい報告があった。

「お。練習、問題なく終わったってさ。やっぱり吹雪も林りん檎ごも、やるときはやるね～」

　どうだ、桜子のお陰で下は育ってるんだぞと身体からだを反らして愛あい莉りはドヤる。

　なのにこの人ときたら、うつ伏せになって顔を枕に埋めて、また拗すねた。

「……ほら。アタシが休んでも、練習は普通に回っちまうんだ……」

　本当に、他人への男前さと自分への女々しさがちぐはぐで、めんどくさい人。

　でもそんなところもひっくるめて、愛あい莉りには愛いとしい。

「どーん」と甘えるみたいに言って、寝転ぶ桜子の背にゆっくり倒れ込んだ。

「うぁっ、重い！　暑苦しい！」

「お～、今頃気付いたん？　もう遅いけどなっ」

　けらけら笑って、背中に抱きつく。勝手に荷物を背負い込んでしまう小さな背中に。

　この背中があったから、三み刀とう愛あい莉りは救われた。

「……決～めた。明日さくちゃん先輩が合コン休んだら、あたしも休むから」

「はぁっ!?」

「練習も、来るまであたしもサボるから。毎日お店来て髪切ってもらうかんね」

　絶対、離してやらない。この人だけは絶対、三み刀とう愛あい莉りが立ち直らせてやる。

　だって、誰より分かるのだ。

　何者かであると肩書きを叫びたい渇かつ望ぼうも、要領の悪さを呪う絶望も、持てるものを妬んでしまう己の浅ましさも。

　そして、それを認めて再び立つことが、どれほど辛つらいかも。全部全部知っている。

　だから見捨てない。幻滅しない。

　たとえ夢から逸それて破滅することになったって、最後まで寄り添って着いていく。

　それが一ノ瀬彼方かなたとは違う、三み刀とう愛あい莉りが選ぶ道だ。

　仰向けになってこっち側に向き直り、桜子は泣きそうな顔で髪に手を伸ばして撫なでてくる。

「馬鹿かよ、オマエは。なんでアタシのためにここまでするんだ？」

「……なんで分かってくんないかな～。さくちゃん先輩が好きだからじゃん」

「オマエは誰にだってそう言うだろ」

　愛あい莉りはむっとして、桜子に馬乗りになる。今のはちょっとかちんと来た。

　両手をわきわきさせて、美味おいしそうな小さなアネゴに舌なめずりする。

「もー怒った。身体からだに分からせてあげるからね」

「ばっ……、やめろ！　うわ、なんだ、動けね……！」

「いひひ。正直に、いくって言ったら止めてあげる」

　合コンに。

　強情なこの人がなんと答えるか分かっていて、愛あい莉りは微笑ほほえみかける。

「……絶対、いかねえもん」

　さあ、許可が出た。容赦なく愛をくらえ。

「今日は寝かせませんからね。桜子せんぱい？」

　愛あい莉りは自分の全部を使って、滔とう々とうと桜子に夜通し語った。

　あれからどれだけ自分が救われて、桜子と桐とう桜おう学がく院いんを、愛しているのかを。
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　中学の部活を引退しても、彼方かなたと千ち紘ひろと仲が悪くなることはなかった。

　でも、別々にいる時間が増えた。三人じゃなく二人で会うことが増えた。

　三人じゃないと勉強する気も起きない愛あい莉りは、千ち紘ひろと肩を組んで藤宮を受験する気にはなれなかった。だからたくさん来た剣道推薦の中から、桐とう桜おう学がく院いんへの進学を選んだ。

　まだ三本刀が求められている気がして嬉うれしかったし、『お嬢様校』というブランドもある。

　そうやって、インスタントに何者かになろうとした。

『……つまんね』

　けれど駄目だった。高校に進んだ瞬間、愛あい莉りの魔法は切れてしまった。

　結局みんなに引っ張られて、頑張れていただけだったらしい。

　厳しい練習に頑張れず、すぐに遊びに溺れた。彼氏が呼んでくれたらすぐにサボった。

『……この色、一ノ瀬のやつじゃん』

　昔が忘れられなくて、一ひと房ふさ髪を染めた。でも、誰も怒ってくれない。

　由ゆ季きはお人ひと好よしだから、サボると「体調は大丈夫ですか」と本気で心配する。

　一ノ瀬に倒してほしかった吹雪とは、喋しやべらない。そもそも奴やつは兄以外に興味がない。

　林りん檎ごは怖がって、自分から逃げていく。……桜子だけだった。

『おい、三み刀とう！　ちゃんと練習来いよ！　オマエ推薦なんだろ!?　退学になんぞ！』

　桜子だけが、自分のことをちゃんと怒った。

　無視しても来るし、言い返したら逆ギレするし、ちっちゃいし。

『一緒に全国行こう！　オマエならやればできんだから！』

　そのくせ、言うことばっかりでっかいし。

　桜子のことが嫌いだった。

『るせーな～。偉そうにするなら、もっと上手うまくなってからにしてくんない？』

『……っ。うるせえッ！』

　下手くそだ。二流だ。何かを聞いても、的確な彼方かなたと違ってこんな悪口しか返せない。

　そんな人が、あの彼方かなたと同じ、全国という言葉を口にするのが気に入らなかった。

　こんな今なんてつまらない。

　たまに会える彼方かなたと千ち紘ひろと話しているときだけが楽しくて、それだけでいい。

　絶対にほだされてやらない。……そう、思っていたのに。

『おい、三み刀とう！　地稽古だけでもいいから来いって！』

　桜子は、練習を休むと毎日やってくる。教室までやってくる。

　そして練習を休みすぎて退学への危険信号が灯ともると、ついに家まで来るようになった。

　毎日毎日、高校生の女の子が夜遅くまで。自分の練習が終わった後で。

　こんな風に、雷雨の日に傘を捨てて、自分が濡ぬれることも構わずに──。

『おら出てこい三み刀とう！　出てこないとアタシ、ずっとここにいるからな！』

『……っ、るせ～な！　もういいじゃん！　……ほっといてよっ！』

　叫ぶ桜子がうるさくて、ついに外に出て桜子の前で叫ぶ。

『どうせあたしなんか、いてもいなくても同じなんじゃん！』

　精一杯のいじけだ。着いていきたかったけど着いていけなかった奴やつの。

　そうしたら桜子は、うるせえ知るかといわんばかりに思い切り頰をはたいてきた。

　痛い。泣きたい。なのに感情が昂たかぶって、桜子のほうが泣いていた。

『うるせえっ！　ウチにいなくていい奴やつなんかいねえんだよ！　……来いっ！』

　手を引っ張られる。桜子は力が弱い。やろうと思えば簡単に逃げられた。

『……なんなんだよっ』

　でもいっつもほいほい着いていってしまうのが、三み刀とう愛あい莉りだった。

　桜子の家に連れて行かれて、捨て犬を拾ったみたいにすぐ風ふ呂ろにぶち込まれて、そして上がったらママさんと二人で挟まれて、散髪台に連行された。

『な、なにすんの!?』

『今からオマエのその髪を性根ごと元に戻す』

『はぁ!?　い、イヤ──』

『暴れたらバリカンでハゲにすっからな！』

　酷ひどい脅しだった。なすがままに、色を戻される。

　鏡の中には自分がいた。化粧も染髪もない、本当に平凡でかわいくない自分が。

『……かわいくね～。マジだっさい』

『中身がなくてガワだけ染めてる奴やつのがだっさいね』

　何も言い返せないでいると、桜子はばしっと両肩を叩たたいて言った。

『でもオマエは、剣道強いからなあ。中身あるのはあるんだよな』

『……何、言って』

『せっかくそのままでも綺き麗れいなのに、なんで染めるんだよ？　宇宙人の触角みたいだぞ』

『……だっ、……て……』

『アタシは広くて綺き麗れいだと思うんだけどなー、地球。何とか帰化してくんないか？』

　その温かさと、言葉の懐なつかしさで、とうとう駄目になってしまった。

　泣き出した理由を問わないで、頭にぽんと手を置いて桜子は続ける。

『すげーの、清きよ船ふね中だけじゃないって。桐とう桜おう学がく院いんだって今に凄すごくなる。……藍あい原はら先生も来た。ぶっきーも来た。それから、三み刀とう愛あい莉りだって来てくれた。絶対なるに決まってる！』

　そして後ろからぎゅっと抱きしめて、桜子は笑ってくれた。

『アタシが引っ張る。だから全国まで、愛あい莉りの力を貸してくれって！』

　相変わらず力が弱い。要領悪い。

　絶対そっちのが下手なのに、まだ引っ張るとか言ってる。

『……しょうが、ないなぁ。…………もう、見てらんないじゃん』

　でもこの人は、三み刀とう愛あい莉りが欲しいと言ってくれた。彼方かなたのおまけじゃなくて、自分として。

　ここにいていいって、言ってくれた。

『着いてく、だけだかんね』

　そんな人がいたから、三み刀とう愛あい莉りは桐とう桜おう学がく院いん剣道部員になれた──。
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　長い愛を、一旦語り終えて。

　愛あい莉りは夜、ひとりでまた桜子の自室のベランダにいた。

　依然曇っているけれど、雨は止やんでいる。気持ち、電波も良く届いている気がした。

　十分ほど話して熱を持った携帯電話を、愛あい莉りは耳に押し当てて笑う。

「ほんと今日は悪かったね～、二にの宮みや。急に二人にしてさあ」

『あー、ええよええよ。別にあいつと二人になんのは初めてとちゃうしな』

「せやな～。まあその分、お詫わびしたんだから許してよ」

　落ち込んでる先輩の口説き方を教えろなんて、千ち紘ひろにしては珍しいお願いもあったものだが。

　向こうも何かあったのか。それを聞く義理も必要も、愛あい莉りにはない。

「一ノ瀬とは、ちゃんと話せた？」

『うん。ちゃんと、終わらせてきた』

「そっか」

　かつての仲間だ。彼女もまた、前に進んでくれたのなら嬉うれしい。

　これで本当に、心残りはなくなった。

「いひひ。見てろよな～。あたし一ノ瀬に絶対、捨てなきゃ良かったって言わせてやっから」

　逃がした魚は大きかったと、宇宙からこの海の惑星を見て、存分に悔しがればいい。

　ご機嫌に笑うと、いつも機関銃のように喋しやべる千ち紘ひろが、電話口で少しだけ黙った。

『あんなぁ、愛あい莉り。……あの雨の日ぃな。あの後、実はな…………』

「うん？」

『……いや。やっぱ言わんとく。愛あい莉りには、内緒や』

　あの千ち紘ひろが、秘密を作ったことに瞠どう目もくする。そしてようやく成長したかと、にやりと笑った。

「じゃあ切るね。あんたも、こんなときに敵に電話してんじゃね～よ」

『あっはっは、アホ。これはきんきゅー事態やからや。ホットラインっちゅーやつ』

　いつの間にか少しだけ賢くなったかつての仲間──今の敵が、電話の前に啖たん呵かを切る。

『じゃあな愛あい莉り。うちらは絶対、謝らへんから』

「おー。じゃあな二にの宮みや。あんたらだけは、マジで潰すかんね」

　ほんの少しの沈黙の後に、お互い「ばいばい」と言って。

　これで完全に、切れた。

　見計らったように、からりと背後で音が鳴る。

　閉めていた扉から桜子が外に出てきて、一緒に横に並んでくれた。

「なあ。……本当は今日、大事な用事があったんじゃないのか？」

　携帯電話を指差して、不安げに桜子は首を傾かしげる。

　言うまでもない問いに、愛あい莉りはゆっくりと笑顔で首を振った。

「さくちゃん先輩のことに比べたら、大したことじゃないよ？」

　飾らない本心をこぼすと、あれだけ口説いても全く揺らがなかった桜子が、ついに笑った。

「オマエは、バカだなぁ。誰に似たんだか。……髪まで切ってさぁ」

　丁寧に軽くしてくれた髪を、桜子が慈いつくしむように撫なでてくれる。

　首元を撫なでられた犬のように、愛あい莉りは心地よさに目を細める。

「女の命って言うくらいなんだぞ。もう少し、大事にしてくれよ」

「……こんなんでいいなら、いくらでもあげる」

　宇宙から捨てられて、誰かに付き従うだけの犬は燃え尽きて死ぬはずだった。

　でもその命を、雨の中でこの人は拾ってくれた。

　だから全部、この人のために使いたい。同じものを背負って、継いでいきたい。

「おそろいだね。これであたしも、実質キャプテン継げるかな？」

「……ばか。……あんまり、先輩泣かすな……」

　肩をぽんと叩たたいて、桜子は部屋の中に入っていく。そして背中越しに、少し笑った。

「中、入れよ。……明日の準備、しなきゃさ」

「……はい。でも、あとちょっとだけ。最後に終わらせてから、そっちに行きます」

「うん。待ってる」

　扉が閉まると、愛あい莉りはきっと月がある方角に向かって、携帯電話をかざす。

　最後に出て行くべき、『清きよ船ふね中三本刀』のトークルームを開きながら。

「二にの宮みやも持ってったしね。……あたしもこの秘密、お墓まで持ってくね」

　愛あい莉りは最後に、月曜日に彼方かなたが初めて吹雪に挑む前に交わした会話を思い出す。

　紺の胴着に黒緑の胴を着け、面と竹刀袋を持って剣道場に彼方かなたが入っていくその前の話。

『ありがとな愛あい莉り。口添えしてくれてさ！』

『……い～よ。でも、これだけ覚えてて』

　愛あい莉りは白い胴着に赤い胴を着け、かつての親友──今の敵に向かって、にやりと笑う。

『一ノ瀬の味方は、これっきりだかんな。あたし上書き保存の女だから』

『……ししし。うん、そだな。前に進もう！』

　笑う彼方かなたは、剣道場の扉を入る前に天井を見上げる。今もなお、そこに宇宙を見るように。

『愛あい莉り』

『ん？』

『いい、学校だね。とっても綺き麗れいだ』

　そうだろう。地球も捨てたもんじゃない。とっとと行ったことを後悔していろ。

『当たり前じゃん。宇宙一、ここが良いいとこなんだから』

　未来に旅立つ過去のキャプテンの背中が僅かに揺れ、光差す扉を開く。

　最後に彼女はさよならを言うように、清きよ船ふね中学剣道部の手拭いを背中側にばさっと靡なびかせてこちらに示した。

『ありがとう。終わらせてくる』

　かくして最後の計画は、あの日に終わった。

『────っ。…………っ、─────っ────う、───』

　涙を流した地球人の姿を空に描き、携帯を持たないほうの手で敬礼をして、愛あい莉りは笑う。

「ばいばい、キャプテン。……あたし、桐桜ここで生きてくね」





　清きよ船ふね中三本刀　から　三み刀とう愛あい莉りが退出しました
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　雷は収まり風も穏やかになったが、雨はまだ降り続いている。

　千ち紘ひろは彼方かなたのもとへ電車で向かいながら、雨粒が流れる車窓に、昔のことを映していた。

　あの雨の日に、先に降りてしまった愛あい莉りには知り得なかったことを。

『そうか。……彼方かなたが行きたいんやったら、しゃあないよな』

『うん。計画に変更はない！』

　愛あい莉りが走り去って行っても、冷めたコーヒーを啜すする彼方かなたの、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔は変わらない。

　本当はそのことを、きっとなじるべきだった。

『う、宇宙飛行士、なりたいんやもんな。……っ、頑張って、な』

　できなかった。生まれて初めての作り笑いをして、黙って見ているだけだった。

　彼方かなたは、一度決めたら躊躇ためらいがないから。間違えないから。夢を一番、大切にしてるから。

　そんな風に理由をいくつも並び立てて、千ち紘ひろは戦うことから逃げたのだ。

『……じゃあうちも、行くわ』

　財布の中から五百円を取り出してテーブルに置き、千ち紘ひろは放心のままに席を立った。

　出口の扉を開くと、雷雨は一層激しくなっている。それでふと気付いた。

『あ。……傘、忘れてもた』

　屋根の下でしばらくぼうっとして、跳ねた雨に濡ぬれる。

　すぐに動けなかったのは、悪い夢ならここで覚めてくれると、愚かにも信じていたからだ。

　けれど頰を触ると、やっぱり濡ぬれている。熱く滴したたる人の悲しみが、千ち紘ひろの現実だった。

『噓うそって、言ってや……っ』

　縋すがるように、傘を口実にもう一度話そうと店内に戻る。

　そのときに、見てしまった。

『……あって、るんだ。……これ、で、……っ、……あってる、のに……っ────』

　一ノ瀬彼方かなたが、背を曲げて洟はなを垂らして、格好悪くすすり泣いているのを見てしまった。

　信じられなかった。……それから幼い自分は、信じたくなかった。

　頼れるキャプテンが泣くはずないと。清きよ船ふね中三本刀が終わるはずないと。

　この楽しい夢は、いつまでも終わらないんだと、信じたかった。

　だから全てを見なかったことにして、わざと傘と、言うべき言葉を忘れて帰った。

「……待っとってな。はーちゃん」

　自分の弱さであり、心残り。

　それを片付けずして、あの子と肩を並べて進めない。
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　馴な染じみのファミレスに着くと、千ち紘ひろの足はいつもの窓まど際ぎわ席に勝手に向かった。

　彼方は席で眼鏡をかけて、参考書とノートを開いている。衝撃を受けた。

「い……？　か、彼方かなた、目ぇ悪なったん？」

「おっ、千ち紘ひろ！　昨日ぶりだな！　そうなんさー。高校上がってから、勉強するときだけね」

　宇宙飛行士は矯正視力で大丈夫なんだぜ、と言って彼方かなたはにかっと笑う。

　千ち紘ひろも釣られて笑って、向かいの席に座った。

「彼方かなたも、勉強するんやな。中学んときは見たことないからびっくりした」

「あっは、するする。余裕でするよ。だってカナ星せい蘭らんだし。ここで一番になるならねえ」

　彼方かなたは照れくさそうに頰をかき、傍そばに置いてあったメロンソーダを啜すする。

　お子様な味覚も笑顔も、何も変わっていなかった。

「千ち紘ひろたちと別れて行ったんだからさ。半はん端ぱできねーじゃん。カナは絶対舐なめねーんだって」

「……せやな」

　千ち紘ひろは苦笑し、店員さんにドリンクバーを注文してから席を立つ。

　自戒の意味を込め、纏まといの調教で飲めるようになったブラックコーヒーを入れて席に戻った。

　テーブルにカップを置いて一息つくと、彼方かなたがペンを止めてこっちを見つめてくる。

「なに、どないしたん？」

「え、あ、いやいや。ち、千ち紘ひろも進化したんだね。オーバーマインドになっちった」

「はあ……？　あんたはほんま、言うとることが全然分からへんなあ」

「ししし。そりゃ分からせる気がないからね」

「そんなもん昔から知っとるわ」

　お互い笑い合って、本題に入ろうと静かにカップを置く。

　人を待たせているから、だらだらと話している時間はなかった。

「なあ。とうとう、勝ったんやな。吹雪ちゃんに」

「……あれはね。最後に千ち紘ひろに、勝たせてもらったのさ」

　そう言うと、彼方かなたは目を細めて本当に嬉うれしそうに笑う。

　そして、中学にいたときには絶対にしなかったことを千ち紘ひろにした。

「どう、だったかな？　……カナは、ちゃんと格好良かった？」

　一ノ瀬彼方かなたは、誰かに答えを求めた。

　自分だけで完結せず、こっちの目を見て言ったのだ。

「清きよ船ふね中三本刀の、立派な大将だったかな？」

「……うん。さすが、うちらのキャプテンやったわ」

　恥ずかしいから言わないでおこうと思ったけど、あの日自分も盗み見た。

　だからこの秘密を差し出して、あのとき見た彼方かなたの涙は、自分が独り占めしてやろう。

　過去と決別する、手切れ金代わりに。

「泣いてもーたわ。どないしてくれんねん」

「……ししし。……そっかぁ」

　積んでいた荷を下ろすように、彼方かなたは肩を落として上を見上げる。

　その救われたような笑顔は、つい先日、快かい晴せいとの戦いを終えた悠によく似ていた。

「……せやなあ。あんたも、地球人やってんな？」

「え。何当たり前のこと言ってんすか。じゃないと宇宙に行く意味ねーじゃん！」

「せやんな。……うん、ほんま言われてみたらその通りやわ」

　つくづく、馬鹿だ。千ち紘ひろは頰ほお杖づえを突いて、等身大の旧友の姿を見ることにした。

　おちついて。よく見て。自分の思い込みを、人に押しつけない。

　そうしたら、真実は見えてくる。

　思わぬものを見つけて、千ち紘ひろはお腹なかを押さえて声なく笑う。

「ど、どしたい千ち紘ひろ？　カナ、なんかおかしい？」

　決して騒がず、千ち紘ひろは静かに彼方かなたのノートの一部を指差した。

　相変わらず天才っぽく、汚い早書きの字だ。でも、ちゃんと見れば読むことができる。

「あんたここの計算、間違ってるで」

　単純な数式の単純なかけ算。馬鹿の自分でも、分かるような。

　ぺろりと唇を舐なめて、照れくさそうに彼方かなたは笑った。

「お恥ずかしい。……バレちまったか」

「ちゃうよ。うちが今まで、見ようとせんかっただけ」

　千ち紘ひろはコーヒーに口を付ける。そういえばあの日、彼方かなたは何を飲んでいただろう。

　いつも通り、甘い物を飲んでいただろうか。

「なあ、彼方かなた。……あの解散した日ぃな。うち、ほんまは寂しかった。怒りたかったよ」

「……うん」

「でも、あんたに嫌われんのが怖かった。……だからうちは、何も言われへんかった」

　やることなすことに、全てイエスと言うのは友達じゃない。

　ただの人形だ。それこそ自分じゃなくていい。全部押しつけたのは、他ならぬ自分だ。

「ごめんな。あんときうちは、一回あんたのこと、叩たたいたるべきやった」

「……いーさ。昔のことだ。それに悪いのは、カナだったしね」

　そう言って微笑ほほえむと、彼方かなたは千ち紘ひろのコーヒーに手を伸ばす。

　飲んだらすぐに苦しそうな百面相をしていて、なんだか笑えた。

「ひええぇい……効くねえ。ショック療法ってのは」

「あっはっは、せやな。うちも効いた！」

「……もう、別の人がいんだね」

　嬉うれしそうに、それからちょっとだけ寂しそうに笑った後、彼方かなたはコーヒーを飲み干す。

　別れの苦みを十分に味わった舌を出して、しかしそれも悪くないと彼方かなたは笑った。

「べーだ。カナにだって、別に叩たたいてくれた人がいたもんね！」

　頷うなずいて、言葉は自分が預かることにする。

　さよならだけが人生じゃない。きっと戦場でまた会える。

「清きよ船ふね中三本刀は、ここで解散や。うちにはうちで、他に行きたい場所がある」

「おうよ！　勝手にしな！　カナはカナで……星せい蘭らん高スリースターズを始める！」

　やっぱり降りて正解だ。千ち紘ひろはけらけら笑って、五百円を叩たたき付つけて立ち上がる。

「ええ加減そのセンスはダサい。あんたとはもうやってられへんわ！」

　怖おそれず、友達の頰を軽くぺちんと張って、そのまま手のひらを差し出す。

「今までありがとう。忘れもん、返してや」

「おう、もってけドロボー。いい加減重いんだよ！」

　ずっと受け取りを拒否していた傘をバトンのように受け取って、千ち紘ひろはにやりと笑う。

「じゃあなキャプテン。うちは、藤宮いまが一番や！」

　脱出。出発。新たな目的地へ行くために、ぽちっとボタンを押して燃料を燃やす。





　清きよ船ふね中三本刀　から　二にの宮みや千ち紘ひろが退出しました






　さあ行くぞ。背中を預けてくれた仲間が、自分の帰りを待っている！
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「……ごめんなさい。……千ち紘ひろ先輩。ごめんなさいっ……！」

　みんなに危機が迫っている。

　過あやまちを犯してしまったと、精一杯戦った後輩が泣いている。

「ええよ。後は全部、うちに任せろ！」

　そんなときこそ光ってみせると、キャプテンは自信満々に笑うのだ。

　現状は、二人続いて二本負け。自分が負けたらチームは終わり、絶体絶命の状況だ。

「やかましい。こっから全部、勝てばええんやろが！」

　過去を振り返っても意味がない。いくら悔やんでも始まらない。

『はーちゃん、ごめん。うちが悪かった！』

『ん。間違い、誰にでもある。これからどうするか、それが大事』

　並び立つことを許してくれた親友は、あの日剣道場で待って笑ってくれた。

『やろう。藤野たちが、どうにかするの！』

　頭に巻いた新しい船の乗船証が、『克己』の文字が、今こそ燃えろと千ち紘ひろに告げる。

「そうや。……うちらが、自分で繫つなぐんや！」

　引っ張ってくれる誰かも、頼りになる誰かも必要ない。

　誰にも進路を委ねずに、この船を決して沈ませまいと、己の意志で舵かじを取る！

「行くぞ！　こっから逆転や！」

[image: ]

　白線の彼方かなたに立つ宿敵を越え──いつかは、剣の彼方かなたをも越えてみせると。

　藤宮高校女子剣道部次期部長、二にの宮みや千ち紘ひろは未来をこの手で切きり拓ひらく。
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「始めっ！」




「キぃぁああああ────────────あああああやぁあッ！」

「しヤぁああああ────────────アッたぁあァァあっ！」

　共に一歩、共に咆ほう哮こう、共に小手面を弾かせて戦いは始まる。

　刀と刀が合わさり鳴動するような鈍く低い音を響かせて、面めん金がねがぶつかり合った。

　左右に跳ねるように千ち紘ひろが身体からだを動かすが、愛あい莉りは釣られない。真まっ直すぐに構えて目だけ動かし、捉えるべき点を絞った。こいつは大体──一回目は引き小手！

「ッてっ、しゃぁあ─────やッ！」

　読み通りに愛あい莉りが竹刀で弾く。下がりの残心は自分より格段に速いが合わせなくていい。

　緩慢に追いかけて速さで乗ろうとする千ち紘ひろを釣る。この女の最頻パターンは決まっている。

　──あんたは動いて動いて、最後に出小手だろ！

　揺らめいて、愛あい莉りが面をちらつかせて千ち紘ひろの間合いに入る。

　狙い通り──来たな、相小手面乗っちゃえ！

「「小手面ッ、たぁあ─────────やああッ!!」」

　しかし愛あい莉りの目もく論ろ見みは外れ、千ち紘ひろも相小手面を打ってくる。完全に同時で相互無効。

　予想を裏切られ瞠どう目もくする愛あい莉りと、ざまあみろと唇を歪ゆがませる千ち紘ひろの距離が再び零になる。

　──いつまでも昔のまんまと思うなよ。舐なめとったらしばくぞ！

　毎日毎日悠に狩られてきた。熱くなったらすぐに出小手だと、笑って示されて。

　藍原や吹雪に鍛えられた愛あい莉りにも、絶対に負けてない！

　ガンを飛ばして竹刀を伸ばして、千ち紘ひろは鍔つば迫ぜり合あいから下がる。愛あい莉りも同じく下がった。

　互いに考えることは同じだ。

　──昔のことは考えるな。今ここでは、何の役にも立たない！

「おらぁあアアあ────────────あああああやぁあッ！」

「きぃやあああ─────────────っしゃああァァあっ！」

　激しく二人は打ち合う。

　互角の刃を煌きらめかせ、躱かわした側がすぐに攻める。その攻めをいなした側がまた攻めて、めまぐるしく攻守が入れ替わる。

　このまま行けば引き分け──冷静な愛あい莉りの脳裏に、引きの選択肢がよぎる。

　その一瞬を、千ち紘ひろは突いてきた。「ヤぁあああ──────ッ！」

　待ち受ける愛あい莉りに、後れはない。万全のまま己も進んだ。「キぁあああ─────ッ！」

　二人の間合いが接近、中心を巡った剣先が蜃しん気き楼ろうのようにぐらりと揺れて──弾はじける！

「「めぇええ─────────────えええンヤアッ！」」

　共に全力、共に同格。そんな二人が、同時に床を蹴飛ばし相面に跳んだ。

　刹那にも満たない僅差を分かったのは、最後の最後、力を振り絞るために積めた時間の差。

　あの雷の一日に、己のために竹刀を振れたかどうかだった。

「面ありっ！」

　千ち紘ひろの赤旗が三本、上がる。

　その余韻もなく、千ち紘ひろはすぐさま開始線へと駆けた。

　頭にはスコアが焼き付いている。先せん鋒ぽう次じ鋒ほうは共に二本負け。なら二本が絶対欲しい。

　ここで一本勝ちで終わってしまったら、次の円香は必ず勝たなければならなくなる。

　──まだや。攻めきるんや、絶対！

　緩慢に戻ってきた愛あい莉りを、千ち紘ひろはぎろりと睨にらむ。審判、はよせえ！




「二本目っ！」




「やぁああ──────ああああああっしゃぁああ────ッ!!」

　いける、今の自分ならいける！　出小手でも何でも手数足数で絶対に倒せる！

　千ち紘ひろはまた軽やかに、一歩前へと踏み出し。出小手を──。




『おちついて？』




　──止まれ！

　千ち紘ひろは身体からだ中の神経を引き剝がすように、全力で前へと出した右足を後方に蹴り下がる。

　今まさに出小手を打とうとした場所を、半月軌道を描く竹の光が通り過ぎて行った。




「きィやァぁあ亜亜ァァあああ[image: ][image: ][image: ][image: ]アア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃああッ!!」




　小手擦り上げ面の打ち損ないを、出で鱈たら目めな速さで愛あい莉りが捻じ込んでくる。

　どがん──首を上へと逸そらして面めん金がねで受けられたのは、千ち紘ひろにとって奇跡だった。

　一気に冷や汗が流れる。視界が広がる。

　必死に潜り込んだ再びの鍔つば迫ぜり合あいで、愛あい莉りの眼めを見た。

「ギぃぁああア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヤぁあああぁ亜ああぁぁ亜あッ!!」

　巣を突かれた獣のように、紅黒く血走っている。執念にも似た眼光が語っているのだ。

　やらせない、と。

　この眼めを、声を、千ち紘ひろは知っている。向かってきた葉月が、吹雪に勝った彼方かなたがそうだった。

　かけがえのないものの為ためなら、ここで死んだって構わないと突きつけるような。

　唇を嚙かみ、千ち紘ひろは鍔つば迫ぜり合あいから下がる。

　二足一刀まで間合いを切って、彼方かなたに構える愛あい莉りの全体像を捉えた。

　成長した己は、冷徹に──昏くらくほんの一瞬だけ目を閉ざす。

　──無理や。飛び込んだら死ぬ。

　眼めを開いて、現実を見る。命を預かる未来のキャプテンには、そうする義務がある。

　千ち紘ひろは攻めるのを止め、己の敏びん捷しようという燃料を、もぎ取れた一本の死守につぎ込んだ。

　身を切るような、苦渋の決断。

　そうせざるを得ないほど何かを背負った愛あい莉りの強さを、やはり認めるしかなくて。

「止やめ！　──勝負あり！」

　その強さを認めてなお、この困難を突破できない地力の低さを、千ち紘ひろは憎んだ。

「ごめん、ユキさん……っ。一本しか、取れんかった！」

　悔しさにまみれた、しかし確かに己でつかみ取った首の皮一枚を、次に託して。

　藤宮高校の中堅、二にの宮みや千ち紘ひろは戦いを終えた。

[image: ]







[image: 五人目：幸村円香が託すもの]




「ありがとうございました。また、どこかで。……待ってますから」

　また一つ戦いを終えて、悠ゆうは競技場の外の廊下で立ち尽くす。

　たった今剣を交わし、それから言葉を交わした相手が去って行くのを見送っていた。

　痺しびれたように熱い右手を、胸の前で掲げたまま、ずうっと。

「悠くーん。どうしたの？」

「……あ。円まど香か、先輩」

　背中側から漂ってくる良いい匂いと、耳から入ってくる幸せの声に振り返る。

　現役部員のみんなとは違って、私服姿の円まど香かが胸に両手を当てて笑っていた。

「お疲れさま。これでベスト８進出だねっ！」

「はい。……さっきの人、ほんとに強くて。びっくりしました」

　悠は右の手のひらを見つめて、それから確かめるように、ぎゅっと握った。

「握手してくれって、言われたんです。……泣いてました」

「……うん」

「ありがとうって。……引退したら剣道辞めるつもりだったけど、まだ続けたくなったって」

　名も知らぬ誰かからも想おもいを継ぐことができて、拳が、胸がいつまでも熱い。

　剣道を続けてきて良かったと、心の底からそう思えた。

「たまんないですね。人生歪ゆがめちゃうのって」

「うわー、悪い子だ。誰に似たのかなあ？」

「何で他人ひと事ごとみたいな言い方なんですか。円まど香か先輩だって散々やってきたでしょ」

　かつては自分なんてと自分を卑下していた先輩に、唇を尖とがらせて文句を言う。

「あはは、知ーらない。そっちが勝手に着いてくるのが悪いんだもん」

　しかし自信満々に円まど香かは笑って、悠に向かってべっと舌を出す。

　心に焼き付いて離れないくらい、この人は強くて優しくて格好良い先輩だった。

「見ててください。……約束、破ってばっかりだけど。今日は、絶対勝ちますから！」

　円まど香かは笑顔で頷うなずいて、拳を作っていた悠の右手に両手を伸ばす。

　丁寧に解いて、その手のひらを両手でぎゅっと包んで、円まど香かは想おもいを託してくれた。

「あと、ちょっとだよっ！　……がんばれ、がんばれ、がんばれ、がんばれっ！」

　幾度転んで砕けて涙を流しても、立ち上がり、最後まで駆け抜けた彼女の物語が。

　何者にも負けない力となって、今、悠の背中を押していく──。
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「よっしゃ！　じゃあゆーくんのお迎えはまといさんに任せて、組み分けやるでー！」

　どんよりとした雲を吹き飛ばすような千ち紘ひろの号令で、はっと円まど香かは目を覚ます。

　いけない。朝が早くて、つい立ったままうたた寝をしていた。

　頭の上をぽんと触ると、うさ耳が生えている。並んでいるゲートの向こうには氷のお城が見えるし、藤宮の部員たちで陣取った場所の後ろには開園待ちの待機列が伸びている。

　そう、今日はお休みの日曜日。楽しい楽しいテーマパークの一日だ。

　円まど香かはにこにこと、纏まといの代わりに取り仕切ってくれている千ち紘ひろに笑顔を向けた。

　後は手て筈はず通りに。江え坂さかと纏まとい、悠ゆうと史し織おりをそれぞれ今日でくっつけて、来週から──。




「はーい！　じゃあうちとはーちゃんは、ゆーくんと組みまーす！　もう決定！」




　なのに、規定のルートからいきなり千ち紘ひろの舵かじ取とりは外れ出す。

　こんなの聞いてない。ただそれは、一番の被害者である史織も同じみたいだった。

「おー？　なんやしおりん、魚みたいにぱくぱくして。何か文句あんのんか？」

「だっ、だっ……て……」

「まあしおりんがどーしても、ゆーくんと二人っきりでいちゃいちゃしたい！　って言うんやったら別に代わったってもええけどな？」

　史織だから当然言い返せるわけもない。ぐにゅううぅと唸うなって地団駄を踏んでいた。

　円まど香かは驚くばかりだった。上手うまい躱かわし方だけど千ち紘ひろっぽくない。

　じっと見つめていると、千ち紘ひろが視線に気付いて笑ってくる。慌てて笑顔を作って返した。

「はい、じゃあ他に意見ある人！　なかったらうちがてきとーに決めるで！」

「む。じゃあ二にの宮みや、次は俺が希望を出したい」

「おっ、ぶちょー！　聞きますよ！」

　そうだ、せめてここが上手うまくいってくれればいい。円まど香かの本命はあの二人だ。




「俺は最初、幸ゆき村むらと二人で回りたい。組ませてくれ」




　なのにこの裏切りはどういうことか。天変地異？　魑ち魅み魍もう魎りよう？　一体誰がブルータス？

　円まど香かは口をぱくぱくさせて、ついでに目もぐるぐるさせる。

「お、おお……。ぶ、ぶちょー、本気なん？」

「ああ、どうしてもだ。俺は幸ゆき村むらと二人がいい」

　史織と違って、ばしんと男らしく江坂は言い切る。「幸ゆき村むらは嫌か？」

　おかしい。こんなのは間違っている。言う相手を間違えている！

「…………べ、別に。い、いやじゃ、ない……けど……」

　そして答えもついつい間違える。奥さんが見てくれていないのが悪かった。

「うーん……男前！　よっしゃ、じゃあぶちょーとユキさんは決定や！」

　千ち紘ひろがそう宣言した瞬間、城きの崎さきは膝から崩れ落ち黒くろ瀬せは眼鏡を外して目頭を押さえた。

「くっそぉ……！　マジかよずりぃー！　一手遅かった！」

「この奇襲は流石さすがに読めねぇんだよなぁ……。やりやがる」

「まあ先輩方、あんだけバシッと決められたら何も言えねえスよ。後から行きましょう」

　そんな二人を、八や代しろが慰めている。異様な光景だった。

　これはある意味、みんなの危機だ。なんとかしてあげなきゃいけない。

　円まど香かの身体からだは自動で動いて、みんなから少し離れた木陰に戻った江坂の肩をつついた。

「ねえねえ、どうしちゃったの？　わたしと回りたいなんて。ひょっとしてご相談かな？」

「ああ。立たち花ばなとのことでな」

　円まど香かの笑顔がぱあっと咲く。今度は右肩から軽いタックルみたいに当たった。

「このー！　なーんだ、言ってくれたら良かったのに。そっか、纏まといと二人になりたいんだ？」

「……いや、そういうわけではなくてだな」

「照れなくていいってばー。そっかそっか、とうとう江坂くんもその気にね！　これはわたしの腕の見せ所だねえ。任せてよ、伊達だてに三年間見てきたわけじゃ──」

「幸ゆき村むら」

　楽しいテーマパークの時間なのに、彼の笑顔はぎこちなく固い。まるで。

「無理して笑うな。辛つらいだろう」

「えっ、何が？　まさか江坂くん、わたしがどれだけＳＤＫが好きか知らないの？」

「知っているよ。三年の付き合いだからな。……考えていることも、少しは分かる」

　少し、無警戒に近間に寄りすぎたのだろう。彼の強さを甘く見た。




「お前、辞めようと思っているだろう？」




　胸を刺されたような息がかすれて出て、円まど香かは枯れた花のように萎しぼんで自嘲する。

　かばんからピンクの手帳を取り出し、裏表紙に挟んである四つ折りの紙片を取り出し開く。

　遺書めいたぼろぼろの紙片には、幸ゆき村むら円まど香かの名前とはんこと、大きな文字でこうある。

　退部届。

「…………そっか。知ってたんだ。昨日の、こと」
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　三年間、泣いて叫んで吐いて転んで、泥道の中を這はいずりながら歩んできた。

　いつ辞めよう、今日辞めよう、やっぱり明日まで続けてみよう。

　そんな風に自分を騙だましては、立ち上がることを繰り返して。

　どれほど歩いたのだろう。千里にも思えた三年の道は、いつしか残り僅かになっていた。

　しかし最後の断崖が、のろまな自分を待ち受けていた。

『メェぇええええ─────────んヤァあっ、たアっ!!』

　外で降り注ぐ雷雨よりも激しく、史織の研ぎ澄まされた才能の刃が円まど香かを砕く。

　自分の三年間は、史織のたった三ヶ月。もはや円まど香かは、戦う意志を向けられない。

　三年間、グズだけど必死で頑張ってきた。少しは褒められてもいいかと思ってた。

　でも手渡されたのは花束ではなく、引導だった。

『円まど香か……っ。あんた、何やってんのよっ！』

　史織に踏みつけられ終わると、纏まといは火のような勢いで駆けてきて、両肩を摑つかんできた。

『何いいようにやられてビビってんのよ！　史織よ!?　あんな奴やつのどこが怖いってのよ!?』

　歯を剝むき出だしにして大声で、両籠手から伝わる力は身体からだが壊れそうなほど強い。

『あんたは、やればできる女じゃない！　どうして自信持ってくれないのよ!?』

　その言葉は自分を救うどころか、追い打ちをかけるように心に突き刺さる。

　心が砕け散って、もう直らないと諦めるように、不思議と乾いた笑いが漏れた。

『……わたしは、できないよ。……なんでもできる、纏まといとは、違うんだもん……』

　もう十分頑張った。ここで、終わろう。

『……わたしがここにいる意味なんて、最初からなかったんだよ』

　ずっと自分の中で繰り返していた呪いの言葉を、彼女に向ける。

　汚い触るなと弾はじき飛とばすように、纏まといが肩から手を離して突き飛ばしてくる。

『ッ……、勝手に、しなさい！　この馬鹿！　もう知らない！』

　顔すら見てくれず、纏まといは面を外して剣道場からいなくなってしまった。

　追えない円まど香かは、虚うつろな目で窓の外を見る。死に近づく心電図のような稲光が見えた。

　砕け散った心を拾い集めに円まど香かが動くことは、もう、なかった。





×　×　×






「今日で最後にするの」

　江坂の目もく論ろ見み通り二人になれたことは、本当にありがたかった。もう、噓うそでも繕えない。

　部の仕事として人気アトラクションのスピードパスを取ってからは、近くの混むことで有名なアトラクションに二人で並んでいた。なんならここで、午後まで時間を潰したい。

「もう、疲れちゃった。……いる意味ないなら、もういいよね」

　どうせ試合に出ても二本負けだ。不戦敗と何も変わらない。

　幸ゆき村むら円まど香かがいなくたって、藤宮高校剣道部は変わらず続いていく。それで満足だ。

「……ねえ、いつまで見てるの。いい加減返してよっ」

　江坂は隣で、渡した退部届をじいっと見ている。

　取り返しに手を伸ばすも、長身を活いかして頭上に掲げられて届かない。ぴょんぴょん跳ねても全然届かなかった。胸が重たい。悔しい。

「やめてよ、もうっ！　子どもじゃないんだから！」

「はは、すまん。……つい、懐なつかしくてな」

「懐なつかしい？」

「俺も一度書いたんだ。一年前の団体が終わった日にな。……限界だったよ」

　まるで昔の写真を懐なつかしむように退部届を見る江坂に、円まど香かは絶句する。

　上に掲げていた退部届を下ろすと、江坂はこっちを見て微笑ほほえんだ。

「だが翌朝出しに行くところを、お前と、髪を染めた立花に捕まった」

「……え。あ、あのとき!?」

「ああ。運が良いいのか悪いのか、今でも分からんが」

　江坂はついた折り目通りに退部届を四つに畳んで、円まど香かに向かって差し出す。

「お前はきっと、運が悪い。それは分かる。……これは返すよ」

「ど、どういう意味？」

「どうせ辞められないから、破く意味はないと言っているんだ」

　かっとなって、江坂から退部届を奪い取る。周りの人が驚くぐらいの声が出た。

「馬鹿にしないで！　わたしだって、自分で決められるよ！」

「そうかな。じゃあなぜ、今日ここに来たんだ？　俺なら絶対、気まずくて休むが」

「そ、それは……。だって、しょうがなかったんだもん。千ち紘ひろたちが来たから！」

　昨日の夕方、千ち紘ひろは葉は月づきと一緒に実家の花屋を訪ねてきたのだ。

『あっはっは、濡ぬれた！』『入れて？』

　しかも、なぜか傘を差さないで。あんなのお風ふ呂ろに入れるしかない。

　二人はするりと家に入り込むと、瞬またたく間まに両親と仲良くなって泊まることが決まっていた。

　しかも『明日は一緒にＳＤＫ行くねん！』なんて根回しを親にされて。

「あんなの逃げられるわけないよ！　ずるい！」

「ははは、そうか。ほらな、言った通りじゃないか」

　二人の暗躍を聞くと、江坂は嬉うれしそうに頷うなずく。

「辞められんよ、お前は。優しすぎるし、みんなに好かれすぎたんだ」

「……っ」

　上手うまく言葉が見つからないから、首だけぶんぶん振って否定する。いらついて見捨ててくれればいいのに、江坂は「相変わらず卑屈で強情だな」と微笑ほほえむだけだった。

「まあ、口で言っても聞かんことは分かっている。だから体験してみないか」

「え……？」

「お前は今日、一切笑わなくていい。誰かを誘うこともしなくていい。私をもてなせと、不遜にふんぞり返っていろ。例は三年見てるんだ。やれないことはないだろう？」

　ふと、今は隣にいない纏まといの姿が脳裏に浮かぶ。

　ここに来て、初めて本心から苦笑してしまった。

「わたしは纏まといみたいにはなれないよ。……最後まで、なれなかった」

　どうして幸ゆき村むら円まど香かが、剣道部への入部という人生最大の愚を犯してしまったのか。

　みんな凄すごい謎だと考えてるみたいだけど、真実は大したことない。

「あんな風になりたかったから、こんなところまで来ちゃったのにね」

「……まあ、やってみてくれないか」

　同じく昔を懐なつかしむように、江坂は遠くを見て口にする。

「まだ最後じゃない。……折角遠いところから、ここまでやって来たんじゃないか」

　列が捌はけるまでの、長いとも短いとも言えない待ち時間の間、円まど香かは江坂と、部活に入るまでの昔話に花を咲かせる。

　纏まといには内緒にしててねと、秘密を守るための鍵を決してかけ忘れずに。
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　きらきらした自分になりたかった。

　勉強も運動もぱっとしない。人が好きだと言ったものを好きになる。

　何より、自分で決められない。そういう嫌いな自分を、高校に入ったら変えてみたかった。

『ねえ、剣道部の先輩めっちゃイケメンだったね！』『胴着も格好良かったー！』『見に行く？』

『え。……う、うん！　格好良いよね！　みんなが言うなら、行こうよ！』

　でも、環境が変わったくらいで人間は簡単に変われない。すぐに剣道場へと流された。

　本当は運動部なんて、特に剣道部なんて、世界がひっくり返っても入りたくなかった。

　でも大体、女の子の運命の出会いは最悪からスタートするものだ。

『ごめんなさい、前を通るわね』

　立花纏まとい──新入生代表挨拶をしていた、もの凄すごく綺き麗れいで頭の良いい人。

　胴着に袖を通してはいるが、あの怜れい悧りな狐きつね顔がおの美人を間違えるわけがない。

　一つに束ねられた美しい黒髪を初めて近くで見ると、思わず息が止まるほどだった。

　惚ほれっぽい円まど香かは纏まといのことを視認してから、みんなが帰ったことにも気付かず見つめる。

　そして事件は、地稽古で起こった。

『立花さん、一本やらない？』

　百八十はあるだろうか。男子の大柄な先輩が、纏まといの肩を叩たたいて挑みに行ったのだ。

　確か、紹介されたときに次の代のエースだと言われていた。見ているだけで円まど香かは震える。

『……ええ、是非。二年生でしたっけ？』

　しかしそんな相手に向かって、纏まといは怖がるどころか、花のような笑顔を崩さず受諾した。

　纏まといは向こう側に歩いて、竹刀を抜いて立ち上がる。

『オぉアあああ────────────やああッ！』

　容赦なく攻める先輩の野太い声に、円まど香かはまたびくりと身体からだを震わせる。

　立花さん逃げて──と、案じる必要はなかった。




『キぃヤぁあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あああああァアああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！』




　獣みたいに高く叫ぶ纏まといに、円まど香かは心を奪われる。纏まといの声は、強いのになんだか怖くない。

　とくん、とくん、とくん──。

『メぇえ───────────ええええんやあッ！』

　纏まといに向かって、男子の剛直な竹刀が飛来する。

　それをふわりと纏まといはいなし、相手の籠手にゆっくりと竹刀を置く。世界が、止まった。

　──すとん。

　まるで恋にでも落ちるように、円まど香かの心も静かに弾はじけた。

『小ぉっ手ぇえええええ─────────しゃあッははははは！』

　はいおしまい。無駄な努力、ご苦労様。

　そんな風に嘲あざ笑わらうような、性悪で凶悪、しかし自信に輝く一本。

　一番よく使われる、出小手という技なのだそうだ。

　──きらきらしてる。格好良い！

　痺しびれた。決めた。

　あの子の近くに居れば、自分だって変われるかもしれない！

『わ、わたし……剣道部に、入りますっ！　今ここで、入部届を書きますっ！』

　その日初めて、誰かが行きたいからではなく、自分が行きたいからと道を決めた。

　タイムマシンがもしあるなら、それは地獄への片道切符だと今すぐ説教しに行きたい。

　でもきっと、昔の惚ほれっぽい自分は絶対に聞く耳を持たないだろう。

　纏まといが練習の途中で面を外してトイレに行った後を、円まど香かは雛ひなのように着いていく。

　しっかりと落ちがついた。

『はっ。高校もチョロいわね。入るか』

　纏まといは自分に気付かず、鏡の前で化けの皮を脱いでにやりと笑った。

　あの子にもまだ、あの頃は詰めの甘いところがあったのだ。

『……うわあ』

　感嘆の声を上げると、纏まといが『げっ』と声を出して振り向いた。

　酷ひどい。騙だましたんだ。そんな性格悪い子だなんて思わなかった。

　なんてことは、思わない。

『やっぱり立花さんって、綺き麗れいなのにすっごく性格悪いんだねっ！』

『や、やっぱりって何よ!?』

　人に嫌われるのが怖いから、人のことをよく見る。あの一本で実は悟ってた。

　円まど香かは最初から全部織り込み済みで、素のままの纏まといに惚ほれ込こんだのだ。

『わたし、幸ゆき村むら円まど香かです。よ、よろしくねっ！』

『……立花纏まとい。忘れていいわよ』

　これが、あの子との出会い。剣道との出会い。

　幸せの絶頂で、あとは落ちるだけが待っている──。
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「幸せなんだよなぁ……」

「分かる！　マジでそれ！　オレは今日このために来たんだよ！」

　それにしても。

　あの冴さえない一年生の自分から、どうしてこんな未来に辿たどり着つくんだろう。

　円まど香かはまた列待ちでどぎまぎしながら、左右で騎士みたいに侍はべる黒瀬と城きの崎さきの顔を見た。

　さっき江坂とアトラクションを乗り終わり、出口から出ると二人が出待ちしていたのだ。

　何事かと江坂の陰に隠れると、彼は「試してみろ」と笑った。

　なのでやぶれかぶれに、纏まといごっこをやってみる。

『何の用？　わたし、い、忙しいんだけど』

『『オレらと一緒に乗ってください。お願いします！』』

　まるで結婚でも申し込むように、熱烈に誘われてしまった。

　どうしてわたしなんかに。そう思う一方で、少しにやけてしまいそうになる。

　──いけない。笑っちゃいけない。

　明日、辞めるから。もう心残りは一つも作りたくない。

　円まど香かは列待ちでいたら一番嫌な奴やつ、ほら私を楽しませなさいと黙る不機嫌女を演じた。

「にしても深ふか瀬せのヤツー……。後でお仕置きだな。なあクロ、何が効くかなあ」

「やっぱお預けだろ。引き続き水みな上かみに会わせねぇ方向でいくか」

「おっ、それでいくか！　アイツにはオレらといちゃつくの刑を受けてもらおう」

　でも二人の会話が逸それていって、すぐに動じてしまう。

　史織とのことがみんなにバレてる。どうしてか分からないが、喧けん嘩かはいけない。

「ふ、二人とも駄目だよ？　そもそもわたしが、弱かったのがいけないんだよ」

「あぁ？」

　黒瀬の謀む反ほんに遭い、円まど香かは俯うつむいた顔を上げてしまう。怖い。

「泣き寝入りはやめましょうよ。いかにおれが眼鏡とはいえキレますよ」

「そーだよ。舐なめられたままでいいの？　つーかオレらが良くねえす」

　すると二人は、不機嫌そうに眼鏡を上げるか、カチューシャを乱暴に外すかなどした。

　本当に怒っている。昨日悠とやり合っていたときと、遜色ないくらい。

「弱い奴やつは何されても我慢しろってか。気に入らねぇ。幸ゆき村むら先輩を何だと思ってんだ」

「そーそー。大体、オレらは深瀬と円まど香かサンなら圧倒的に円まど香かサンだから！」

「……おばかさんだね、二人は。わたしなんかに、夢を見すぎだよ」

　先輩というものには、補正がかかる。自分だってそうだった。

　でも逃げようとしている人間なんかに、きらきらした視線を向けてほしくなかった。

「本当に、弱くて汚い子なんだよ。わたしは……」

　列待ちの時間は、纏まとまった話をするのにちょうどいい。

　円まど香かは、二人が見ていなかった頃の自分──一年生の頃の話を始めた。

　三年間、練習に来るのが苦痛で仕方なかった。

　しかも、部活に入った翌日からだ。

　痛い。臭い。辛つらい。怒られる。できないから何度もやり直し。これで楽しい方がおかしい。

『ま、纏まとい！　今日こそ、全部練習出ようよ！　纏まといなら、もっとできるよ！』

『はあ？　要点はこなしてるでしょ。あんたも適度にサボったら？』

　しかもお目当ての纏まといは、生徒会と称してよくサボる。来たって要領よく手抜きばっかり。

　夢見たきらきらは、どこにもない。過酷な現実にすぐに心は折れた。

　毎日ひとりの帰り道で泣いて、自室に戻ると泣きながら記入済みの退部届を見つめる。

『もう……やめるんだ……っ』

　一旦は、断固たる決意を決めるのだ。

　でも、二時間もしたら。

『明日は纏まといが来るし……。先輩たちも、やさしいし……。……人は、良いいんだもん……っ』

　ご立派な理由を並び立てて、退部届を畳んで手帳にしまう。

　結局は、辞める勇気がなかった。それすら自分ひとりで決められなかった。

『……あと。……あと、一日だけ……。頑張ったら、やめる……っ』

　楽になれる毒薬を飲み込むことができずに、勇気がないから先延ばしを続ける。

　それで何とか春は越えられた。でも夏は、そうはいかない。

『……ぅ、おぇ、……ぇええ、っ……げ、……うっ……おっ…………え……』

　トイレの洗面所と酸すっぱい胃液の味だけが、円まど香かの夏の思い出だ。

　蒸し暑くて呼吸ができない面の中を思い出すと、今にも倒れてしまいそうになる。

『あ、あの。……その、おばあちゃんが危篤で。……今日、休みます』

　堪えきれず、架空の祖母を一人殺あやめて、友達と遊びに出かけたこともあった。

　抜けるような青空と、燦さん々さんと照りつける太陽の下を歩いたあの夏の日が忘れられない。

　町の人みんなが、自分を監視している気がした。

　大好きなはずの甘い物も、不味まずくて喉を通らない。胃液の味のほうがマシだった。

　本当に、弱い。サボる心の強さまでも自分にはなかった。

　辞められない上に、行くも地獄、引くも地獄だ。ならどっちに行くか。

『明日は練習に行こうかしら。あんた、ちょっとは上手うまくなったの？』

『……えへへ。纏まといが本当に来てくれたら、教えてあげる！』

　どうせなら、纏まといに会えるほうにいたい。

　そんな浅はかな人間が、だましだましここにいただけ。

　ただ、それだけの話だ。

「ね。幻滅したでしょう？」

　裏側を見てしまえば、幸ゆき村むら円まど香かなんてこんなものだ。存分に引いてほしい。

「今の話聞いて、どうやって幻滅しろって言うんすか？」

「だよなー。むしろこれで引くって思ってる円まど香かサンが、なんかかわいいっつーか」

「え。あ、あれ……？」

　なのにどうして二人とも、しょうがないなあこの人はと笑うんだろう。

　列進みましたねと黒瀬は言って、また背中を押してエスコートしてくれる。

　あんまり他人に触れる子じゃないのに、少し変わったなと思う。

「三年間、そうやって生き延びてきたんじゃないですか。何で卑屈になるんです？」

「だ、だから、わたしはサボって逃げたって言ったじゃない！」

「でも一回だけじゃん。そっから一度も休んでないって、纏まといサンは言ってたよ？」

「え……纏まといが？」

「あの人は先輩がいないとこじゃ、口を開けば円まど香か円まど香かですよ」「好きだよなあ、ホント」

　そんなの知らないと文句を言うと、あの人がボロ出すわけないでしょと黒瀬に反論される。

　ごもっともだった。唸うなっていると、城きの崎さきに笑われた。

「ねえ円まど香かサン。何言っても、オレらが円まど香かサンに思うことは変わんないよ？」

　彼はカチューシャを外して俯うつむく。前髪で目が見えず、僅かに上がった口角だけが見えた。

「誰も見てないとこでも、頑張れる人なんじゃん。円まど香かサンは。すげーよ。……オレにはそれが、どうしてもできなかったんだ」

「それに、見てるところでもやって来たでしょ。おれらが一年の頃から、ずっとです」

　ひねくれて、他人を滅多に褒めない黒瀬が城きの崎さきに続く。

　苦笑して目を合わせてくれないけれど、横顔に参りましたと書いているような気がした。

「幸ゆき村むら先輩置いて、練習はサボれなかった。でもそのお陰で今、しがみつけてる」

「ねえ円まど香かサン。オレら弱いけどさあ、最後まで折れねーからちゃんと見ててよ！」

　悠から同じ苦難を課された後輩たちは、それでも笑い、未練を──約束を課してくる。

「シャバまであとちょっとです。もう少しだけ付き合ってくださいよ」

「やっぱ円まど香かサンがいなきゃさ。頑張るには、ご褒ほう美びがねーと！」

　二人が、両側からぽんと肩に手を置いてくれる。

　まるで砕け散った自分の欠片かけらを、拾って手渡してくれたようだった。
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　男の子たちの猛攻は続く。

　お昼ご飯を食べ終わった後、円まど香かはまた、長い待機列に並びながらどぎまぎしていた。

「ま、まさか、八代くんにもお願いされるなんて、わたし思わなかった……」

「そうスね。俺も意外でした」

　集合場所のかまくらドームで、無愛想にひとりでご飯を食べていたら彼はやってきた。

『幸ゆき村むら先輩。午後一発目、俺と何か乗ってくれないスか。よろしくお願いします』

　丁度纏まといが江坂の頰をぱしんと張って、何かを話していたその後のことだ。

　八代は他の男子とも、女子とも相談せず、ひとりで動き出したのだ。

「どうして、わたしを誘ったの？」

「……部長たちの邪魔はできねえんで。それに少しだけ、話したかったんス」

「や、八代くんが、わたしと？」

「深瀬のことです。あいつも昨日、生意気したでしょ。俺みたいに」

　彼もまた、史織とのことを知っていた。

　自分で見ていたのか、それとも犯人たちに告げられたのか、分からないけれど。

「深瀬のこと、許さなくていいんで、分かってやってくれませんか？」

　眉をハの字にして笑い、史織をかばう八代は、昨日より少しだけ大人びて見えた。

「あいつまだ、吹っ飛ばされたことねえから分かんねえだけなんスよ。俺だってそうだった」

「……過去形なんだ？」

「はい。……五月の練成会のこと、覚えてませんか。一緒に帰りましたよね」

　八代の問いかけに、円まど香かは頷うなずく。

「覚えてるよ。わたし、全部負けたもん。……大っ嫌いなんだ。練習試合」

　一年生の厳しい夏を越えて、秋を迎えてからだ。試合が嫌いになったのは。

　夏の地獄の基本を踏まえ、秋は新チームを鍛えていくために練習試合が増えていく。

　毎週のように試合があって、その日のうちに十何試合も繰り返す。

『…………あぁ。……また、負けちゃっ、た……』

　そのひとつとして、円まど香かは勝てなかった。

　辛つらい夏を越えたご褒ほう美びを、神様は与えてくれなかったのだ。

『また勝っちゃった。どいつもこいつもチョロいわねえ』

『……もー。それだけできるんだから、もっと毎日本気でやってよ！』

　秋を越えられたのは、試合だけ出てきて勝ちまくる纏まといの姿を側で見られたからだ。

　そのときはただ、見ているだけだった。纏まといを叩たたき直なおすほどの強さもなかった。

　でも強くなれたら剣道を好きになっていたかというと、絶対そうじゃない。

「勝てても、しんどいんだよ。わたしには……」

「……分かります」

「っ！　分からないよ！　強い八代くんには！」

　語気を荒らげて、年下の子に怒ってしまう。良くない。でも今日は、我慢できない。

　勝てない秋を越えると、夏よりも厳しい冬が来た。

　剣道で、一番辛つらい時期だ。寒さで打突の痛みも倍になれば、稽古の量も倍になる。

　冬特有の凄すさまじい稽古に加えて、心身共にかじかむ凍えが、円まど香かの心を折りに来た。

　一度、枯れ果てた。

　纏まといが側にいるという鎮痛薬ももう効かなくなった。

　激しい気持ちなどなく、器から水が静かに溢あふれるように、円まど香かは限界を迎えた。

　これで最後にしよう。一度も勝てませんでした、見込みがないですと言えば理由は通る。

　そんな開き直った気持ちで挑んだ、二月の練習試合。

『面あり！　──勝負あり！』

　円まど香かは、勝ってしまったのだ。それもそこそこの相手に。

　冬の無情なそれとは全く違った甘美な痺しびれが両手から伝わり、円まど香かは泣いてしまった。

　そのときに心から漏れた悲鳴のような言葉が、この子に分かるはずがない。




「なんで勝っちゃうんだ、って思いませんでした？」




「……っ」

「練成会で、俺は乾いぬいに遊ばれてぶっ飛ばされたんスよ。しかも水上先輩に肩支えられて、格好悪いだけじゃなくて、あの人はそんな乾いぬい見て嬉うれしそうだった」

　あの日快かい晴せいに突かれた喉を押さえる八代は、未いまだ息苦しそうだ。

　部内で悠と江坂に続く腕前を持っているのに、それでも。

「思い知ったんス。俺、才能とかねえんだって。ただ、何も見えてなかっただけなんだ」

　今でもたまに夢に見るんだと、鼻の頭の絆ばん創そう膏こうを搔かいて彼は苦笑する。

「立ち直れたけど、毎日先輩見てるとキツくなるときがある。俺諦めたほうがいいんじゃねえかって。どうせここまでは行けなくねえかって、たまに自分が言うんです。分かりません？」

「……うん」

「そういうときに限って、勝っちゃうんスよね。……勘弁してほしい」

　強い彼も、自分と同じ悲鳴を漏らす。

「ああ、俺も見込みないわけじゃねえんだなって、諦めきれなくなる」

　咲く見込みがないならないと、誰かに断言してほしい。

　でも中ちゆう途と半はん端ぱに光が見えたら、降りられなくなってしまう。

『あ、あんた……勝ったじゃない！　ほら！　見なさいよ！　ほら！　今日は祝いよ！』

『……大おお袈げ裟さだなあ。ただの、まぐれなのに』

　自分だっていつかは、纏まといのように咲く明日が来るんじゃないかと、そんな夢を見て。

　毎日寝て起きてを繰り返していたら、いつしか冬を越え、また春がやって来ていた。

　そしてなぜか、今もここで生きている。

「幸ゆき村むら先輩。……でも俺は、今は、早めに吹っ飛ばされて良かったって思ってるんスよ」

「……うん」

「辛つれえけど、でもあの一日は俺にとって必要だったんです。……だから幸ゆき村むら先輩にも、いつか昨日が、必要な一日だったって思ってほしい」

　八代は、いつも鼻の頭に着けている絆ばん創そう膏こうを初めて外す。

「あの日、辞めようと思ってた。……でも自分のことそっちのけで、先輩は励ましてくれた」

　彼の鼻の下には、悠の頰についているような大きな傷があった。

　それを初めて他人に晒さらして、でも誇るように、あの日を忘れないと八代は笑う。

　人に優しくあろうとするその笑顔が、どこか悠と似ていた。

「幸ゆき村むら先輩。一度も負けたことねえ奴やつなんかに負けちゃダメですよ。先輩は強い人なんだ」

「……う」

「明日から復ふく讐しゆうしましょう。俺空いてるんでいくらでも手伝いますよ」

　もう切り捨てると決めた未来の話をして、彼もまた背におそるおそる触れてくる。

　砕けて散らばった自分の欠片かけらがまた一つ、手渡された。
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　円まど香かは、包囲網から逃げられない。

　もうこうなったらと、犯人に直接問うことにした。

「ねえ。今日は二人とも、朝から何を企たくらんでるの？」

　笑顔の千ち紘ひろと葉月は、両腕から磁石みたいにひっついたまま離れてくれない。

　八代から別れた途端、刺客のバトンはついに優しく手て強ごわい女の子たちの手に渡った。

『ユキさん！　ユキさん！　ユキさぁ──んっ！　好きぃ───！』

『だいすき』

　もう拗すねる暇もなかった。並び疲れたからとベンチに座っても、二人は逃がしてくれない。

　両側から、真実は語られた。

「あっはっは、ほんまは朝からとちゃうで！」

「ん。大作戦、昨日の夜から」

「だ、大作戦？」

「うん！　ゆーくんとあほ共を仲直りさせるやろー？　調子乗ってるしおりん一回しばくやろー？　……ほんでユキさんを絶対連れてきて、まといさんと仲直りしてもらう」

「……そっか。千ち紘ひろが、見てたんだ？」

「ううん。見てくれてたのは、はーちゃん」

　二人は、もう円まど香かの手から離れて立ち上がる。特に葉月は、小さくピースまでしていた。

「いつも、助けられてました。……だから今度は、藤ふじ野のたちの番」

　道理で、千ち紘ひろにしては賢すぎると思った。この子が黒幕だったのだ。

「……もう、いいのに」

　どうしてみんな、放って置いてくれないのだろう。こんなに弱くて価値のない人間を。

　にこにこ笑う千ち紘ひろは、座る円まど香かの両肩をぎゅーっと摑つかんできてこっちを見てくる。

　顔を背けても、同じ方向に笑顔を動かしてくるので、とうとう円まど香かは笑ってしまった。

「あはは、やめて。かわいいよ」

「せやろ！　でもユキさんほどとはちゃうねんで？」

「……わたしは」

「はい聞けへん！　うち人の話聞かへんねん！　ごめんな、喋しやべらせてな！」

「千ち紘ひろ、謝罪」

「はい！　すんません！　桐とう桜おうでまといさんの邪魔しようとしてごめんなさい。止めてくれてありがとう！　それから！　みんな今のこと頑張ってんのに、うちだけずううう────っと昔のことばっかで！　ごめんなさいっ！」

「これから、頑張らせる。円まど香かせんぱい。千ち紘ひろ、許して？」

　葉月が千ち紘ひろの頭に手を置いて、頭を下げさせる。

　なんだか未来の力関係が見えた気がして、円まど香かは可笑おかしい。

「葉月は、強くなったねえ……」

「ん。円まど香かせんぱいの、おかげ」

「……そういうのは」

「ほんと。怒ります、よ」

「ユキさん。はーちゃんが怒ったら怖いで。うちしばかれて泣いてもたもん！」

　笑う二人の善意が眩まぶしく、円まど香かの胸が詰まる。

　千ち紘ひろが肩に置いてくれた両手から、指先の温ぬくもりが伝わる。

　その熱は温かくて、砕けた何かがまた戻ってくるのを、確かに感じる。

「なあユキさん。自信持ってや。ユキさんは凄すごい人なんやで？　目ぇ逸そらしても、証拠はアホほどあんねんで？」

「証拠……？」

「あの彼方かなたが土下座しとったやん。あいつは絶対、しょうもない奴やつに頭下げへん！」

「……う」

「うちやっと分かった。あいつ昔にどついたったん、ユキさんなんやろ？」

　一年前の若気の至りを、円まど香かは恥ずかしくも首肯する。

「まといさんが髪染めたんかって、どうせユキさんがしばいたったからなんやろ！」

　それからもっと前から募らせてきた想おもいだって、円まど香かは肯定する。

　自分が積み重ねてきたことから、目を背けて否定することはできない。

　だってもう、その上にこの子たちの想おもいも乗っている。

「円まど香かせんぱい。……弱いって、保険かけちゃ駄目。先輩、なんでしょう？」

　一歩前に進んだ葉月が、最後に手を差し伸べてくれる。

　円まど香かはその手を握って、また一つ、砕けた自分の欠片かけらを受け取った。

「……うん。そうだね。それに纏まといとも、江坂くんとも、約束したしね」

　気付けばもう、三年生だ。あともう少しだ。

　誰かの思いを背負った背を、いつまでも曲げているわけにはいかない。

　円まど香かは葉月の手を離して、自分の力で立ち上がる。

　転んで起き上がることは、誰より得意だった。

「よーし。じゃあ、作戦の続きだね！　まずは史織ちゃんを潰しちゃおっか♪」

「よっしゃー！　行くでー！」「ん。天てん誅ちゆう」

「あ。あとそれから。……元の作戦も、ひとつだけちゃんとやらせてね？」

　幸ゆき村むら円まど香かが戦いに行くとき、いつも理由は一つしかない。

　自分のためには怒れないし、人を叩たたいたりはできないけれど。

「纏まといには、ちゃんと江坂くんと幸せになってもらおうね。わたしの仲直りは後でいい！」

　あの日燃え上がってくれたヒーローのためなら、自分は何だってできるのだ。

　曇りが晴れて、輝き始めた夕ゆう陽ひに向かって円まど香かたちは歩き出す。

　大事な約束を背負って伸びていく影の背は、もう曲がってはいなかった。
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『胴ッ、しゃぁああ──────────────やあああッ！』




　一年前の、団体戦の日。星せい蘭らん高校との試合だった。

　まるで彗すい星せいのように突如と現あらわれた女が、円まど香かたちの運命を大きく変えた。

　一いちノの瀬せ彼方かなたという謎の女は、担かつぎ胴どうという知らない技で、纏まといを粉々に砕いてしまったのだ。

　信じたくない。けれど震える手でつけたスコアブックには、事実しか残らない。

　三対一。藤宮高校の勝利。

　幸ゆき村むら円まど香かは引き分けの金星を挙げ、そして立花纏まといは、無様に二本負け。

『……くぁ、あ』

　纏まといを砕いた女は、独りで濁った目で上を見て、向こうで退屈そうにあくびをしていた。

　円まど香かは唇を嚙かむ。血と汗と涙が、一気に流れ出て止まらない。

『……は』

　なのに纏まといは、負けたのに冷め切って笑っていた。

　堪えていた声が嗚お咽えつとなって漏れ出してしまうと、纏まといがぎょっとしてこっちを向いた。

『な、何よ。なんで、あんたが泣いてんのよ？』

『……纏まといは。……悔しく、ないの？』

　円まど香かは震える両腕を、纏まといに向かって伸ばした。握力なんてほとんどなかった。

　それでも胸ぐらを摑つかんで、無駄だと分かって問いかける。

『……やれば、できるのに。……やってくれないんだ。……どうして。……どうして？』

　ああ、もう無駄なんだ。答えてさえくれないんだ。

　円まど香かは涙が拭えないまま、力なく纏まといの胴に頭をぶつけた。

『わたしはね。……あなたが悔しくないことが、悔しくてたまらないんだよ……？』

　あの後どうしたか、記憶が定さだかじゃない。でも纏まといと一緒にはいられなかった。

　六月の曇天の中、朽ちる場所を選ぶように、体育館裏の自販機がある休憩所に向かう。

　まるで煙草たばこでも吸いにきたのかと見まがうほどの不良の先客が、二人たむろしていた。

　一人は、清せい楚そで通っている桐とう桜おう学がく院いんに合わない三み刀とうというギャル。髪も一部緑だ。

『……あ……』

　そして、もう一人。さっきは緑のエクステを付けていなかったが、その程度で間違えるわけがない。紺の胴着に黒緑の胴、そして星せい蘭らん高校の垂れネーム。

　一ノ瀬という謎の女は、ベンチに腰掛けて、ぼうっと曇り空を見上げていた。

『一ノ瀬が一回戦負けなんて、中一ん時以来じゃん？　懐なつかしいね～』

『おー、必要経費だしな。いつも三カ年計画さ。最初の一年は着弾修正作業だよ』

　一ノ瀬彼方かなたは低く声を落とし、光の映らない目を細める。

　誰にも触れない壊れた機械が、自律して動き続けている。そんな恐ろしさがあった。

『……ああ。つまんねえなあ。こんな、つまんなかったっけ？　……全然、届かねえしさ』

『い、一ノ瀬……？』

『所詮どんなに走ったところで、兎うさぎじゃ、月には行けねえってことなのかな……』

　触角のような付け髪を触って、彼女は俯うつむく。腰巾着のような隣の子が慌てた。

『ま、まー、今は個人戦のことはいいじゃん!?　ほら、さっきの大将戦の話しよ～ぜ！』

『……ああ』

　いつも、枯れようとしたら神様が無理矢理水を注いでくる。

　幸ゆき村むら円まど香かは多分、そういう呪われた星の下に生まれた。

『たいしたことなかったな。いるんだよなー、ああいう中ちゆう途と半はん端ぱに上手うまいだけの奴やつ』

　目の前にいるのは、宇宙人然とした、纏まといを倒せるぐらい強い女。

　それならきっと取り巻きも、自分なんか比べものにならないくらい強いのだろう。

『あのう。一ノ瀬さん？』

『…………はい？　何か？』

　でも、関係なかった。円まど香かは座る一ノ瀬の前に出て、得意技の笑顔で油断させる。

『ごめんね？』

『んっ？　どうしました、カナが何か──』

　理性を置き去りにして、腕はしなる。生まれて初めて剣道をやっていて良かったと思った。

　手首の返しも、打ち終わった後の残心も、竹刀が無いだけで変わらない。

　自分の頭の血管がぶち切れる音よりも大きく、一ノ瀬の頰を張った音が曇天に響いた。

『馬鹿にしないでっ！』

　言葉も涙も止まらずに、円まど香かは叫ぶ。

『纏まといはねえ、本当はもっと凄すごいんだ！　あんたなんかと比べものにならないほど、本気になったら凄すごいんだから！　馬鹿にしないで！　馬鹿に、……しないでッ！』

　生まれて初めて人を叩たたいた。でも我になんて返れない。

　感情のまま、啖たん呵かを切った。

『見ててよっ！　来年本気でやったら、勝つのは絶対、立花纏まといなんだからっ！　あなたなんかに絶対負けない。纏まといは勝つよ！　だからそのときは、今の言葉を取り消しなさい！』

『……今の？』

『纏まといがたいしたことないなんて言ったでしょう!?　絶対許さない！　土下座させてやるっ！』

『おいアンタ、急になんだよ!?　頭おかしーの!?』

『いい、愛あい莉り。……いいから』

　頰を押さえる一ノ瀬の目に、光が宿る。

　動き出そうとする愛あい莉りをもう片方の手で制止して、にこっと微笑ほほえんだ。

『いーよ土下座な。するするしてやる！　その立花纏まといだっけ、覚えとくし次やるのも楽しみにしとく。しょーじき言って、あの程度なら百回やっても百回カナが勝つし。……でもさあ』

　じっくりと値踏みするように、彼女は睨にらんで殺気を飛ばしてくる。

『キミも何かしろよ。カナは何もしねえ奴やつが嫌いだ。……キミが弱くたっていいよ。でもその立花纏まといって子が担になうにふさわしい何かを、キミも賭けてよ』

『いいよ。命でも何でも、纏まといのためなら賭けてあげるよ！』

　即答だった。その場で銃を突きつけられても、きっと平気だっただろう。

　円まど香かこそ、絶対にその顔忘れまいと一ノ瀬の顔かたちを両眼で睨にらむ。

　その触角みたいな緑の付け髪は、一生忘れられそうになかった。

『じゃあわたしが負けたら、髪の毛全部緑に染めてあげる！　それで、一生剣道やったげるよ！　わたし弱いんだからね！　そんな格好してやってたら、絶対笑いものだよ！』

　こんな苦痛だらけで、今すぐ辞めたいほど憎む剣道で、人生を染め上げたっていい。

　でもあの日憧れたヒーローを汚されたままでいることだけは、絶対に許せなかった。

『一年後を見てろ！　次に勝つのは、絶対纏まといなんだから！』

　もう戻れないくらいはっきりと叫んで、円まど香かは踵きびすを返かえし、体育館の方へと走る。

　その日は試合に負けても、それから先輩が引退しても、一切泣かなかった。

　体育館前から近くの小さな公園に移動して、先輩たちの引き継ぎが終わると、纏まといは言う。

『円まど香か。……帰るわよ』

　茜あかね色いろの夕焼けを照り返して、纏まといの黒髪は燃え上がる炎のような色を帯び、風に靡なびく。

　──綺き麗れいだなあ。やっぱり。

　たとえ自分がどんなことをしてでも、やっぱり燃え上がってほしかった。

『ねえ、纏まとい。わたしに部長、代わらない？』

『……は？』

『わたしがやっといてあげるから、後はお勉強しといたら？』

　喧けん嘩かも、一度はやってみるものだ。煽あおりがよく馴な染じむ。

　剣道は何度やっても上手うまくならないのに、簡単に応用できてしまう。それが皮肉だった。

『負けても、悔しくないんでしょう？　それって本気じゃないからだよね。部活をやってたって実績が、推薦取るために欲しかったんだよね？』

　どうしてやらないのと怒っても効かなかった。お願いやってよと泣いても効かなかった。

　だったら次は、馬鹿にするやり方に賭けてみる。

『いいよもう、部活に来なくて。実績だけあげる。それで大学に行けばいいんじゃないかな。星せい蘭らんの人たちが行くより、ランクの低い大学に』

　気の強さを現あらわす綺き麗れいな瞳が、自分だけを睨にらんでいる。

　最近は、他の男をずっと追っている目が。それが少し、痛快だった。

『わたし、江坂くんと二人でやってるね？　……一生懸命やってる人、好きだもん。もしかしたら恋しちゃうかもなー』

　何が刺さるかはこの際問題じゃない。まずは全部試してみよう。

　開き直った幸ゆき村むら円まど香かは、少しだけ強い。

『そうやって纏まといはずっと、「自分はやればできるんだ」って思い込んでればいい。あなたみたいな人は結局、一生懸命やってきた、江坂くんみたいな人に負けるんだよ』

　精一杯の罵倒が、何か一つでもこの子の心に届いてくれたらいい。

　奇跡が、起きてくれたらいい。

『纏まといは、可哀かわい想そうだね？』

　円まど香かは最後に、自分が言われたら一番嫌な言葉を投げかけて、嘲あざ笑わらってやることにした。

『どう見られるかばっかり、気にしてるんだもん。わたしが将来、決めてあげようか？』

　激げき昂こうして、自分がそうしたように頰をはたかれることを期待した。

　でも纏まといは、そうしてくれない。『……必要ない』

　彼女は一笑すると、こちらに背中を向けて、燃えるような夕焼けの中に歩いて行く。

『自分の道は、自分で決めるわ』

　その背中を、円まど香かは追えなかった。立ち尽くし、とどめを刺されたように息を漏らした。

『そっか。……だめ、だったかあ……』

　また心が折れた。

　でも、泣くのは自分の部屋まで我慢してからだ。辛つらいことには慣れていた。

　その翌朝、早くから円まど香かの携帯が鳴った。迷惑を考えない時点で誰かすぐに分かった。

『今すぐ剣道場に来なさい。家近いんだから来れるでしょ』

　有無を言わさず、すぐに切られる。円まど香かは寝ぼけ眼を擦りながら、カーテンを開いた。

　世界は、明るい。この光景を何度見ただろう。

　どれだけもう辞めてやると泣いた夜を過ごしても、眠れば朝あさ陽ひは昇るのだ。

『……よーし。とりあえず今日一日だけ、がんばろう』

　転んでも起き上がって、円まど香かは歩く。

『殴り込みかなあ。あっ、録音したら脅せるかな。ボイスメモ、ボイスメモ……』

　毎日少しずつ、心が強くなっていることに気付かずに。

　神様は今までも、きっとこれからも、自分に勝ち星を恵んではくれない。

　でも代わりに、一番見たかったものを傍そばで見守る権利を与えてくれた。

『…………ああ』

　覚悟を決めて扉を開くと、剣道場の中に、背中に炎を纏まとったヒーローがいた。

　太陽はまだ昇っていない。しかし、そんなものがなくとも自分の力で輝けると言うように、派手に染めた彼女の髪は、早朝の暗い道場でも光り輝いていた。

『おはよう』

　不死鳥のように蘇よみがえり、燃え上がった纏まといは自信満々に笑う。

『よく寝たわ。そろそろ走るわね』

『……うん。……う、んっ』

　笑顔と涙が、同時に溢あふれる。纏まといなら絶対に大丈夫。

『ずっと、側で見てるからね』

　きっと明日になればまた後悔しているだろうけど、纏まといと二人でそう誓う。

　そして最後に、道場で膝を突き合わせて、江坂を含めた三人でも誓った。

『俺たちの代のスローガンを決めないか。手拭いに乗せる、大事なやつだ』

『そうね。じゃあやりたいことから逆算しましょ。あたしたちに何が必要か』

　ただ、生き延びるだけで精一杯だった。そんな自分の、やりたいこと？

『俺はやはり、秋水に勝ちたい。今度は一人だけじゃなくて、みんなでだ』

『あたしはまず、一ノ瀬に借りを返すわ。他にもあるけど、まずはそこからね』

『よし、幸ゆき村むらは？』

　こういうとき、いつも自分というものがなくて、誰かに任せてしまう。

　そんな自分から、ちょっとは変わったことを示したい。

　剣道場を見渡し、倒したい相手を探してみる。案外すんなりと、標的は見つかった。

『……わたしは誰かに勝つ前に、まずは自分に克かちたいな』

　鏡の中に、諸悪の根源がいる。こいつと戦うことに、全てを賭けよう。

　スカートを両手でぎゅっと握って、円まど香かは唇を嚙かんだ。

　背筋を伸ばして正座して、愛あい想そ笑わらいをしない自分は、少しだけ剣道部の女のように見える。

　この自分だ。この自分に、絶対になるんだ。

『わたし、いてもいなくても同じで、最後まで弱いままかもしれない。……でも一年後、今の自分より、わたしは強い自分でいたい。ああ、わたしはここに居た意味があったんだって、最後に笑って終われる自分になりたい』

　誰に負けてもいい。でも、自分にだけは負けられない。

　昨日より今日。今日より明日。少しでも、ましな自分になるために。

　この厳しい場所に居続けることを、己の意志で決めたのだと、はっきり分かる文字がいい。

『わたし、自分に克かちたい。……わたしたちの文字は、克己がいいな』

　円まど香かはスカートから手を離し、両手を重ねて胸に置く。

　すると二人も、同じように拳を握って自分の心臓に当てた。

『よし、それが一番難しいことだ。だから、それにしよう。決して挫くじけるなよ』

『忘れちゃ駄目よ。三人で、決めたことなんだからね』

『……うんっ』

　得意技の笑顔と共に、幸ゆき村むら円まど香かは自らの意志で茨の道を行く。

『わたし、最後まで戦うよ！』
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　イルミネーションが輝く夜のテーマパークを、円まど香かは最高の形で堪たん能のうし終わる。

　格好良い男の子と二人っきりで観覧車に乗って、中からパレードと花火を見た。

　そして最後は、先にゴンドラから出た彼に、傅かしずかれて手を引かれるのだ。

「円まど香か先輩。足下気をつけてくださいね」

「えへへ、ありがと。悠くん」

　今日一日のご褒ほう美びとして、及第点をあげたい。

　城きの崎さきと黒瀬に連行された悠が雪山の出口から出てきたときには、既に出待ちが沢山いた。

　史織はもちろんのこと、桐とう桜おう学がく院いんの同級生二人を連れた吹雪ふぶきも虎こ視し眈たん々たんと彼を狙っていた。

　ついでに千ち紘ひろと葉月もいた。江坂と纏まとい以外は大体いたのだ。

　二人っきりでパレードを見せる、そういう作戦だったから。

　その間に誰と何を見ようと自由。となれば、一番人気に人が群がるのは当然だ。

『うーん、しゃらくさいなあ。……水上くーん？』

　彼の両腕には史織と吹雪が抱きついているけれど、邪魔だから纏まとめて斬る。

『わたしと最後に、観覧車に乗りたくない？』

　得た自信の試し切りだ。別にこの子に振られても傷は付かない。

『吹雪ちゃんと史織ちゃんより、わたしがいいって言ってくれたら乗ってあげるよ？』

『乗ります！　乗りたいですっ！　幸ゆき村むら先輩と乗りたいです！』

　簡単にあの二人を吹っ飛ばせた。控えめに言って痛快だった。

『よっしゃ来たぁあ──ッ！　どけ史織吹雪！　俺は今日、このために来たんだ！』

　でも流石さすがに悠はやり過ぎなので、気の毒になってしまう。頑張れ二人とも。

「な、なんか未いまだに下の名前で呼ぶの照れますね……」

「えへへ、慣れましょう。悠くん」

　それにしても、人のものってどうしてこうも美味おいしそうなんだろう。

　ところで観覧車の中で何があったのかは、誰にも言えない女の子のひみつだ。

　観覧車での時間は、一生のようにも、一瞬のようにも思えた。

　いつまでも終わらないと泣いていた三年間に似ている気がして、少し可笑おかしい。

「……終わっちゃったね」

　最後の日常が終わっていく。

　三年間部活をやっていなければ、毎日簡単に過ごすことができた日常が。

「えへへ。これで明日から、また頑張れるね」

「はい。休みは、たまにあるからいいんだ！」

　これでいい。藤宮高校女子剣道部副部長の幸ゆき村むら円まど香かは、正しい道を選んでる。

　だから後は、最後まで貫き通すだけだ。

　円まど香かは、みんなが待つ場所へ悠と一緒に並んで帰る。

　でもその途中、ぴくっと悠が目を開いて、それから微笑ほほえんで立ち止まった。

「ど、どうしたの？」

「空気を読むことにします。やっぱり最初の報告は、円まど香か先輩じゃなきゃ」

「えっ？」

「後で共有してくださいね！　士気に関わるから！」

　疲れたと言っていたのは何だったのか、彼はアスファルトを蹴るとものすごい速さで夜の闇の中に消えて行く。パーク内はダッシュ禁止だという声を掛ける暇もなかった。

「……あ」

　真向かいから、こんな夜なのに髪を輝かせて纏まといが歩いてくる。なんだか恥ずかしそう。

　ようやく、成功したか。他に恥ずかしがる理由はない。

　円まど香かは喧けん嘩かしたことなんてすっかり忘れて、万感の思いで緩慢な拍手をした。

「おめでとう……。おめでとう……っ！」

「……はあ？」

「とうとう、結婚しちゃったんだねっ！　ねえねえ、何て言って告白したのっ!?」

　江坂が告白するのはない。となると纏まといからに決まってる。

　纏まといに言われて自分の気持ちに気付かないほど、流石さすがに江坂も馬鹿じゃないし。やったぞ！

「こ、告白なんか……してないわよっ」

「はあ？」

　信じられないほど声が低くなり、纏まといが震えている。知らない。

　円まど香かは顔をしかめて、纏まといに詰め寄った。

「ねえ。今何て言ったの？　もしかして、告ってないとかほざいたの？」

「ほ、ほざ……。そ、そうよ！　何か悪い!?」

　顔を赤くして、纏まといは開き直る。円まど香かは直視に堪えず、月が輝く夜空を白目で仰いだ。

　三年間の下積み、夜のパレード、花火、二人っきり。

　これだけ積み込んでなお告れない。なるほど。

「だっっっっっさ！　信じらんない！　えっ……かっこわるー！」

「なっ……何よ！　いいじゃないのよ別に！　こっちにはこっちの事情があんのよ！」

　円まど香かは、ありえないと首を振る。

　砕け散った自分の欠片かけらをみんなに拾い集めてもらって、最後に纏まといだけが足りない。

「纏まといの事情とかどうでもいいよ。……はーあ。本当に、弱っちいんだから」

　でももう、彼女が欠けていても笑えるくらい、今の自分は強くなれた。

　円まど香かはかぶりを振って、かばんから手帳を取り出す。

　そして毎晩親の顔より見ていた、自分の弱さの塊を、今一度開いて突きつけた。

「これはわたしが叩たたき直なおしてあげないといけないね。……せっかく、三み行くだり半はんを書いたのに」

「っ！　そ、それ……！」

　真っ赤だった纏まといの顔が、急転直下真っ青になる。震えながら手を伸ばしてきた。

「や、ややややややめなさいっ!?　落ち着きなさいよ!?」

「分かった、辞めるね？　三年間おつかれさまー」

「嫌───っ！　違う！　お願い、それをこっちに渡して！」

　涙目だ。今もう一押ししたら、この子は絶対に泣くだろう。

　この誰より強い女が、こんな紙切れ一枚でここまで弱る。……ああ、嬉うれしい。

　この顔を見られただけでも、ここまで歩いてきた価値があった。

「破いてほしい？」

　でも、幸ゆき村むら円まど香かは性格が悪い。謝るだけなんかで済ませてやらない。

「纏まといが、どうしてもわたしが必要だって言ってくれたら、破ってあげる」

　報われたい。ご褒ほう美びが欲しい。好きな人にお前が欲しいと言われたい。

　たとえ江坂が一番好きだって、この瞬間だけは譲れない。

　三年間連れ添って、肩を並べて、最後に一緒に纏まといと戦うことができるのは自分なのだから。

「……ええ。あなたが、必要」

　世界で一番格好良い女が、一番欲しい言葉をくれる。

　しかも折れ曲がらずに、あの日惚ほれ込こんだ自分のままで。

「最後まで傍そばにいなさい。引き立て役！」

「……うんっ！」

　円まど香かは自分の弱さの塊に両手をかけて、笑顔で躊躇ためらいなく真っ二つにする。

　もう戻れない日常の夜に、円まど香かは堂々と退路を切り捨てる。

「見てて！　これからのわたしは、きっと誰にだって負けないよ！」
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　歩いてきた遙はるかな道のりの果てに、最大の難所が待ち受けている。

　円まど香かは震えを堪えて、武装を整え、白線上を歩いて行く。

　戦況は依然絶望的。先せん鋒ぽう次じ鋒ほうが二人とも二本負けで、誰かが負けたらその場で終わり。

　しかし千ち紘ひろの一本勝ちで、なんとか首の皮一枚は繫つながった。

「ごめん、ユキさん……っ。一本しか、取れんかった！」

　だが、白線上で交錯する千ち紘ひろは、泣きそうな顔で面の中で悔しがっている。

　一本勝ち──つまり纏まといが二本で勝っても、円まど香かが引き分けなら一本足りない。

　円香がここで勝たない限り、藤宮の負けが決定する。

　泣き出したい。逃げ出したい。震える心臓を吐き出して、誰か助けてとすがりつきたい。

「……っ」

　でも、決めた。後輩の前では、絶対に弱音を吐かない。

　最後までこの道を貫き通して、纏まといを輝かせるのだと、自分で決めた！

「ありがとう。あとは、わたしたちの仕事！」

　怖くても、ここで笑う。円まど香かは震える拳を突き出して、千ち紘ひろに笑いかけた。

「お願い、します……っ。うちはまだ、みんなとおりたいっ！」

　千ち紘ひろと交わした拳が、胸を叩たたく。

　円まど香かは戦場の中へと入る前に、歩いてきた道を振り返った。

　気が付けば、気の遠くなるほど遠いところまで歩いてきた。

　泣いて叫んで吐いて転んで、それでも立ち上がり歩み続けてきた、三年間の遙はるかな道のり。

　それは確かに、あの日夢見た自分から、戦う今へと繫つながっている！

「行くぞ……。行くぞっ！」

　三年間、水をやった。だから絶対、最後に綺き麗れいな花が咲く。

　つるぎのかなたに通じる道を、花で彩いろどり捧ささげてみせる！




「見てて纏まとい！　あなたに繫つなぐのは、このわたし！」




　燦さん然ぜんと輝く勇気を竹刀に込めて。

　幸ゆき村むら円まど香かは、己の全てをここに咲かせる。





×　×　×






「始めっ！」




「ヤぁぁあああ─────────────ッ!!」

　真っ先に声を出したのは、挑まれる側の桜さくら子こだった。

　先程の中堅戦を最後まで見ていて、守りの選択は早速捨てた。前へ前へと攻めていく。

　千ち紘ひろが無理矢理もぎ取っていった勝利を、桜子は甘く見ない。

　流れは向こうに持って行かれた。

　ここで守勢に回れば、そのままチームが吞のみ込こまれてしまう可能性がある。

　実力の差は出稽古での手合わせで把握している──なら。

　──引き分けは狙わない。先に一本取って崩して終わりだ！

「たぁッ……しゃァ────やあぁああッ！」

　一歩空踏みして二歩目は軽やかに前進、三歩目で本命の小手を勢いよく繰り出す。

　虚を巧みに織り交ぜた、切り出しとして最高の一本。

　それを円まど香かは、中心に構えた竹刀を僅かに伸ばし、桜子の竹刀の根元を押さえて対処する。

　軌道を逸そらされて簡単に、桜子の小手は空を切った。「っ──」

　円まど香かがフェイントに動じなかったことが、桜子の本能に警鐘を鳴らす。

　追撃の引き技を繰り出すのを止め、右拳で殴りかかるように鍔つば迫ぜり合あいへと切り替えた。

　相手をよく見ろと身体からだが言う。先週とこの女は、何かが違う。

　今まではなかった影が、小さな桜子の身体からだを包み込もうとして息を吞のむ。

　──背が伸びた？　……いや、違う！

　冷静になった桜子が、ついに違和感の正体を暴あばく。

　──背筋が伸びてんだ、こいつッ！
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　虚を突かれた桜子を狙い澄ますように、円まど香かの身体からだが右に振れる。

　急いで桜子が身体からだの向きを変えて追うと、そこからもう一歩逆に向かって円まど香かは跳んだ。

　引き小手────いや！

「めェぇンっ、しゃぁあ────────あああやああッ！」

　さらにもう一つフェイントを入れた円まど香かの引き面は、完全に桜子を騙だましきっていた。

　しかし間に合うかと桜子が慌てて頭上に掲げた竹刀が、なんとか受けきった。

　竹と竹がばちりと弾はじけた音と共に、斥力が二人の身体からだを押す。

　桜子は円まど香かの引きの残心を追わない。深呼吸して、構え直した。

　──落ち着け。今のが当たんなかったんだ、実力は変わってない！

「ヤぁぁあああ─────────────ッ!!」

「シゃあああァァあああ[image: ][image: ][image: ][image: ]アア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やああッ!!」

　再び構え合う桜子が、決死の円まど香かの咆ほう哮こうを聞き。再び、冷静な判断を下し直す。

　──引いて守り切る。打ち合いになったほうが今は危ない！

　胆きもを決めた桜子が、殺意を込めて面めん金がね越しに円まど香かを睨にらみ跳とばす。

　その眼光を己の意志で弾はじき飛とばして、円まど香かもまたぎんと桜子を睨にらみ返した。

　──攻めて押し切る。捨て身でも一本取らなきゃ、全部終わるっ！

「たあああァァあああ[image: ][image: ][image: ][image: ]りゃぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やああッ!!」

　出小手に張り、跳んで来いと円まど香かが剣先を下げる。桜子は釣られない。引いた。

　ならばと円まど香かの右足は前へと追尾し、たたんと二度その場で踏む。桜子の手元が上がった。

「きぃ────やああッ！」

　飛びつきたくなる小手を我慢して、意識は左足の五指へ。撓たわませ床をぎゅっと摑つかんで、全身を前へと射出。突きの軌道から──手首を返す！

「面ッ、やぁああ────────ッたぁあああ！」

　渾こん身しんの飛び込み面で、桜子に飛びかかる。ばしん、と強い音が鳴った。

　またしても、快音ではない。桜子がぎりぎり首を捻ひねり、竹刀は面の垂れを叩たたいた。

「く……ううッ！」「うぁああ──ッ！」

　一本が、遠い。それでも円まど香かには、玉砕が如ごとく突っ込むしか道が無い。

　──全部ここで、ぶつけるしかないんだっ！
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「ヤぁぁあああ─────────────ッ!!」

　四分の砂時計が滑り落ちる中、円まど香かは三年間を煌きらめかせて、思いつく限りの技を振り絞る。

　先を取る。出頭技。返し技。擦り上げ技はできない。フェイント。

　鍔つば迫ぜり合あいの力の押し引き、引いて──お腹なかからもう一回押すッ！

「しゃぁああ────────────やああッ！」

　桜子が、一歩押される。冷や汗が流れる。場外の白線に近づいて、もう駄目かと後ろを見る。

　自分を送り出してくれたチームのみんなが、正座をして信じて見守ってくれていた。

「……っ、うあぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やぁあアアアあァああッ!!」

　小さな身体からだを鳴動させて、桜子が下から突き上げるように円まど香かを押し返す。

　──負けない。負けない。負けない！　こんなところで折れてたまるか！

　揺らぎかけた桜子の体幹が、再び戻る。「く……ッ」

　円まど香かは引き小手を打って間合いを切る。疲労が見え始めた身体からだを震わせ、また吠ほえる。

「いヤぁあアあぁああ────────りゃぁあ……あアアあッ!!」

　喉を嗄からして掠かすれながらも発される咆ほう哮こうは、もはや悲鳴だった。

　──嫌だ。嫌だ嫌だ嫌だ！　こんな終わりは嫌だ！　三年間、やってきたのに！

　自分のせいで全部が終わるなんて、それだけは嫌だ！

　戻ってきた桜子を沈めるために、最後の猛攻を円まど香かはかける。

　意地をかけて、桜子はしのぐ。
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　竹刀が、命が、積み重ねた時が弾はじけ合う。均衡の中で、未いまだ旗は一度も上がらない。

　その均衡が、再び揺らぎ始める。

「めぇええ────────えええん、やああッ！」

　出頭面を打ったのは桜子。受けに回っていたのは、円まど香かだった。

　二人は、桐とう桜おう陣営の近くで鍔つば迫ぜり合あいをする。互いに、時計を握っている由ゆ季きが見える。

　彼女は音もなく、声もなく。

　静かに人差し指を、一本立てた。

　二人は試合の中であるにも拘かかわらず、一瞬俯うつむいて唇と目を強く閉じる。

　──なんでまだ一分もあるんだよ！

　──どうしてあと一分しかないの！

　心が、試される。
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　そのとき、先に吠ほえ上がったのは円まど香かだった。負けじと、桜子は俯うつむいていた顔を上げる。

　円まど香かは、涙を流していた。

　鼻水を垂らして、目を血走らせて、最後までしがみついてくる。

「……っ、こ、……の、………くそッ」

　三年間を戦ってきた人間だけが流す涙に、桜子が揺れる。……それでも。

　自分の前に戦った愛あい莉りの顔が、声が、何度でも桜子の背中を押す。

『ごめんね。負けちゃった。……水差して、ごめんね。あたし、成長してねえな～……』

　拳を交わすとき、あの子は笑ってた。あの一日がなければ、僅かに勝てたかもしれない。

　それなのに最後まで自分を憎まず、背中を押し出してあの子は笑った。

『代わりに、決めてください。……全国、行きたいです。一緒に』
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　桜子は下腹に全ての力を込め、体当たりで円まど香かを突き飛ばした。

　車に轢ひかれたように、円まど香かが無む惨ざんに場外に吹き飛ぶ。

　背中から身体からだを打って、がしゃん、と鈍い音がした。

「や……止やめっ！」

　審判の声がかかる。ざわめきがこの場から引かず、人が死んだ現場のようになった。

　それでも桜子は、「大丈夫ですか」なんて円まど香かに声を掛けにいかない。

　目を閉ざして振り返らず、自分の開始線に向かって歩き続けた。

　賭けてるものがある。たとえ自分が至らなくても、誰かと一緒に行きたい場所がある。

　たとえしがみついてでも、役立たずでも、そこに行きたい。この子だってきっとそうだ。

「……ゆず、らねえ……」

　分かる。痛いほど分かる。でもそんな人間らしさ全部蹴り飛ばしてでも、先に進む！

　──アタシだって背負ってんだ！　殺してでも先に行くッ！

　桜子が、唇を切るほどに嚙かみ締しめる。修羅の味を舌で転がし、開始線で構えた。

　しかし戦いは、始まらない。開始線に戻ってきた円まど香かに向かって、主審は言った。

「面が、ズレていますね。一旦納めて、開始線で着け直してください」

　互いに黙礼し、立ったまま竹刀を納める。三歩下がって、桜子はその場にしゃがんだ。

　闘争心を切らずに、正座をして面を解いた円まど香かを見つめる。

　籠手を揃そろえて置いて、その上に面を置いて、手拭いをかけた。

　泣なき濡ぬれた彼女は、力なく袴はかまを摑つかんでうなだれたまま動かない。目を閉ざしていた。

　完全に、この子は折れた。でも絶対に、とどめを刺すことを躊躇ためらわない。

「君。早く、着け直しなさい」

　動かない彼女に、審判が声を掛ける。

　死ぬ覚悟を決めたように、彼女が緩慢に顔を上げる。

「………………なん、だ？」

　円まど香かの顔つきが、徐々に変わっていく。かかった手拭いを手に取って、勢いよく顔を拭う。

　そしてこちらを睨にらみ付つけながら、手拭いを巻いて、戦うために素早く面を着けていく。

　桜子は円まど香かの背に、あの日自分を潰しに来た、燃えるような女の姿を幻視した。

　──来んのか。やってやる！　ここで終わらせなきゃ、先に行けない！

　審判が、息をする。

　最後で待ち受ける最も強き者に、命の炎が繫つながるか否いなか。




「始めっ！」




　未来で全てを戦い終えた者と、神様だけが知っていた。
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「なーに女子の試合見てハラハラしてんのよ。吹雪ふぶきの試合でもないのに」

　男子のベスト４を決める戦いが終わり、悠ゆうが競技場の壁かべ際ぎわでもたれて試合を見ていると、私服姿の纏まといが忍び寄って腕を突いてきた。「あっ、人妻だ」

　反射で屈かがむと、頭上を国宝級の上段回し蹴りが通過していく。起きた風で髪が揺れた。

「……家庭に入ったとはいえ、脚は衰えてないようですね。当たってたら棄権ものですよ」

「やかましいわ。大体、中学で辞めた程度のもんがあんたに当たるわけないでしょ」

　当たらなければ何をしてもいいわけじゃないが、引退しても丸くなってなくて悠は嬉うれしい。

　振り向くと、相変わらずの派手髪を揺らして纏まといは笑っていた。

　壁かべ際ぎわに並んで、ずっと目が離せないでいる女子の試合を指差した。

「死闘ですよ。もうすぐ二十分くらいになるかな。纏まといさんと、彼方かなたみたいです」

「はっは。それじゃ、あと倍は続くわね。……変なもんよね。たった二ヶ月前のことなのに、もう何年も昔のことみたいだわ」

　戦い終えた彼女はいつになく穏やかに笑って、命の火花が散る試合を見届ける。

　胴着を着ていても着ていなくても、纏まといの横顔は凜りんとして綺き麗れいだった。

「昔は大会とか大嫌いだって生意気言ってたんですけど。……今はもう、絶対言えませんね」

「いいのよ。昔のことは。……今、そう思えるようになっていたら、いいの」

　もしも昔、纏まといが怠けなかったら、あそこで戦っているのは纏まといだったかもしれない。

　もしも昔、悠が剣を捨てなかったら、快かい晴せいには負けなかったかもしれない。

　秋水にみんなを簡単に勝たせてやるほどの力が、自分にはあったのかもしれない。

　その代わり、纏まといは円まど香かには会えなかっただろう。悠はみんなに出会えなかっただろう。

「はい。今が、いつでも一番です。……纏まといさん」

「なあに？」

「後悔は、ありませんか？」

　誰かのために今を駆け抜けた、最後に背負うべき人に問いかける。

「ないわ。ひとっつもない。全部、燃やし尽くして来た！」

　纏まといはこっちを振り向いて、両腰に手を当てて、満面の笑みで言い切った。

　意志を継ぐ右手を開いて、燃える女が背中をばしんと押してくれる。

「最後よ。行ってきなさい。あたしたちみんなの分、今度こそ担になってみせろ！」

　悠は頷うなずき、観戦をやめて歩き出す。ここに、最後の戦いが始まった。
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　鏡よ鏡。世界で一番美しいのはこの私。

　立たち花ばな纏まといはそんな自信に満ちて然しかるべき容姿と、神童と呼ばれる頭脳を持って生まれた。

『纏まといちゃんは、ほんとうに賢くて綺き麗れいだねえー。おばちゃん嬉うれしくなっちゃうよ』

『えへへ、でしょう！』

　だから小さい頃、近所のおばちゃんの散髪屋さんに行って、自慢の黒髪を切ってもらって、うっとりと鏡を見るのが好きだった。

『あら、雑誌のモデル！』『おお、リレーの選手か！』『えっ、学力調査一位!?』

　色んな成果を出してやったら、大好きな大人たちはみんな最後に揃そろって褒めてくれるのだ。

『やっぱり纏まといちゃんは凄すごいなあ！　将来は星せい蘭らん高校かな？』

『……せーらん？　なにそれ？　すごいの？』

『うん、一番凄すごいところよー！　宇宙飛行士さんとかも何人も出てるんだから！』

『へー！　じゃああたしがいつか、月にでも行ってあげるわ！』

　一番凄すごい。ならそこは、一番凄すごい自分が行くに相応ふさわしい。

　この世で最も清らなるかぐや姫とやらに会えたら、私のほうが綺き麗れいだと言ってやろう。

『そのときは、ちゃんと褒めてね！』

　みんなが褒めてくれる。その分頑張れる。どんどん自分も綺き麗れいになる。

　まるでジェットエンジンを積んでいるように、人生は超速度で順風満帆だった。

『……は。あんたら、なんでそんなに頭悪いの？』

　背が伸びる頃には、あまりに速すぎて誰も追いつけないくらいに。

　鼻を折られず、強固すぎる理論武装で誰も彼もをなぎ倒す。やがて敵がいなくなる。

　残ったものは、突出した纏まといへの妬み。嫉そねみ。それから敵意だけだった。

『……くだらない』

　荒れてゴミしかない環境で、燃え上がるなんて馬鹿らしい。自分以外はみんなクズ。

　ありあまるエネルギーは武道で放出。果てしない探究心は自分のメンテに使うのみ。

　エンジンはいつしかスリープモードで、あとは惰性で航行するだけだった。

『すみませーん。今ちょっと、生徒会が忙しくてー。最後はなんとかしますねー！』

　纏まとった化けの皮は完璧だ。もう誰も私を見破れない。『……あれ？』

　変だな。ところで教えて鏡よ鏡。

　世界で一番美しかったはずなのに、今映ってるこのブス誰だっけ──？
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「次は、藤宮。藤宮駅に停とまります。右側のドアが開きますのでご注意ください」

「……ん」

　電車のアナウンスを耳にして、纏まといは座席で目を覚ます。どうやら深く眠っていたようだ。

　今日は運命の団体戦前日の土曜日。そして纏まといたち三年生が出る、最後の練習日だ。

　いつもは三十分前くらいに学校に着くように出るが、今日は更に一時間早く家を出た。

「流石さすがに、いつも通りってわけにはいかないわね……」

　苦笑する。久しぶりに昔の夢を見たのも、走そう馬ま灯とうのようで何だか可笑おかしい。

　纏まといは胴着の入ったトートバッグを肩にかけ直し、最寄り駅の停車と同時に立ち上がる。

　扉を出て、藤宮駅のホームを感慨深く見渡しながら歩いた。

　迷いなく星せい蘭らん高校に行くはずが、中学の三年間で汚れきった心は進行方向を変えた。

　星せい蘭らんに入って真ん中になるより、藤宮に入って楽してトップで推薦を取って、いい大学に行けば良い。そっちのほうが人生のコスパが高い。そう考えた。

　幸い腐った中学が嫌いで、社会人道場に通いつめてのめり込んだ武道がある。

　空手か剣道か、存在する部活で適度に手を抜けそうなほうに入ろう。

『はっ。高校もチョロいわね。入るか』

　空手部は存在しない。剣道部は三年生が強いが、二年生以下は雑魚ざこばかり。じゃあここで。

　そんな消去法で、特に思い入れなく剣道部に入った。

『……うわあ。やっぱり立花さんって、綺き麗れいなのにすっごく性格悪いんだねっ！』

『や、やっぱりって何よ!?』

　まさかいきなり尻尾を摑つかまれるだなんて、夢にも思わなかったのだけれど。

「……あの日から始まって、今日で終わりなのね」

　駅の構外に出ると、いつでもどこでもすぐに分かる大きな背中を見つけて、纏まといは微笑ほほえんだ。

　──最後も、幸せな一日になりそうね。

「江え坂さか。おはよう」

「おお、立花。おはよう。……という時間帯でもないが。でも早いな」

「まあちょっとね。あんたこそ、いつも通り早いじゃない」

「……落ち着かなくてな。じっとしていられなかった」

　どうやら、お仲間らしい。纏まといはそれ以上野暮は言わずに、江坂の隣に並んで歩いた。

　二人きりで練習に向かうなんて、きっとこれが最後だろう。良いい雰囲気になってもいい。

「折角だから、幸ゆき村むらとも一緒に歩きたかったよなあ」

「……そうね」

　でもそう寂しがってくれることのほうが、よっぽど嬉うれしかった。

　もしも円まど香かがいたら入っていたであろう場所を江坂との間に空け、歩みを進める。

　円まど香かの実家のお店は駅とは反対方向で、だから行きも帰りもみんなとは別だ。

　初めて会った日に案内されて、人柄と家が一致するなんてと感動したものだ。

　そしてそんな子が、剣道部なんかに入部届を出したと聞かされてひっくり返るかと思った。

『あんた、正気なの!?　剣道部よ!?　料理部とか美術部じゃないのよ!?』

『……そ、そうだよ。駄目？』

『だ、駄目じゃないけど……絶対向いてないわよ！　はっ、待て分かった。あんたも猫被かぶってんのね？　そんな顔して人を殴るのが好きなのね!?』

『えっ……。わ、わたし生まれてから一度も、喧けん嘩かなんてしたことないよ？』

『……意味分かんない。じゃあ、なんで？』

『うーん。た、立花さんだけには内緒かな？』

　初めて出会う、謎だらけの女だった。

『ねえ、悪いこと言わないから辞めたほうがいいわよ。他の部活にしなさいって！』

『え、えへへ。……でも、自分で決めたから。まずは、やってみる』

　そして穏やかなフリして、死ぬほど頑固な女だった。

　三年間、円まど香かは部活が終わると、必ずひとりきりで反対側の道を歩いて帰った。

　辛つらくてこぼれてしまう涙を、誰にも見せないために。

「……まあ、あいつならほっといても大丈夫よ。今日も笑ってひとりで余裕で来るわ」

　辿たどり着ついた校門をくぐりながらそう言うと、珍しく江坂の歩みが止まる。

　振り返ると、江坂は眩まぶしいものを見たように目を細めていた。

「どうしたの？」

「お前たち二人の間には、割って入れんものがあるよな。……最後だから言うが」

　江坂は面おも映はゆそうに笑いながら再び歩き出し、止まった纏まといを追い抜いていく。

「俺はいつも、お前たち二人が羨ましかったよ」

　澄んだ青空に昇った太陽に向かって進んでいく江坂を、今度は纏まといが目を細めて見る。

　江坂ほどは素直になれないから、聞こえないようにぼそりと呟つぶやく。

「……あんたら二人のほうが、よっぽど羨ましかったわよ」

　懸命に駆け抜けてきた今の自分は、少しでも近づけているだろうか。

　選んだ我が道を行くこと以外に興味がなかった自分が、初めて羨ましくなった場所。

　辿たどり着つきたい、あの場所に。
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『江坂仁じんです。目標は、秋水を倒して全国に行くことです。よろしくお願いします』

　立花纏まといです。目標は特になく効率を選んで藤宮に来ました。よろしくしなくていいです。

　次に自分が自己紹介をするとき、そう当てつけてやろうかと思った。

『……馬鹿じゃないの』

　纏まといは円まど香かの次に、己の美意識の真逆を行く愚かな男と出会った。

　言動の全てが気に入らない。今に痛い目に遭って、いつか現実を見ればいい。

　そのときは本当に、そう思っていたはずだった。

『胴あり！　──勝負あり！』

　彼の愚かな夢は、叶かなわなかった。

　己の敗北という最も惨みじめな形をもって夢は砕けた。

　相手は秋水で、強豪校で、彼が大将で負けたのは戦術の一環だから何の責任もない。

『すみません。すみません。すみません……っ。……おれの、せいだ……っ……』

　それなのに江坂は、自分のせいだとみんなに頭を下げ、滂ぼう沱たと涙を流した。

　大きな男は泥臭く、格好を取り繕うことをせずに、無様な姿を晒さらして詫わびた。

　そんな彼を、笑顔のチームメイトたちが取り囲む。

　肩を叩たたいて、背中を叩たたいて、抱きしめて。心の底から、後悔など一つもないと笑っていた。

『……なに、よ…………』

　声が震えてしまうのを止められないほど、美しかった。

　二階の観客席から見て、あそこにだけスポットライトが当たっているみたいだった。

　一番大嫌いで、忌避してきたもののはずなのに、自分なんかより遙はるかに美しい。

　選んだ道の真逆にあるものはきっと月よりも遠く、摑つかめないのに観客席から手を伸ばす。

　──あたしはこの先どうやっても、あの場所には辿たどり着つけない。

　熱い泥を吞のみ込こんだような敗北感が、纏まといを俯うつむかせる。

『……ぅ、……っ、……く、う、っ……うう、う────』

　そして自分のこと以外で泣ける円まど香かに、人として咎とがめられた気分になる。

　まだ選んだ道を引き返せるあの子は、泣なき止やんで言う。

『立花さん。わたし、まだ辞めない。もうちょっとだけ続けてみるね』

　円まど香かは、先に行ってしまった。江坂と同じ道を進んでしまった。

『……勝手にしなさいっ！』

　着いて行きますなんて、立花纏まといが言えるわけがない。憧れた場所から、どんどん離れる。

　それが今でも亡霊のようにつきまとう、人生でたった一つの後悔だった。
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　がちゃん、と鉄の人形が揺れる音が、剣道場の中から聞こえる。

　早速胴着に着替え終わって、剣道場への廊下を歩く纏まといは首を傾かしげた。

　打ち込み人形の音なのだろうが、江坂とは音が違う。黙礼もそこそこに、道場に入った。

「……ああ。あんただったのね、八や代しろ」

　鏡の前に打ち込み人形を出して、八代はひとりきりで竹刀を構えている。

　声を掛けると、滴したたりつつある汗を拭って八代は挨拶をしてくれた。

「あ、すんません。譲ります」

「いや、いいわよ。続けなさい。多分江坂だってそう言うわ」

「……ありがとうございます。じゃあちょっと、迷惑掛けさせてください」

　折り目正しく礼をする、生意気だった一年坊の姿を見て纏まといは頰を緩ませる。

　まだ胴と垂れを着けるには早いから、長椅子に座って頰ほお杖づえを突き、八代を見守ることにした。

「……いいわね、素直って。きっと伸びるわ」

　苦戦しているようだ。簡単に自分の問題を紐ひも解とけるほど、要領が良くはないのだろう。

　でも、心が成長した。明日どうなるかは誰にも分からないが、一年後二年後は、きっと見違えるほど強くなっているだろう。三年間、前例を見守ってきた纏まといには分かるのだ。

「……ほんと、見てただけだったわね」

　冷め切って手を抜いて、一年生の一年間は眠って無為に費やした。

　その間、隣に並んでいたはずの同期の二人は前に進み続けていった。

『何も残らなくていい。明日隕いん石せきが落ちるとしても、俺はここにいる』

　鏡に向かって心の篝かがり火びを掲げる江坂に、纏まといはいつしか惹ひかれていく。

　しかしそれ以上に、纏まといは円まど香かから目を離すことができなかった。

『あんた、もういい加減部活辞めなさいよ……。全然ついていけてないじゃない……』

『……うん、ごめんね？　……でも、もう少し。……えへへ。もう少しだけ、頑張ってみる』

　江坂は、見ていないと死ぬまでやるかもしれない。

　でも円まど香かは弱いから、見ていないとその場で死んでしまうかもしれなかった。

　最初に忠告した通り、春夏秋冬、凄惨な試練が円まど香かを襲った。

　いつも倒れて吐いてやり直しをさせられて、そして帰るとき、いつもひとりで泣いていた。

『あっ、纏まとい！　おはよう！　えへへ、今日こそ心を入れ替える気になったかな？』

　それなのに壁に描いた最後の一葉が如ごとく、円まど香かの心はどんな苦難にもずっと散らない。

　ひとり、またひとりと同期の部員が散っていっても、彼女は生き残り続けた。

『よーし纏まとい、今日も頑張ろう？　纏まといが本気になったら、きっと凄すごいよっ！』

『……いい加減にしなさい。あたしは、今で十分だって言ってるでしょ！』

　転こけて立ち上がって戻ってくるたび、円まど香かは強く優しくなっていく。

　最初は簡単にあしらえたのに、どんどん払いのけるのが辛つらく難しくなっていった。

　回ると自負する頭を駆使しても、纏まといには円まど香かが戦う理由が分からない。

　ついに膝を屈して、教えを請こうた。

『あんた、なんで剣道部に入ったのよ？　どうして続けるのよ？　もう、いいじゃない……っ』

『えへへ。纏まといだけには、ないしょ』

　けれど円まど香かは、今に至るまでその秘密を守り通して、懲りずに練習に向かっていった。

『江坂くん、今日も笑顔で頑張ろうね！　顔が怖いよ！　顔が！』

『……ふ。うるさい、お前も少しは体力を付けんか』

　咲くと決めた場所をきっと間違えた二人が、並び立ち根を張り、変わっていく。

　それを見て、ついに枯れていた纏まといの心にも芽が出てしまった。

　──あたしも、そっちに行けたら。

　夏だったか秋だったか冬だったか、もう覚えていない。

　確か今みたいな練習前、二人と一緒に鏡の前で並んで構えようとしたときだった。

　ぞっとするほど暗く冷たい声が、耳を舐なめるようにねっとりと囁ささやいた。

　──今更何言ってんの？　あんなのに意味なんかないのよ。分かるでしょ？

『……っ』

　振り返っても、誰もいない。でも前に向き直ると、そいつは確かに存在した。

　──あんたもしかして、自分で決めたことを曲げるわけ？

　鏡の中に映ったもう一人の自分が、汚お泥でいのように性悪な自我をもって動き出す。

　奴やつはこの艶のある黒髪を背後からなぜて、嘲あざ笑わらって弱みを突くのだ。

　──格好悪いわね。そんなにあんたは、誰かと一緒がいいんだ？

『……う、く……ッ』

　泥にまみれようとしても、被かぶった化けの皮が剝がれない。すっかりと身体からだに癒着していた。

　最後に自信満々に笑ったのはいつだ。何でもできると言い放ったのはいつだ。

　望むのなら月にだって行ってみせるとみんなに語った、あの大好きな自分は、一体どこに消えてしまった？

『誰よ、このブス……っ』

　怠けたどころか取り返しのつかないことをして、纏まといの一年生は終わってしまった。




「未練、ね」

　思い出に浸っていると、そろそろみんなが揃そろって来ていた。

　纏まといは胴と垂れを着けて竹刀を持ち、八代が捌はけた鏡の前で竹刀を構えてみる。

「……長い付き合いになったもんよね、あんたとも」

　他の誰に見えなくても、自分だけには剣先の向こうに見えるのだ。

　お前が選び直した道は間違っていると嘲あざ笑わらう、黒髪のままの変わらぬ自分が。

　ため息をついて、纏まといは目を閉じる。

「そうすね。まぁおれには、まだ一年て感じですけど」

「……黒くろ瀬せ」

「適当にやれるわよって立花先輩に言われたから入ったのにな。恨みますよ」

　独り言に反応して、いつの間にか隣で構えていた黒瀬が、竹刀を下ろして笑う。

「詐欺じゃねぇか。入って数ヶ月で適当止めやがるんだから」

「はっは。騙だまされるほうが悪いのよ」

　冷めて、そしてこうなるところを、一つ下のこの子は全部見ていた。

　自分とよく似た子だ。だから当時も影響は受けてなかったし、その様を見て安心もした。

「……まぁ悪い女に引っかかんのも、一回くらいならありか」

　結局こうして、同じように変わってしまったけれど。

　江坂に頼まれたというのもあったが、最後に観覧車で頭を撫なでることができて嬉うれしかった。

　もう折れず曲がらず立つ黒瀬の頭に、誇りに触れることはきっとできないだろうから。

「今日で終わりですか。ほんと、羨ましい限りですね」

　素直じゃない子だ。自分によく似ているからこそ、それが分かる。

　どうせ誘われたことなんて、ただの口実。この子はこの子で、自分で決めたに違いない。

　最後に、確かめてやる。

　取り返しのつかなくなる前に、その化けの皮が脱げるかどうか。

「お願いするなら、一緒に引退に連れてってやってもいいわよ？」

「ふざけろ。誰かのケツついて逃げるくらいなら、死んだほうがマシだ」

　さすが、優秀。笑い方まで、きっちりと立花纏まといの血を継いでいる。

　黒瀬は鏡の前で立ち続ける纏まといに背を向けて、自分の道を歩き出した。

「立花先輩」

「ん？」

　最後まで素直じゃなく、こっちを見ることなく、鏡の中の後ろ姿が頭を下げた。

「ありがとうございました。おれは最後まで、このまま行きます」

「……ええ」

　纏まといは先達として背中を示すため、練習開始の号令をかけに真まっ直すぐに駆け出していく。

　戻らない時間を、今もなお取り戻すように。





×　×　×






「よし、十分休憩して試合稽古の準備。地稽古の時間を多めに取るため、一試合だけだ」

　時間はいつも、あっという間に過ぎる。

　江坂の号令を受けて、全員が返事をする。試合前だから基本は軽めで、良い汗が流せた。

　纏まといは手拭いを手に取って立ち上がり、面を壁かべ際ぎわに下げ、そのまま腕を組んで壁にもたれる。

　近くから笑い声が聞こえた。

「纏まといサン、最後まで働かねーなー。いや別にいいんだけどさ」

「あんたも怠けてんでしょうが城きの崎さき…………ってわけじゃないのね。ごめん」

　あぐらをかいている城きの崎さきが、片目を瞑つぶった。彼の手元には中結を解いた竹刀があった。

　試合前のメンテナンスは大事だ。ただ、別に今やらなくてもいい。

「みんな働いてるとこわりーけど、自分のことやってないと焦あせるんだよね。雑魚ざこだから」

「……試合、水みな上かみとなんだっけ？」

「そうです。またオレがやりてーって言ったの」

　城きの崎さきは竹刀だけを見つめて、中結を締め直していく。慣れた手つきだった。

「纏まといサン。練成会んとき、言ってくれたじゃん。このままでいいのか、このままがいいのか、ちゃんと早く決めたほうがいーって。時間は思ったよりねーんだって。覚えてる？」

「……ええ」

「あれ、ホントだったんすね。……時間、ぜんぜん足んないよ。ビックリしてる」

　纏まといは無言で、何度も頷うなずく。

　彼もまた、同じ業を背負う者だった。

「オレ、なんでもっとちゃんとやっとかなかったんだろうなあ。今のまま昔に行きたいよ」

「……そう考えても、時間は戻らないわよ」

「だね。今やんなきゃなー」

　中結をキツく締め直して、苦みを嚙かみ締しめながら、しかし城きの崎さきはへらへらと笑った。

　己の焦あせりを決して見せまいと、不器用な意地を張って。

「付け焼き刃も一年くらい打ったら、悠ゆうに傷くらいは付けられんのかなあ？」

「志が低い。冗談でも殺せるって言っときなさい」

　笑って、城きの崎さきの膝を踵かかとで蹴る。上をちゃんと見ろと諭すように。

「絶対、できる。あたしにもできたのよ。あんたにできないはずないわ」

　挑むのに、遅いも早いもない。その代わり覚醒したら、退いちゃいけない。

「言葉には魂が宿るのよ。使えるもん全部使うんでしょ？」

「……へへ、そーすね。じゃあちっと、悠と遊んできます」

　城きの崎さきが立ち上がる。

　身につけていた装飾を一切外して、傷が増えた彼は昔よりずっと格好良かった。

「纏まといサン。悪いとこ似ちゃったけど、最後には良いいとこも似せるから許してよ」

「……ええ。抜いたら目立つわよ。一周遅れは」

「いいね。オレ目立つの好きだもん。……じゃ。ありがとうございました」

　背中を押すと、一直線に城きの崎さきは駆け出していく。

　その背に纏まといは、遠き日の自分の姿を見る。

　折れて転んだ一周遅れが、大返ししてここまで駆けてくるまで。

　その物語を。





×　×　×






『ドぉおおお───────────らあああッ、しゃぁあ────やああッ！』




　一年前、彗すい星せいが落ちた。

　走り続けた兎うさぎが、なり損ねた己の幻が、自分を誅ちゆうしに来たのだと思った。

　──こいつが、本当の一番って奴やつなのね……。

　虚うつろな目をして何かを見上げる一いちノの瀬せ彼方かなたを、試合後に纏まといは見つめる。

　視界に入れないことを、悔しいとは思わない。

　それが当然だろう。一番なら──。

『ねえ、星せい蘭らんの大将めちゃめちゃ強くない!?　あれ清きよ船ふね中三本刀の大将じゃん!?』

『へー、星せい蘭らんにいたんだ？』

『個人戦は？　……ああ、納得。あの子か』




『乾いぬい吹雪ふぶきに、二本負けかあ。やっぱり剣姫は違うなー』




　とどめが刺さった音が、心臓から聞こえる。

『……は』

　──引ひき際ぎわね。これ以上、醜態を晒さらしたくない。

　江坂は見事、復ふく讐しゆうを果たした。

　そして円まど香かは勝てなくとも、負けなかった。

　それが全てだ。何よりこんなくすんで汚れた女は、二人の隣に相応ふさわしくない。

　纏まといは今日を最後にすると伝えるために、隣の円まど香かを振り向いた。

『……な、何よ。なんで、あんたが泣いてんのよ？』

　あんなに辛つらそうな練習でも泣かない円まど香かが、俯うつむいて、立ち上がれないほど泣いていて。

『わたしはね。……あなたが悔しくないことが、悔しくてたまらないんだよ……？』

　一度も摑つかみかかってこなかった子が、胸ぐらを縋すがるように摑つかんで、力を失っていった。

　纏まといは、肩を落として引き上げていく円まど香かを追えない。

　どこまでも賢さかしらなもうひとりの自分が、脚を縫い付けてまた邪魔をした。

　馬鹿になれない。意地を燃やして叫べない。

　その刹那のために生きることを身体が拒絶する。

『なんで……どうして、できないの……っ』

　強固な理性のブレーキは、どれだけ喚わめこうとも己で壊せず、ついに纏まといは膝を屈した。

　次の試合の準備をする人たちに促され、防具を会場の隅に寄せ、ふらふらと外に出る。

『……あ』

　なぜその場に辿たどり着ついたかは覚えていない。多分、喉が渇いていて水が飲みたかった。

　纏まといは自販機の裏に隠れてしまう。そのこと自体が、己の後ろ暗さを現あらわしていた。

『いるんだよなー、ああいう中ちゆう途と半はん端ぱに上手うまいだけの奴やつ』

　そんな自分を、一ノ瀬彼方かなたは容赦なく斬ってくれる。

　恨む気も起きない。ようやく強い誰かが裁いてくれて、清すが々すがしさすらあった。

『あのう。一ノ瀬さん？』

　そんなときに突如現あらわれた円まど香かに、自分も一ノ瀬と同じく驚いていた。

　──何してるの。あんたなんかが、こんな危ない女に近づいちゃ駄目！

　纏まといはヒーロー気取りで飛び出そうとする。

　でもそんなもの、彼女には不要だった。




『馬鹿にしないでっ！』




　戦う女が、そこにいた。

　纏まといは自分が頰を張られたように、痺しびれて動けない。

　高鳴る心臓を両手で押さえた。

　あの円まど香かが、優しくて人を叩たたいたこともないような子が、自分のために人を叩たたいた。

　怖がりのあの子が、自分よりも遙はるかに強い化物に、怖おそれず向かって激しく吠ほえた。

　こんな、くだらない女のために。

『いいよ。命でも何でも、纏まといのためなら賭けてあげるよ！』

　あの子は命さえ、賭けてくれると言った。

　胸の中で何かが熱くて、目頭に伝わる。頰を触ると、氷が溶けたように濡ぬれていた。

『……なん、だ』

　泣けた。他人のことで。

　絶対に泣けないと思っていたのに、枯れてしまうぐらい泣けた。

　それに幸ゆき村むら円まど香かは、全然弱い女なんかじゃなかった。痺しびれるくらい強い女だった。

『……そっか。……あたし、見る目ないのね』

　嬉うれしい。自分が間違っていた。それを証明してくれた。

　だから今度は、自分が円まど香かの価値を証明するために戦う番だった。

　丁度優しいあの子は、その日のうちに燃え上がる口実をくれた。

『必要ない。自分の道は、自分で決めるわ』

　本当はあの場に立つ前に、あの子に全部捧ささげると決めていたけど。

　けじめをつけるために、纏まといは馴な染じみの美容院にそのまま駆け込み、おばちゃんに頼む。

『染めて。派手にね』

　容姿が変わったからといって、中身がすぐに変わるわけじゃない。

　燃やし尽くすような色に染めたって、依然と黒髪の性悪女は鏡の中に居続ける。

　でも、それでいい。あの子は自分のために、命まで賭けると言った。

　それなら自分も、同じものを賭けなければ噓うそだった。

『今すぐ剣道場に来なさい。家近いんだから来れるでしょ』

　変身を終えて、早朝に彼女を呼び出す。

　再出発は新しい朝から──とかでは別になく。

『だ、大丈夫かしら……？　に、似合ってるわよね？』

　単に円まど香かに見せるのがどきどきして、眠れなかっただけなのだ。

　やがて扉が開かれると、纏まといは振り返る。

　反射で格好を付けるようなことを言ってしまうあたり、まだまだ自分に克かててない。

　それでもあの子は、泣いて喜んでくれた。それで一旦よしとする。

『ね、ねえ円まど香か。……この色、似合ってる？』

　とりあえず、今はこれから頑張るご褒ほう美びの前払いが欲しかった。

　そっぽを向いて髪の毛先をくるくると回していると、円まど香かはいつも通り笑んで、剣道場の鏡を開いてくれる。

　二人で一緒に並ぶと、窓からスポットライトみたいに陽光が差してきた。

『うん。纏まといが一番、綺き麗れいだよ』

『……ありがとう』

　鏡よ鏡。世界で一番美しいのは私たち。

　片方は大事な髪を捧ささげて、片方はこの場にかけがえのない時を捧ささげた。

　そんな互いを想おもい合う賢者たちを、誰が愚かと呼ぶだろう。

　戦おう。あと一年。

　鏡に映り続ける黒髪の自分に向かって、纏まといは目で宣戦布告する。

『はー……。ねえ纏まとい、どうして染めたの？　黒髪、大好きって言ってなかった？』

　言えるか恥ずかしい。纏まといは歯を見せて笑って、円まど香かに笑いかける。

『ばぁか。円まど香かにだけは、教えてやんない』

　互いに並び立つ者として秘密を抱えて、一周遅れの兎うさぎの猛追が始まった。

　冷徹に動き続ける頭脳と、灼しやく熱ねつのように燃えたぎる肉体。全てを剣に捧ささげて纏まといは走る。

『やぁあ─────────あああああッ！』

　時間がない。時間がない。時間がない！

　後悔したってもう遅い。嘆く涙も顧みる首を動かす時間すらも勿もつ体たいない！

　──無駄よ。今更間に合わないわ。

　うるさい。消えろ。前に進むんだ！

　毎日、自分と戦う。

　目標に──一ノ瀬彼方かなたを殺しきる日に向かって疾走を続ける。

『ねえ纏まとい。わたしにも、何か手伝えることないかな？』

『……じゃあ、技の練習を手伝って。どうしてもぶち込みたい技があんのよ』

　伝えると、しょうがないなあと円まど香かはすぐに笑った。

『担かつぎ胴どうでしょ？　単純だなー、纏まといは』

『うっさいわね。やられたもんはやり返さないと気が済まないのよ！』

　問題は、ものすっごく趣味じゃないことだ。どうして奴やつは、こんな一秒のロスを要する無駄な技を好んで使うのか。普通に手首を返して打ちたいし、なんなら出小手だけでいい。

『……まあでも、今のあたしにはぴったりね』

　ハッタリも利くし、格好良いし、なんなら担になうと書くその字じ面づらがいい。

『よし、行くわよ！』

『うん！　ずっと、付き合うよ！』

　二人で一緒に、泥にまみれて駆け抜けた。

　賢さかしらなもう一人の自分が嘲あざ笑わらう声は、いつもこの新しく染めた後ろ髪を引く。

　しかし振り返らず、転こけても彼女のように立ち上がり、ひとりまたひとりと抜いていく。

　あんなに退屈だった一年が、一瞬で過ぎていく。

　そしてついに──倒すべき敵の前に辿たどり着ついた。

　六月の個人戦の、ベスト８決定戦。相手はもちろん一ノ瀬彼方かなた。

　纏まといは面を着ける前、二階の観客席で座る円まど香かにはっきりと見えるように、『克己』の手拭いを広げて示してから頭に巻いた。

『行ってくる。……そこで、見てて！』




『始めっ！』




　己の生涯を賭け、食い合った。

　死闘だった。互いに一本も取ることができなくて、四十分以上も殺し合った。

　膠こう着ちやくを破ったのは、纏まといが取り出した飛び道具。

　この肩に、二人分の想おもいを担かつぐ技──。

『ドぉおおお───────────らあああッ、死ねコラぁあああ──────ッ！』

　借金である担かつぎ胴どうを一ノ瀬に返して、纏まといはついに綺き麗れいな身の上となった。

　もはや身体からだが一ミリも動かない。纏まといは息も絶え絶えに籠手と面を外す。

　倒れ込もうとしたら、大きくてぼろぼろで、それから大好きな手が差し出されていた。

　最高のご褒ほう美び。纏まといは江坂の手を取り、立ち上がって笑う。

『一年前のあんたみたいには、いかなかったわね』

　スマートに決める予定だったのに。そう肩をすくめると、江坂は目を細めて笑う。

『十分だ。おめでとう。やったな。……と、言いに来たわけでは、実はない』

　江坂はふっと息を吐き、ご褒ほう美びは終わりだと言うように手を離す。

『勝ってみて、どうだった。気分は良いいか？』

『……いいえ』

　纏まといは観客席で泣いている円まど香かを見上げ、苦笑する。

『あたし、あいつと二人で勝ちたいの。ひとりで勝ったって意味はないわ』

『うん。そうだよな』

　晴れて、一周遅れが解消されて。

『行こうか』

『ええ』

　これより纏まといが二人と肩を並べて戦う、最後の二週間が始まった。





×　×　×






「やぁああ─────ッ！」「しゃああぁッ、たぁあ────やあッ！」

　明日の試合の予行演習として、みんなが試合稽古をしている。

　纏まといは大将戦を引き受けることになったため、最初は主審をしていたが、先せん鋒ぽう戦が終わると交代してもらった。置いていた自分の面の前に座ると、隣に座っていた悠が竹刀を少しだけ寄せてくれる。

　こういう気遣いができる、かわいい化物だった。

「お疲れ様。桐とう桜おうでのバカンスは楽しかった？」

「いや、ある意味秋水より辛つらかったですよ。もう誘惑だらけで」

「はっは、相変わらず義理堅いわね。……ねえ、吹雪とちょっとは仲良くなったの？」

「まさか。敵ですよ。向こうにも大っ嫌いって言われちゃいました」

　予想外の返答に纏まといは目を丸くする。

　もしかして自分が桐とう桜おうを荒らしたせいかと案じるも、嬉うれしそうな笑顔に遮られてしまった。

「もう、纏まといさんは吹雪に全然劣ってないですよ。四月のままなら瞬殺でしたけどね」

「……いいお手本が、隣にいてくれたからね。一ノ瀬も驚いたでしょうよ」

　祈り続けた江坂を放っておけなかったのか、円まど香かの善意に打たれたのか。

　神様は何でも分解して飲み込める自分の前に、唯一無二の剣の天才を遣わしてくれた。

　鬼から借りた金棒で仕掛けるラストスパートが、乾いぬい吹雪に届くかどうか。

「まあ見てなさい。貸した分、しっかり取り立ててやるから。最後に勝ちゃあいいのよ」

　次は吹雪の前に一ノ瀬戦なんてない。

　抜き胴二本で終わりなんて、もう起こらない。

　明日の試合を想像していると、悠はお腹なかの辺りを両手で押さえ、声を殺して笑っていた。

「な、なによ？」

「いや。ほんと、似たようなこと考えるんだなと思って。合同稽古前だってそうでしたね」

「……ああ。一緒に悪だくみしたわねえ」

　秋水と桐とう桜おうでお互い何をやるか企たくらんだ、とあるお昼休みの作戦会議。

　お互い真剣で、悪いことだからみんなに内緒で、だからこそ楽しかった。

　円まど香かもこの子と二人で観覧車に乗ったけど、あれだって負けず劣らずの蜜月だった。

「ずっと不思議だったんです。なんであんなに沢山データがあったのかなとか、そもそもどうして桐とう桜おうが稽古受けてくれたのかなとか。……でもこの前、ようやく分かりました」

　悠はまるで自分のことのように喜んで、歯を見せて笑う。

「全部、円まど香か先輩がやってくれたんですね」

　きっと犯人は観覧車の中で、自慢の三年間を語っていたのだろう。

　纏まといは誰より凄すごい己の相棒を、笑顔で誇る。

　団体戦の組み合わせが発表された日、二回戦に桐とう桜おう学がく院いんの名前が見えたときは、間違いなく終わったと思った。

　でもいつも、立ち上がることに長たけたあの子は助けてくれるのだ。

『ねえ纏まとい。わたし、練成会とか試合のときずっとスコアつけてるんだけど、何かに使えたりしないかなあ？　一応、桐とう桜おうの見てる試合は全部取ってるの！　昔のも！』

『……な、なんで……。凄すごいっ、あんたどうして!?』

『え、えへへ。……一番強い吹雪ちゃんがいるところだから、纏まといの力になるかなあって……』

　照れくさそうにノートを三冊差し出して、円まど香かは俯うつむく。

『わたし、こんなことしかできないから。……あんまりわたしの試合は、見ないでね』

　三年間、円まど香かは負け続けたのかもしれない。

　でも三年間負け続けることができるのは、ここに居続けた者だけだ。

『しゃんと背中伸ばしなさい。うちが勝てたら、あんたのお陰よ！』

　これで動ける。悪だくみができる。悪役となることができる。

　でもその前に、この種を咲かせるための約束を、桐とう桜おう学がく院いんに取り付けねばならなかった。

　──常識で考えなさいよ。受けてくれるはずないでしょ。

　賢さかしらな己は、変わらずそう言う。しかし振り切って、纏まといは玉砕のために駆けた。

　無駄かもしれない。

　でも行動を起こせば、何かが変わるかもしれない。

　藁わらにも縋すがる思いで、桐とう桜おう学がく院いんの剣道場を開く。

　奇跡は、そこで起きた。





×　×　×






「一ノ瀬……？　なんであんたがいんの？」

「うわっ!?　た、立花纏まといっ!?　み、みみみ見るなよい！　つーかキミのせいじゃんか！」

　願いを叶かなえに来た流星のように、一ノ瀬彼方かなたは目の前に降り立ち、涙を流していた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、自分の仲間を守るように桜さくら子こが立ち塞がる。

　纏まといは覚悟を決めて突っ込んだ。

「金曜日、藤宮の女子との合同稽古をしてくれない？」

「悪いけど、ありえないよ。大事な時期なんだ。余所よそに構ってる暇はない」

「おんやあー？　そんなこと言ったらカナも、キミたちのお願い断るぜ？　いいのかな？」

　一体、誰がこんな未来を予想しただろう。




「剣姫ちゃんとの再戦、吞のむよ。でも条件は、同じ日に藤宮との合同稽古を受けること！」




　ゲームをかき乱すジョーカーは、自分たちの陣営に着いてくれた。

　纏まといは初めて直接会話を交わす宿敵と、夕暮れの帰り道で語り合う。

「あんた、どうして味方に付いてくれたの？」

「んにゃ、キミに味方した訳じゃない。カナはどうしても、幸ゆき村むら円まど香か先輩に会いてえだけさ」

　あり得たかもしれない自分のような女は、惚ほれ込こむ女まで自分に似ていた。

「誰とでもいいし、何でもいいから始めたのにな。いつの間にか魂が宿ってた。……なんで勝ちてえか忘れてた。なんで担になってたか忘れてた。カナは、お前なら行けるって叩たたいてくれた子たちのために、行きたかったのに」

　奴やつは恥ずかしそうに、でも誇るようにウインクしてこっちを見て笑う。

「色々あってね。幸ゆき村むら円まど香か先輩に、軌道を直してもらったんだ」

　一ノ瀬彼方かなたはそう言うと、触角のような緑のエクステを外し、夕ゆう陽ひにかざした。

「あーあ。……あーあ！　カナは初めて、おそろいってやつが楽しみだったのになぁ！」

　大きな声を出して顔を歪ゆがめて、心底悔しそうだ。失恋をしているようで、凄すごく人間らしい。

　だからついでに、もっと驚け。

「金曜、しっかり土下座をすることね。何でもするってあのとき言ったでしょ？」

「……そっか、見てたのか。ししし、そゆことか。……くっそー、強えはずだよなあ」

　ざまあみろ。あの子はあなた色には染まらない。

　不敵に笑うと、あり得たはずの未来は今の自分と対等に、そっくり笑った。

「立花纏まとい先輩。効いたぜ、あの担かつぎ胴どう」

「当たり前じゃない」

　意味がない。非効率。他の技で事足りる。でも──やっぱり最高だ。




「二人分、担になってんだからね」




　格好良いし、文字が良いいから。

「じゃあね。また」

「おう。ばいばい！」

　彗すい星せいは過ぎ去っていく。またいつか、接近する周期を楽しみにして。

　纏まといは再び、燃えるような夕ゆう陽ひの中に駆けていき。

　今、この瞬間に辿たどり着つく。





×　×　×






「水上。行く前にひとつだけ。……あんたに、言わせてね」

　ぼうっと試合を見ていると、いつしか中堅戦が終わりそうになっていた。

　副将の悠は面を着け終わり、立ち上がる。纏まといは座りながら、その背に手を置いた。

「辛つらかったわね。……ありがとう。あんたがいたから、みんなが戦えるのよ」

　きっともう最後まで、この子と剣を合わせることはない。

　砂時計の最後の一粒が落ちるまで、男子を鍛えることに時間を捧ささげるだろう。

　湧いてくる離別の情を切り捨ててでも、みんなで勝ちたいから。

「大丈夫よ。……みんな分かってる。あたしも分かってる。だから何があっても誇りなさい」

　誰よりかわいい後輩の形をして現あらわれてくれた、剣の神様に纏まといは礼をする。

「あんたはあたしの、自慢の後輩。……部活に入ってくれて、ありがとう」

　言葉を掛けると、悠は背中に当てた腕を籠手で握ってくる。

　そして振り返って、籠手を外して、ぎゅっと握手して面の中で笑った。

「俺だって、ずっと見てたから。分かってますから。……一緒に背負えなくて、ごめんなさい」

　もしもの話なんて意味はないけどと、悠は言う。

「もしも俺が女の子だったら、全部纏まといさんにあげてたから。それぐらい大好きです」

「……うん」

「ありがとうございました。俺は纏まといさんみたいに、強くなります」

　誰より強い子がそう言ってくれて、全ての未練はなくなった。

　手を離すと、悠は籠手を着けて、戦うためにもう一度前を向く。

　大きくなっていく背中が、江坂に似ていた。

「さあ。やんなきゃ。今は快かい晴せいより、俊しゆん介すけのほうがずっと燃えるんだ」

「……ええ。分かるわ」

「纏まといさん。内緒にしててくださいね。……俺はね」

　同じ秘密を胸に秘めて、悠の背中が最後に笑って揺れる。

「俊しゆん介すけが殴りに来てくれたとき、初めて誰かのために泣けたんです」

　戦いの中へ彼は歩んでいく。それ以上言葉はいらず、纏まといは深呼吸し、手拭いに手を掛けた。

　今日も明日もいつまでも、胸に掲げる『克己』の手拭いに。

「よし。……行くぞ！」

　決戦が始まる。だから最後に必要なピースを集めよう。

　江坂と違って、人望はない。

　ならば鍛えたこの腕で、仲間を無理矢理連れて行く！





×　×　×






「あんたにもう、鏡はいらない。あんたがどんな風に映ってるかは、みんなが教えてくれる」

「……分かった」

　自分のことより先に、纏まといはまず一番大事なものから片付ける。

　さあ、存分に思い知れ。私が心底愛したものが、どれだけみんなに愛されているか。

　纏まといは早速江坂に向かっていく円まど香かの背を見届けて、少しだけ寄り道をする。

　江坂には必要のないものが、自分には必要だった。

　鏡は稽古中、人が当たって割れないように木の戸で塞がれている。それを少しだけ開いて、纏まといは今一度映る己の姿を確かめた。

　いる。

　この期に及んで泥にまみれることが大嫌いな、賢さかしらな黒髪の自分が。

　そいつに今からすることを見せつけるように、纏まといは鏡の戸を開けたまま駆け出した。

　向かう場所は、一番上手に君臨する江坂の位置の真反対。

　人望のない者が挑む足がかりに相応ふさわしい、一番下手だ。

　さあ行こう。自分に克かつ。泥にまみれて駆け抜ける。

　頭を下げて挑み続けるその姿にこそ、皆は着いてくるのだと江坂は教えてくれた！

「葉は月づき。お願いします」

「ん。纏まといせんぱい、お願いします」

　一番前を行く小さな背中が、強つわ者ものに挑まれても怯ひるむことなく振り返る。

「見てて。藤ふじ野のはもう、誰も怖くない」

　己の鉄面皮に打ち勝って、葉月は拳を突き出し威風堂々微笑ほほえんだ。

「史し織おり。お願いします」

「はい。纏まとい先輩、お願いします！」

　己によく似た生意気な背中が、我欲を断ち切り振り返る。

「今回だけは譲ります。私が譲った価値があるんだって、絶対証明してください！」

　曇った眼鏡を外した史織は、しかし芯は変わらず拳を突き出し生意気に笑った。

「千ち紘ひろ。お願いします」

「よっしゃ。まといさん、待ってたで！」

　そしてこれから未来を背負う背中は、過去をもその両肩に乗せ振り返った。

「見とってや。絶対勝つから！　今度はうちが引っ張るから！　だから絶対、頼ってな！」

　強く明るく意志を継ぐものが、拳を突き出し眩まぶしく笑った。

　みんな、弱い自分が内にいた。しかし誰も逃げずに剣を手に取り、戦った。

　未来は、明るい。後顧の憂いは何もない。

　纏まといは最後に燃え尽きるように速く、誰より追い続けたその背に向かって駆けていく。

「円まど香か」

　髪を切ったその後ろ姿は、もはや誰にも似ていない。

　ひとりで戦える強い剣道部の女に、纏まといは籠手のまま手を伸ばして振り返らせた。

「良いい顔になったじゃない。失恋でも吹っ切れた？」

　纏まといは小手調べを放つ。

　お前も自分に克かったかと、当然のことを聞くために。

「纏まといって、ほんとにかわいいよねえ。髪切ったり染めたりしたら、すぐ男の子って」

　愚問を斬り捨てる言葉の刃は鋭くて、そうでなくてはと纏まといは笑う。

　強敵の前に立ってこそ、笑える人間は美しい。

「馬鹿にしないで。もうわたしは、昔のわたしじゃない」

　果たして纏まといの望み通りに、歯を見せて宿敵は笑った。

「理由があるとしたら、それは纏まといが長いから」

「……ああ。それは切るわね」

　私たちは、共に並び立つ者だから。戦いの場を選んだ者だから。

　仲良く手を繫つないで終わろうなんて、死んでも言ってほしくない！

「同じのは、二つもいらないよ。いい加減邪魔だったんだよね！」

　ずっとこのときを待っていた、この日のために生きていた。

　二人、鏡写しの性悪な笑顔を合わせて、今こそ命を散らして剣を抜く。

　ごめんなさいもありがとうも、お願いしますも絶対こいつだけには言ってやらない。

「やろっか」「ええ」

　幸ゆき村むら円まど香かは、唯一無二の対等な宿敵。だから、手加減なしの全力で！




「ヤぁああ─────────ぁああああアっ!!」

「キぃぁあああ────────シゃあァあッ!!」




　三年間の全てを、共にぶつける。溶け合うぐらいに気持ちが良かった。

　何度纏まといが全力で打ちつけても、円まど香かは不屈の笑みを絶やさず立ち上がる。

「まだまだぁ！　こんなの、全然効かないよっ！」

　──ほら見ろ。ほら見ろ。ほら見ろ！　桐とう桜おうのあんな奴やつとは、全然違う！

「やぁァアアぁああ────っしゃああッ！」「……ぅっ！」

　ラストの一本を賭けて、纏まといは鍔つば迫ぜり合あいから思い切り体当たりを繰り出す。

　円まど香かが吹き飛んで、道場の壁に打ち付けられた。

　纏まといは忘我の境地から正気に引き戻されて、うずくまって動かない円まど香かに駆け寄る。

「だ、大丈──」

　様子見のために、頭を下げたその瞬間。

　腹黒狸たぬきは眠りから覚めて、馬鹿めと嘲あざ笑わらって飛び起きる。

　纏まといは刹那瞠どう目もくし、そして決着を悟って笑って目を閉じた。




「めぇええええ───────────んっ、やああッ!!」




　心を打たれた痺しびれと共に、纏まといは深々と礼をする。

　剣を納めて駆けて笑った。

「まいった！」

「……えへへ。勝てば、いいんだよね？」

「そうよ。……勝てる。あんたは絶対、勝てる」

　何も心配していない。最後の一秒まで、笑って見ていられるはずだ。

「あんたあたしに勝ったのよ。誰にも負けるはずないでしょう！」

　籠手を外して、ぼろぼろになった左手で、纏まといは親友の背を叩たたく。

「背筋伸ばしなさい。後ろで待ってる。だから絶対、繫つないできなさい！」

「……うんっ！　約束する！　わたし絶対、勝つからね！」

　どんなに辛つらくとも、無駄だと言われても、三年間笑顔で毎日水をやり続けた。

　それを知ってる。信じてる。だから──立ち上がれ、親友。

　あなたが、咲かないわけがない！
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「面が、ズレていますね。一旦納めて、開始線で着け直してください」

　涙と鼻水に濡ぬれた無様な顔を晒さらせと、神様が言う。心はもう、砕けてしまった。

　──だめだった。こんなに頑張ったのに、ぜんぶ無駄だった。

　虚無と絶望に、円まど香かは立ち上がれない。

　三年間、弱いなりに頑張った。荒廃した地で生き抜いた。

　それなのに最後に神様がよこしてくれたのは、こんな結末。

　──わたしのせいで、負けて終わり。

　俯うつむいて、円まど香かは無様な自分の顔を拭うことすらできない。

　砂時計の残りは、あと一分もない。止まった時計が動き出せば、円まど香かの運命は決まる。

　──もう立てない。立ち上がりたくない。もう、いやだ。

「君。早く、着け直しなさい」

　そんな風に考えるといつも、円まど香かに向かって神様は無理矢理立ち上がれと言ってくる。

　最後まで、無情だ。円まど香かは手拭いに手を伸ばし、深く前傾して目を瞑つぶる。

　背筋が曲がる。折れ曲がる。

　そのまま、闇の中に朽ちようとする──。




『背筋伸ばしなさい』




　そんなとき、背後から約束の声が聞こえた気がして、円まど香かはゆっくりと目を開く。

　背筋を伸ばすと、あの誓いの日の朝に見た、美しい光が広がった。

「……ぁ、……あ……っ」
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　積み上げた三年間が、円まど香かに幻を見せる。

　光の中に、江坂と纏まといが背中を向けて立っていた。

　二人は大きくて格好良い背中を意志の炎で燃やして、一人分だけ間を空けて、立っている。

　幻の江坂と纏まといは手を差し伸べない。頑張れ大丈夫かだなんて、言ってくれない。

　お前ならひとりで立てるよなと、黙って待ってくれている。

『決して挫くじけるなよ』

『三人で、決めたことなんだからね』

　円まど香かは今一度、自分が並び立つために空けられたその場所を、強く見つめる。

　己で定めた誓いの言葉は、今も尚なお燃えるような色を放ち、戦うための道具の上に居続けて。

　転んでも起き上がる天才に、巻かれる時を待っていた。




　──克己。




　円まど香かの折れ曲がった背を、熱い何かが撫なでる。

　あの朝焼けの光の中に並べと、ぼろぼろの手のひらで撫なでて、彼女は笑うのだ。

『ほら。あともうちょっとだけ、頑張ろう？』

　円まど香かは背を伸ばす。何度転んでも立ち上がる。たったひとりでも戦える。

　最後に自分の背中を押すのは、纏まといでも江坂でも誰でもない。

　ここで三年戦い続けた自信を咲かせる、自分自身！

　──こんな程度で挫くじけない。もっと沢山辛つらいことを、わたしはひとりで越えてきた！

　円まど香かは戦うために、手拭いに両手を伸ばす。邪魔な涙を強く拭った。そして自分自身に、後ろにいる皆に見せつけるように、誓いの文字を真まっ直すぐ広げて頭に巻いた。

　面を被かぶって紐ひもを括くくって、蝶ちよう結むすびの輪っかをぱつんと引っ張る。

　爽快な音と共に、剣士の出いで立たちは完成する。殴るように拳を籠手に嵌はめ、剣を手に取る。

　──行け。克かて。ここで強い自分になってみせろ！

　瞳の中を意志で燃やして立ち上がり、震える脚を心でねじ伏せる。前へと三歩、進んで。

　藤宮高校剣道部の強い女はついに、蘇よみがえって倒すべき敵に向かって切っ先を構えた。

　やってやる。最後は絶対、笑って終わるとみんなに誓った。

　──ここに居続けた意味があったって、自分で証明してみせる！




「始めっ！」
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　決死の咆ほう哮こうが二つ、彼我の間で衝突する。

　重く撓たわんだ声の波動が二人に跳ぶことを許さない。一歩、一歩、這はうように前に進む。

　ひりつく空気の痺しびれが、ついに触れ合った剣先からも伝わった。

　最後の中心の制し合い。

　残り僅かな時の中、じりじりと剣先で押し合い、円まど香かと桜子は視線を交わす。

　この状況は、初めてじゃない──二人が同時に狙いを悟り、唾を吞のみ込こむ。

　──相面だ。

　自信を持って伸びた円まど香かの背が、小さな桜子を怖おそれさせる。

　燃えるような決死の形相で、円まど香かは桜子を吞のみ込こむように、ぐっと前に出てきた。

　彼女の背には、あの日自分を潰した纏まといの幻影が。だから、桜子は──

　対たい峙じする円まど香かと同じように、己に克かって、自らの意志で前へと進んだ。

　積み上げてきたものがある。今まで全部、この子に自分の力で勝ってきた。だから後ろには引かない。引いてやらない。そこにはもう、守るべきみんながいて。

『代わりに、決めてください。……全国、行きたいです。一緒に』

　前には、共に辿たどり着つきたい未来があった。

　地を蹴る。全てを賭けて、共に跳んだ。

「めぇええ───────────────ぇえェエええんッ!!」

　その差は、刹那だった。絞り出せた地力の差だった。

　己の性根のように真まっ直すぐと、全てを燃やした乾けん坤こん一いつ擲てきを、桜子は打つことができた。

　円まど香かの相面は、負けてしまう。

　だから──────────そんな誘いに乗るわけないじゃんと、性悪な狸たぬきは嘲あざ笑わらう。

　ふわり。

　一直線の桜子の竹刀を僅か、円まど香かの竹刀が跨またいで行く。

　手首の返しは小さく効率的に、相手の全力をいなして狙う。

『後ろで待ってる』

　──繫つながれ。

　力強いのは踏み込みだけで、頭を躱かわして竹刀だけそこに置いていく。

『だから絶対、繫つないできなさい！』

　円まど香かの人生を戦いへと誘った、彼女の姿をその背に纏まとって──今放つ！

　──繫つながれぇっ！




「小ぉっ手ぇえぇええ───────────────ェエえええヤああッ!!」




　全てを乗せて、全身全霊で叫ぶ。遅くなった時間の中、目を瞑つぶった。

　両手から伝わる痺しびれが、脳裏を──三年間の軌跡を駆け抜けていく。

　泣いて叫んで吐いて転んで、それでも這はいずり進んできた、暗闇の旅路。

　その果てに辿たどり着ついた遥かな場所で、円まど香かはゆっくりと眼を開く。

　──眩まぶしい。

　あの誓いの朝に見た、朝焼けのような光が。

　今鮮やかに、円まど香かの人生を明るく照らし出す──。




「小手あり！」




　三年間が、輝くように咲き誇っていた。

　心血と汗の果てにしか咲かない三輪が、力強く場内を割って咲いている。

　笑顔で待つ纏まといに捧ささげる花道は、確かにここに繫つながった。

　頰から滂ぼう沱だと伝う円まど香かの涙が、唇をかすめて舌の上に乗った。

　今まで味わったどんなものよりも、甘く幸福な味がする。

　この場所にしか成らない努力の果実。乱暴に囓かじって、円まど香かは桜子に笑ってやる。

「面に来ると思ったでしょう？」

「……ッ」

「ばーか。わたし、性格悪いんだ♪」

　涙も笑顔も女の武器なら、全部敵に向けてやれ。何でも使って最後まで戦え。

　──こんなところで、終わってなんかやるもんか！

「絶対。絶対。……絶っ対！　藤宮わたしたちは、負けないッ！」

　誇り高き咆ほう哮こうはついに、最も強き者を呼ぶ笛の音を摑つかみ取とる。

　戦いはまだ──終わらない！




「止やめ！　──勝負あり！」





×　×　×






　戦い終え、吹雪に意志を託し終えた桜子は、場を空けてくれた由ゆ季きの隣に座る。

　籠手と面を外して汗を拭うと、下を見ずに天井を見て、大きく息を吐いた。

「アタシってやっぱ、馬鹿だよなぁ……」

　最後に真っ向勝負を挑んだのは、決して慢心ではない。

　円まど香かと手合わせした試合や稽古を振り返り、自分の今の実力を鑑かんがみて、きっと勝てると冷静に判断したつもりだった。

　なのに、やっぱり肝心なところが抜けてる。

「三年間、剣道部ここで生きてきたんだもんな。……弱いわけないんだ」

　背負ってきたものは、あの子にだってある。それを何より重く考えるべきだった。

　隣に座る由季は責めずに微笑ほほえむ。対等に並ぶ者として、一つ付け加えた。

「実は、引き分けで良かったんですよ。気付いていましたか？」

「……うん。知ってた」

　桜子は、由季とは逆隣の方向を振り返る。

　聖女のように両手を合わせて、必死に吹雪の勝利を祈る愛あい莉りがいた。

「でも、どうしてもさぁ。……愛あい莉りの分、勝ってやりたかったんだ。アタシは」

　たとえ、理から外れても。

　桜子はその想おもいを、情を、役割のためだと捨て去ることが最後までできなかった。

「駄目な、副キャプだよなぁ」

　由季は首を振る。そして桜子が膝の上で握りしめている手に、自分の手を重ねた。

「そんな貴女あなただからこそ、みんな貴女あなたを好きになった」

「……うん」

「卑下することは許しません。自分で言った言葉は、自分で背負ってくださいね」

　桜子は頷うなずき、背を伸ばす。

　まだ終わってない。戦いが続けば、汚辱を濯すすぐ機会はきっとある。

　だから今は、厚顔無恥でもこう言おう。

「次、必ず勝つからさ。甘えていいかな、キャプテン」

「はい。次を、楽しみにしています」

　二人で笑顔を並べて、最後の戦いを眺める。両手を放して未来を委ねた。

　運命は、欲しがりな彼女の手の中に。

「行け、ぶっきー！　花持たせてやるから決めてこい！」




　仲間の祈りを背に受けて、雪の剣姫は今こそ白線上に降臨する。

　歩む足取りはふわりと軽やかで、月の上を歩いているようだ。

　竹刀を持った手が熱い。桜子と交わした拳が、早くやらせろと燃えている。

『ごめん、ぶっきー。負けちゃった』

『うん』

　さあ、笑え──哮たけれ。蘇よみがえれ。

　竹を手に取り衣を纏まとって、剣姫が輝く時は今！

『負けてくれてありがとう。わたし、全部持ってくね！』

　拳を交わして前へと歩む。立花纏まといが待っている。

　奴やつは白線前で立ち止まり、大胆不敵に挑発するように。

　その座を明け渡せと、右籠手を伸ばしてぐっと握って見せた。

　──最高。死んで。纏まといさん。

　求められれば求められるほど、剣姫は妖あやしく美しく、斬って良いのかと笑うのだ。

「誰でも来い。一番強いのは、このわたし」

　この身を得ようとするもの全て、無理難題を突きつけ砕く。そのために。

　吹雪はここで、燃えている。







　自分の仕事を成し遂げて、幸ゆき村むら円まど香かは炎熱を宿した右拳を掲げる。

　白線上に待つ己の親友に向かって、息を整え、対等に笑った。

「ほらね。わたしがいて、良かったでしょう？」

　ようやく勝てた。約束通り、一花咲かせて部を救った。

　だから円まど香かは役目を終えた者として、一番欲しいご褒ほう美びをせがむ。

　纏まといが自分のために怒ってくれたら熱くなれるし、泣いてくれたら涙が出る。

　でもそんなもののために、ここで咲くことを選んだわけじゃない。

「ありがとうとか、ごめんなさいはないのかな？」

　ごめんなさいもありがとうも、貞淑に下げる頭もいらない。

　傲岸不遜で唯我独尊、引かない媚こびない顧みない。

　誰より賢く美しく格好良く、そして性悪に。

　こんな女は蹴飛ばして、自分が一番だと名乗りを上げろ！




「はっ。言うわけないでしょ。どけ、引き立て役が！」




　──戦場ここで、あなたを見たかった。だからわたしは居続けた。

　この最凶最悪の女が最も輝く舞台を、一番の特等席で見たかった。

　乾いぬい吹雪でも、一ノ瀬彼方かなたでも誰でもない。

　世界で一番美しく強いのは、立花纏まといなんだって。証明される時は今！

「行って、纏まとい！　あなたに、全部あげる！」

「ええ。特等席で見てなさい！」

　戦う拳を交わして、立花纏まといは炎を纏まとった髪を揺らして駆け出した。

　友が咲かせてくれた花道を滑走路に、光のように駆けていく。

　抜くべき女はあとひとり。とうとうここまでやって来た。

　纏まといは吹雪と対たい峙じすると、空いた右籠手を差し出して、頂点を摑つかむように握り潰した。

「もらうわ。その場所」

　最後の試合に勝てば勝ち。それ以外は負け。なんて単純明快な無理難題。

　さあ思い知れ。無理難題に挑むときこそ、天才は身を焦がす熱に笑うのだ。

「その名前もよこせ。あたしが一番、綺き麗れいで強いんだから！」

　ビッグマウスは燃やして上等。纏まとって吹雪のその先へ。

　さあ、灰にしてみろ。燃やしてみろ。今こそ真しん贋がん問うてみろ！




「全員そこに跪ひざまずけ！　一番凄すごいのは、このあたしッ！」




　一歩、二歩、三歩。繫つないだ想おもいを剣に託して、世界の中心でど派手に抜いて。

　立ち上がる前の一瞬に、纏まといは心で呼びかける。

　さあ、円香。私の全てを見届けて。

　あなたと肩を並べる、つるぎのかなた。

　そこに、今──。




　辿たどり着つく！





×　×　×






「始めっ！」




　前へと進んだ二つの剣先が触れ合うと、真空が広がるように世界から音が消えた。

　過集中が、巻き起こる拍手と歓声を置き去りにして二人を異次元へ。

　宇宙のような静寂に、纏まといは即座に判断──剣先を下げて誘う。

　纏まといが攻防自在の己の型を、かちりと守りに入れ替えたその瞬間。

　吹雪は三本の白はく刃じんと共に、既に首級を狙って跳んでいた。




「ぃヤぁぁああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あアアああしゃあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」




　振動と影と咆ほう哮こうがやがて追いつき、流星が落ちたような地鳴りが場内の響どよめきを促す。

　剣姫──吹雪はその圧倒的な力を見せつけ、嗤わらう。残心を取りながら確かな手応え。

　──ああ。また誰か、頂点ここに来た。

　放った三本は正確無比に竹刀を舐なめさせられた。

　牙を剝むき、己の余勢で体当たり。ぶつけた面めん金がねの彼方かなたに、吹雪は余裕と嗤わらう敵を見た。




「シゃァあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]リぃヤぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」




　──見えた。守りは同格！

　纏まといは受けから間髪容れず、化かすような三本を鍔つば迫ぜり合あいから即座に放ち返した。

　空踏み、体移動から引き小手に右拳を下ろした力の移動はまた虚像、その実左手に全ての力を込めて引き面の軌道に起き上がり、真まっ直すぐと叩たたき落おとすその瞬間に右手に力を入れ直す。

「胴ッ、しゃぁああ─────────やああッ!!」

　己の技術の粋を尽くして幻二本と白はく刃じん一本。

　宝石のような吹雪の瞳が瞬くと、虚うつろな二本は消えて無くなる。

　嘲笑と共に本命の引き胴をはたき落とし、纏まといの残心を追わずに悠然とその場で構え直した。

「きぃぁあああ────────────やああッ!!」

　こんなものかと哮たけって嗤わらう吹雪の姿に、纏まといの頭脳は即座に回転。進行方向を切り直す。

　──攻め勝ちは無理。一週間前から更に伸びてる。

　纏まといは得意である連続技を、もはや使わぬと軽量化のために非情に切り捨てた。

　──引っ掛けて隙を一本盗んで、後は逃げ切る。

　先を取って、あえて中心から竹刀をどかす。見え見えに、下から起爆する出小手のイメージを植え付けにいく。相小手に乗ってきたら、変則で小手胴──は無理！

「しャアッ、はぁあ────────あぁあやあッ!!」

　吹雪が罠わなの影など怖おそれずに弾丸のように跳んでくる。

　背中を伝う冷や汗と共に、纏まといは別の技に備えていた竹刀を無理矢理顔の前に引き上げる。

　速すぎると歯ぎしりする暇も無い。吹雪の烈火のような攻めは止まらない。

　瞠どう目もくする纏まといの前に、見覚えのある動きが現出した。

「小手ッ、シャァッ、たぁあ──────やああ─────ッ!!」

　幻三本と実の一本、纏まといは目を閉ざす。追わないという選択肢をあえて選んだ。

　右手を竹刀から離して胴を隠す。稲妻のように走る己の頭脳を信じる。

　──あんたならどうせここでしょ！

「めぇええ──────────えぇええんやああッ、たぁああッ!!」

　吹雪の引き面を打つ手が、びりびりと痺しびれた。

　左片手一本で頭上に掲げた纏まといの竹刀を、またもや叩たたかされて。

　──固い。どれだけ守るの！

　吹雪が歯ぎしりする。繰り出す打突の全てを見切っていった、一ノ瀬を見るようだ。

　だが纏まといはあの女じゃない。攻めと守りの切り替えを強みとしている──ならそこを突け。

　無理矢理攻めに入れ替えさせて、打ち勝つ。

　吹雪は下がりの残心をすぐに止め、逆回転するボールが跳ね戻るような勢いで纏まといに挑んだ。

　すると纏まといが、目もく論ろ見み通りに攻めに切り替えてくる。虚の視線を二つ交わして竹刀は弾はじけた。

「はぁああ────やあッ！」「たぁあ─────しゃああッ！」

　三つ──同じ攻めならこっちが上！

　二本が弾はじけて吹雪は引き小手。纏まといも同じ。互いに一歩下がり、その場で空踏みを掛け合う。

　僅かに、吹雪が速さで上を行った。引きの残心から先に中段構えに戻す。

　敵を砕くための中心拠点を、吹雪はついに奪いきった。全精力をかけて跳ぶ。

「メぇえええ──────────」

　ふわり。

　纏まといの面は、そこにない。張っていた十八番が、ついに起爆する！

「小ぉっ手ぇ、おらぁああ─────────しゃあああッ!!」

　攻め負けた振りをして張っていた、纏まといの出小手が思い通りに下をくぐった。

　吹雪の籠手も、そこになかった。

　外した瞬間に纏まといの身の毛がよだつ。悟って途中で、吹雪は右手を抜いていた。

　──どんどん兄貴に近づいていってる。

　力が無いから、同じような出で鱈たら目めは起きない。現に左片手一本になった面は力なく、もはや伸ばすだけで打突の形を作れていない。しかしその守りが、何より纏まといの心を挫くじきにかかった。

　──やっぱり無理よ。引き分けを落とし所にしたら？

　内なる悪あしき自分が顔を出す。五月蠅うるさい喧やかましい黙ってろ！　水を差すな！

「らぁあぁあ─────────やああッ!!」

「きぃぁあああ─────────しゃああッ！」

　声を起点に、吹雪が構え直す。背筋から流れた一筋の汗が、左のくるぶしまで伝った。

　再度の猛攻を仕掛けることが恐ろしい。今の纏まといの出小手を避けられたのは完全に偶然だ。

　だったら、ここからは守って──狙う。

　吹雪が冷め切り眼めを凍らせると、かちりと何かが切り替わる音がする。

「キぃぁぁああやぁああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]しゃああああッ！」

　鬼の形相で、纏まといは燃え上がった。

　再び攻めへ。吹雪が摑つかんだ中心をすぐにでも剝がそうと、脚と竹刀を躍らせて多様なフェイントを仕掛けてくる。とどめとばかりに、纏まといが強く一歩を踏んできた。

　中心の支配が、ついに纏まといに渡る。押し出されて吹雪の竹刀は左寄りに。

　出小手に派生できないことを完全に計算した上で、今度は纏まといが打ちかけた。

「たぁぁああ──────────あああッ」

　そこで今度は、吹雪の十八番──抜き胴が繰り出される。

　策略に嵌はめた。最高のタイミングで最高の脚出し。

　風のように懐ふところに潜って、後は断ち切るように手首を返して胴体を抜き去る──！

「どォっ、たぁああ──────────ヤぁッ！」

　音は、鳴らない。

　吹雪の手首が返らない。纏まといの飛び込みはフェイントだった。

　竹刀の手元を、剣先で押さえられている。抜けようとした進行方向に纏まといが滑りこんでいる。

　悪夢の再演に、吹雪の心臓はどくんと鳴る。彼女の背後に、自分を砕いたあの女。

　一ノ瀬彼方かなたをなぞるように、纏まといはその技を繰り出した。




「メぇぇえ─────────────んっしゃァッ、おらああァッ!!」




　共に十八番を切り合って、僅か上を行った纏まといの引き面。しかし──

　──やらせない！

　一度見たものを、吹雪の眼めは忘れない。

　敗北の積み重ねが、吹雪に紙一重首を捻ひねらせて避けさせた。

「やぁああ───────────あああッ!!」

「キぃぁああ──────────やああッ!!」

　共に切り札を使い果たして、全速力でそのまま距離を詰め合う。

　吹雪は纏まといの引き面を払った竹刀で中段に構えて。纏まといは引きの残心から竹刀を上段に掲げて。

　共に背中に想おもいを背負って、持てる全てを振り絞る最後の状況。

　相面──。

「めぇええ───────────────ええええんやあッ、しゃああッ!!」

　吹雪が、全力を振り絞って跳んだ。

　纏まといの出小手は見切られている。抜き胴という宝刀を捨ててなお、吹雪は上だった。

　否────上を行かせた。性悪な女め狐ぎつねが、今こそ馬鹿めと嘲あざ笑わらう。

　吹雪の意識の隙間を縫うように、右前足を斜め前に忍び寄らせる。

　手首を返して、前へ。

　貸していた借金を──今こそ取り立てる！

「どぉぉ───────おおおっ、しゃぁああ────────やああッ!!」

　振り下ろされた面を避けながら、纏まといは敵の宝刀を選んで放ち、己を燃やして駆け抜ける。

　残心を追ってきていた吹雪の前で振り返り、両手を下ろし、確かな感触と音に嗤わらった。




「胴あり！」




　燃えるような紅が三本、ついに咲く。割れるような歓声が場内に広がった。

　嵌はめられた吹雪が、面の中で己の迂う闊かつさを呪った形相を広げている。

「なーんだ」

　だから──煽あおれ。行儀や礼儀など知るものか。勝つためなら何でもしろ！

「簡単ねえ、抜き胴これ。こうすりゃいいんでしょ？」

　好きなだけ熱くなれ。冷静さを失え。技に拘こだわって自滅しろ！

　緩慢に開始線に戻って考え続ける。冷たく頭は回り続ける。身体からだと心だけが燃えて熱い。

　僅かに見えた光を摑つかむため、纏まといの頭脳が最後に導き出した作戦。

　──逃げて逃げて逃げまくる。この一本を守りきれ！

　纏まといは開始線に到達して振り返り、罠わなに掛けるため、焦あせりを隠すために嗤わらおうとした。

「──ッ」

　できない。

　背筋に氷柱が滑り込むような悪お寒かんが、ぞくりと纏まといを震わせた。

　構えた竹刀の先、その面めん金がねの中で吹雪は。




　──もっと。




　気を抜けば仲間も己も命を失うこの劣勢を愉たのしむかのように、場違いに狂い笑っていた。




「二本目！」
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　先行を死守するため、纏まといのほうから前に出る。すんなりと中心を奪えた。

　奪わされた。「っ!?」

　蛇のような変則的な曲線軌道を高速で描いて、吹雪の竹刀が動き出す。

　雪崩なだれの如ごとく虚実が混ざった攻めが、纏まといの強きよう靱じんな精神すら吞のみ込こんでみせる。

　ずどん、と踏み込みの音が鳴ったときには、竹刀の位置取りは入れ替わっている。

　中心には、吹雪の竹刀──引け！

「きぃぁやあああ─────────ああああッ!!」

　声に吞のみ込こまれそうな竹刀を引き抜き、纏まといは裏避け──面籠手胴を同時に隠した。

　その刹那、吹雪の刺突のように真まっ直すぐ迸ほとばしるはずだった面が軌道を変える。

　頂点で静止し、風を切って右に弧を描き──纏まといが隠しきれない、唯一の場所へ。

　剣姫のその背に最凶の剣鬼の姿を幻視して、纏まといは己の行く末と計算漏れを残酷に悟る。

　逃げ切れない。追い越せない。

　自分が走れば、吹雪も走る。

　──二週間は、この子にもあった。




「どぉおッ、しゃぁ────────────アアぁああアやああっ、タあァあッ!!」




　逆胴が、纏まといの左腰を奪っていく。骨を断ちきるような、美しい残心を伴って。

　吹雪が見て盗んだ鬼の金棒は、今ここで纏まといの心を完全に叩たたき折った。

「胴あり！」

　すがりつくように残心を追ってみるが、判定は変わらない。顔が見えるほどの至近距離で、残心を取った竹刀を血を払うように外に払うと、変わらず吹雪は場違いに笑う。

「あげるよ、抜き胴それ。もう飽きちゃった」

　まるで残忍に遊んで壊す、化物のよう。

　しかし、振り返り背を向け進む吹雪の姿に、纏まといは確かに彼女が背負った人を見た。

　吹雪は振り返る前、離した右手で拳を握ると、心臓に押し当て、仲間の陣営に示したのだ。

　──大丈夫。わたし、勝つよ。

　決して揺らがず、そう言い切るように。

　纏まといは天を仰ぐ。剣を下ろして歯を嚙かみ、目を瞑つぶった。

　三百六十五日を燃やし尽くして取った一本を、吹雪は三秒で取り返す。

　負けても即座に立ち上がり、死にかけたらその分強くなって戻ってくる。

　そんな正真正銘の異星人から、もう半分もない時間で、また一本取らなければならない。

　──もう、いいでしょう？　あんた、よくやったわよ。

　嫌いだった黒髪の内なる自分でさえ、お疲れ様と肩を叩たたいてくる。

　もう駄目だろう。せめて自分が言ったことを守り、引ひき際ぎわぐらい美しく。

　纏まといも振り返り、背筋を伸ばして己の陣営を振り返る。

「…………ああ……」

『克己』の旗印を見えるように広げながら、幸ゆき村むら円まど香かは笑顔で纏まといを奮い立たせる。

　纏まといにはなくて、円まど香かにはある武器。人望を振り絞って駆けつけて。

　己に克かった仲間たちを、同じく笑顔でその旗の周りに集めて、彼女の唇は言った。

　──がんばれ。

　たとえこの戦場に声は届かなくとも、ずっと寄り添ったあなたになら聞こえると。

　円まど香かは命を預けて、屈託なく微笑ほほえんだ。

「……大丈夫。終わりまで、見ててね」

　この死地で最後に使う武器を、纏まといは選ぶ。

　三年間ずっと隣で見ていた自分だけが模倣できる、唯一無二の武器。

　幸ゆき村むら円まど香かが咲かせてくれた笑顔を、面の中に咲かせて。

　立花纏まといは、最さい期ごの疾走を始める──。




「──勝負！」
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　怠惰で遅れた道を、命を燃やして大返ししてきた。

　二人と同じ、あの憧れた場所に辿たどり着つきたいのだと、真逆の道を選び直して。

　考えられない無茶に無茶を重ねた身体からだは、とうに限界だった。
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　己の生命を汲くみ上あげ枯らして、傷ついた身体からだは熱を持つ。

　喉は嗄かれ尽き、声が濁った。

　酸素が薄い。

　異星に棲すむ者への壁は厚くて遠く、この身はもうじき灰へと燃え尽きる。

　業ごう火かに灼やかれるような痛みの中で、纏まといは朦もう朧ろうと誰かに問いかけた。

　──私が選んだ道は、これで正しかったの──？

　意識が薄れていく。暗闇に目が閉じそうになる。……そんなとき。

　光が見えた。

　それは神様が与えてくれた幻ではなく、己が選んだ道が描いた走そう馬ま灯とう。

　夜、愛いとしい男と二人きりで、幻想的な花火を見上げたときの記憶だ。

　周りには誰もいない。募らせた想おもいを切に届ければ、きっと上手うまくいくだろう。

『ねえ、江坂。……あたしは、間違ってたのかな』

　そんなときでも、胸に描くのは円まど香かのこと。

　どうして自信を持ってくれないのと、激して泣いて傷つけた、誰より大事な子のことだ。

　まさしく自じ業ごう自じ得とく。愛を捧ささげた男に、嫌われて捨てられても仕方がない。

　ここで折れる、そのつもりだった。

『間違っていない。俺がお前でも、必ず同じことをした』

　しかし彼は、最も厳しく甘い鞭むちを打つ。

　褒ほう美びをやる。だから最さい期ごまで走って死ねと、そう言うように。

『信じて吠ほえたんだろう。あいつには、踏まれて終わらない価値があると』

『……うん』

『なら最後まで信じてやれ。あいつは、お前に並び立つ女だぞ』

　二人の間に縮まらない距離が、一人分の隙間があることを誇って彼は笑う。

『簡単に背中を曲げるな。女が下がるだろうが』

『……ええ。そうね』

　纏まといは立ち上がる。

　張った意地を斬って捨ててでも、行きたい道を選ぶと確かに決めた。

『行ってくる』

『ああ、信じろ。お前の友達は、転んで起き上がる天才だからな』

　彼の笑顔が、言葉が、背中を押す。纏まといはすぐに駆け出した。

　そしてやっぱり蘇よみがえってくれた円まど香かは、自分を迎えるとまたまた怒った。それが嬉うれしい。

　本当は最後に、もう一度私のために怒るあなたが見たかっただけなの、なんて。

　そんな秘密をいつか打ち明けたら、円まど香かはどんな顔して笑うかな。

『それじゃあ、最後にあたしと二人で乗りなさい。あんたの事情は聞かないわ』

『あはは、はいはい。それじゃあ、もう一周だねえ』

　一瞬のような一生のような観覧車の中で、かけがえのない時を過ごした。

　向き合って座るのではなく、肩を並べて寄せ合い笑い合う。

　何回怒ってくれただろう。何回泣かせてくれただろう。何回、笑ってくれただろう。

　一緒に戦い続けた三年間。この女は最後まで、自分を捧ささげて一緒にいてくれた。

　三み行くだり半はんを破いてくれた大事な人に、纏まといは問いかける。

『黒瀬と乗ったとき、言ったの。明日隕いん石せきが落ちるとしても、あたしはあたしって』

『あはは。纏まといっぽいね』

『そうね。……あなたは明日死ぬとしたら、最後に何をしたい？』

　さあ、望みを言って。私だけに。

　滅私に全てを捧ささげてくれた親友の願いを、他ならぬ自分が叶かなえてやりたい。

『わたしは、もしも明日隕いん石せきが落ちるなら、きっと剣道はやらないな』

『うん』

『でもね。……もしも明日隕いん石せきが落ちるなら、わたしは剣道部のみんなに会いに行きたい』

　誇るべき自分の親友は、心の底から仲間の未来を願い続けて、最さい期ごまで笑う。

『わたし、剣道部が大好き』

『……うん』

『あなたの側にいたいから入った、ここが大好き！』

『……う、……んっ……』

『ありがとう、纏まとい。だいすき。……だから、笑って？』

　肩に重みを預けてくれて、彼女は笑う。

『最後は、笑って終わろうよ！』

　煌きらめきを示せと笑う、伴侶の微笑ほほえみと重みを。

　纏まといは、担になう──。
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　止まらない時を駆け抜けて、燃え尽きる最さい期ごの瞬間がやってくる。

　怒ど濤とうの吹雪の攻めが途切れた瞬間に、全精力を乗せた。

　砂時計の残りは、五粒──。

　五秒。一足一刀で中心を奪い、右足を前へと滑り出す。四秒。吹雪が見せつけた新しい技をなぞるように纏まといの竹刀が頂点に。そこから右へと弧を描く──！

「っ、く──！」

　三秒。吹雪の超反応が、竹刀を握った両手を左腰に回す。

　二秒──纏まといの全膂りよ力りよくを込めた右手が、頂点から落ち逆胴へと向かう竹刀の軌道を止めた。

　フェイント──一秒。光こう路ろが一つ。

　たった一筋のか細い道筋。逆胴を隠した吹雪は、右胴を隠しきれない。

　手首を返して飛び込み胴で、この道を渡り切れと頭が言った──。

「やぁあああああぁあ──────────────あああああああッ!!」

　叫んで燃え尽きる、最後の技を選ぶとき。

『纏まといせんぱい』『纏まとい先輩』『まといさん』

　みんなの顔が、

『立花』

　江坂の顔が、

『纏まとい』

　円まど香かの顔が、脳裏をよぎって。

　飛び込むべき光の中に、両手を広げて笑う、越えたい己の姿を見た。

　──ああ。

　纏まといは、選ぶ。己の道を。

　たとえ愚かと言われても、どうしてそうすると言われても。

　──あんたは、馬鹿ね。

　勝利のための一秒を、肩に手を置いてくれた皆に、見せつけるために。

　無駄の極致のその動作を。

　纏まといは、担になった──。




「ドぉおおお───────────ヤあああッ、たぁあアアアア──────ッ！」




　痺しびれるような音がする。時計係が掲げた、笛から。

　纏まといの剣には、確かに斬った手応えがあった。

　いつまでもつきまとう、黒髪の賢さかしらな己。

　両肩に担になった重みを力一杯振り下ろして、彼女を確かに斬り伏せたとき。

　──でもあんたは、それでいいわ。

　彼女は、幼き日に鏡に見た大好きな自分のように、歯を見せて無邪気に笑った。

　審判が、旗を上げる。




「止やめ！」




　担になった剣は、紙一重。

　吹雪の胴に届く前で、ぴたりと止まっていた。

　笛の残響が消える。立花纏まといの三年間が、燃え尽き確かにここに終わった。

　しかし審判が、神がそのことを告げても、もはや纏まといは動かない。

　愚かな賢者は己の大言壮語通りに麗うるわしく、魂の一刀を突き立てたまま。

　確かに辿たどり着ついたぞと示すように、笑顔のまま灰になっていた。




「──引き分け！」
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　柏かし倉くら由季は、ずっとその場から動けなかった。

　試合と整列が終わって、桐とう桜おう学がく院いんの主将である自分には次の試合も責務も待っている。

　しかし由季は、正座をしたまま、面の前から微動だにしなかった。

「由季」

　隣に残る桜子が、自分の名前を呼ぶ。由季は言葉なく首を振った。

　返事をしたくないわけじゃない。ただ、嗚お咽えつに詰まって声が上手うまく出なかった。

　心を打たれて、由季は動けない。

　戦いの場で初めて流す頰の雫しずくをそのままにして、拭いたくなかった。

「……すみま、せん……っ。もう少し。……もう少し、ここに……っ」

　一秒でも長く、彼女と同じ場にいたい。

　由季は白線を隔てた彼方かなたに向かって、もはや届かない手を伸ばす。

　惹ひかれてしまった真逆の人。知らないものを教えてくれた悪い人。

　最さい期ごまで敵には何も悟らせぬと、化けの皮を纏まとった美しい人は。
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　きっと生涯を捧ささげて行きたいと願ったその場所に、辿たどり着ついていた。

「……き、れい……」

　立花纏まといが、泣いている。

　その命を燃やし尽くし、頂点に立つ剣姫の上を確かに行って尚なお、彼女は泣いていた。

「ごめんね。ごめんね。ごめんね……っ。……あたしの、せいで……っ」

　自分のせいだと滂ぼう沱たと涙を流し、纏まといは頭を床に擦こすりつけようとする。

　そんな彼女を、隣に座る円まど香かが笑顔で抱きしめていた。

　葉月が、史織が、千ち紘ひろが。戦いを終えた彼女を取り囲み、ありがとうを捧ささげて笑う。

　肩を叩たたいて、背中を叩たたいて、抱きしめて。心の底から、後悔など一つもないと笑っていた。

　由季はついに、彼女の正体を知る。

　燃え尽きた化けの皮の中にいた者は、兎うさぎだった。

　走って走って何かを償い、その果てに自らの身を炎にくべて、皆に捧ささげることを選んだ兎うさぎ。

　彼女がようやく召された、光差す遙はるかな場所に、由季は手を伸ばす。

　──私も、あそこに行きたい。

　遅すぎた。

　きっと気付くのが遅すぎた。

　秘密だ優しさだと理由を付けて、自分を眠らせてきた由季には、もう時間が足りない。

　あの場所はもはや遠すぎるのだと思うと、後悔の涙を止めることができなかった。

「由季、泣くな」

「……でも……」

「あの人はアタシに、でもとかだってを、一度だって言わなかった」

　隣に座す桜子を振り向くと、彼女はちぎれんばかりの力で袴はかまを摑つかみ、顔を歪ゆがめている。

　かつて泣いた桜子は、しかし今度は泣いていなかった。

　一度は彼女に砕かれた背を誇るように、見せつけるように桜子は毅き然ぜんと在る。

　先に立ち上がり、しかし決して手を差し出さずに彼女は言った。

「泣いていいのは、全部終わった奴やつだけだ」

「……はい」

「アタシらには続きがある。あの人たちが行けなかった、続きが」

　頷うなずき、由季は面の上に掛かった手拭いに手を伸ばす。

　桐とう桜おう学がく院いんの『交こう剣けん知ち愛あい』の文字をしかと脳裏に焼き付けてから、涙を拭った。

「ええ、そうですね。……そうでした」

　由季は自分の足で立ち上がり、桜子と並び立つ。

　そして己の最も切れ味鋭い武器である笑顔で、惜別の未練を断ち切った。

　剣を握る拳の中に、彼女たちから継いだ意志の種子を、確かに握って。

「一番上に行きましょう」

　そこで、きっと咲かせてみせる。証明してみせる。

「あの人たちに勝った、私たちが一番です」

　由季は戦うための道具を手に取って、纏まといたちに凜りんとした背を向ける。

　──そこで見ていて。無駄でも何でも這はってでも、私も必ず辿たどり着つく。

　彼女が最後まで手放さなかった『克己』の文字を、心に確かに刻みつけて。

　意志の炎を継いで纏まとった兎うさぎが一匹、未来へ向かって駆け出した。

　高校総体予選女子団体の部、二回戦。

　藤宮高校　対　桐とう桜おう学がく院いん高校。勝者数二対二、得本数三対五。

　勝者─────桐とう桜おう学がく院いん高校。
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　競技場の扉を出て、纏まといは礼をする。

　もう部活は終わってしまったのに、反射でそうしてしまう自分がなんだか可笑おかしい。

　いつの間にか身も心も、剣の道に生きる者になっていた。

「はーあ。泣いた泣いた」

　ため息をついても、両肩が軽い。今ならもう一戦くらいはできそうな気がしてしまう。

「……馬鹿なことしたもんよねえ。あたしも」

　格好付けて時間切れとは、何とも業が深くて自分らしい。

　苦笑をこぼすも、しかし纏まといに後悔はなかった。

　一世一代の馬鹿をした。一生を賭けて、やりたかったことを成し遂げた。

　その報酬が、この窓の外に見える青空だけなのだとしても。

「……悪くないわ」

　廊下の窓まど際ぎわに設置された椅子に面や竹刀袋を置いて、纏まといはぼうっと窓の外を見つめる。

　競技場の喧けん噪そうから離れて静かな廊下にひとつ、足音が聞こえた。

「立花」

　声を掛けられる前から、不思議と誰なのか分かっていた。

　面おも映はゆくて、どんな顔をしたものかと迷いながら江坂のほうを振り返る。

「………………くっ、」

　どうやら向ける表情は、考えるまでもない。

「あはははははは！　何、あんた泣いてんの？　なーんであんたが泣いてんのよ！」

　微笑ほほえむ江坂の頰は、濡ぬれている。

　かつて自分もそうだったことを棚に上げて、遠慮なしに纏まといは笑った。

　相変わらず性格が悪くて救えない。でも受け入れてよと、纏まといは甘える。

「分からん。理由は特にない」

　優しくて強い男は、しょうがないなと怒らず笑い、期待に応えて。

　ご褒ほう美びの花束を手渡すように、この手を摑つかめと右手を差し出した。

「格好良かったぞ。お前が、世界で一番だ」

　纏まといは俯うつむき、静かに笑う。

　江坂の手を握らずに、彼の頰に右手を伸ばす。そして親指で涙を拭った。

「じゃああんたは、二番目に格好良いんだ？」

　牙を剝むいて、纏まといはいつもの不敵な笑みを蘇よみがえらせる。

　優しくお疲れ様を言って、引っ張ってくれる。

　そんなぬるい男、立花纏まといには必要ない。

「いつまでぴーぴー泣いてんのよ。あんたまだ、何も終わってないでしょうが！」

　空いた左手で、纏まといは風を切るテイクバックを取る。

　心を担になうその軌道を見て、彼も笑い、いつもの打突を受けるように頰を差し出す。

　雷のように鋭く、その音は鳴った。

　纏まといはそのまま拳を作り、燃える男に想おもいを継ぐ。

「行ってこい。次はあんたの番！」

「……ああ」

　頷うなずき、江坂が熱い拳を継いでいく。去りゆく大きな背中が、約束を語った。

「見ていろ。世界で一番強い男になってくる」

　彼は決して振り返ることなく、前へと歩んでいく。だから、素直になるなら今のうちだ。

　纏まといはもう剣を握ることのない両手を、胸の前で組んで合わせる。

　そうして剣の神様に、頭を下げて心から祈った。

「がんばれ。がんばれ。がんばれ、がんばれ……っ！」

　負けないで。きっと勝って。

　ようやく並べた場所の留守を守って、どきどきしながら待っているから。

　纏まといは人事を尽くしてきた男の背中に、夢を描いて目を瞑る。

　嫁入りの雨の中、世界で一番格好良い男が笑顔で迎えに来てくれて。

　言葉の花束を捧げて誓って、世界で一番幸せにしてくれる。そんな夢を。

　あなたならきっと叶えてくれるよねと、纏まといは少女みたいに甘えて笑った。

　さあ、お色直しをしないと。

　纏まといは邪魔っけな防具を外し、まるで白しろ無む垢くみたいな純白の胴着姿で外へと駆けていく。

　無邪気な笑顔を輝かせて、太陽が輝く青空の下。

　きっと自分のための花を選んで、笑って待ってくれているあの子のもとへ。

「円まど香か！」

「纏まといっ！　……わたしね、終わったよ！」

　同じ純白の装束を着た彼女が、百ひやつ花か繚りよう乱らんの花畑の中で振り返る。

　どんな花よりも眩まぶしく輝く、美しい笑顔を咲かせて。

「三年間、最後まで頑張れたよっ！」

「……ええ。やっぱりあんたが、いっちばん凄すごいのよ！」

　強く優しく、涙を浮かべて抱き合って。

　少女たちの戦いは、最後に笑顔を咲かせて、ここに終わった──。







[image: 決勝戦：未来]




　長い長い戦いの果てに。

　共に剣を掲げて戦ってきた人。対たい峙じして剣を交えて打ち倒してきた人。

　その全ての人間の想おもいを背負って、担になって、水みな上かみ悠ゆうは遙はるかな高みに立っている。

　試合は長引いた延長のせいで、まだ始まらない。

　まるで剣の神様が、最後に心の準備をしろと言ってくれているようだった。

　悠は見つけやすいように会場のすぐ外に出て、未いまだ一点の曇りもない蒼そう穹きゆうを見上げる。

　今、己の上で輝くものは、たったひとつの太陽のみ。

　悠はそれに向かって、灯火を継いできた右の手のひらを開いて伸ばし、

　──絶対勝つ。

　己が持ちうる全ての力で、ぐっと摑つかんで握りつぶした。

　髪の毛先まで気勢が充実していく。眼めが、剝むかれた牙が鋭く尖とがっていき、喉からは低い嗤わらい声が漏れる。もはや人の皮を脱ぐことを、微み塵じんも躊躇ためらいはしない。

「水上。試合、終わった。時間」

　己よりも遙はるかに小さく弱い少女に向かって、悠は衝動を抑えず振り返って睨にらむ。

　藤宮高校女子剣道部の先せん鋒ぽうは、誰より先に強大な化物に斬り込み、怯ひるまず微笑ほほえみ返してきた。

「ん。怖くて、格好良い」

「……ああ。ありがとう」

「でも駄目」

　葉は月づきは己の意志を示して首を振り、低い場所から右手を出して頰を打ってくる。

　青空に、綺き麗れいな音が響く。避けられなかったし、避けたくなかった。

「やり直し。そのままじゃ、負ける」

「……うん」

「笑って？　ここで笑えない奴やつは、弱い奴やつ」

　戦いの場に在って、それでも笑う。

　その強さを継いだことを思い出せと、藤宮高校女子剣道部、現副部長と一緒に、満面の笑みを夏空に咲かせた。「こうか！」

「よし。行ってきて、部長！」

　肩を叩たたかれ、悠は頷うなずき歩いて行く。会場の扉をくぐったところで、すぐに立ち止まった。

「懲りない奴やつだな。その程度の仕上がりじゃ、吹雪ふぶきも彼方かなたも夢のまた夢だぞ！」

「……ふふふ、周りが見えましたか。どうやらもう、眼鏡は必要ないみたいですね！」

　お前を試してやると、生意気は何度心を挫くじかれても変わらない。

　自分より強い奴やつの命を奪ってやるぞと、史し織おりは頼もしい笑みを浮かべて後ろから出てきた。

「いるかそんなもん。俺は絶対、人と同じなんか嫌なんだよ」

「言いましたね。オンリーワンになりたかったら、まずはナンバーワンにならなくちゃ」

　先輩相手に遠慮なく、一年後に辿たどり着つく星を追うものが肩を叩たたいた。

「行ってきてください、部長。いくら私だって、同じ結果だったら飽きますよ！」

　背中を押されてまた歩き出す。

　中に入ると、今度は横に並んで同じ立場に立つ千ち紘ひろが、笑って肩をぶつけてきた。

「おいぶちょー。今日勝たへんかったら、道場入れへんで。計画狂ってまうからな！」

「計画？」

「あんたを一年後、客寄せパンダにする計画や！　来年強い奴やつ入ってこな困るやろ？」

「……ああ。そうだな！」

　共に未来を担になう者が、抱くように強く手を回して肩を叩たたいた。

「ほら稼いでこいダンナ！　うちはまといさんみたいに甘ないぞ！」

　頷うなずき、歩き出し、競技場の扉の前へ。

　そこで門番のように、最も手て強ごわい二人が両側で腕を組んで待ち構えていた。

　まずは誰より優しく強い、髪が伸びた円まど香かから挑んでくる。

「悠くん、そろそろ借金ひとつ返してよ。わたしが二度と来なくなってもいいのかな？」

「それは困る。世界が滅びます」

「じゃ、そろそろ飴あめの一つも欲しいなあ。わたし、厳しいのばっかりは卒業したもん！」

　頷うなずくと、最後はもう片方にいた纏まといが前に立つ。

　その地位を譲っても、灰と燃え尽きても、心の炎熱を纏まとった髪の輝きは燻くすぶらない。

「昔負けたことなんて、どうだっていい。クソの役にも立たないわ」

「はい」

「今、勝ちなさい。外野は結果で黙らせろ！」

「……はい！」

　纏まといと円まど香かが、担になってみせろと両肩を叩たたく。その力を持って、扉を開いた。

　そこに、今なお燃え続ける炎──男たちは待っている。

　どうして中にいると問う無粋はしない。どうせ一分もかからない。

　長々とした言葉など、男には必要ないからだ。

「御託はいいんで腕見せてください。俺はまだ、あんたに着いてくとは言ってねえ」

「ああ。自分で見極めろ」

　一人で喰くい方を覚えた八や代しろは、誰にも飼えない牙を持ち己を狙う。

「オレが下げた頭、軽くしてくれんなよ。オレよりだせー奴やつとは組めねーぞ」

「分かってる。証明してくる」

　買った喧けん嘩かの価値を証明しろと、城きの崎さきは戦う拳を決して解かない。

「お願いするなら、負けた後一緒に謝ってやんぞ。部長？」

「ふざけろ。寝言は寝て言え、副部長」

　己と並んで曲がらぬ矜きよう持じを持つかと、黒くろ瀬せは眼鏡の奥から常に試してくる。

　誰も彼もが愚かで熱くて癖がある。

　並の覚悟では束ねるどころか、吞のまれてしまうのみ。そんな男たちを。

「悠」

　お前は継いで率いることができるかと、かつてその座に立った男は問うてくる。

　江え坂さか仁じんは、拳を突き出す。

　今なお消えぬ篝かがり火びを心に掲げて、両眼は未来を見据えている。

　皆を連れて行く覚悟はあるか。力はあるか。証明する方法はただ一つ。

「勝て！」

「……はいッ！」

　今一度拳に灯火を継いで、男たちの想おもいを背中に負って、悠は戦いの場に歩き出す。

　そして己の戦いの道具、その前に座して黙想────今、立ち上がる時は来た。

　敗れてしまった仲間たちは、この場に立ち入ることができない。

　それでもせめて見ていろと、悠は藤宮高校の『克己』の手拭いを広げて天に掲げ、観客席の皆に誓いを捧ささげるが如ごとく巻いていった。

　──必ず勝つ。もう誰にも負ける気がしない！

　担にない、背負ったからこそ辿たどり着つく剣の境地。

　天衣無縫へと至った剣鬼は、今こそ白線を越え、笑顔で軽やかに頂点へと駆け抜ける。




『男子個人の部、決勝戦。選手の紹介を致します。

　赤。秋水大学付属高等学校二年、乾いぬい　快かい晴せい選手。

　白。藤宮高等学校二年、水上　悠選手』




　ああ──色がいい。最高だ。天すら己に味方した。

　あの青空を、まいったの白旗が三本上がるところを、今度はお前に見せてやる。

　藤宮高校剣道部部長、水上悠は剣を掲げて前へと進む。

　今、新しい夢がある。

　乾いぬい快晴を倒すことすら通過点にした、遙はるかに高く難しく燃える夢が。

「正面に、礼──」

　もう、ひとりで登れるところは全部登ってきた。見られる景色は全部見た。

　一番高い場所は、確かに一番気持ちが良かった。

　だからこそ再び辿たどり着つきたいこの場所で、水上悠は高らかに誓う。

　──来年を見てろ。

　ひとりで来たって最高だった。

　だからみんなでここに来られたら、もっと最高で気持ち良いはずだ！

　一歩、二歩、三歩。未来を担になった剣を抜いて、来年の話をして鬼は笑う。




　──次は絶対、みんなと頂点ここに来るんだ！




「始めっ！」

　始まって数秒。放つ技は、己が得意とする技とは逆軌道。

　託された想おもいを力一杯、悠は大きくその肩に担にない──。




「どぉぉオッ、しャああああああ──────────────りゃああッ!!」




　未来を斬きり拓ひらく快音を、つるぎのかなたへと轟とどろかせていった。


了









　あとがき




　みなさまお久しぶりです。渋谷瑞也です。

　というわけで暑苦しい野郎巻から一転、キュートなガールズ巻です。いかがでしたか？

　まあ内容は全くキュートじゃないんですけど。カバーイラストでバレちゃったかな。

　当初伊藤さんは「よっしゃ、じゃあ凄いかわいいの描いて騙したりますわ！　わはは！」と仰っていたようで、わくわくして待ってたら今回の表紙が届きました。完全に騙された。

　いやー、抗えない癖とか業って本当に良いものですよね。

　そういう経緯を含め、一番気に入っている一枚です。伊藤さん、ありがとうございました。

　さて、読んでくれた方には分かるかと思うのですが、三巻は構成が物凄く特殊です。

　野郎は単純馬鹿でストレート。女の子は複雑繊細で変化球。

　この二対を合わせて初めて、団体戦までの二週間の全容が見える兄妹巻としました。

　余裕があれば、読者のみなさまにはぜひ、二周目を楽しんで頂ければなあと思ってます。

　特に今巻。一周目では気付けなかったことに、色々気付けて楽しいはずですよ。

　で。そんな構成を試せたのだから三巻、著者は楽しかったんだろうなと思うでしょう？

　ところがこれが真逆で、苦しくてしょうがなかったんです。

　今まで小説書いてて一番しんどかった。セルフボツの山を見ると未だに血の気が引きます。

　こういう台所事情を、夢を見せるべき作家が言うのは本当は良くないんです。ダサいし。

　でも本作では、特にこの三巻では、隠すべきではないなと判断しました。

　三巻のテーマは『自分の克服』であり『継続』です。

　誰にでもできて、それがゆえにこの世で一番難しいことなんです。

　そんなテーマとまさしく自分が対峙したときに、「やっぱ難しいから別の話に変えます」って逃げることだけは、絶対ありえませんでした。

　執念で書き上げた巻です。世の中に送り出せることを誇りに思っています。

　なのでちょっとだけ、ご褒美代わりに、みなさんにお願いしてもいいでしょうか。

　今辞めようと思っていること、続けようか迷っていること。

　もしもあったら、もう少しだけでいいので続けてみてくれませんか。

　楽しいことは他にもあるだろうし、努力は必ず実るからなんて無責任なことも言えません。

　でも、最後までやり遂げた人間にしか見えない景色や喜びは、必ず存在します。

　それだけは、絶対と言わせて下さい。みなさまが各々、憧れた場所に辿り着けますように。

　以下謝辞です。

　担当編集の清瀬さん。改めましてイラストの伊藤さん。今回もありがとうございました。

　さあ、四巻書けるかなー？　書けたら次がラストになる予定ですが、いかに。

　それではみなさま、ご縁があればまた！
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